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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「小さな姫ひめ君ぎみよ。君は生まれながらにして不幸で、そして哀あわれだ」

　憐れん憫びんを込めた瞳ひとみで少女を見やって、男は告つげた。というよりも、断言した。

　中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの体に着込んだ紺こん色いろのブレザーとズボン。同じ一いつ張ちよう羅らを何着も持っていて、公こう人じんとして振る舞まう時には常つねに同じ服ふく装そうで人前に出る──彼はそういう男だった。いつも同じ格かつ好こうで民たみの前に立ち、同じ笑え顔がおを浮かべ続ける彼に、感心と畏い怖ふを同時に抱いだいたことを少女は覚えている。

「なぜ君は不幸なのか？　説明すると、それはカトヴァーナ帝てい国こくの皇こう族ぞくとして生まれたからだ。間近に滅ほろびを控ひかえた国の貴き種しゆとして生せいを受ける、これほどの不幸は他にないと僕ぼくは思う。というのも、その立場にもたらされるべき恩おん恵けいは先せん達だつがとっくに貪むさぼり尽つくしていて、君はその放ほう蕩とうのつけばかりを回される宿しゆ命くめいにあるのだ」

　人じん民みんの心を和なごませる人ひと懐なつっこい笑顔も、少女と向き合う時だけは静しずかな憫びん笑しようにすり替わる。怒ど鳴なるでも責せめるでもなく、顔を合わせるたびに男はただただ彼女を哀れんだ。そういう心の腐くさらせ方を、男はどこまでも熟じゆく知ちしていた。

「次に、なぜ君は哀れなのか？　それはキオカの地で育ったがために、自みずからの境きよう遇ぐうを理解するだけの賢けん明めいさを身みに付けてしまっているからだ。君はとても賢かしこい。だからこそ、正解の後に間違いを見れば必ずそれと気付く。君はもう母ぼ国こくの腐ふ敗はいに気付かないことが出来ない。無知だけが君を救い得たが、その安あん寧ねいはすでに奪うばい去さられた後だ」

　男の言こと葉ばに棘とげはないが、ある種の毒どくを含んでいる。長期に渡って摂とらせ続けることで徐じよ々じよに蓄ちく積せきしていく類たぐいの、ゆるやかで気の長い毒どく素そ。それが時間をかけて少女の思考を侵おかし、価か値ち観かんを歪ゆがませる。ゆっくりと、しかし確実に、その未来から広がりを奪っていく。

「あちらの内ない閣かくは君を政せい略りやく上じようの人ひと質じちとして預けたつもりでいるようだが、僕にそのつもりはない。この国に滞たい在ざいする間、僕が君に与えるものは第一に来らい訪ほう者しやとしての自由だ。好すきな場所を見て回り、好きな人々と交流を持ち、好きなだけ見けん分ぶんを広めるといい。要よう望ぼうがあれば案内人も付けるが、こちらから強しいて押し付けることはない。行く先々の人々に言い含めて君を歓かん迎げいさせるようなこともしない。そんな面めん倒どうな真似まねをしてまで『良い国』を演えん出しゆつしようとは思わない。理由は簡かん単たんだ。ありのままを見せておけば、ここが帝国より遥かにまともな国であることはサルでも分かるからだ」

　大きな束そく縛ばくと、小さな自由。人を操あやつり人形に仕立て上げる際に用いられる二つの道具。しかし、男はその反対を好このむ。大きな自由と小さな束縛。それは一いつ見けんして健けん全ぜんな教育とさえ映るが、その成果として生まれた者は、意志のない操り人形よりも遥はるかに禍まが々まがしい象られた意志をもつ。

「ただし忘れてはならない、君はあくまでも異い邦ほう人じんだ。どれほど長い時を過すごそうとも、キオカは決して君を住じゆう人にんとして受け入れることはない。それを忘れないためにも、機会があるたびに帝てい国こくには必かならず帰りなさい。キオカを知った上で帰国した時こそ、君は本当の意味で帝国を知ることが出で来きる。今日に至いたるまで帝てい室しつの為なしてきた全すべてを、その果はてしない不ふ毛もうを悟さとることになるだろう」

　ついに耐たえきれなくなって、少女は両手で耳をふさぐ。だが逃げられない。男の声は苦もなく手のひらを突つき抜けて、気が狂くるいそうなほどの音量で頭の中を反はん響きようする。

「認めるべきだ、姫ひめ君ぎみ。──君の血は、生まれながらにして腐くさっているのだと」

　男の笑えみがぐにゃりと歪ゆがみ、まっさらな空白だった周しゆう囲いの情じよう景けいが移り変わる。視し界かいを埋うめ尽つくすようにして現れたのは、飢うえて瘦やせこけた大勢の人々。血ち走ばしった目を一か所に向けて、彼らは何かを叫さけんでいる。声は聞こえない。しかし、救いを求めていることだけは少女にも分かった。

　ふと彼女は、自分が手の中に一いつ杯ぱいの粥かゆを持っていることに気付いた。これで一人でも飢えを紛まぎらわせてやることが出来る──そう思って周囲を見渡すと、群ぐん衆しゆうの中にひときわ目立って、乳ち飲のみ子を抱きかかえた母親の姿が目に入った。飢えに弱り切った子供には、すでに死し臭しゆうを嗅かぎ付けた蠅はえがたかり始めている。それを見て迷わず、少女は親子のもとに駆かけ寄った。

　これを子供に食べさせてやってくれ──少女はそう言って粥の椀わんを渡そうとする。が、まるで何も聞こえていないかのように母親は取り合わない。少女の心中に焦あせりが募つのる。頼たのむからこれを与えてくれ、このままでは子供が死んでしまう。そうなってしまう前に、どうか私にその子を救わせてくれ──！

　必ひつ死しの思いで取りすがった瞬しゆん間かん、粥の飛ひ沫まつが宙ちゆうを舞まった。母親の振るった腕うでが椀を弾はじき飛ばしたのだ。少女の目の前で、ひび割れた地面に一人分の救いがぶちまけられる。彼女は半はん狂きよう乱らんでそれを取り戻そうと手を伸ばす。だが、逆さになった椀の下には、すでに乾かわいた砂すながあるばかり。

　声にならない絶ぜつ叫きようと共ともに、再ふたたび周囲の情景が移り変わった。気が付けば、少女は真っ暗な空間に一人きりで佇たたずんでいた。寂さびしさと不安に苛さいなまれながらさ迷い歩いていると、ふと暗くら闇やみの一いつ角かくに、ぼんやりと光を放つ空間を見つける。その中心には、ひどく懐なつかしく思える黒くろ髪かみの少年が立っていた。

　ソローク！──そう名前を呼びながら、彼女は夢む中ちゆうになって少年に駆け寄った。距きよ離りは近いようで遠く、息いきが切れるまで走っても光のもとには辿たどり着けない。だが、少女は諦あきらめなかった。それが最後の救いだと分かっていた。これを逃せば、今度こそ自分はどこにも行けなくなると。

　どれだけ経たったのか。手足がちぎれるかと思うほど全力で走っているうちに、いつしか周囲は光で満たされていた。ついに念ねん願がんの場所へ迎え入れられた少女は、ようやく走るのを止めて、息を整えながら一歩ずつ黒髪の少年に近寄っていく。相手は深くうつむいていて、彼女からでは肝かん心じんの表情が分からない。不ふ機き嫌げんなのではないだろうかと的まと外はずれの不安を抱きながら、少女はこわごわ彼に手を伸ばす。少年も応えるように両手を持ち上げ、

　そこに握にぎった一振りのナイフを、少女の胸むねに深々と突つき立てた。

　力を失った体が仰あお向むけに倒たおれこむ。それでもなお、黒くろ髪かみの少年は少女に馬乗りになって白はく刃じんを振り下ろし続けた。憎ぞう悪おに満ちた執しつ拗ような攻こう撃げきを、肉を裂さかれ内ない臓ぞうをかきまぜられる苦く痛つうを、しかし少女はどこか腑ふに落ちた思いで受け入れる。これが望みだ、これを求めていたのだと。

　赤く染まった腕うでが弱々しく上がり、震ふるえる指先で少年の頰ほおを撫なでる。抱きしめて礼を言いたいのに、そんな資格は自分にないという確かく信しんが、胸むねの奥に焦こげ付いたままで──。




「──下、どうされましたか！　殿でん下か！」

　けたたましいノックの音で、眠りに沈んでいた意識が現実に立ち返った。心しん臓ぞうは未いまだ早はや鐘がねのように脈みやく打うち、全ぜん身しんの筋きん肉にくは全ぜん力りよく疾しつ走そうした後のように熱をもって引きつっている。

　それらを夢ゆめの名残なごりとして引きずりながら、はぁ──と大きく息いきを吐はき、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニク第三皇おう女じよは寝台ベツドの上で上体を起こした。

「……大事ない。少々うなされただけだ。早朝から騒さわがしくして済すまなかった」

「は、はぁ、そういうことでしたら……。悪あく夢むでも見られましたか？」

　ドアの外に立つ護ご衛えいの兵士がそう尋たずねると、姫ひめ君ぎみは寝台の上で動きを止めて、しばらくそのまま考え込んだ。そう真ま面じ目めに答える必ひつ要ようはないと知りながら、なぜか軽い気持ちで返答することはためらわれる。

「あの、殿下……？　申もうし訳わけありません、妙みようなことをお尋ねしましたか……」

　思い悩なやむ雰ふん囲い気きがドア越しにも伝わったのか、護衛の兵士が弱々しい声で謝あやまってくる。シャミーユ殿下は苦く笑しようしてかぶりを振った。

「……確かに、途と中ちゆうまでは悪夢だった。が、あの手のものならば起きている間も頻ひん繁ぱんに見ている。今さら取り立てて怖こわがっても仕し方かたがあるまい」

「は、はぁ……？」

「それに──最後だけは悪くなかった。あれは、長い悪夢が終わる夢。……救いの夢だ」

　そうつぶやいて、差し込む日の光に目を細めつつ、姫君は窓まどの外を眺ながめる。──朝日を受けて長い影を落とした基き地ちの建けん造ぞう物ぶつと、その上で青空を行き交かう野や鳥ちようの群むれ。彼女の夢見とは裏うら腹はらに、どこまでも穏おだやかな朝の光景が広がっていた。





＊






　──初しよ期き動員兵力、帝てい国こく陸りく軍ぐん北ほく域いき鎮ちん台だいより一万八千三百二十人。シナーク族による反はん乱らんの鎮ちん圧あつ完かん了りよう時点で三千七百四十四人が戦死、千二百三十四人が行方ゆくえ不明。重じゆう傷しよう者しやは五千人超ちよう──大部分は高所での滞たい在ざいによる体調悪化のため──に上る。

　動どう乱らん勃ぼつ発ぱつより三か月と十二日後、ラ・サイア・アルデラミン神しん聖せい軍ぐん一万二千人が北より来らい襲しゆう。これを受けた北ほく域いき鎮ちん台だいは、シナーク討とう伐ばつ隊たいの残ざん存ぞん兵力八千人弱じやくから千八百人を選んで撤てつ退たい支し援えん部ぶ隊たいを編へん制せい。うちセンパ・サザルーフ大たい尉いの率ひきいる一個大隊六百人が最前線での遅ち滞たい防ぼう御ぎよ任にん務むに当たり、八日間の抗こう戦せんの後に撤退。後方にて野や戦せん築ちく城じようを終えた部隊に任にん務むを引き継つぐ。

　撤退開始より二十二日後、大アラファトラ山さん脈みやくに展てん開かいした北域鎮台全兵力の撤収完かん了りよう。任務終しゆう了りようまでに撤退支援部隊から三百七十二人の戦せん死し者しや、三百四十四名の行方ゆくえ不明者（相そう当とう数すうの捕ほ虜りよを含むと推すい測そくされる）、四百三十一人の重じゆう傷しよう者しやが発生。以後は山脈南側の北域にて防御戦せん闘とうを継けい続ぞく。

　北域動乱勃発より四か月と二十六日後、中ちゆう央おうより援えん軍ぐん一万人が到とう着ちやく。これを受けたラ・サイア・アルデラミン神聖軍は北域への侵しん攻こうを中断し、大アラファトラ山脈に築きずいた拠きよ点てんから帝てい国こくを睥へい睨げいする。現時点での領りよう土ど奪だつ還かんを勝しよう算さん稀き薄はくと判断し、帝国軍は山脈麓ふもとに築いた防ぼう衛えい線せんの強化に回る。

　戦せん線せん膠こう着ちやくより二十八日目、状じよう況きようの安定を鑑かんがみて、第一種警けい戒かい態たい勢せいを解かい除じよ。国こつ境きようの後こう退たいを吞のみ、この日をもってカトヴァーナ北域動乱に端たんを発する一連の「北域方面戦争」のひとまずの終しゆう結けつと見なす。

　最終動員兵力──北域鎮台総力二万三千七百二十人に加か算さんして、中央より送った援軍一万人。累るい計けい三万三千七百二十人也なり。

　最終死傷者数──戦死者四千六百十七人、行方不明者二千九十一人、重傷者七千百七十六人。推定総死者数は七千人に及およぶ見込み也。

　備び考こう──ラ・サイア・アルデラミン神聖軍の侵攻に伴ともない、大アラファトラ山脈を下ったシナーク族から四千人を超こえる難なん民みんが発生。当とう座ざの処しよ置ちとして北域南端に難民キャンプを設営し誘ゆう導どう。族長ナナク・ダルとの契けい約やくに基もとづき、帝国内での早そう急きゆうな居きよ住じゆう地ちの選定が求められる。




「──お分かり頂いただけるか、諸しよ君くん。これが今回の戦争で私たちが流した血の量だ」

　読み上げた書しよ類るいを、詰つめ襟えりの軍ぐん服ぷくを着込んだ長ちよう身しんの壮そう年ねん将しよう校こうが手の甲こうで叩たたいた。鋭するどい翠すい眼がんが室内を一いち巡じゆんする。

「とはいえ今、とりわけて論ずるべきは、この出血の原げん因いんについてだが……」

　カトヴァーナ帝国陸りく軍ぐん大たい将しようテルシンハ・レミオンのやや高い声が、弾だん劾がいの調ちよう子しを帯びて響ひびき渡る。広さの割に石いし壁かべのせいで圧あつ迫ぱく感かんのある室内では、一つの大テーブルを囲んで、上かみ座ざに二名の大だい将しよう帥すいが。その向かって右手には三名の中ちゆう将じようと一名の宰さい相しようが、左手に八名の少しよう将しようと四名の証しよう人にんが、それぞれ三人ずつの書しよ記き官かんと共ともに居い合あわせていた。

　そして最さい下しも座ざ、風ふう銃じゆうを持った四人の兵士に身しん辺ぺんを囲まれた位置。大将帥たちの視し線せんを真っ向から受け止める形で、もう一人の人物が震ふるえている。北域鎮台司令長ちよう官かんの肩かた書がきをもつ、その男が。

「まず訊きこう。自分ではどう思っているのか、タムツークツク・サフィーダ中ちゆう将じよう」

　名を呼ばれた途と端たん、見る影もなく伸び放題の口くち髭ひげの向こう側で、かさかさの唇くちびるがわなないた。

「わ、吾わが輩はいの責せきではない……」

「ほう？」

「不幸にして犠ぎ牲せいは大きかったが、それも鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんとしての務つとめを果はたした結果ではないか！　我われら帝てい国こく民みんにとって、シナーク族はそれこそ獅し子し身しん中ちゆうの虫であり、遅おそかれ早かれ駆く除じよの必ひつ要ような害がい虫ちゆうだったのだ！　吾輩はその役目を買って出たに過すぎんのだっ！」

　開き直った言い分に、レミオン大たい将しようの翠すい眼がんが、はっきりと侮ぶ蔑べつの光を宿した。

「……北ほく域いき鎮台司令長官としての貴き殿でんに預けられた任にん務むは、北域全体の治ち安あん維い持じだった。この点について異い論ろんはないな」

「そ、それは無む論ろん……」

「その務めを果たしたと、いま貴殿は言ったのか。自じ軍ぐんから七千人に及およぶ死者を出し、それに劣おとらぬシナークの屍しかばねを積み上げてなお、貴殿は北域の治安維持を果たしたとのたまうのか」

　言こと葉ばに詰つまったサフィーダ中将から視し線せんを切って、レミオン大将は向かって左手に並んで座すわる、四人の下か級きゆう士し官かんたちを見つめた。

「どうやら中将は、結果だけを見て責せめられるのが不ふ服ふくと見える。ならば原げん因いんを遡さかのぼってみるとしよう。そのために君たちという証しよう人にんが呼ばれているのだからな」

「……は。必ひつ要ようとあらば、あらゆる質しつ問もんにお答えする準じゆん備びがあります」

　緊きん張ちように全ぜん身しんを固くしつつ、サザルーフ大たい尉いが答えた。無ぶ精しよう髭ひげを綺き麗れいに剃そり上げた顔からは、戦場で見る時よりもずいぶん若々しい印いん象しようを受ける。彼と並んで座るイクタ、ヤトリ、トルウェイの三人も、合わせてレミオン大将に目もく礼れいした。

「では順を追って尋たずねよう、センパ・サザルーフ大尉。第一に、シナーク族はなぜ反はん乱らんを起こしたのだろうか？」

「司令長官閣かつ下かの御ご指し示じの下もと、北域では長らくシナーク族に対する弾だん圧あつ政せい策さくが採とられてきました。税ぜい収しゆうの増ぞう加か、商しよう取とり引ひきの制限、精せい霊れいの没ぼつ収しゆうなどです。これらの抑よく圧あつが積み重なった結果が今回の蜂ほう起きに繫つながったものと見られます」

「それらの采さい配はいは、いずれも軍人ではなく官かん吏りの領分と思われるが？」

「司令長官閣下は、北域各州の高等官吏と非常に仲がよろしくあられましたので」

　サザルーフ大尉はさらりと言い切った。中将本人から「ふざけたことを抜かすな！」と野や次じが飛ぶが、それもレミオン大将のひとにらみで黙だまらされる。横よこ槍やりを許さず話が再開した。

「すなわち、サフィーダ中将の指示に端たんを発するシナーク族への弾圧政策が、今回の動どう乱らんを招まねいた根本的な原因の一つであったと。そう捉とらえてよいのかな」

　四人の証人たちが同時にうなずくのを見み届とどけて、レミオン大将は話を次に移した。

「よろしい。では、第二に……動乱勃発からシナーク族の鎮圧までに発生した三千人以上の戦死者について。これほどの被ひ害がいを生むに至いたった原げん因いんを尋たずねよう」

　サザルーフ大たい尉いの目め配くばせを受けて、ヤトリが立った。凜りんとした声が罪ざい状じようを述べる。

「大尉に代わってお答えします。動員兵力の被ひ害がいが深しん刻こく化かした最大の原因は、その運用の基もととなる戦せん略りやくが劣れつ悪あくであったという事実にあります。シナーク側に地の利がある大アラファトラ山さん脈みやくへの安あん易いな侵しん攻こう、進しん軍ぐん路ろ同どう士しを長い距きよ離りを置いて設定したことによる補ほ給きゆう線せんの弱じやく体たい化か。一度確保した陣じん地ちからの撤てつ退たいを許さない硬こう直ちよく思し考こうも被害を増やしました。が、特とく筆ひつするべきは、高こう山ざん病びように対する気き配くばりの欠けつ如じよであり──」

　よどみなく語られる内容に耐たえかねて、サフィーダ中ちゆう将じようがいきり立った。

「だ、黙だまれっ！　たかが尉い官かんごときが、訳わけ知しり顔に戦略を語るなど……っ！」

「中将、今は私が彼女に発言を許しているのだ。それを咎とがめる権けん利りが貴き官かんにあるのか？」

　冷れい然ぜんと釘くぎを刺さしておいてから、それに、とレミオン大たい将しようは続ける。

「事実として、彼女ら──貴官のいう尉官ごときの働はたらきによって、北ほく域いき鎮ちん台だいは全ぜん滅めつの憂うき目を免まぬがれている。それは忘れないでもらおうか。……ヤトリシノ・イグセム中ちゆう尉い、もう座すわってよい」

　ヤトリを座らせて、レミオン大将は黒くろ髪かみの少年に視し線せんを移した。

「イクタ・ソローク中尉、第三の点は貴官に尋ねよう。──動どう乱らんの後半、君たちは大アラファトラ山脈を北から越こえてきたラ・サイア・アルデラミン神しん聖せい軍ぐんに襲しゆう撃げきを受けることになった。これにはどういった経けい緯いがあったのだろうか？」

　やや億おつ劫くうそうな面おも持もちで席せきから立ち上がって、イクタは答え始めた。

「──外交上の経緯について語り得る立場にはありませんが、現場を見てきた者として言えることがあります。それは、敵てき……ラ・サイア・アルデラミン神聖軍が、今回の戦せん端たんを開くに当たって『北域鎮台による精せい霊れいへの虐ぎやく待たい行こう為い』への非ひ難なんを大たい義ぎ名めい分ぶんにしていたことです」

「貴官の目で見る限り、それは事実としてあったことだと思うか？」

「戦場での話なら、規き律りつを失った友ゆう軍ぐんが、シナークの精霊に対して不ふ必ひつ要ような暴ぼう行こうに及およんだ事じ件けんは確かにありました。その時は僕ぼく自じ身しんも事態の収しゆう拾しゆうに参加していますので、確かに言えます」

「動乱より前については？」

「シナーク族から没ぼつ収しゆうした火・風の精霊を、北域第一軍ぐん事じ基き地ちの営えい倉そうにすし詰づめで隔かく離りしてあるのを目もく撃げきしています。日光の不足のせいで、精霊たちは半なかば行動不能に陥おちいっていました」

「ふむ、その点はサザルーフ大尉の証しよう言げんとも一いつ致ちするようだ。──サフィーダ中将。精霊の没収は貴官が指示したとされているが、それは事実なのか？」

「わ、吾わが輩はいは知らぬ、吾輩ではない……！　あれは部下どもが勝手にやったことだ！」

　この期ごに及およんでの責せき任にん転てん嫁かに、イクタがたまらず失しつ笑しようを漏もらした。

「シナーク族は獅し子し身しん中ちゆうの虫、駆く除じよの必ひつ要ような害がい虫ちゆう。……さて、誰だれの言こと葉ばだったっけな」

「貴様ぁっ！」

　中ちゆう将じようが逆ぎやく上じようして立ち上がりかける。それを視し線せんで制しつつ、レミオン大たい将しようは翠すい眼がんをイクタに向け直した。

「イクタ・ソローク中ちゆう尉い、勝手な発言は控ひかえるように。次は退たい出しゆつさせることになる」

「っ……はい、失礼しました」

　ヤトリに背中をつねられつつ、少年は形ばかりの反省を示す。彼から視線を切ったレミオン大将の瞳ひとみが、そこで一いつ瞬しゆんだけ息子むすこの顔をかすめた。が、留とどまることはなく、ふたつの翠眼は再ふたたびサフィーダ中将に向けられる。

「だが中将、貴き官かんの発言が一いつ貫かん性せいに欠けるのは事実だ。シナーク族を害がい虫ちゆうとみなし、その駆く除じよを買って出たと言い張る一方で、精せい霊れいの没ぼつ収しゆうは部下が勝かつ手てにやったことだと主しゆ張ちようする。そんな言い分がこの場でまかり通るはずもない」

　なおも弁べん明めいのために口を開きかけた中将だが、全ぜん周しゆうから押し包むような視線の圧あつ力りよくがそれを封ふうじた。これ以上の醜しゆう態たいを晒さらすな──高こう官かんたちは無む言ごんでそう告つげているようだった。

「では、ここまでの話をまとめるとしよう。第一に、シナーク族が反はん乱らんを起こした理由について。これはサフィーダ中将の主導による彼らへの弾だん圧あつ政せい策さくが原げん因いんであると分かった。第二に、動どう乱らん勃ぼつ発ぱつからシナーク族の鎮ちん圧あつまでに発生した多大な被ひ害がいについて。これはサフィーダ中将の立てた戦せん略りやくが拙せつ劣れつであったせいであると分かった。第三に、ラ・サイア・アルデラミン神しん聖せい軍ぐんの来らい襲しゆうについて。これはサフィーダ中将が推し進めた精霊への虐ぎやく待たい行こう為いが敵てきに付け入る隙すきを生んでいたことが分かった」

　レミオン大将の口く調ちようが断定のそれに切り替わった瞬しゆん間かん、サフィーダ中将はようやく気が付いた。──これはすでに軍ぐん事じ裁さい判ばんですらない。高官たちの間で事実の裏うら付づけはとっくの昔むかしに済すんでいる。その意味では、今さら証しよう人にんなど呼ぶまでもないはずだ。

「無意味にシナーク族を虐しいたげ、無む益えきに兵を死なせ、無む思し慮りよによって敵を招まねいた。──これが貴官の為なしたことの全すべてだ」

　信しん賞しよう必ひつ罰ばつ。国内の全てに範はんを示す形で、戦せん犯ぱん者しやタムツークツク・サフィーダに引いん導どうを渡す。この迂う遠えんな催もよおしは、そのためだけに開かれている。

「ここまで述べた罪ざい状じようについて、異い議ぎある者は手を挙げよ」

　どこまでも形式に過すぎない確かく認にんに、異い論ろんを唱となえる者は誰だれもない。予定調ちよう和わの沈ちん黙もくを受け止めて、この茶ちや番ばんの司し会かいを務めきったレミオン大将は、隣となりに座すわるもう一人の大だい将しよう帥すいの顔を見た。

「元げん帥すい閣かつ下か。軍律に則のつとり、あなたの口から裁さばきの言こと葉ばを」

　首しゆ肯こうと共ともに、逆立つ炎えん髪ぱつの持ち主が静かに腰こしを上げた。六ろく尺しやくを越す長ちよう身しん、一いつ切さいの無む駄だを拒こばんで鋼はがねのように鍛きたえ抜かれた筋きん骨こつ。ヤトリのものより二回り以上も大きなサーベルとマンゴーシュは、たとえ皇こう帝てい陛へい下かの御おん前まえであろうと腰こし元もとを離はなれることはない。

　カトヴァーナ帝国軍元帥ソルヴェナレス・イグセム。しかし、その名をもって呼ぶ者はむしろ少ない。歴史を語る場合を除のぞいて、この国における元帥とは、彼ひとりだけを指すのだから。

「現げん時じ刻こくをもって、帝てい国こく陸りく軍ぐん中ちゆう将じようタムツークツク・サフィーダを北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんの任にんから解とく」

　中将の歯がかちかちと鳴る。この元げん帥すいが話すという行こう為いは、鉄に文字を刻きざむのに酷こく似じする。

「階級を二に等とう兵へいに降こう格かくの上で、勲くん章しようは全すべて剝はく奪だつ。サフィーダ家の財ざい産さんは底そこ扶ぶ持ちを除のぞいて全て没ぼつ収しゆうし、戦死者の遺い族ぞくや負ふ傷しよう者しやの補ほ償しように充あてる」

　それが決して覆くつがえせない最終決定だということを、軍ぐん籍せきに身を置く者なら必かならず知っている。

「その上で、タムツークツク・サフィーダ二等兵本人を──」

　規き律りつの権ごん化げたる彼の判断に、一いつ切さいの温おん情じようは期待できない。だからこそ、

「──軍ぐん規きに照らし、最上級戦せん犯ぱんとして、銃じゆう殺さつ刑けいに処しよすものとする」

　宣せん告こくの瞬しゆん間かん。怯おびえる罪ざい人にんを、どこまでも正当な絶ぜつ望ぼうが貫つらぬいた。

「嫌いやだぁぁあああああああああああッッッ！」

　椅い子すを蹴けって立ち上がり、いまや一いつ兵ぺい卒そつの立場で銃殺の運うん命めいを待まつだけとなったタムツークツク・サフィーダが金かな切きり声で絶ぜつ叫きようした。すかさず身しん辺ぺんを固める兵たちが取り押さえにかかるが、ばたつく手足が異い常じような力強さで彼らを突つき飛ばす。それは瀕ひん死しの動物が見せる最後の抵てい抗こうによく似ていた。

「慈じ悲ひをっ！　元帥閣かつ下か、大たい将しよう閣下、どうかお慈悲をっ！　階級も勲章も財ざいも何もいらぬ、だが命ばかりは！　一兵卒でも掃そう除じ夫ふでも何でも構わぬ！　だから、どうか命ばかりはっ！」

「判はん決けつは、すでに下った」

「嫌だっ！　吾わが輩はいは死にたくない、死にたくないっ……！　ししし、死とはなんだ、暗いのか!?　冷たいのか!?　いつまでも続く永えい劫ごうの静せい寂じやくかっ!?　それとも神しん官かんどもが言うように、生前の功く徳どくや悪あく行ぎように照らして行き先が決まるのか!?　では吾輩は地じ獄ごくに落ちるというのかっ！」

　その醜しゆう態たいに、もはや侮ぶ蔑べつを向けることさえ馬ば鹿か馬鹿しくなって、レミオン大将は額ひたいを押さえる。イグセム元帥に至いたっては、もはや路ろ傍ぼうの石ころに向けるほどの興きよう味みも残していない。

「誰だれか、誰か吾輩を助けてくれぇっ！　誰でもいい、誰でもいい……」

　大将帥たちが沈ちん黙もくを決め込むと、救すくいを求めるサフィーダの視し線せんがさまよい、それはやがて下しも座ざに座すわる元部下たちに向けられた。

「……そ、そうだ！　お前たちなら……っ！」

　手足を押さえつける兵たちを引きずって、サフィーダはイクタたちににじり寄っていく。

「頼たのむ、頼む！　お前たちからも陳ちん情じようを……！　お前たちは英えい雄ゆうだ、まぎれもない帝国の救い主だ！　お前たちの望みならば、元帥閣下とて無む下げにはしまい……！」

　なりふり構わぬ嘆たん願がんを前に、トルウェイは目をそむけた。ヤトリは沈黙を貫つらぬいた。イクタはあくびをして目をこすった。センパ・サザルーフただ一人だけが、穏おだやかに苦く笑しようして会話に応じた。

「……司令長官閣下。もう違ちがうみたいですが、あえてこう呼ばせていただきます。……俺おれはね、さっきあなたが口にしたものと同じ悲ひ鳴めいを、今回の戦争の中で何度も何度も聞きましたよ。数えきれない数の仲なか間まが、あなたと同じ恐きよう怖ふに怯おびえながら死んでいきました。ある者は家族を残して、ある者は恋こい人びとを残して。誰だれも彼もが、この世にやりきれない未み練れんを残して……」

「吾わが輩はいが悪かった！　罪つみはいかようにも償つぐなってみせる、だからっ……！」

「よしてください。罪とか償いとか、そんな難むずかしい話は、俺おれなんかにゃ分かりません。俺はただ……今回の戦争で上じよう官かんだったあなたに、上うわ役やくとしての務つとめを果たしてもらえればそれでいい」

　微笑ほほえみを崩くずすことなく相あい手てを見つめて、サザルーフ大たい尉いは告つげる。

「作戦行動中の出で来き事ごとに関しては、それを命じた者が責せき任にんを負おう。頭の悪い俺でもわきまえている軍隊の原げん則そくです。ですからね、司し令れい長ちよう官かん閣かつ下か……こればっかりは逃げちゃならんでしょう。元げん帥すい閣下の言うように、その原則があなたに死を命じるというのなら」

　言こと葉ばを切ってゆっくりと席せきから立ち上がり、大尉は深く頭を下げた。

「どうかお願いです──きちんと死んでください。……先に逝いった仲なか間まが、ひとりでも多く天国に行けるように。遅おくれて逝く俺たちが、少しでもマシな地じ獄ごくに行けるように」

　サフィーダは絶ぜつ句くした。土ど壇たん場ばの命いのち乞ごいすら黙だまらせるだけの何かが、サザルーフ大尉の穏おだやかな声にはこもっていた。所しよ詮せんは一いつ介かいの大尉に過ぎないと彼を軽んじていた高こう官かんたちにさえ、思わず襟えりを正させるほどに。

「もういい。連れて行け！」

　レミオン大たい将しようの命令を受けて、いよいよ兵たちも容よう赦しやをなくす。問もん答どう無む用ようで手足を押さえつけ、懲こりずに命乞いを再開しようとした口に猿さる轡ぐつわを嚙かませて、ほとんど担かつぎ出すような形で部へ屋やから連れ去さっていった。

　重い音を立てて扉とびらが閉まり、静せい寂じやくの戻った室内で、レミオン大将がゆっくりと口を開く。

「……以上をもって、帝てい国こく軍ぐん人じんタムツークツク・サフィーダの軍ぐん事じ裁さい判ばんを終しゆう了りようとする。引き続き軍ぐん議ぎを行うが、センパ・サザルーフ大尉のみを残して、証しよう人にんたちは退たい出しゆつしてよい。……召しよう喚かんに応じての出しゆつ頭とう、まことに大たい儀ぎだった」

　こんな茶ちや番ばんに付き合わせて悪かったと、大将の口く調ちようはどこか詫わびている風ふうでもあった。それを合あい図ずに、役目を終えたイクタ、ヤトリ、トルウェイの三人は席せきを立って敬けい礼れいし、早々に部屋から立ち去っていった。

「──昇しよう進しんの件けん、ご子し息そくに伝つたえずともよかったのですか？　レミオン大将閣下」

　やや緊きん張ちようの緩ゆるんだ室内で、居い並ならぶ中ちゆう将じようのひとりが、少しおもしろがった風に尋たずねた。大将はそっけなくかぶりを振る。

「ここで伝えなくとも、報しらせがじきに届とどくだろう。……それに、このタイミングで出しゆつ世せを告つげられて素直に喜よろこべるほど、頭の回転が鈍にぶい息子むすこを持った覚えはないのでね」

「だとしても、最初から最後まで一言もかけないのでは、いったい何のために召喚したのやら」

「誉ほめそやすために呼んだわけではないし、この場に居い合あわせたという事実には相そう応おうの意味がある。それが分からないほど、貴き官かんの頭の回転も鈍にぶくはなかったはずだが？　キンバリ中ちゆう将じよう」

　鋭するどい舌ぜつ鋒ぽうで返されたキンバリ中将が肩をすくめる。脱だつ線せんしたやり取りはそこまでに、レミオン大たい将しようは場を仕切り直した。

「では予定通り、このまま軍ぐん議ぎを始めよう。が……センパ・サザルーフ大たい尉い、貴官にはそれに先立って言い渡すことがある。少しよう佐さへの昇しよう進しんだ」

　あまりに平然と、ほとんど言こと葉ばの最後に付け足たすように言われたので、サザルーフにはとっさに何の反応も返せなかった。そんな彼の戸と惑まどいを察して、大将は補ほ足そくする。

「ああ、驚おどろかせたならすまない。正式な報しらせも追って届くだろう。だが、これも言ってみれば息子むすこの……失礼、トルウェイ・レミオン中ちゆう尉いの件けんと同じでね。状じよう況きようとバランスを取る上での措そ置ちといったところだ。ここからの軍議に参加する軍人は、最低でも佐さ官かん程てい度どの立場になければ色々と困るんだよ」

　レミオン大将は苦く笑しよう気ぎ味みに弁べん解かいする。その様よう子すに、サザルーフはこの大だい将しよう帥すいに対して意外な親しみやすさを覚えた。さっきまでとはずいぶん雰ふん囲い気きが違ちがうが、険けんの抜けた表情にはトルウェイと同種の穏おだやかさを見て取ることができる。こちらのほうが地じなのかもしれない。

「とはいえ……自分がこの場に残された理由くらいは、察してもらえると助かるがね」

　その言葉を境さかいに、高こう官かんたちの注ちゆう目もくが自分に集まるのが分かって、サザルーフは緩ゆるみかけた気持ちを引き締しめ直した。──値ね踏ぶみされている。ここで気を抜いてはダメだ。

「……思い違ちがいであれば恥はずかしい限りですが……今回の戦争で発生したシナーク族の難なん民みんの扱あつかいについて、意見を求められるものと」

　おそるおそるサザルーフは答えた。返答から数すう秒びよう経たっても、周まわりの空気に変化はない。

「──安心したよ。どうやら貴官は、状況と立場をわきまえているようだ」

　満足げにうなずき、レミオン大将は会かい談だんの口くち火びを切った。

「アルデラ神しん軍ぐんによって大アラファトラ山さん脈みやくが制せい圧あつされたことで、大勢のシナーク族が住すみ処かを追われた。そうして発生した四千人以上の難民が北ほく域いきになだれ込み、我われ々われが仮か設せつしたキャンプで当とう座ざをしのいでいる」

「流る浪ろうの民たみとなった彼らが、帝てい国こく民みんとの間で起こすだろう衝しよう突とつは想像にたやすい。速すみやかな対たい策さくが必ひつ要ようですね」

「とはいえ、彼らの受け入れを快かい諾だくしてくれる州しゆうも少ないだろう。ただでさえ大勢の移い民みんは地域の治ち安あんを悪化させるものだし、まして彼らはつい先日まで我々と戦争していたシナーク族なのだ。地方官かん吏りと地元民の反発は察するに余あまりある」

「どこかに貧びん乏ぼうくじを引かせることは避さけられないにしても、方ほう針しんは複数考えられるのでは？　治安のいい州に送り込んで調ちよう和わを図はかるのはもちろん理想的だが、現実的には人口密みつ度どが低く土地の余あまっている州しゆうという基き準じゆんを優ゆう先せんすべきではないかな。荒れ地で暮らし向きが厳きびしくても、そこに対立する相あい手てがいなければ衝しよう突とつは起こらないのだし……」

　軍ぐん事じ裁さい判ばんと銘めい打うったさっきの茶ちや番ばんとは打って変わって、軍ぐん高こう官かんたちは積せつ極きよく的てきに発言し始めた。知性と自信に満ち溢あふれたエリートたちの姿に、サザルーフが今さらのように自分の場ば違ちがいさを思い知っていた、その矢や先さき。

「軍人が政治を語る勿なかれ」

　イグセム元げん帥すいの放った一ひと言ことが、活発な議ぎ論ろんを一いち撃げきで止めた。

「どこの州に受け入れを吞のませるにせよ、それは行ぎよう政せいの領りよう分ぶん。我われらの役目はその前後に限り存ずる。仮か設せつキャンプから移い住じゆう地ちへのシナーク族の誘ゆう導どう、当とう該がいの土地における治ち安あん悪あつ化か防ぼう止し策さくの立りつ案あん・実じつ施し。これらの務つとめ以外を手掛けんとする試みは、すなわち職しよつ権けんの逸いつ脱だつ也なりや」

　重く低い声に諌いさめられて、高官たちは襟えりを正す。それが正せい論ろんであることは疑いない。が、

「お言こと葉ばですが、元帥閣かつ下か」

　その正論に抵てい抗こうしうる気き概がいの持ち主も、この場にはひとりだけいた。いや、この国の歴史上、彼という緑りよく髪はつの名めい将しようを輩はい出しゆつした家いえ柄がらは、常つねにその役やく割わりを受け持ってきていた。

「前ぜん提ていとして、理想とかけ離はなれた現実というものがあります。まずもって我われ々われがお膳ぜん立だてしないことには、この国の官かん吏りたちが移い民みんの受け入れ問題などと真しん剣けんに向き合うはずがない。テーブルに皿さらを並べて、椅い子すを引いて座すわらせて、火傷やけどしないように羹あつものを冷まして、さらには一ひと口くち大だいに切った肉を口に運んでやって……そこまでしてようやく、彼らは問題の咀そ嚼しやくを始めるのだから」

　レミオン大たい将しようとイグセム元帥の視し線せんが真っ向からぶつかった。帝てい国こく軍ぐんのトップ会談はしばしば、この二名の対立を軸じくにして行われると、かつてサザルーフも聞いたことがある。……同じ場に自分が居い合あわせる羽は目めになるとは、今日という日が来るまで夢ゆめにも思わなかったが。

「大将殿どのに同意します。移住先への根回しまで含ふくめて、この場で具ぐ体たい策さくを論じるべきでしょうな。今の段階から行政に投げっぱなしでは、二か月と待またず、問題がより大きくなって返ってくるのが目に見えている」

「いや、待て、ガウツ少しよう将しよう。そうやって職権の逸脱を黙もく認にんしてしまう傾けい向こうこそ、元帥閣下が危き惧ぐしてやまない我らの悪習なのだ。軍事は軍事、行政は行政と、今だからこそ線引きをやり直しておくべきだろう。サフィーダの暴走も、そこを曖あい昧まいなまま放置した結果ではなかったのか？」

「１か０かで論じるべき話ではないだろう。内ない閣かくの存そん在ざいを無む視しするわけにはいかないが、かといってお膳立てが皆かい無むというのも現実感に乏とぼしい。さっき大将殿は食事の世話に例えられたが、せめて肉を口に運ぶ手間くらいは受け持ってもらいたいものだ。あえて多少の面めん倒どうを残したまま仕事を引き継つぐことで、貴き族ぞくの方々への諫かん言げんに代えてはいかがか」

　イグセム元帥を支持する声と、レミオン大将を支持する声が、議論のテーブルで真っ向から衝しよう突とつする。それら両方の面子めんつを崩くずさないよう配はい慮りよした形で、中ちゆう立りつの将しよう校こうが妥だ協きよう案あんを提てい示じする。

　そうした一連の流れに、サザルーフは帝てい国こく軍ぐんのパワーバランスの表れを見て取った。噂うわさに聞く以上に、軍内部におけるイグセム派はとレミオン派の勢力は拮きつ抗こうしているようだ。

「……あー、その……。私からもひとつ、よろしいですかね」

　おっかなびっくりサザルーフが手を挙げると、高こう官かんたちの目が一いつ斉せいに彼を見つめた。それだけでも寿じゆ命みようが縮ちぢむ思いを味わいながら、彼は事前に用意しておいた言こと葉ばを口に出す。

「差し出たことを申もうしますが……シナーク難なん民みんへの対たい処しよに当たって、連隊をひとつ預あずけていただけないかと思いまして」
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　同じ頃ころ。帝国軍中ちゆう央おう軍ぐん事じ基き地ちの南西区く画かくにある『神しん殿でん』前の広場には、基地に常じよう駐ちゆうする四百人あまりの兵たちと、それに倍する一いつ般ぱん民みん衆しゆうが集まっていた。

「──護ご国こくの大たい義ぎのもとに散ちりゆくは無む二に至し上じよう、この上なき滅めつ私し奉ほう公こうにて──」

　粛しゆく然ぜんと立ち並ぶ彼らの先せん頭とうで、茶色のくせっ毛をもつ小太りの少年が弔ちよう辞じを読み上げている。北ほく域いき方面戦争の英えい雄ゆうとしてこの役割に抜ばつ擢てきされた、マシュー・テトジリチ少しよう尉いだった。

[image: ]

「──彼ら戦友ことごとく、主しゆ神しんの身み許もとへと罷まからんことを祈き念ねんし奉たてまつる」

　彼の隣となりに立つ長ちよう身しんの女性士し官かん──ハローマ・ベッケル少しよう尉いが、頃ころ合あいを計はからって言こと葉ばを継ついだ。……この場で二人が口にできるのは、一から十まで上じよう官かんに指示された定てい型けい文ぶんに過すぎない。だが、その内容に疑ぎ問もんを覚えることまでは、誰だれにも防ぎようがなかった。

　──この戦せん争そうで死んだ仲なか間まは、本当に、主神の身許に逝いけるのか？

　マシューもハロも、その後ろに並ぶ兵たちも、神官の立ち合いがない式典に同じ心配を抱いだいていた。……今回の戦争はアルデラ教本部国を相手取ってのもの。その戦死者をどう扱あつかうか決めかねるばかりに、神しん官かんたちはこの式しき典てんへの参加を拒きよ否ひしていた。この行ぎよう事じそのものも、本来ならもっと大だい々だい的てきに、首しゆ都とバンハタールの中にある『神しん殿でん』で行われるべきものなのだ。

「「──総そう員いん、敬けい礼れい！」」

　二人の声が重なった。もう二度と会えない人々のことを想いながら、全すべての兵たちとその精せい霊れいが『神殿』に向かって一いつ斉せいに敬礼する。遺い族ぞくたちの漏もらしたかすかな嗚お咽えつが、マシューとハロの耳にまで、さざ波のように響ひびいてきた。

　式典が終わると、指し揮き官かんの指示に従したがって、大部分の兵たちは回れ右して去さっていく。マシューとハロを含む一部の者だけが、その場に残って一いつ般ぱん人じんの誘ゆう導どうに当たった。

　が、立ち去っていく人々と行き違ちがいに、『神殿』に向かってくる三つの影があった。その先頭を歩くのは、二人も良く知る、目にも鮮あざやかな炎えん髪ぱつの少女だ。

「マシュー、ハロ、お疲つかれさま。しっかりお役目を果たしたみたいね」

「肩が凝こったけど、まぁ何とかな……。お前らも、思ったより早かったじゃんか」

　軽く腕うでを回しながらマシューが言う。ヤトリの隣で、イクタとトルウェイが肩をすくめた。

「僕たちは軍ぐん事じ裁さい判ばんの端は役やくとして呼ばれただけだからね。……ま、主しゆ役やくの誰かさんにはきっちり引いん導どうを渡してきたからさ。そこは安心してくれ」

「これか？」

　言いつつ、マシューは親指で首をかっ切る仕し草ぐさをしてみせる。イクタは軽くかぶりを振って、銃じゆう口こうに見立てた人差し指を前に向けた。

「これだね。銃じゆう殺さつ刑けいが帝てい国こく軍ぐんの慣ならわしだから」

「あー……。やっぱり、そうなりましたか」

　ハロがため息いき混まじりにつぶやく。ただねぇ、とイクタが言い添そえた。

「ようやく軍事裁判が終わったところだけど、サフィーダ二に等とう兵へいにはこれから宗しゆう教きよう裁判も控ひかえてるんだよ。例の『精霊への虐ぎやく待たい行こう為い』が戒かい律りつに引っかかったもんだから」

「アルデラ本部国との外がい交こうが再さい開かいするまで、そっちは長引きそうね。宗教裁判でも極きよつ刑けいを課かされる可か能のう性せいは低くないと思うけれど、その場合はどうなるのかしら。まさか同じ人間を二度処しよ刑けいするわけにもいかないでしょうし」

「そういう前例もあるにはある。あまり想そう像ぞうしたくはないけどね」

　黒くろ髪かみの少年が肩かたをすくめる。彼の言う「前ぜん例れい」について思い描えがきそうになったトルウェイが、慌あわてて話題を変えた。

「そ、それにしてもさ。この『神しん殿でん』……いつ見ても不ふ思し議ぎな建たて物ものだよね」

　目の前のそれを仰あおぎ見て、トルウェイが言う。そこにそびえるのは、鈍にぶい銀ぎん色いろをした直ちよく方ほう体たいの建けん造ぞう物ぶつだ。大きさは縦たてに四十メートル、横に八十メートルほど。高さも二十メートル近くはある。頂ちよう上じようからはアルデラ教の管かん轄かつを示す一いつ星せい旗きの垂たれ幕まくが下がっていた。

「外がい壁へきに継つぎ目がほとんど見えない。砲ほう弾だんが当たっても傷きず一つ付かないような、すごく頑がん丈じような材ざい質しつで出で来きているって聞いたことがあるけど……いったい神様は、そんなものをどうやって加か工こうしたんだろう？」

「そこはやっぱりこう、神様ご自じ慢まんのハサミと糊のりを使ってですね」

　ハロがちょきちょきと二本の指を開け閉めする。ふぅむと唸うなりつつ、イクタは腰こしに手を当てた。

「どんな物質も、しかるべき高熱または高こう圧あつがあれば加工は可か能のう、というのがアナライ博士はかせの見けん解かいだ。仮かりにこの外壁が鋳ちゆう造ぞう品ひんだとしたら、これが造られた当時には、現代とは比くらべ物にならないほどの高温を宿すことができる炉ろがあったんだろうさ」

「ふーん、神様自じ慢まんの炉ってわけか」

「炉なんか使うのは人間だと思うけどなぁ……。ま、それはさておき」

　神官以外には立ち入れない聖せい域いきから疑わしげな視し線せんをそらして、イクタは別の方向を眺ながめる。その先には、さっきまで彼とヤトリとトルウェイが呼び出されていた、高こう等とう士し官かん専せん用ようの会議所がある。

「残してきたサザルーフ大たい尉いのことが、ちょっと心配だな。今ごろはシナーク族難なん民みんへの対たい処しよについて高こう官かん連中と話し合っているはず。うまいことやってくれればいいけど……」

「あー、あのことか……。うーん……」

　マシューが急に微び妙みような表情になる。歯は切ぎれの悪い二人に向かって、ヤトリが声を上げた。

「信じて任まかせなさい、大尉はそれに足たる人よ。今回の戦争で分かったはずでしょう？」

「それはもちろん、だからこそ今も役目を託たくしているんだ。……でも、僕ぼくの不安っていうのは、大尉自じ身しんとはまた別のところにあって」

　会議所の方向をにらみ付ける視線はそのままに、イクタは唇くちびるをゆがめて続ける。

「軍高官だけが相手ならいい。……でも、あの面子めんつの中には、狐が一いつ匹ぴき混まじっていたんだ」
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　場ば違ちがいに大きな要よう求きゆうを出したな、と。サザルーフの要よう請せいに対して、それが高官たちの抱いだいた率直な感想だった。

「……サザルーフ少しよう佐さ。君は先だっての北ほく域いき方面紛ふん争そうの英えい雄ゆうであり、その活かつ躍やくによって今後を嘱しよく望ぼうされている軍ぐん人じんだ。ああ、それは間ま違ちがいないとも」

　たしなめる口く調ちようで少しよう将しようのひとりが言う。彼の目には失しつ望ぼうの色が宿りかけていた。

「しかし……だとしても、だ。その要よう求きゆうは、余あまりにも図ずう々ずうしいのではないかな。まさか知らぬわけではないだろうが、連隊とは平へい時じに営いとなまれる部ぶ隊たいの最さい大だい単たん位いだ。それを預けろという要求は、つまり自分の軍隊をよこせと言うにも等しいというのに……」

「その要求自体にも閉へい口こうするが、それ以前に場違いだとは思わないのかね。今はシナーク族難なん民みんの扱あつかいについて話し合っているのであって、君の戦せん功こうに対する褒ほう賞しようを云うん々ぬんする場ではない」

　口々に非ひ難なんの声が上がる。予想していた展てん開かいとはいえ、サザルーフは胃いがキリキリと痛いたむのを感じた。高こう官かんたちは勘かん違ちがいしているようだが、彼は本ほん来らいまったく図々しい性せい格かくではない。

「少し残念だよ、サザルーフ少佐。君はもっと謙けん虚きよで賢けん明めいな人間かと思っていたんだが──」

　非難の途と中ちゆうで、どこからかくつくつと含ふくみ笑う声が上がった。その瞬しゆん間かん、サザルーフに向いていた高官たちの視し線せんが一いつ斉せいに他へ移される。三名の中ちゆう将じようと並んで席せきにつく、この場でただひとり軍人ではない男へと。

「……宰さい相しよう。何がおかしいのか」

　少将のひとりが低い声で尋たずねる。問とわれた本人は、それでも笑いを収めない。

「いえ、いえいえ、いえいえいえ……！　戦功とか褒賞とか、あんまり場違いな話をされている方々がいるのがおかしくってね、つい……！」

　それは嘲ちよう笑しよう、だった。サザルーフではなく、彼を非難する高官たち全員へ向けられた。

「ああ、サザルーフ少佐に代わってぼくが言っても？　──いやはや残念です。帝国軍のトップにいらっしゃる皆様は、もっと謙虚で賢明な方々だと思っていたのですが──」

「何が言いたいッ！」

　少将のひとりが語ご気きを荒あらげてテーブルを叩く。それが男の笑えみをますます深くした。

「『何が言いたい』？　ふ、ふふふっ、何が言いたいって……！　それこそ場違いな説教をする前に、本人に訊きいてあげないと……！」

　あくまでも人を食った男の言動に、高官たちの苛いら立だちが膨ふくれ上がる。秒びよう刻きざみに険けん悪あくさを増していく空気の中で、ついにレミオン大将が仲ちゆう裁さいの声を上げた。

「静せい粛しゆくにしろ、諸しよ君くん！　議論ならともかく、諍いさかいを起こしている暇ひまなど我われ々われにはない！　戦せん後ご処しよ理りの問題はシナーク難民に限らないのだぞ！」

　その声を受けて、熱くなりかけていた高官たちも我われに返る。彼らの神しん経けいを逆さか撫なでしていた男の笑いも、どうにか口くち元もとだけに収まった。

　会議の場が落ち着きを取り戻したのを認みとめると、レミオン大将はサザルーフに視線を戻す。

「サザルーフ少佐。今のところまだ、私は貴官が図々しい人間だとは思っていない」

「は、はぁ……」

「なので、さっきの要よう求きゆうの真しん意いを聞かせてもらえないか。連れん隊たいを与えられたとして、それで貴き官かんは何をするつもりでいる？」

　今までとは比くらべ物にならない厳きびしさで、レミオン大たい将しようの翠すい眼がんが相あい手てを見つめる。ごくりと唾つばを飲んで、サザルーフは答えた。

「げ、現げん帝てい国こく領りよう土どの東寄りに拠きよ点てんを構かまえて……その近きん辺ぺんに、シナーク族の移い民みん全員を受け入れられないかと」

「全員を？　……どういうことだね？」

「旧きゆう東とう域いき鎮ちん台だいの陥かん落らくに伴ともなう住民の疎そ開かいによって、現帝国領土の東側には空くう白はく地ち帯たいが生じています。放ほう棄きされた多くの田畑からは作物の収しゆう穫かくが得られなくなって久しい。そのために国こつ境きよう東側を守る部ぶ隊たいは、はるか中ちゆう央おうから伸びた補ほ給きゆう線せんに頼たよっているのが現状と聞きます」

「ふむ、それはその通りだ。一度逃げた住じゆう民みんを呼び戻そうにも、彼らは次の侵しん攻こうに怯おびえている。キオカとの戦せん況きようが不安定な今の情じよう勢せいでは無理もない」

「その隙すき間まにシナーク族をあてがうのです。彼らには軍ぐん需じゆ物ぶつ資しの生産を任まかせて、それを軍が一いつ括かつして買い上げる形で取引を固定します。いわば軍ぐん専せん属ぞくの小こ作さく農のうといった在あり方でしょうか」

　サザルーフが説明する内容に、高こう官かんたちも少しずつ耳を傾かたむけ始めた。そのうち、発想を理解した者から意見も上がり始める。

「余あまっている土地を活用できて軍の補給もうるおう、か。……悪くないアイディアに聞こえるが、いくつか問題もありそうだ。第一に、シナーク族自身が小作農労ろう働どう者しやとしての扱あつかいを吞のんでくれるかどうか。その話だと、こちらが一方的に指定する作物を作らせるのだろう？」

「むろん反発する心しん情じようもあるでしょうが、実じつ質しつ的てきな説明を繰くり返せば説得できると考えています。というのも、シナーク族には基本、彼らに馴な染じみのある作物を作ってもらえばいいからでして」

「馴染みのある……？　待まて、小こ麦むぎや綿めん花かを作らせるのではないのか？」

　その疑ぎ問もんを受けて、サザルーフはポケットから、一ひと握にぎりの乾かん燥そうした穀こく物もつを取り出してみせた。

「彼らに作ってもらうのはトウモロコシです。大アラファトラ山さん脈みやく上じようの過か酷こくな風ふう土どで作られていた品種で、乾燥にも強く、より好こう適てきな環かん境きように植えることによって素晴らしい収穫高が見込めるものと思われます。作さく付つけ面めん積せきが同じなら、おそらく小麦の三倍以上──」

　イクタからの受け売りを、そうとバレないようサザルーフは慎しん重ちように説明する。高官たちの間から唸うなり声が上がった。

「貧ひん者じやの麦むぎか……。北域ではよく食べられていると聞くが」

「シナーク族の食べ物というイメージが先行しているためか、帝国内では不当に見下げられがちですね。しかし、味はまったく悪くありません。そのまま焼いて食べることも出で来きますし、乾燥させて粉こなにすればパンにもなります。輪りん作さくに組み込むことによって次の作物の生育も助けます」

　他に「家か畜ちくのエサに流りゆう用ようできる」という利り点てんもあったが、心しん理り面めんへの影えい響きようを考えて、それはあえて伏ふせておく。高こう官かんたちの反応から、サザルーフは悪くない感かん触しよくを得えていた。

「……作物の価か値ちについては、専せん門もん家かを交まじえて検けん討とうしておこう。しかし、帝てい国こく領りよう土どの東寄りということは、キオカとの国こつ境きようにほど近い土地だ。先だって内ない乱らんを起こしたばかりのシナーク族をそこに住まわせるとなると、はっきり言って、前線の兵士たちは背中が気になるのではないか？」

「そこで話が最初に戻ります。連れん隊たいをひとつ預あずけてはくれませんか？」

　さすがに今度の流れでは、その要求を場ば違ちがいと切って捨てる者はいなかった。思し案あんの間を数すう秒びよう置いて、レミオン大たい将しようが口を開く。

「前線近くにおける軍ぐん需じゆ物ぶつ資しの生産を軍が管理する、というわけだな。……いささか軍事問題を拡かく大だい解かい釈しやくしているきらいはあるが、今が戦時であることを考こう慮りよに含ふくめば、形としてはそれなりに自然だ。連隊がそのままシナーク族の監かん視しを兼かねるというのも望ましい」

「きょ、恐きよう縮しゆくです」

「しかし、だとしても問題は残る。連隊の指し揮き官かんには通常なら大たい佐さ以上、最低でも中ちゆう佐さの位くらいにある軍人を当てるのが帝国軍の慣ならわしだ。まだ正式には少しよう佐さにもなっていない貴き官かんに、それほどの大たい任にんは預けられない」

　そこがハードルとして残ることは予よ想そう済ずみだった。サザルーフはかぶりを振ってみせる。

「シナーク族との交こう渉しようの窓まど口ぐちになる私は、連隊に含まれてさえいれば良いのであって、連隊の運うん営えい責せき任にん者しやが私である必ひつ要ようはありません。……というより、せいぜい大隊までしか指揮したことのない私なんぞに、そんな大たい役やくは無理ってもんです」

　台詞せりふの後半は台だい本ほんにない、思わず口を突いて出た本ほん音ねだった。眉まゆ根ねを寄せる高官たちに、サザルーフは言ってみせる。

「経けい験けんと実じつ績せきを鑑かんがみて。連隊指揮官には、ミルトーグ・テトジリチ大佐を推すい薦せんします」

　この場にいない将しよう校こうの名前を出されて、高官たちはとっさに対たい応おうに迷った。

「帝国南西部エボドルク州の連隊指揮官、ミルトーグ・テトジリチ大佐を……か」

　その人選の意い図とが、どうやらレミオン大将には理解できているようだった。しばらく考えを巡めぐらせた後、ここまで沈ちん黙もくを貫つらぬいてきた炎えん髪ぱつの将しように向き直る。

「どうお考えですか、元げん帥すい」

　かすかに唇くちびるが動き、重い声が発せられるまでに、それほどの間は置かなかった。

「その人選が動かぬならば、考こう慮りよに入れてよかろう」

　聞き違ちがいようのない返答に、サザルーフの口くち元もとが思わず引きつった。──まさか、本当に通せちまうとは。

　それを企き図としてこの場に来たとはいえ、交渉の内容を考えたのはイクタなので、サザルーフ本人には確信と言えるほどのものはなかった。百ひやく戦せん錬れん磨まの高官たちを怒おこらせた挙あげ句く、こてんぱんに説教されて帰される自分の姿を、どれだけ想そう像ぞうしたか分からない。

「あ、あ──その、もう一つ提てい案あんがありまして」

　しかし、まだ安あん堵どの息いきをつくわけにはいかなかった。ある意味で肝かん心じん要かなめの要よう求きゆうが残っている。

「私と『騎き士し団だん』の五名を、このままテトジリチ大たい佐さの指し揮き下かに組み込んでくだされば、と」

「……さっきのアイディアは、それも含ふくめての提案だと思っていたのだがね」

　やや皮ひ肉にくめいた口く調ちようでレミオン大たい将しようが言う。冷ややかな翠すい眼がんがサザルーフを捉とらえた。

「今回は貴き官かんの案を候こう補ほとしたが、ひとつ忠ちゆう告こくしておこう。……愚おろかなのは論ろん外がいとして、あまり賢さかし過ぎるのも好このましくない。優すぐれたアイディアを出してもらう分にはありがたいが、それを実行する上でのバランスを考えるのは我われ々われの役目だ。そこまで貴官に慮おもんぱかってもらう必ひつ要ようはない」

「……き、肝きもに命じます……！」

　遠回しに「分ぶんをわきまえろ」と諭さとされたものの、サザルーフには何の反論もなかった。借り物の弁べん舌ぜつを武器に高こう官かんと渡り合っている現げん状じように、彼かれ自じ身しんが一番の違い和わ感かんを覚えているのだから。

「それに……貴官の話わ術じゆつは巧たくみだが、いささか品ひんがない。最初に無む茶ちやな要求を出しておいて、反論が出きったところで、じゅうぶんな実じつ現げん性せいをもった内容を順番に埋うめていく。……その時点で、貴官の真意を見抜けなかったと感じる者は口を挟はさみづらい。こういう場の主しゆ導どう権けんを握にぎるために、きわめて有ゆう効こうなやり方ではあるがね」

　まったくその通りだと、サザルーフは心の中で黒くろ髪かみの少年を非ひ難なんした。……なぁイクタ中ちゆう尉いよ。お偉えらいさんに叱しかられながら要求を通すのは、なんでいっつも俺おれの役目なんだ……？

「いえいえいえ、ぼくは素晴らしいと思いますね！　とてもとても素す敵てきだと思いますよ！」

　耳みみ障ざわりなほどによく通る声が、空気を無む視しして再ふたたび割って入った。最さい高こう等とう文ぶん官かん──帝てい国こく宰さい相しようの証あかしたるカーキ色の上着をひるがえして、声の主ぬしが席せきから立ち上がる。

「まったく、皆さんは頭が堅かたすぎる！　サザルーフ少しよう佐さを見習って、こういう会議はもっと柔じゆう軟なんにいきませんと！　政治とか軍事とか、そんな枠わく組ぐみなんてあってないようなものなんですよ。境きよう界かいを越こえることを恐れてはなりません！　いいですか？　境界を越えることを、恐れてはなりません！　大事なことなので二度言ってみました！　ふふふふふっ！」

　サザルーフは絶ぜつ句くした。この面子めんつの前でこの放ほう言げん、いったいどんな神しん経けいをしているのか。

「政せい軍ぐんの密みつ接せつな連れん携けいあってこそ窮きゆう地ちも乗り越こえられるというもの。そうに決まっていますよね。でしたら何故なぜ、どうして、ここにいるぼくに意見を求めないんですか！　ぼくは悲しい！　軍事の枠に閉じこもって議論している皆さんを見ているのが辛つらい！　救いの手を差し伸べる準備はいつだって出で来きているというのに！」

　両りよう腕うでで体をかき抱いて男は叫さけぶ。悲ひ劇げきの登場人物のように芝しば居いがかった喋しやべりは、しかし聞けば聞くほどうそ寒い。その一ひと言こと一言に、ひとかけらの誠せい意いも含ふくまれていないと分かるからだ。

「……座すわられよ、トリスナイ宰相。貴公を蔑ないがしろにする意志はこの場の誰だれにもない」

「また噓うそをおっしゃられる！　レミオン大たい将しようはいつだって優やさしい噓をおっしゃられる！」

「噓を言ったつもりはない。しかし宰さい相しよう、ご自分の立場を顧かえりみる余よ裕ゆうはおありか？　貴き公こうがこの場に臨りん席せきを許されている理由は、ひとえに軍ぐん議ぎの傍ぼう聴ちようと記き録ろくのためだ。意見を述べるためではない。いかな帝てい国こく宰相といえども、軍議における発言権は持ち合わせぬ事実を思い起こされよ」

　丁てい寧ねいな言い回しを保ってはいるが、レミオン大将の声には明らかな怒いかりと苛いら立だちが滲にじんでいた。それは昨日きのう今日で育まれたものではない。ほとんど怨えん恨こんに近い、積せき年ねんの負ふの感情だ。

「ここに皇こう帝てい陛へい下かが居いても、大将は同じことをおっしゃいますか？　これは軍議だから陛下は黙だまっていてくださいと釘くぎを刺さすと？　そんなことはないでしょう！　ぼくは単たんなる書しよ記き官かんではなく、陛下の代だい行こうとしてこの場にいるのです！　病びよう床しように伏ふしたあの方の想おもいを、少しでも皆さんに届とどけんがために！　どうしてその心情を汲くんでくださらないのですか！」

　引き締しまった細ほそ身みの体、豊かで艶つやのある灰色の髪かみは、四十二歳さいという実じつ年ねん齢れいを疑うたがわせる若々しさに満ちている。皇帝陛下の衰おとろえと比くらべ見て、命を吸っていると噂うわさする者まである。

　帝国宰相トリスナイ・イザンマ。宮きゆう廷ていに巣す食くう腐ふ敗はい貴き族ぞくの筆ひつ頭とう。皇帝が為い政せい者しやとして機能していない現状にあって、この狡こう猾かつな狐は、事実上カトヴァーナ帝国の玉ぎよく座ざに腰こしを預あずけている。

　──佞ねい臣しんめ！

　高こう官かんたちが上げる声なき声が、サザルーフにまで聞こえるようだった。が、当の本人はそんなプレッシャーなど涼すずしい顔で受け流して、皇帝の名前で稼かせいだ発言の機会を悠ゆう々ゆうと活用する。

「そうそう、ところでサザルーフ少しよう佐さ──」

　名指しで呼ばれたサザルーフが硬こう直ちよくする。そこでトリスナイは席せきを立ち、テーブルをぐるりと回って彼のほうに近付きながら、なおも喋しやべり続ける。

「さすがは北ほく域いき方面戦争の英えい雄ゆう、戦せん略りやく以外の部分でも素晴らしい見けん識しきをお持ちのようですね。そればかりか農作物の知ち識しきまで蓄たくわえていられるとは！　いやはや、このように優ゆう秀しゆうな方がこれまで北域の僻へき地ちで不ふ遇ぐうを囲っていられたとは、にわかには信じがたい。その一ひと事ことをもってしても、帝国軍には大いなる反省の余よ地ちがあるのではありませんか？」

　湧わき出る泉いずみのように言こと葉ばを吐はき出しながら、狐きつねはサザルーフの間近までやって来た。今までとは種類の違ちがう緊きん張ちように身みを固くする彼に、その視し線せんがねばっこく絡からみ付く。

「しかし──ひとつ確かく認にんしたいのですが。それは本当に、あなた本人の発想でしょうか？」

　サザルーフの心しん臓ぞうがどくんと跳はねた。──落ち着け、落ち着け。その勘かん繰ぐりは想定してある。

「……いえ。違いますよ、宰相殿どの。私個人の考えじゃありません」

「へぇ──？」

「優秀な部下たちと一いつ緒しよに、知ち恵えを持ち寄って打ち出したアイディアです。幕ばく僚りよう全員の発想というべきですね。なにせ私たちはシナークの族長と直接交こう渉しようした立場ですから、相そう応おうに責せき任にん感かんも芽め生ばえていまして。可か能のうな限り穏おん便びんな着ちやく地ち点てんを計はかろうと努力したんですよ」

「なるほど、なるほど。──では、軍ぐん需じゆ物ぶつ資しの生産を管理するという名めい目もくでの難なん民みんの囲い込み。このアイディアを最初に提てい示じしたのは、部下のどなたでしたか？」

「さて、どうでしたかね……。過か去この資し料りようから類例を引っぱってきたんだと思いますが、それが誰だれだったかまでは憶おぼえていません。あ、でもトウモロコシについては私のアイディアですよ。北ほく域いきでよく食ってましたから」

　無ぶ難なんな返答でお茶を濁にごす。実は部下の生なま意い気きな小こ僧ぞうがほとんど意見しましたと、そう言ってしまいたいのは山々だったが、残念ながら本人がそれを望んでいない。事前の打ち合わせ通り、サザルーフは隠かくれ蓑みのの役割に徹てつした。

「ふぅむふむ……。まぁ、そういうことにしておきましょうか」

　この程てい度どで誤ご魔ま化かせるはずもなかったが、ひとまず追つい及きゆうは打ち切られた。が、サザルーフが安あん堵どしているところに、すかさず次の一いつ手てが繰くり出された。

「でも……ふふふ、ずいぶん上手うまくやられましたね？　難民だけでなく、この機き会かいに『騎き士し団だん』の全員を囲い込むなんて……。あの面々には第三皇おう女じよの寵ちよう愛あいも厚いようですし、その上じよう官かんのあなたもまた、政せい軍ぐん両面を繫つなぐ大きなパイプを持つことになりそうですねぇ……？」

　亀き裂れつのような笑えみを浮かべた顔が、斜ななめ下から相あい手てをうかがう。サザルーフは震ふるえあがった。蛇へびに巻きつかれた獲え物ものの気分だった。

「まして連れん隊たいとくれば、その内部は一つの国も同じ……シナーク族住民という補ほ給きゆう源げんまで確保した、あなたの王国です。野や心しんを育てるにはもってこいの土ど壌じようになりますね。……いえ、ともすれば野心はすでに育ちきっていて、この展てん開かいもその表あらわれに過すぎず──」

　レミオン大たい将しようが荒あら々あらしく机つくえを叩たたく。時間切れと見て、トリスナイも獲物から距きよ離りを置いた。

「大たい概がいにしろ、宰さい相しよう！　貴き公こうが案ずるには当たらない！　もとよりそうした間ま違ちがいを許さぬがためのミルトーグ・テトジリチ大たい佐さという人じん選せんなのだからな！」

「ええ、ええ、そうでしょうとも。しかし大将、ぼくの役割には、軍人の行き過すぎを監かん視しすることも含ふくまれているのでして……」

「……であるなら、なぜ貴公らは政治をまともに回さない!?　シナーク族難民の問題解決を買って出る気き概がいがあるのなら、そのための具ぐ体たい的てきなプランを上げてみろ！　内ない閣かく評ひよう議ぎ会かいが最後に開かれたのはいったい何か月前だった!?　こんな時くらい緊きん急きゆう招しよう集しゆうをかけてはどうなのだ！」

「おや、おやおや、おやおやおや！　大将、その発言は政治への干かん渉しようと受け取れますね？　いけません、それはいけませんよ！　政治と軍事は互たがいの領りよう分ぶんを弁わきまえてこそ健けん全ぜんに働はたらくんです！」

「……っ！　互いの密みつ接せつな連れん携けいあってこそとのたまった、その舌したの根も乾かわかぬうちに──！」

　大将が憤ふん慨がいして立ち上がりかける。が、その動きを、隣となりに座すわる元げん帥すいが片手で制した。

「両名とも着ちやく席せきせよ。これ以上の口こう論ろんは、軍ぐん議ぎの進行を阻そ害がいするものと見なす」

　感情を含ふくまない声で警けい告こくされて、大たい将しようは歯は軋ぎしりした。礼れい節せつの殻からがひび割れ、その隙すき間まからむき出しの感情が覗のぞく。

「違ちがう、全すべてを阻はばんでいるのはヤツの存そん在ざいそのものだ！　ソル、君にはまだそれが……！」

「着席せよ！」

　二度目の警けい告こくには有う無むを言わせない響ひびきがあった。トリスナイは脱だつ莵とのごとく自分の席せきに逃げ帰り、レミオン大将は苦く渋じゆうの面おも持もちで座すわり直す。両名に含まれなかったサザルーフだけが、座るに座れず脂あぶら汗あせをかいていた。

「センパ・サザルーフ少しよう佐さ」

　いきなり名を呼ばれて、サザルーフの背せ筋すじがほとんど強きよう制せい的てきに伸びる。一秒でも早くこの場から逃げ出したくてたまらない彼に、それでも容よう赦しやなく、イグセム元げん帥すいは命じた。

「提てい案あんの詳しよう細さいを詰つめる。概がい要ようから復ふく唱しようせよ」
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　酒しゆ杯はいをぶつけ合うゴツンという音。そのすぐ後を追って、乾かん杯ぱいの合がつ唱しようが響き渡った。

　こぼれたしずくがきらきらと宙ちゆうを舞まう。長い戦たたかいの日々から解放された兵たちは、その喜よろこびのままに酒を飲み、料理を食らい、仲なか間まと語らっていた。宴うたげの盛もり上がりは天てん井じようを知らない。

　無理もない。その全てが生せいある者の特とつ権けんだと、この場の全員が身みに染しみて知っているのだから。もう二度と酒を酌くみ交かわすことの叶かなわない相あい手てが、彼ら全員に数えきれないほどいるのだから。

「すごい盛り上がりね。もう何枚食器が割れたかしら」

　ほぼ全ての仕切りを取り払った貸し切りの店内。その片かた隅すみで、兵たちの喧けん噪そうから一歩引いて、騎き士し団だんの五人はテーブルを囲んでいた。

「はは。でも、そのくらいは大おお目めに見ないとね」

「だな。あれだけ長くて苦しい戦争だったんだから、終われば羽は目めも外はずしたくなるさ」

　トルウェイとマシューが静かにうなずき合う。彼らのテーブルにも酒と料理が並んでいるが、飲み食いはほどほどだ。今日の五人は酒しゆ宴えんの幹かん事じとしてこの場にいる。自分たちではなく、部下たちの労ろうをねぎらうための場なのだ。

「ちゅうーいーどのー！　イクっタちゅうーいーどのー！」

　が、立場をわきまえて控ひかえていた彼らのもとに、酒杯を手にした兵たちが団体でやって来た。先頭にいるのはイクタの副ふく官かんのスーヤ曹そう長ちようだ。すでに相当酒が回っているようで、誰だれも彼かれも赤い顔をしている。

「こーんなすみっこで何してるんですかー！　こっち来ていっしょに飲みましょーよー！」

「そうしたいのは山々だけどね……。僕ぼくまで飲んじゃうと、君たちがダウンした後にいよいよ収しゆう拾しゆうが付かないだろ？」

「はぁ？　なっさけないこと言わないでください！　ウチの母をコマしたときのイキオイはどーしたんですかー！」

　兵たちの間でどっと笑いがはじける。その話題を冗じよう談だんにするあたり、宴うたげも早々にして、スーヤは相そう当とうに酔よいが回っているらしかった。それとも心しん境きようの変化の表れだろうか。

「少し付き合ってあげなさい、イクタ。酔いつぶれない程てい度どにね」

　絡からんでくる酔っ払ぱらいを少年が適てき当とうにあしらっていると、隣となりのヤトリがそんなことを囁ささやいた。イクタの視し線せんがちらりと彼女を向く。

「シナークの部ぶ隊たいを助けに行った判断について彼女と揉もめた一いつ件けん、憶おぼえてるわよね？　私たちはともかく、あの娘むすめの中では尾おを引いているはずだし、ちゃんと仲なか直なおりがしたいんでしょう。……しらふの時だと難むずかしいから、お酒の勢いを借りてでもね」

　その程てい度どの機き微びを読み取れない彼女ではなかったし、それはイクタも同じことだ。残る騎き士し団だんの面めん々めんからも「いいから付き合ってやれ」と視線でメッセージを受け取ると、彼はうなずいて席せきを立った。

「よーし、では君たちの指し揮き官かんが付き合ってあげよう。……え、なに、このお椀わんにヤシ酒でいいって？　そんなのこっちで御ご免めんだね。いいから僕にもビールをちょうだい。ジョッキで頼たのむよ！」

　そうと決まればイクタもノリがいい。運ばれてきたビールを片手で受け取り、そのまま一いつ気きに垂すい直ちよくに傾かたむけて飲み干ほした。豪ごう快かいな飲みっぷりに、部下たちも大いに沸わく。こういう場を取り持つことも彼の得とく意い技わざのひとつだ。

「っぷぅ。……さぁヤトリ！　君も一いつ杯ぱい付き合ってよ！」

「え、私も？」

「仲直りっていうならそうだろ？　ほらほら、スーヤも早くジョッキもって」

　イクタに酒を持たせられた二人が、そのまま強引に対面させられる。ぎこちない雰ふん囲い気きで向かい合う両者だが、次の瞬しゆん間かん、黒くろ髪かみの少年が間に立って叫さけんだ。

「戦いくさ乙女おとめたちに乾かん杯ぱい！」

　その掛け声と共ともに、二人に向かって強引にジョッキを打ち付ける。ヤトリは苦く笑しようしつつも、小さく「乾杯」と言ってスーヤとジョッキを合わせてから自分のビールに口をつけた。一いつ瞬しゆん戸と惑まどった後、スーヤも慌あわてて彼女にならう。

　そんな感じにイクタとヤトリが部下たちと共に宴えん会かいを盛り上げていると、騎士団の三人が残っていたテーブルに、新たに二人の人間がやって来た。ひとりは疲ひ労ろう困こん憊ぱいという顔のサザルーフ大たい尉い。その陰に隠かくれ気味なのは、場の雰囲気に水を差さないよう気き遣づかっているシャミーユ殿でん下かだ。

「おーおー、えらく盛り上がってんなぁ。こっちの苦労も知らないでまったく……」

　姫ひめ君ぎみと上じよう官かんの姿に気付くと、騎き士し団だんの三人はすぐさま立ち上がって二人に敬けい礼れいした。

「シャミーユ殿でん下か、大たい尉い殿どの、お疲つかれさまです」

「お疲れさまです。えらい人たちとの会議は大変でしたか？」

　ハロがねぎらいながら、ぶどう果か汁じゆうの入った杯さかずきを姫君に、ビールを注そそいだジョッキを上官に、それぞれ差し出す。その傍かたわらで、トルウェイとマシューが二人のために椅い子すを引いた。

「余よにはそう気を遣つかわずともよい。大尉をねぎらってやれ」

　言いつつ、姫ひめ殿でん下かは小さな体を席せきに収める。一方のサザルーフは、受け取った酒さけを一ひと息いきで半分まで飲み干ほすと、ほとんど崩くずれ落ちるような勢いで椅子に体を預けた。

「お前らも一度やってみるといいぜ……。あの空気だけで体力を根こそぎもっていかれる。……あ、そうだ、どうやら俺おれは少しよう佐さになったらしいぞ。お前ら祝いわえ。ほら全力で祝え」

　おめでとうございます、と三人の声が重なった。彼らも予想はしていたので驚おどろきまではしない。テーブルに突つっ伏ぷして半なかば死んでいるような上官に、マシューがおそるおそる問といかける。

「で、あの……どうなりましたか？　その、例の件けんは……」

「なんとか通りそうだ。まだ確かく定ていじゃないが、親父おやじさんには早めに連絡を入れておけ」

　その返答に、マシューが複ふく雑ざつな面おも持もちで腕うでを組んだ。面子めんつがふたり増えた場に、酔よっ払ぱらい連中の輪わを抜けたヤトリが帰ってくる。

「大尉殿どの、お疲れさまです。殿下、何か食べ物をお持ちしますか？」

「ああヤトリ、そう気を遣わずとも──」

　言いかけたシャミーユ殿下の声が、途と中ちゆうで止まった。同じ理由で他の全員も目を丸くする。──席に着き直したヤトリの顔が、熟うれたトマトのように真まっ赤かだったからだ。

「……ぶはっ！　ふ、はははははっ！　や、ヤトリシノ中ちゆう尉い……お前、酒に弱かったのか!?」

　最初に我が慢まんできず噴ふき出したのはサザルーフだった。トルウェイとハロはさすがに遠えん慮りよしたものの、マシューの限げん界かいがそれに続く。

「お、おれもいままで知らなかった……でも、くくっ、すごいぞ今のお前の顔！　髪かみの毛けと同じくらい真っ赤っ赤じゃんか！」

「ふぅ……。まったく、イクタも分かっていて飲ませるんだから」

　ため息いきまじりにヤトリがぼやく。無理もない。彼女のそれは頰ほおが赤らむというレベルではなく、ほとんど顔全体が真っ赤に染まっているのだった。普ふ段だんの振る舞まいに隙すきがない彼女だけに、こういう一面を見せた時のギャップは大きい。

「そ、そういえばヤトリさん、お酒の席ではいつも静かに飲んでいましたもんね……」

「う、うん。ジョッキで一いつ気き飲みなんてしたのは、ぼくも初めて見たけれど」

　ハロとトルウェイがそれぞれの言こと葉ばで驚おどろきを表す。一方のサザルーフ大尉は笑い上じよう戸ごなのか、一度ツボに入ってしまうと抜け出すのに時間が掛かかるようだ。同どう様ようのマシューと意い気き投とう合ごうして、いつまでも腹はらを抱かかえている。

「……はぁ、まぁいいわ。それでお酒さけがおいしくなるのなら、今日くらいは好すきなだけ、私を笑いものにしなさい」

　怒おこったり拗すねたりしない器うつわの大きさは、さすがに彼女だった。シャミーユ殿でん下かもそれを聞いて我われに返り、しつこく笑い続けているサザルーフとマシューに厳きびしい視し線せんを投げかける。が、そのくらいでは焼け石に水だった。馬ば鹿か笑わらいが延えん々えんと続く。

「ふふふふふ。白はく兵へい戦せん最強の誉ほまれも高いヤトリシノ・イグセムに対して、『弱い』という形けい容よう詞しを使っていい唯ゆい一いつの局きよく面めん。それがこれ、お酒についてなんだな～」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで、いい感じに出で来き上あがったイクタがテーブルに帰ってきた。ろれつが回っておらず、足取りも怪あやしい。ヤトリほど顔に出てはいないが、酔よいの具ぐ合あいは遥はるかに上回っているようだった。

「ただまぁ、残念なことに彼女、赤くはなっても酩めい酊ていはしないんだよね。もっと酔わせてさらにおもしろい一面を引き出そうとする試こころみは、いつも無む駄だに終わっちゃうのさ～」

「飲んで吐はいてを一ひと晩ばん中じゆう繰くり返せるあんたには負けるわ。今日もそろそろ一いち巡じゆん目めに入る気？」

「いやいや、まだまだ。いちおう幹かん事じだからね。あんまり酔うのはまずいって、ちゃんと分かってるんだよ」

「そう言いながら、最後には結局酔いつぶれたあんたを担かついで店を出たのも、一度や二度じゃなかったけどね……」

　高こう等とう学がつ校こう時じ代だいを思い出したヤトリが肩をすくめる。気き心ごころの知れた両者のやり取りを、それぞれ複ふく雑ざつな面おも持もちで眺ながめるシャミーユ殿でん下かとトルウェイ──そこまで含めて、いつもの光景と言えた。

「あ～、ところでサザルーフ大たい尉い。例の件けんはどうなりましたかね～？」

　椅い子すの背もたれに寄りかかったままイクタが尋たずねる。サザルーフはまだ笑いのツボから抜け出せていなかったが、それでも懸けん命めいに呼こ吸きゆうを整ととのえて応じた。

「っくく……あ、ああ、なんとか通りそうだ。あと少しよう佐さになるんだぜ俺おれ。どうだすげーだろ」

「おめっとーさんです。しかし、そうですか、通りそうですか。とゆーことはまぁ……」

　もたれかかっていた椅子から体を離はなすと、イクタはテーブルを回ってマシューの背はい後ごにやって来た。そのまま小太りの体に寄りかかりつつ、上じよう機き嫌げんな声で告つげる。

「そーゆーことになるね。色々とよろしく頼たのむよ、我わが友マシュー」

　そう言われた瞬しゆん間かん、笑いの発ほつ作さがぴたりと収まった。言こと葉ばの意味を理解するにつれて、マシューの笑え顔がおがみるみる渋じゆう面めんに切り替わる。

「……本当にそうなるのかよ……。正直、気が乗らない。おれはめちゃくちゃ気が乗らないぞ」

　少年はうつむきがちに唸うなった。背はい後ごの酔よっ払ぱらいが、その後こう頭とう部ぶをわしゃわしゃと撫なでる。

「いやいや、僕ぼくは今から楽しみでならないよ。なにしろ君と僕の仲なかだからね。いつかは訪たずねなければならないと思っていたんだ」

　対たい照しよう的てきに高まり続けるテンションのまま、酒しゆ杯はいを片手に掲かかげて、イクタが高らかに告つげる。

「ついに時は来た。──さぁ、みんなでマシューの実じつ家かに里さと帰がえりだ！」
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　帝てい国こく領りよう土どの南西部に位置するエボドルク州しゆうは、国内では例外的に、一年を通して比ひ較かく的てき湿しつ潤じゆんで穏おだやかな気候を特とく徴ちようとする土地だ。そのために、人々の暮らし向きも他た州しゆうとは少し異ことなる。

「わぁ、すごい、一面の田んぼですね！　こういうの初めて見ます！」

　馬車の窓まどを流れていく景け色しきに、ハロが素直な歓声を上げる。麦むぎを主しゆ要よう作物とする他州に対して、この広大な田でん園えん風ふう景けいこそ、エボドルク州の象しよう徴ちようと言えるものだ。

　砂さ塵じんとは無む縁えんの空気が、ほどよい湿しつ気けを含ふくんで豊かな土の匂においを運んでくる。道みち脇わきに引いた水路には澄すんだ水が流れ、カエルや小魚がその中をちょろちょろと動き回っている。北ほく域いきのひび割れた大地を思い出せばなお一いつ層そう、その光景には心癒いやされるものがあった。

「ふむ、グナ米まいの生せい育いくは順じゆん調ちようのようだな……。ここ数年は不作続きだったと聞いているが、この様よう子すだと状じよう況きようが改かい善ぜんしたのだろうか」

　為い政せい者しやの顔でシャミーユ殿でん下かがつぶやく。が、その内容に率そつ先せんして反はん応のうしてもいいはずの少年は、馬車旅が終わりに近づくにつれてどんどん無む口くちになっていた。そんな彼を横よこ目めに、姫ひめ君ぎみがため息いきをつく。

「……マシューよ、この状況に色々と思うところがあるのは察する。が、そうした問題を抜きにしても、そなたにとって久ひさ方かたぶりの里さと帰がえりには違ちがいない。戦せん地ち帰りの息子むすこの元気な顔が見たいと、ご両親も願っておられるのではないか？」

「…………はい。殿下のおっしゃる通り、なんですが……」

「懸け念ねんがあるならば、今のうちに言っておくとよいぞ。余よも可か能のうな範はん囲いで配はい慮りよしてみせる」

　別の車両に乗っているサザルーフを除のぞいた、馬車内の仲なか間またち五人の視し線せんが、うつむきがちのマシューに集中する。彼はため息まじりに頰ほおをかいた。

「懸念というか、何というか……。このまま話が順調に進めば、うちの親父おやじを指し揮き官かんに置いた新しい連隊に、おれたち全員が配はい属ぞくされるわけですよね……」

「うむ、そういうことになるな。もちろんエボドルク州にはミルトーグ・テトジリチ大たい佐さの後こう任にんを置く必要があるだろうから、そのポストには現げん在ざい、大佐の弟で部下を務めているゼンバルカ・テトジリチ中ちゆう佐さが有ゆう望ぼう視しされている」

「ゼンバおじさんが部隊を引き継つぐのは前々から決まっていた話ですから、ちょっと早まるくらいは構かまいませんよ……。親父のほうも、定てい年ねん間ま際ぎわに突とつ然ぜん舞まい込んだ話に驚おどろいているとは思いますが、そこに至いたるまでの経けい緯いは伝つたえてあります。首を横には振らないでしょう」

「では、そなたの懸念とは……？」

「……親父が他の土地に赴ふ任にんすることになれば、おふくろもかならず付いて行きます。で、何といえばいいか分からないんですけど、そのおふくろってのが──」

　マシューの言こと葉ばの途と中ちゆうで、馬車が急きゆう減げん速そくした。慣かん性せいで体を浮かせた姫君をヤトリがすかさず受け止め、他の四人も壁かべに手を突ついて、なんとか姿し勢せいを保持する。

「何があったの!?」

　ヤトリが御ぎよ者しやに向かって大声で尋たずねる。すぐに泡あわを食ったような声が返ってきた。

「め、目の前を牛うしが突っ切っていって……！　危うくぶつかるところでした！」

　牛という単たん語ごに、騎き士し団だんの面々は顔を見合わせた。野や盗とうか何かの襲しゆう撃げきではなさそうだが、ここにいる面子めんつは全員が要よう人じんとなりうる。まだ油ゆ断だんはできない。姫ひめ殿でん下かをハロに預けて、そのほかの四人が状じよう況きよう確かく認にんに打って出た。

「全ぜん周しゆう警けい戒かい！　気を付けろ、田んぼの茂しげみに敵てきが潜ひそんでいるかもしれない。マシュー、トルウェイ、左右の車しや窓そうから索さく敵てきを開始しろ！」

「ああ！」「了りよう解かい！」

　即そく座ざにイクタから指示が下り、それに応おうじる声にも迷いはない。もはや誰だれも新しん兵ぺいのあどけなさを残してはいなかった。昔むかしとは違ちがう。彼らは北ほく域いき動どう乱らんの過か酷こくな戦場を切り抜けてきたのだ。

　一いつ旦たん閉じた車窓を薄うすく開いて、その隙すき間まからマシューとトルウェイが周しゆう囲いの様よう子すをうかがう。片かた手て間まで風ふう銃じゆうのバレルに精せい霊れいを装そう着ちやくし、弾たまを口に含ふくませながら、じきに二人は口を開いた。

「……右、敵の姿は視し認にんできない！」「左も同どう様よう！　念のために牽けん制せい射しや撃げきを……って、え、あれ……!?」

　トルウェイの口から戸と惑まどいの声が漏もれた。二に刀とうに手をかけて馬車の昇しよう降こう口ぐちに控ひかえたヤトリが、外の物音に耳を澄すましつつ彼に尋ねる。

「トルウェイ、何が見えるの!?」

「……う、牛が人を襲おそって……いや、牛を人が……？」

　見たままを言こと葉ばにする過か程ていでひどく手間取りながら、青年はたどたどしく声を重ねる。

「……田んぼの中で大きな牛が暴れていて、人間と格かく闘とうしている。人のほうは……女性のように、見えるけど……」

「へ、女性？　……ちょ、まさかっ！」

　それを聞いたマシューは慌あわてて右側の車窓を離はなれて反対に移り、トルウェイの隣となりに陣じん取どって視し界かいを確かく保ほする。さっきの説明から「暴れ牛に人が襲われている」と判断して、ヤトリが馬車を飛び降りようとしたが、小こ太ぶとりの少年がそれを止めた。

「ま、待まて、ヤトリ。行かなくていい……っ」

「……なぜ？　牛に人が襲われているんじゃないの？」

「とにかく大だい丈じよう夫ぶだから。……周まわりに敵もいないみたいだし、扉とびらを開けて覗のぞいてみろよ」

　妙みように疲つかれた声でマシューが言うので、とりあえずヤトリもその通りに外の様子をうかがった。すると、馬車の左側一面に広がる田んぼの一いつ角かくで、耕こう牛ぎゆうと見られるたくましい体つきの牛が盛んに暴れているのが目に入る。だが、それ以上に彼女を驚おどろかせたのが──。

「コラコラ、暴れんじゃないよこいつ！　まったくきかない子だね！」

　その猛もう牛ぎゆうの角つのを両手で摑つかんで、正面から押さえつける女性の存そん在ざいだった。性せい別べつの割わりには大おお柄がらで、肩かた幅はばもがっしりと広い。そこに作業用の茶色いツナギと緑色の前まえ掛かけをまとっている。

「おお、なんと勇いさましい……」

　ヤトリと並んで状じよう況きようを見守っていたイクタが目を輝かがやかせてつぶやいた。全員が声もなく同意する。どう見ても田んぼの手入れ中のおばさんにしか見えない格かつ好こうで、その女性は、自分の五倍はあろうかという猛牛と大おお立だち回りを演えんじているのだ。

「そろそろ大人しくしな！　いよいしょぉおおおおおおおおおお！」

　正面きっての格かく闘とうでは埒らちが明かないと見たのか、女性は田んぼの泥どろを巻き上げながら跳ちよう躍やくして牛に抱だきついた。そのまま太い首に回した両りよう腕うでをがっちりと組んで固め、全力で締しめ上げる。

「ぬぅうううううあああぁぁぁああああああああああ！」

　その状じよう態たいでも暴あばれ続けていた牛だが、しばらくすると勢いきおいを失っていき、ついには前まえ脚あしを折おって田んぼの中に座すわり込んでしまった。

　腕うでの中でぜいぜいと息いきを荒あらげる相あい手てを、女性は慈いつくしむ目で眺ながめつつ、首くび筋すじを撫なでてやる。

「よーしよし、落ち着いたね？　やるだけやって気が済すんだかい？」

　疲つかれ切ったのか、それとも抵てい抗こうが無意味だと悟さとったからか、牛は大人おとなしく座ったまま動かない。それで事じ態たいが一いつ件けん落らく着ちやくしたと見て、騎き士し団だんの面々も馬車の外に出た。

　田んぼの真ん中で牛を押さえ込んでいる女性のもとに、いつの間にか、同じような格好をした農のう夫ふが集団でやって来ていた。ぺこぺこと頭を下げる彼らに、女性は気さくな笑え顔がおで首を横に振る。手た綱づなを取り付けられた耕こう牛ぎゆうはまもなく立ち上がり、そのまま大人しく引かれていった。

「よーしよし、一件落着ってもんだい。そんじゃアタシも仕事に戻って──んん……？」

　そこでようやく、女性のほうでも田んぼ沿ぞいから自分を眺ながめる人々の存在に気付いたようだった。目を細めて相あい手て方がたの様よう子すをうかがう彼女だったが、じきにその顔がぱっと輝かがやく。

「──マシュー!?　ちょっとちょっと、ようやく帰ってきたのかい──！」

　田んぼの中から豪ごう快かいに跳とびあがり、女性が畦あぜ道みちを全速力で疾しつ駆くしてくる。猛牛に勝まさるとも劣おとらないその迫はく力りよくに気け圧おされるイクタたちだが、その中で唯ゆい一いつ、名指しされた少年だけが諦あきらめの境きよう地ちに達した表情で一歩前に出た。

「ああ、帰ったよ母ちゃ──うげぶほぅっ！」

「はははははっ、よく無事に帰って来たね我わが息子むすこ！　ちゃんと足はあるかい？　まさか幽ゆう霊れいじゃないだろうね！　このこのこのっ！」

「ぐげげげげげげげげげげ」

　マシューがなすすべなく熱ねつ烈れつな抱ほう擁ようの餌え食じきとなった。暴れ牛を観かん念ねんさせるほどの締め付けにさらされた胴どう体たいから、みしみしと骨の軋きしむ音が響ひびいてくる。

「しばらく連絡がないと思ったら北で戦争が始まってさぁ！　お前まで前ぜん線せんに駆かり出されたって聞いた時にはもう、母ちゃんがどんだけ心配したか分かってんのかい！」
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「か、母ちゃッ……分かった、分かったから……！　そろそろ離はなして……死ぬ……！」

　マシューの悲ひ鳴めいが真しんに迫せまる。万まん力りきじみた両りよう腕うでの下、彼のウェストはかつてない細さまで締しめ付けられているところだった。

「な、なんだ……。いったい何が起こってんだ……？」

　先行の馬車から戸と惑まどいつつ降りてきたサザルーフも、その光景に目を丸くする。久しぶりの母子の再さい会かいを、当とうの二人以外は、ぽかんと口を開けて見守るしかなかった。







「いやはや嬉うれしいねぇ！　息子むすこがこんなに友達を連れて帰ってくるなんて！」

　ツナギの作業着を普ふ段だん着ぎのワンピースに着き替がえて、前まえ掛かけをエプロンに取り換えた格かつ好こうで、女性は台所とテーブルの間をせわしなく行き来していた。見る間に整ととのえられていく食しよく卓たくの様よう子すを、馬車での面子めんつにサザルーフを加えた七人は、それぞれの椅い子すに座すわって眺ながめている。

「しかも可愛かわいらしい女の子が三人もいるじゃないか！　どの子がウチの嫁よめに来るのか、今から楽しみでならないよ！　ねぇあんた！」

「ハンナ、マシューが帰ってきて嬉しいのは分かるがな、少し落ち着きなさい。畏おそれ多くも第三皇おう女じよ殿でん下かを交まじえての席せきなのだから……ね？」

　放っておけばひっきりなしに喋しやべり続ける彼女を、ホスト側の上かみ座ざに座すわる初しよ老ろうの男性がいさめた。帝てい国こく陸りく軍ぐん大たい佐さミルトーグ・テトジリチ。丸い顔と小こ太ぶとりの体たい型けいはマシューによく似にていた。

「えぇ、じゃあ第三皇おう女じよ様さまが嫁よめに来るのかい!?　そいつは一いち大だい事じじゃないか、ウチの家か系けい図ずはいったいどうなるんだい！」

　そのミルトーグ大佐の長年の妻つまハンナ・テトジリチは、外がい見けんにつけ豪ごう快かいな性せい格かくにつけ、マシューとの血の繫つながりをうかがわせる要よう素そはほとんど皆かい無むだった。夫おつとと話している間も、乱らん雑ざつと見なされないギリギリの手て際ぎわで人数分の食器を用意して、全員に飲み物を注そそいで回っている。

「やっぱり嫌いやな予感が当たった……。いや、今回は外はずれる気がしなかったんだ……」

　当のマシューはテーブルに突つっ伏ぷして頭を抱かかえていた。友人知人に自分の家庭を見られるというのは誰だれしも恥はずかしいものだが、ここまで個こ性せい的てきな母親がいると見ている方まで圧あつ倒とうされる。現げんに今までのところ、彼らには通り一いつ遍ぺんの社しや交こうを挟はさむ隙すきさえほとんどなかった。

　ハンナの案内で七人がやって来たテトジリチ家は、周しゆう辺へんを見下ろせる小高い丘の上に建てられた、旧きゆう軍ぐん閥ばつ名めい家かのそれに相応ふさわしい立りつ派ぱな屋や敷しきだった。焼き煉れん瓦がを組み上げた三階建ての重じゆう厚こうな建けん築ちくで、外がい壁へきに囲まれた広大な庭には複数の井い戸どに菜さい園えん、厩きゆう舎しやに畜ちく舎しやがある。有ゆう事じの際に城じよう塞さい化かすることを期きして作られたのだろう。敷地内だけでもかなりの期間、生活が送れそうだった。

「さぁ出で来きたよ、みんな食いな！　どうせ戦争の間はロクに食べられなかったんだろう!?」

　まず香こう草そうと一いつ緒しよに焼いた巨きよ大だいな羊ひつじ肉にくのかたまりが、次に十人前はゆうにありそうな山盛りの焼き飯めしが、食しよく卓たくにどっかりと並べられた。スパイスの香かおりが強く立ち上のぼる。まだろくに挨あい拶さつもしていない状じよう態たいだったが、どうやら食事を済すませないことには何も始められそうにない。まず客を満まん腹ぷくにさせるところからがハンナ流の歓かん迎げいらしかった。

「むっ、うまい！　お母さん、これはうまいじゃないですか！」

　案あんの定じようと言うべきか、イクタが真っ先に料理へ手を伸ばした。骨ほね付つきの胸むね肉にくにかぶりつき、自分の取り皿ざらにどっさり盛った焼き飯を、木のスプーンで豪ごう快かいにかっこむ。見ているだけで腹はらが減るような食いっぷりに、他の面々も釣つられ始めた。

「じゃ、じゃあ、わたしもいただきますね」「せっかくだから、ぼくも……」

　ハロとトルウェイが手を伸ばす。料理を口に運んで、二人は次々に目を輝かがやかせた。

「……わっ、本当だ！　これ、お米がすごくおいしいです～」

「うん！　肉もおいしいけど、そのうまみを吸った米がもっとおいしい！」

　嬉き々きとして食事を続ける彼らを横よこ目めに、シャミーユ殿でん下かは自分が手を出すタイミングを計はかりかねている。それを察さつしたヤトリが、小こ皿ざらに取り分けた料理を、姫ひめ君ぎみの前にそっと置いた。

「さ、殿下も召めし上がってください」「う、うむ。すまんな、ヤトリ……」

　長旅の間にお腹なかを減らしていたのだろう。いったん料理を口に運ぶと、もう姫君の手は止まらなかった。そんな少女に何くれとなく世話を焼きながら、ヤトリもいつも通りに食事を始める。そうしていつの間にか、晩ばん餐さんのテーブルはにぎやかに回り始めた。

「あぐ、むぐ……マシュー、こんなに素す敵てきなお母上がいるなら、どうしてもっと早く……」

「それが理由だよ！　ぶっちゃけおまえの好すきなタイプだろ、ああいうの！」

「さすがに分かってるなぁ。そう、僕ぼくはいま数年来のときめきを感じているところだよ」

　食事の手を止めて、イクタは熱っぽい視し線せんでうっとりとハンナを眺ながめた。その様よう子すに危機感を覚えたマシューは、隣となりから手を伸ばして相あい手てを抱かかえ込み、ドスの効きいた声で言う。

「おい……この先どんな形でも、うちのおふくろに手を出してみろ……。次の戦争で、お前は確かく実じつに背中を撃うたれて死ぬハメになるからな……」

「これまででいちばん殺さつ意いのこもった警けい告こくをありがとう。肝きもに命めいじるよ、我わが友マシュー」

　彼らが騒さわがしく食事に興きようじている一方で、ミルトーグ大たい佐さと一番近い席せきに座すわったサザルーフが社しや交こうを始めていた。やっぱりこの役割は俺おれかよ、と内ない心しんで毒どくづきつつではあったが。

「息子むすこが世話になったようだね、センパ・サザルーフ少しよう佐さ」

　そう言って酒を勧すすめてくるミルトーグ大佐から、サザルーフは恐きよう縮しゆくしつつ杯さかずきを受ける。

「いえいえ、世話を焼いたなんて威い張ばれる立場じゃありませんで……。厳きびしい戦せん況きようが続く中、ご子し息そくは最後までよく戦たたかってくれました」

　酒さか瓶びんを受け取り、サザルーフからも相あい手てに返へん杯ぱいする。ミルトーグ大佐はかすかに笑った。

「謙けん遜そんしなくてもいい。今回の戦争がどれだけひどいものだったかは、私も伝つたえ聞いているよ。その最前線で戦って五ご体たい満まん足ぞくに帰って来られたのなら、それは上じよう官かんに恵めぐまれたのだろう」

「……同じ理由から、私こそ部下に恵まれたのだと分かります」

　自じ嘲ちよう混まじりにサザルーフが本ほん音ねを口にする。ミルトーグ大佐は不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。

「……謙遜では、ないのか。どうやら本当に自じ己こ評ひよう価かが低いのだな、君は。少し意外だよ。北ほく域いき動どう乱らんの英えい雄ゆうというから、もっと自信に満ちた人物を想そう像ぞうしていたのだが」

「失しつ望ぼうさせてしまったなら申もうし訳わけありません。……ただ、もし英雄と呼んでくださるなら、それはあの撤てつ退たい戦せんで最後まで戦った、全すべての兵士を指しての賞しよう賛さんであって欲ほしいと思います」

　死んでいった多くの部下たちを思い返しながら、彼は言った。その言こと葉ばに込められた重みをミルトーグ大佐も理解し、大アラファトラに散ちった多くの将しよう兵へいたちのために、二人揃そろって献けん杯ぱいした。

「非ひ常じように面めん倒どうな申し出を、この度たびは聞いていただくことになるかもしれませんが……」

　前置きとして詫わびておこうとしたサザルーフを、ミルトーグ大佐は気さくに手で制した。

「それは後でいい。いまは飯めしを食おうじゃないか、サザルーフ少佐」

「は……しかし」

「息子が無事に帰ってきて、妻つまは本当に喜よろこんでいるよ。それは私にしても同じことだ。だから他の色々な事情は抜きにして、今くらいは君に純じゆん粋すいな感かん謝しやを受け取ってもらいたい。それでは駄だ目めだろうか？」

　そう言われては、サザルーフにも首を横に振ることはできなかった。気持ちを改あらためて乾かん杯ぱいをやり直す二人だが、そこでふいに、ミルトーグ大たい佐さが表情を硬かたくする。

「……で、これだけは早めに聞いておきたいのだがね、少しよう佐さ」

「は、何でしょうか」

　深しん刻こくな雰ふん囲い気きにサザルーフも姿勢を正す。大佐はずいっと顔を近付けて、彼に耳打ちする。

「実じつ際さいのところ、うちの息子むすこは……あの三人のうちの誰だれといちばん仲なかが良いのだろうか？」

　ヤトリとハロ、それにシャミーユ殿でん下かの顔を盗ぬすみ見ながら、大佐はそう尋たずねた。その瞬しゆん間かんこみ上げてきた笑いを、サザルーフは吹ふき出す手前で必ひつ死しに嚙かみ殺す。

　腹ふつ筋きんに力を込めながら、一方で彼は目の前の上じよう官かんを微笑ほほえましく思った。──この人もやはり父親なんだなぁ、と。







　夕ゆう飯はんが済すむと、小こ一時間ほど食休みを取ってから、応おう接せつ間まで本ほん格かく的てきな話し合いが始まった。

「……軍ぐん事じ物ぶつ資しの生産を管理するという名めい目もくで、シナーク族難なん民みんを小こ作さく農のうとして雇やとい入れる、か。なるほど」

　サザルーフの口から一通りの説明を受けると、大佐は思し案あん顔がおで腕うでを組んだ。

「悪くない案だと思うが……それにしても面めん倒どう事ごとをしょい込んだものだな、君たちは。自分の責せき任にんではないと問題を投げてしまうほうが、ずっと簡かん単たんだったろう？」

　苦く笑しようするサザルーフ。その斜ななめ右の応おう接せつ椅い子すに腰こし掛かけていたイクタが、静かにかぶりを振った。

「北ほく域いき南なん方ぽうの難民キャンプで、シナーク族の人々は先行きの不安に震ふるえながら日々を過すごしています。族ぞく長ちようナナク・ダルが交かわした僕ぼくたちとの約やく束そくだけを希望にして。ここで彼らを見放すのなら、それは北域でこれまでサフィーダ中ちゆう将じようがやって来たことと変わりありません」

　その約束のために自みずから切り落とした小指の付け根、ふさがった傷きず口ぐちが未いまだに鈍にぶい痛いたみを訴うつたえる部分を眺ながめると、イクタの気持ちも否いや応おうなく引き締しまった。

　やや長く沈ちん黙もくが流れたところで、頃ころ合あいと見てシャミーユ殿下が口を開く。

「新たに連れん隊たいを編へん成せいするに当たっての政治的ハードルや、次の土地で起こってくるだろう様さま々ざまないざこざに関しては、余よの立場から可か能のうな限り穏おん便びんな解決を図はかると約束する。住み慣なれた土地から離はなれさせてしまうのは心苦しいが……この話を受けてはもらえないだろうか、ミルトーグ大佐」

「…………」

「こう言っては何だが、代わりの人材が他にいないのだ。連隊運うん営えいに関して確たしかな実じつ績せきを持ち、シナーク族という異い分ぶん子しを含ふくんだ集団の手た綱づなさえ、持て余あまさずに執とってくれると期待できる将しよう校こう──それだけでも贅ぜい沢たくな話だというのに、今回はもう一つ厄やつ介かいな条じよう件けんが求められている」

　そう言って、姫ひめ君ぎみは同どう席せきしている面々に視し線せんを巡めぐらせる。

「度たび重かさなる活かつ躍やくによって、『騎き士し団だん』は政治的に大きな存そん在ざいになり過すぎた。個々人のレベルでも全員に言えることだが……とりわけ注意を払はらっておかねばならないのは、イグセムの係けい累るいとレミオンの係累が同じ集団に含ふくまれているという事実だ」

　トルウェイが視線を動かし、向かいの応おう接せつ椅い子すに座すわる炎えん髪ぱつの少女の顔をそっとうかがう。その一方で、つい先日星ほしがひとつ増えたばかりの、自分の階かい級きゆう章しようを意い識しきした。

「半なかば偶ぐう然ぜんの産さん物ぶつではあるが、この現状は帝てい国こく軍ぐん内部のバランスを象しよう徴ちようするものとなっている。イグセム派はとレミオン派の均きん衡こうを示しめす指し標ひようとして、な。つい先日トルウェイに中ちゆう尉いへの昇しよう進しんが言い渡されたのも、その状じよう況きようを鑑かんがみての措そ置ちであろう」

　同じ集団に所属する、同じ階級の同どう僚りよう。その構こう図ずが軍全体にとって望ましいのだと、当の二人ももちろん理解していた。それぞれに複ふく雑ざつな感かん慨がいはあるにせよ。

「となると次に、誰だれがこの集団を管理するのか、という点が問題になってくる。イグセム派の軍人とレミオン派の軍人、どちらに預けるのもバランスが偏かたよって望ましくない。『騎士団』の上じよう官かんには、揺ゆるぎない中ちゆう立りつの立場にある者が求められている」

　本人を除のぞく全員の視線がミルトーグ大たい佐さに集中した。そう、それが二つ目の理由だ。

「そなたしかいないのだ、ミルトーグ大佐。類たぐい稀まれなバランス感かん覚かくによって、どの勢力にも吞のまれることなく乱らん世せから現げん在ざいまでを変わらず生き延のびてきた、旧きゆう軍ぐん閥ばつ名めい家かテトジリチ家のしたたかさ。その中立性には元げん帥すいや大たい将しようも認めているほどの信しん頼らい感かんがある。そなただけが、周しゆう囲いに無用の不安を抱いだかせることなく騎士団の上うわ役やくを務められるのだ」

　その評ひよう価かに対して、ミルトーグ大佐も無む用ような謙けん遜そんは挟はさまなかった。姫君の見解は間ま違ちがっていない。イグセムが白はく兵へいの技術を誇ほこるように、レミオンが銃じゆう撃げきの手て管くだを誇るように、テトジリチは自らの中立性を矜きよう持じとしている。

「もちろん『騎士団』の五名に加くわえて、彼らと親交の深い余よ自じ身しん、さらには北ほく域いき動どう乱らんの英えい雄ゆうとなったサザルーフ少しよう佐さも、その扱あつかいについて高こう官かんたちの頭を悩ませている要よう素そには違ちがいない。だからこそ、その全すべてをまとめて、そなたに受け持ってもらいたいのだ」

「…………」

「図ずう々ずうしい要求であることは自じ覚かくしている。頼たのむことしか出で来きない自分の無む力りよくには恥はじも覚える。……しかし、どうか一いつ考こうしてもらえないだろうか。我われ々われのためでなくても良い。今なおキャンプで厳きびしい暮らしを続けている、大勢のシナーク族難なん民みんのために……」

　姫君が立ち上がって頭を下げようとしたところで、イクタがいきなり椅い子すから腰こしを浮かせて、少女の無む防ぼう備びな後こう頭とう部ぶを両手で挟はさんだ。その暴ぼう挙きよに、ミルトーグ大佐の両目がぎょっと見開く。

「なっ……!?　そ、ソローク、そなた何を……！」

「誠せい意いを伝つたえたいのは分かりますが、あまり気軽に頭を下げるもんじゃありませんよ、お姫ひめさん。皇おう女じよに頭を下げさせたという事実は、この場合だとむしろミルトーグ大たい佐さ殿どのを追いつめます」

　彼の言わんとするところを理解すると、姫ひめ君ぎみも頰ほおを赤らめつつ椅い子すに座すわり直した。そのやり取りが想そう像ぞうを越こえていたために、ミルトーグ大佐はしばらく言こと葉ばを失う。

　そうして話の流れが一いつ旦たん止まったところに、ぶどう果か汁じゆうがたっぷり入った大おお瓶びん片かた手てに、ハンナがやって来た。

「いいじゃないか。受けてやりなよ、あんた」

　空からになった杯さかずきにお代わりを注そそいで回りながら、彼女も言葉を挟はさむ。

「というより、断れる筋すじ合あいじゃないだろうさ。アタシたちが地じ元もとで安あん穏のんとしている間、この子たちは前ぜん線せんで命を懸かけて頑がん張ばってきたんだろう？」

　ミルトーグ大佐が重くうなずく一方で、シャミーユ殿でん下かは居い心地ごこちの悪さを感じていた。「前線で命を懸けて頑張ってきた」という賛さん辞じが、彼女にだけは当てはまらない。

「その結果どうしようもなく持ち帰ってきちまった問題くらい、こっちで対たい処しよしてやらなくてどうするっていうのさ。腹はらを決めなよ。シナーク族難なん民みん四千人だっけ？　それぐらいアタシがまとめて面めん倒どう見てあげるから」

　四千人の異い民みん族ぞくを指して「それぐらい」と言ってのける豪ごう胆たんに、ミルトーグ大佐は苦く笑しようする。慎しん重ちように考える夫おつとと、その背中を押してやる妻つま──それがこの夫ふう婦ふの在あり方なのかもしれなかった。

「……妻の言う通りでしょうな。私自じ身しん、二つ返事で請うけ負おいたいのは山々です」

　新たに注がれた果汁を一いつ気きに飲み干して、大佐は姫君に向き直った。

「……しかしながら、この州しゆうの武力を一いつ手てに預あずかる身として、軽々に返事をできる立場にはありません。どうか……いま少しだけ、考える時間をいただきたい」







　夜も更ふけた頃ころ合あいで、ひとまず話し合いは水みず入いりになった。姫君らはそれぞれが泊とまる部へ屋やに案内されていって、戦場では望むべくもなかった温かく清せい潔けつなベッドで一いち夜やを過すごす。

　が、数時間の後。まだ夜も明けきらないうちに眠りから目覚めて、そろそろと寝ね床どこを這はい出していく者が一人いた。

「ふわ……午前三時ってとこか。さすがにまだ誰だれも起きてないよな」

「どうしたの、マシュー。起き床しようには早いよ」

　暗い部屋の中では、前の世代から使われている年代じみた木製ベッドと簞たん笥すが床ゆか面めん積せきの半分を占しめている。ベッド脇わきの籠かごに収まって休んでいた風かぜ精せい霊れいツゥが、主あるじの動きに気付いて身を起こした。小太りの少年もパートナーに視し線せんをやる。

「早くなきゃダメなんだよ、邪じや魔まが入る。さ、今のうちに出るぞ」

　起き出したマシューは、手早く着替えを済すませてからツゥと共ともに自じ室しつを出て、なるべく音を立てないように一階まで階段を下った。途と中ちゆうで台所に寄って二食分の食べ物を鞄かばんに詰つめ込み、その足で裏うら口ぐちから外へ出ていく。

　まず向かったのは、屋や敷しきの敷しき地ち内ないにある厩きゆう舎しやだった。人の気け配はいに気付いた二十頭弱じやくの馬が次々と起き出したので、彼はそれを「どうどう」と諌いさめてやる。ほどなく目的の一頭を見つけ出すと、マシューは微笑ほほえみを浮かべてその馬に近寄っていった。

「久ひさしぶりだな、ナルン。おれのことを忘れてないか？」

　彼が手を伸ばすと、その問といに答えるように、茶色い毛け並なみの馬も頭をすり寄せてきた。愛あい馬ばとの再さい会かいをひとしきり喜よろこぶと、やがてマシューはその背中に鞍くらを載のせてハミを嚙はませ、厩舎の外に連れ出していく。

「よし、行くか──！」

　意を決したマシューが鐙あぶみに足をかけたところで、ふいにその肩がぽんと叩たたかれた。

「どこへ行くのかな？　我わが友よ」

「……へ？」

　背はい後ごから聞き覚えのある声がかかった。マシューが顔を引きつらせて振り向くと、そこには案あんの定じよう、満まん面めんの笑えみを浮かべた黒くろ髪かみの少年と、どこか困こまった様よう子すで隣となりに立つ青年の姿があった。

「お、おまえら、なんで……」

「質しつ問もんはこっちが先だよ。困るなぁマシュー、僕ぼくらを置いて一人きりでどこに行こうというんだい？　わざわざ馬を駆かり出して、ご丁てい寧ねいにも鞄にはお弁べん当とうまで入れてあるようじゃないか」

「ごめん、マーくん……。ぼくもイッくんに起こされちゃって」

　問い詰めるイクタの横で、トルウェイが苦く笑しよう混まじりにため息いきをつく。小太りの少年は痛つう恨こんの面おも持もちで頭をかきむしった。

「……ちょっとした野や暮ぼ用ようだ。久ひさしぶりの地じ元もとだし、おれにも色々と都つ合ごうがあるんだよ」

「そのために馬で遠乗りってわけかな？　よーし僕たちも付き合おうか。なぁに遠えん慮りよはいらないよ、どうせ暇ひまだし」

「そこはお前が遠慮しろよ……。あーくそ、こうならないために早起きしたってのに」

　苦にが々にがしい表情で愚ぐ痴ちるマシューだったが、今回は諦あきらめも早かった。盛せい大だいにため息をついてから、人差し指で厩舎のほうを指さす。

「……どうしても付いて来るってんなら、さっさと馬に乗れよ。そこそこ速はや駆がけするからな、遅おくれたら置いてくぞ」

「まったく自信はないけど頑がん張ばってみるよ。さて、いちばん賢かしこくて乗りやすい馬はどれかな？」

「ウチに極きよく端たんな癖くせ馬うまはいないけど……右から二番目と七番目、それに左から五番目の馬はやめとけ。少し気き性しようが荒あらい。あと一番奥の二頭も避よけろよ。親父おやじとおふくろの馬だからな。鞍と手た綱づなはそこの──」

　愛あい馬ばに跨またがりながら、マシューは厩きゆう舎しやに入っていく二人にアドバイスを飛ばす。乗じよう馬ば用具の収しゆう納のう場所を口に出す寸すん前ぜんふと、このまま駆かけ出せば置き去ざりにできる──そう気付いたが、不ふ思し議ぎと実行する気にはならなかった。

「……鞍くらと手綱は、入口脇わきにあるそこの棚たなの中だ。下の段にある古いやつは選ぶなよ。木のささくれが尻しりに刺ささるから」







　早朝の澄すんだ空気の中を、三さん騎きが並んで駆け抜ける。青々とした田でん園えん風ふう景けいが視し界かいの左右を流れすぎていく。心地ここちよい疾しつ走そう感かんに身みを委ゆだねながら、彼らは馬上で言こと葉ばを交かわし始めた。

「……地じ元もと民みんへの挨あい拶さつ回りだよ。農家の朝は早いから、遠くの家まで回るなら、この時間から始めても早すぎるってことはない。ってわけで、くっついて来てもおもしろいことはないと思うぞ」

「つまらない用事なら、なおさら一人でやることはないじゃないか。気き遣づかい無用だよマシュー」

　人並みをやや下した回まわる手て並なみで馬を御ぎよしながら、イクタがそんな返事を返す。マシューを挟はさんだ左側で、トルウェイがくすりと笑った。

「……ぼくは楽しいよ、マーくん。だって考えてみれば、任にん務むとも訓くん練れんとも関係なく、この三人で遠とお乗のりに出るなんて初めてだもの。馬に乗って、知らない土地を友達といっしょに駆ける──それだけでもう、気持ちがわくわくしてくるな」

「おれだけ故ふる郷さとなのが不公平だけどな……。だったらトルウェイ、そのうちおまえの地元にも連れてけよ」

「ぼくの実じつ家かかぁ……。もちろん構わないけれど、マーくんの家みたいにくつろげる場所じゃないと思うな。あ、でも、母さんの料理はハンナさんに負けないくらいおいしいよ」

「──ほーお、がぜん興きよう味みが湧わいてきた。早めにお母様を紹しよう介かいしてもらおうかイケメン。いやはや、僕としたことが大切なことを失しつ念ねんしていたようだ。その忌いま々いましく整ととのった顔面も、ルーツを辿たどれば美び貌ぼうの女性に行き着く可か能のう性せいが高いってことを！」

「だからおまえは友人の母親に目を付けるなっていうのに！　おいトルウェイ、こいつは間ま違ちがっても連れてくなよ。噂うわさに聞くミットカリフ家の悲ひ劇げきが、おまえの実家で再さい現げんされるぞ！」

　にぎやかなやり取りのうちに、彼らを乗せた馬は大地を蹴けって進んでいく。やがて東の地平線に顔を出した朝日が、夜よ闇やみの名残なごりを追い払はらって地上に光をもたらした。

「わぁ……」

　トルウェイの口から感動のため息いきがこぼれる。彼方かなたまで見晴らした広大な田畑が、朝あさ露つゆに光を反はん射しやしてきらめく稲いな穂ほが、目を見張るほどに美しい光こう景けいとして広がっていた。

　感想を口にすることさえ野や暮ぼに思われて、誰だれからともなく口を閉ざす。それから少しの間、ごく短い朝焼けの時間が終わるまで、三人は無む言ごんで馬を走らせ続けるのだった。







「──あらぁ、テトジリチの坊ぼうやじゃないの！　久ひさしぶりねぇ！」

「活かつ躍やくは噂うわさに聞いてるぞ！　あのハナタレ小こ僧ぞうが、まさか騎き士し様さまになって凱がい旋せんとはなぁ！」

　行く先々の民家や田畑で、マシューは顔見知りの地じ元もと民みんたちと親しく言こと葉ばを交かわして回った。どこへ行っても人々の笑え顔がおに迎え入れられる彼の姿は、ここエボドルク州しゆうにおけるテトジリチ家の立ち位置を示してもいる。

「あっ、マシュー兄ちゃんだっ！　ねぇねぇ中ちゆう央おうのおみやげはっ!?」

「ないってのそんなもん。しかしまぁ、おまえも少し見ないうちにでかくなったなぁケナ坊」

「いやいや。図ずう体たいばっかりでかくなっても、中なか身みは子供のまんまだ。朝から晩ばんまで遊び歩いてばっかりで、ろくに畑仕事も手て伝つだいやしねぇ」

　父親は苦く笑しようするが、駆かけ寄ってきた子供の頭に手を置いたマシューは、その高さに驚おどろきを隠かくせない。そんな光景を、イクタとトルウェイは少し離はなれた位置に馬を停とめて見守っていた。

「マーくんは本当に人気者だね。ぼくは地元の人たちとあんなに親しくなかったなぁ」

「ま、地元人気じゃ敵かなわないだろ。テトジリチ家は軍ぐん閥ばつ時じ代だいからここを治おさめてるんだから」

　イクタの分ぶん析せきに、トルウェイも違い和わ感かんなくうなずく。──レミオンを含ふくむ「忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け」は、乱らん世せの終わりと同時に当とう時じ所しよ有ゆうしていた領りよう地ちを皇こう帝ていに返へん還かんしているため、土地との縁えんはそこで一いつ旦たん切れてしまっている。代わって国こく軍ぐんそのものを組織する立場になったわけだが、かつての領地における支配の権けん限げんは、その時点で大半が失われた。

　他の旧きゆう軍ぐん閥ばつ名めい家かについても、たいてい事情は同じなのだが、テトジリチ家だけは少し違ちがった。地元民の支持が特に厚かったことなどを理由に、先せん祖ぞ伝でん来らいの土地にそのまま居きよを構かまえることを許されたのだ。もちろん駐ちゆう屯とんする兵へい員いんは大おお幅はばに数を削そがれたし、立場上はあくまで軍の命令で赴ふ任にんしているに過すぎない。……しかし事実として、ここ数百年の間、エボドルク州しゆう駐屯部隊の最高指し揮き官かんは必かならずテトジリチの係けい累るいが務めている。

「世せ襲しゆうの既き得とく権けん益えきを守っただけと言えばそれまでかもしれない。でもテトジリチのすごいところは、支配者としての古いスタンスを早々に捨て去り、時流の変化に合わせて自分たちの在あり方を調整していった点にある。……中央から派は遣けんされてきた文ぶん官かんたちが政治の実権を握にぎってからも、彼らは勢力争いめいたことは一いつ切さいしなかった。地方自治の経けい験けんを豊富にもつ先せん達だつとして脇わきに控ひかえ、為い政せいに悩なやむ文官たちへの手助けを重ねることで、その存そん在ざい感かんを示し続けたんだ」

　その柔じゆう軟なんかつ現げん実じつ主しゆ義ぎ的てきなスタンスが、イクタの目には好このましく映うつる。しかし全ぜん肯こう定ていかと言われればそうでもなく、個人的な好このみとは別のところに問題もあった。

「……政治上のアドバイザーとして、テトジリチは優ゆう秀しゆうすぎたのかもしれない。当の文官たちに職責を忘れさせてしまうほど、彼らは何事につけ頼られすぎた。それはテトジリチに限らず、帝てい国こく内ないの各かく州しゆうに赴ふ任にんした高こう等とう軍ぐん人じんの多くに言えることだったんだろうけど……。だとすれば、結果としてエボドルク州しゆうの在あり方は、過か去この時点で帝国の行く末いまを占うらなってしまったのかもしれないな」

　途と中ちゆうからはほとんど独どく白はくになっていた。隣となりでトルウェイが目を丸くしているのに気付いて、イクタもハッと我われに返る。少年はかぶりを振って思し考こうを追い払はらうと、折おりよく挨あい拶さつを済すませたマシューが戻ってきた。

「ここも済んだぞ。日もすっかり昇のぼったし、次のところで飯めしにするかな」

「それはいい！　ところでマシュー、その鞄かばんに僕ぼくたちのごはんは用意してあるのかな？」

「ないに決まってるだろ。もともと一人で行くつもりだったんだから」

　そう聞いた瞬しゆん間かん、イクタはみるみる悲しげな顔になって、そのまま力なく馬の首に寄り掛かってしまった。そんな様よう子すに呆あきれつつも、小こ太ぶとりの少年は助け船を出す。

「……ま、次に訪たずねるところの人たちなら、おまえらに昼ひる飯めしくらいは出してくれるだろ。おれも昔むかしから可愛かわいがってもらってるからな」

「次はどこへ行くのかな、マーくん。また農のう家かかい？」

　マシューは首を横に振った。そのまま北の方角を指さして言う。

「この先に毛け織おり物ものの工場があるんだ。色んな事情から畑や牧ぼく場じようを保たもてなくなった女の人たち、例えば寡か婦ふなんかが集まって仕事しているところでさ。今はちょうど昼飯時だし、行けばきっと」

「駆かけろ我わが愛あい馬ば！　力の限り！」

　話の終わりを待またずにイクタが疾しつ走そうを始める。年ねん配ぱい女性と食事、この二つの要よう素そが彼を一いつ瞬しゆんで復ふつ活かつさせていた。

「あ、イッくん……!?」「ちょ、おまえが先行したって場所が分かんないだろ！」

　みるみる小さくなっていく背中を追って、マシューとトルウェイも慌あわてて馬を走らせた。







　十分ほど北に駆けたところで、目当ての場所はすぐに見えてきた。平たい木を組み合わせて造った、天てん井じようの低い簡かん素そな建物だ。が、近付くにつれて、マシューの眉まゆ根ねがどんどん寄っていく。

「……？　マーくん、なんだかここ、人ひと気けがないように思えるけど」

　トルウェイが違い和わ感かんを言こと葉ばにした。その指し摘てきの通り、建物はしんとしている。大勢の人間が中で働はたらいているにしては、会話する声も作業の物音も、外には何一つ聞こえてこない。

「ああ、変だな。休みってことはないはずなんだけど……」

　首をかしげながらも、マシューは建物を回っていって正面の入り口に立つ。馬から降りた彼が扉とびらを押し開けると、その向こう側にあったのは──機はた織おりに勤いそしむ人々はおろか作業器具さえ見当たらない、がらんとした空あき家やの光こう景けいだった。

「……なんだ、これ……」

　中に入っていったマシューが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。後に続いたイクタが室内に視し線せんを巡めぐらせた。

「床ゆかに積つもった埃ほこりの厚あつみから見て、この建たて物ものが管理されなくなったのは昨日きのう今日じゃないね。といって何年も前ってこともない。たぶんここ二～三か月ってところかな」

「そんなことって……。かなり大おお勢ぜいが働はたらいてたんだぞ、ここ」

　目の前の状じよう況きようが信じられず、小こ太ぶとりの少年はしばらく室内を歩き回っていたが、すでに何も残されてはいなかった。唯ゆい一いつ分かったのは、ここがすでに工場跡あとだということだけだ。

　仕し方かたなく外に出た彼らが途と方ほうに暮くれていると、その視し界かいにふと、息いきを荒あらげて走ってくる女性の姿すがたが映った。年は三十代の半なかばといったところだろうか。瘦やせた体に着き古ふるした藍あい色いろのワンピースをまとって、小さな鞄かばんを肩に下げている。その姿を認めた瞬しゆん間かん、マシューの顔がぱっと輝かがやいた。

「……姉さん！　ミニエ姉さんじゃないですか！」

「はぁ、はぁ……ああ、やっぱりマシューだったのね。間に合ってよかったぁ。馬で走ってくるのが見えたものだから……」

「ご無ぶ沙さ汰たしています。それであの、いま工場の中を見たんですけど……これってどういうことですか？　もうここでは誰だれも働いていないんですか？　いったいどうして……」

　困こん惑わくの極きわまったマシューが矢や継つぎ早ばやに尋たずねる。ミニエと呼ばれた女性はしばらく息を整ととのえて、それから彼の疑問にひとつずつ答え始めた。

「……残念だけど、工場は閉へい鎖さされたわ。もう二か月以上も前の話。原げん因いんは人ひと手で不ぶ足そくよ」

「人手不足……？　そんな、おれがいた頃ころはあれだけ大勢でにぎわってたのに！」

「ここ三年の間に、仲なか間まがどんどん辞やめていったの。仕方ないのよ、ここで働いていても食べていけなくなってしまったから……。何も言わずに消えた子もたくさんいるわ。最後まで残ったのは私と、それに古こ参さんのおばさまたち数人だけ。それも今はばらばらになっちゃった」

「賃ちん金ぎんが大おお幅はばに下がったんですか？　そりゃ元もとから高くはなかったと思うけど、それでも食べてさえいけないなんて……」

　マシューの悲ひ痛つうな面おも持もちを、ミニエは正面からじっと見つめた。

「……その様よう子すだと、マシューはまだ知らないのね。いいわ、ぜんぶ教えてあげる。私たちが食べていけなくなったのは、賃金が下がったせいなんかじゃないの──」

　乾かわいた唇くちびるが因いん果がを紡つむぎだす。三人は固い面おも持もちで、その内容に耳を傾かたむけた。







「──人じん頭とう税ぜいの重じゆう課か？」

　姫ひめ君ぎみが険けわしい顔で口を開く。夕方近くになって挨あい拶さつ回りから帰き宅たくしたマシューたちは、寝しん室しつとして宛あてがわれた一いつ室しつに仲なか間ま全員を集めて話し合いの場を設もうけていた。議ぎ題だいはもちろん、織おり物もの工場の閉へい鎖さに関してミニエから聞いた内容だ。

「いきなり世せ知ち辛がらい話だな。そりゃつまり、この州しゆうの住じゆう民みんが食うに困こまるほどの重じゆう税ぜいを課かされたってことか」

　ベッドに腰こし掛かけたサザルーフがうなる。二人用の寝しん室しつだったため、他の部へ屋やからひとつ持ってきても三つしかない椅い子すには女性陣じんが腰こしかけて、男勢陣は二つ並んだベッドの思い思いの場所に座すわっていた。

「正確には女性に限っての話だったと思います。そもそも人じん頭とう税ぜいというのは、経けい済ざい力りよくや納のう税ぜい能のう力りよくに関係なく、法の支配下にある全すべての人間に課かされる税ぜいのこと。今回はそれが、エボドルク州で生活する女性の全てに対して重じゆう課かされたのだと聞きました」

　トルウェイが簡かん潔けつにまとめた。その隣となりでベッドに寝転がりながら、イクタが言う。

「つまりは女性をターゲットにした増ぞう税ぜいだね。しかも取り立てが異い常じように厳きびしいようで、もともと質しつ素そな生活をしていた人たちは、すでに生活が成り立たなくなるレベルまで追い込まれている」

「そ、そんなのっておかしいです！　わたしは経済について詳くわしくないですけど、それでも税金っていうのは、みんなが暮くらしやすい社会を作るために集めるものだったはずでしょう？　その取り立てで人々を飢うえさせてちゃ本ほん末まつ転てん倒とうじゃないですか！」

　ハロが眉まゆ根ねを寄せて訴うつたえた。その義ぎ憤ふんに共きよう感かんしつつ、マシューは思し案あん顔がおで腕うでを組む。

「……さっき、親父おやじにも事情を訊きいてきた。人頭税の重課については当然知ってたし、あの工場が閉鎖したこともきっちり把は握あくしてたよ。……というかどうも親父は、この重税周りの問題があるせいで、今の時期にエボドルク州から出るのをためらっているらしい」

「……なるほど。話していて何らかの枷かせがあるようには感じたが、そういう事情であったか」

　因いん果がの糸は彼ら自じ身しんにも繫つながっていた。腑ふに落ちた様よう子すで姫君がうなずき、言こと葉ばを繫ぐ。

「──ミルトーグ大たい佐さの抜ばつ擢てきに障しよう害がいがあると知れた以上、もはや座ざして返答を待まつべきではなかろう。その問題が為い政せいに関わるものとあればなおさらのこと……どうやら白しら羽はの矢やが立ったようだな。この面々の中で行政への直接干かん渉しようが可か能のうなのは、もとより余よ一人だけだ」

　腹はらの据すわった声でそう言ってのけたシャミーユ殿でん下かに、他の全員の視し線せんが集まった。

「エボドルク州の勅ちよく任にん官かん──つまり行ぎよう政せいにおける最さい高こう責せき任にん者しやは、帝てい国こく貴き族ぞくテイゼニ・ハマトイエ子し爵しやくだ。税に関する新法を敷しくも旧きゆう法ほうを取り払はらうも、最終的な判断はその男に一いち任にんされている。狙ねらって攻せめるとすればそこだろう」

「州の政治に横よこ槍やりを入れることになります。殿下の立場から、それは可能なのですか」

　気き遣づかう声でヤトリが尋たずねる。姫君は即そく答とうせず、腕を組んで考え込んだ。

「……普通ならば難むずかしい。勅任官とは皇こう帝ていによって任にん命めいされた地方政治の担にない手だ。かつての領りよう主しゆに比くらべればその権けん限げんはよほど限定されているが、こと徴ちよう税ぜいの方法に関して言えば、その全ぜん権けんが彼らに委い任にんされていると言ってもいい。彼らに公こう然ぜんと命令を下せるのは皇こう帝ていのみ。余よが皇こう族ぞくの権けん威いをもって干かん渉しようを試こころみたところで、鼻で笑って跳はね返すだろう。相そう応おうの交こう渉しよう材ざい料りようでもない限りは」

「ゴリ押しは通じないってわけですか……」

「仕し方かたがない。たとえ悪あく法ほうであっても、しかるべき手続きを踏ふんで敷しかれた法なのだ。それが鶴つるの一ひと声こえで吹ふき飛ぶような仕組みになっていては、それこそ政せい局きよくに混こん乱らんを招まねくだろう」

　法の秩ちつ序じよを前ぜん提ていとした上で、シャミーユ殿でん下かは考える。自分の力が及およぶ範はん囲いを。

「全すべては場合による──としか今は言えない。ここまで話を聞く限りではまともな施し策さくとも思えぬが、もしそれが州しゆうの現げん況きようを踏ふまえた妥だ当とうなものであるとすれば、その判断を外と様ざまの横よこ槍やりで覆くつがえすわけにもいかぬ。……エボドルク州の現げん状じようを詳くわしく調べれば、女性を狙ねらった人じん頭とう税ぜいの重じゆう課かに踏ふみ切った勅ちよく任にん官かんの意い図とや、交渉の余よ地ちの有う無むも見えてくるはずだ。まずはそこまでやってみるしかあるまいな」

　その方ほう針しんに、場の全員がうなずきを返す。自分の領りよう域いきに問題が来たことで、姫ひめ君ぎみはいつになく勢いきおいを得ているようだった。その顔を正面から眺ながめつつ、イクタは真ま顔がおで口を開く。

「……さっきご自分で言ったように、この面子めんつの中で、勅任官と直接交渉できる立場にあるのはお姫さんだけです。僕ぼくたちもできる範はん囲いでサポートしますが、肝かん心じん要かなめの部分は委ゆだねることになる」

「……うむ！」

「それが分かっているなら、いいでしょう。この一いつ件けんの主しゆ役やくはあなたです。存ぞん分ぶんに頑がん張ばってみてください──なるべく僕が怠なまけていられるようにね」

　そう焚たき付けて、イクタは再ふたたびベッドで仰あお向むけになる。そんな彼の態たい度どに表面上は呆あきれてみせながらも、姫君は胸むねの高鳴りを覚えずにはいられない。──この少年から何かを託たくされるのは、彼女にとってこれが初めてのことだった。







「まずは現場を見て来ようと思うのだ。増ぞう税ぜいに端たんを発する問題がもっとも顕けん著ちよに表れているところがあれば、その場所を教えてもらえないだろうか？」

　一夜明けた朝。眠りにつくまでの長い時間を思し案あんに費ついやした姫君は、前と同じようにテーブルを囲んで食事を取っている中で、身を乗り出し気ぎ味みに話を切り出した。その気き合あいの入り方といったら、一ひと目めでそれと分かるほどだ。

「……あ……ああ……いや、それがその……」

　が、肝かん心じんのミルトーグ大たい佐さはなぜか歯切れが悪い。やきもきして問といを重ねようとした殿下だが、そこに被かぶせるようにしてイクタが声を上げた。

「いやぁ、朝食も素晴らしいですね！　特にこの米のお粥かゆが優やさしい味で嬉うれしい。牛ぎゆう乳にゆうで甘あまく煮に込こんだところに干ほし葡ぶ萄どうを入れてあるなんて、ちょっと他じゃ見たことがない」

「ああ、それはこの辺りの地じ元もと料理でね。栄えい養よう満まん点てんで消しよう化かがいいから、食しよく欲よくのない時でもするする入っていくんだよ。乳ちち離ばなれの時期に息子むすこに食べさせていたのもそれだった」

　あっという間に話が逸それていく。姫ひめ君ぎみの出した要求は食しよく卓たくの露つゆと消えた。

「そんな話はしなくてもいいってのに……。おいイクタ、お前も世せ辞じはそれくらいにして静かに食えよ。でないとおふくろが際さい限げんなくお代わりを出してくるぞ」

　マシューがため息いき混まじりに言う。そこにさっそく台所からハンナがやって来て、空からになりかけていた息子の皿さらに、大きな腸ちよう詰づめを三本追つい加かして載のせた。

「肉も米も果くだ物ものもまだまだあるからね！　みんな、どんどん食べるんだよ！」

「あ、いや、余よはもう……」

　お腹なかが一いつ杯ぱいになりかけていた姫君は遠えん慮りよしようとしたが、控ひかえめのサインは伝つたわらなかった。こんがり焼けた腸詰めと温おん野や菜さいが、彼女の皿の上にごろごろと追加される。

「皇おう女じよさまは育ちざかりなんだからね。しっかり食べなきゃ大きくなれないよ！」

　そんなことを言いながら、ハンナはテーブルを回って次々とお代わりを盛もっていく。その量に目を白黒させながらも、出された以上は食べきるのが礼れい儀ぎと、シャミーユ殿でん下かは覚かく悟ごを決めて匙さじを握にぎり直した。







「うぅ……苦しい……」

　食後になると案あんの定じよう、数人は食べ過すぎでまともに動けない有あり様さまになっていた。シャミーユ殿下とトルウェイとサザルーフが応おう接せつ間まの長なが椅い子すで横になって、ヤトリが姫君を、ハロが他二人を介かい抱ほうしてやっている。

「大だい丈じよう夫ぶですか、殿下。あまり苦しいようなら、ハロに胃い薬ぐすりを出してもらいますが」

「い、いや、そこまでには及およばぬが……腑ふに落ちぬ……。ヤトリもハロも余よに劣おとらず食べていたではないか。体の小さい余はともかく、大の男二人があの有あり様さまだというのに、なぜそなたらは平然としておられるのだ」

　疑問の視し線せんを向けてくる姫君に、ヤトリはこほんと澄すまし顔で咳せきをして、ハロはあはは……と曖あい昧まいに笑った。つまりはそれが答えだった。

「ヤトリもハロも健けん啖たんだよねぇ。いや、実に結けつ構こう」

　確かく信しん的てきにデリカシーのない発言をするイクタだったが、その彼も、さっきからバスケットに入った何かをポリポリとつまんでいる。炊たいた米を揚あげて砂さ糖とうをまぶしたお菓か子しだった。茶ちや請うけに用意してあったものを、ハンナにねだって分けてもらったのだ。

「あんたにだけは言われたくないわ。そっちは健啖を通り越こして悪あく食じきじゃないの」

「虫のことを言っているのなら、それは単たんに食文化の差というものだよ」

　少年がうそぶく。ヤトリの膝ひざを借りて横になっている姿し勢せいから、シャミーユ殿でん下かが口を挟はさんだ。

「ソローク……どうして食事中、余よの言こと葉ばをさえぎった？」

「フォローしたんですよ、僕ぼくなりに。大たい佐さも困こまっていましたし、あのままだと多た分ぶん気まずいことになっていましたからね」

「うむ、そういう意い図とは何となく読めた。しかし、余の何が大佐を困らせたのかが分からない。増ぞう税ぜいに端たんを発する問題がもっとも顕けん著ちよに表れているところを教えて欲ほしいと──その質しつ問もんの何がまずかったのだ？」

　答えを求める姫ひめ君ぎみの真しん摯しな瞳ひとみに、少年もお菓か子しをつまむ手を止めて向き直る。この時点でヤトリには話の先が読めた。彼女がため息いき混まじりに見つめる中で、イクタは揚よう々ようと説明を始めた。

「順番に考えていけば分かることです。──まず、いまエボドルク州しゆうで問題となっている人じん頭とう税ぜいの重じゆう課かは、女性に限定して行われたものでしたね？」

「うむ」

「しかし原げん則そく的てきに、徴ちよう税ぜいというのは世せ帯たい単たん位いから管かん理りするものです。これはお姫ひめさんもご存ぞんじだと思いますが、理由がお分かりになりますか？」

「単たん純じゆんに効こう率りつがいいからであろう。例えば両親と成人した子二人の四人家族がいたとして、その全員に満まん足ぞくな収しゆう入にゆうがあるとは限らない。大だい黒こく柱ばしらとなっている父親の稼かせぎを中心に、折おりにつけ他の家族の収入を足たしている形などが多いだろう。ならば税を取る側としても、世帯単位で回収しておいたほうが──父親の収入を主おもな当てにしておいたほうが手間は少ないし、取りっぱぐれの可か能のう性せいも減らせる」

「その通りです。で、今のケースだと、『女性に限定した増ぞう税ぜい』の負ふ担たんは結局、夫ふう婦ふで分け合って背せ負おうことになる。実じつ質しつ的てきには単なる増税と変わらないわけですね」

「そうだな……。少なくとも、『女性に限定した増税』の影えい響きようが顕けん著ちよに表れるケースではない」

　理解がまったく遅おくれないあたり、シャミーユ殿下の英えい才さいぶりはさすがだった。が、頭の良し悪しとは別の原げん因いんによって阻はばまれる発想もある。イクタは徐じよ々じよに意い地じ悪わるな顔になって続けた。

「きちんとした収入源のある世帯に含ふくまれる女性にとって、今回の増税は致ち命めい的てきではありません。では逆に、どういう人たちにとって由ゆ々ゆしき問題になるのでしょうか？」

「真まっ先さきに上がるのが、独ひとり身みの女性だな。同じ境きよう遇ぐうの男性と比くらべて職しよく業ぎよう選せん択たくの幅はばが限られる上、その収入はどうしても低くなりがちだ。増税の負担も一いつ身しんに圧おし掛かかる」

「またしても正解です。ということはつまり、『女性に限定した増税』の影響が顕著に表れる場所があるとすれば、そこは独どく身しん女性の集まる場所ということになりますね。僕たちが昨日きのう訪おとずれた織おり物もの工場なんかも当てはまりますし、家庭を持たない女性が集まる職しよく場ばは他にもいくつか思い当りますが──それらの中でもひとつ、抜ぬきん出て規き模ぼの大きい場所があるでしょう」

　この時点で、姫ひめ君ぎみ以外のほぼ全員が答えに至いたった。その気け配はいを察しながらも、あえて無む視しして、イクタはさらに条じよう件けんを絞しぼっていく。

「その場所をミルトーグ大たい佐さが知るとすれば、おそらく軍ぐんとも馴な染じみが深い場所なんでしょうね。同時に、あの席せきでお姫さんを相あい手てに口にするのがはばかられる類たぐいの──」

「娼館です、殿でん下か」

　調ちよう子しに乗り始めたイクタの声をさえぎって、ヤトリが先に答えを口にした。少年が凍こおりつく。

「独どく身しん女性が集まり、独身男性が多い軍とも馴染みが深く、朝食の席では話題に出すのがはばかられる場所。条件に合うのはそれくらいしかありません」

　今度も理解は遅おくれなかった。ヤトリの膝ひざに頭を預あずけたまま、姫君はかっと赤せき面めんする。同時にイクタもがっくりと床ゆかに膝を突ついた。

「ひどい……ひどいや、あんまりだヤトリ……。ここから焦じらしに焦らして、自分以外の全員は答えが分かっているとお姫さんが気付いたところで、ようやく解答に移る予定だったのに……」

「最初の最初から企たくらみが透すけて見えていた以上、そんな意い地じ悪わるを放置するわけがないでしょう。──殿下、どうかお気になさらず。今のは思い付かずともよい答えです」

　ヤトリの機き転てんでダメージが軽けい減げんしたとはいえ、姫君のショックは小さくなかった。そのまま黙だまり込んでしまった彼女の手を握にぎって慰なぐさめつつ、炎えん髪ぱつの少女は犯はん人にんに冷ややかな視し線せんを送る。

「……無意味な意地悪の他にも、少しは建けん設せつ的てきなことを考えているんでしょうね？」

「ん……。そこはまぁ、お姫さんの意向が現場の視し察さつだからね。その方ほう針しんでやっていこうよ」

　失しつ望ぼうから復ふつ帰きして立ち上がったイクタは、顎あごに手を当てつつ、仲なか間またちに視線を一いち巡じゆんさせる。

「マシューは地じ元もとだから、さすがに省はぶくとして……メンバーは消しよう去きよ法ほうで決定だな。まずイケメン、それにサザルーフ少しよう佐さも。僕ぼくといっしょに調査に行くとしましょうか」

「あ、うん──」「いや待まて！　早まるなトルウェイ中ちゆう尉い」

　反はん射しや的てきにいい返事をしかけたトルウェイを、その上じよう官かんが片手で制した。

「……なぁ、イクタ中尉よ。俺おれの考え過すぎかもしれないんだがな、その調査ってのは、どうも今の流れだと……」

「女性の口の滑すべりが一番よくなる場所はどこか？　もし、そう誰だれかに問とわれたとして──」

　みなまで言わせず、イクタが饒じよう舌ぜつに語り始めた。

「僕は即そく答とうできます、それはベッドの中だと」

「……えっ!?」

　姫君に劣おとらず初しよ心しんなトルウェイが、ようやく相手の言わんとする結論に気付いた。そんな彼にイクタがにっこり笑って近付いていき、震ふるえる肩を両手でわしづかみにする。

「なぁイケメン。僕ぼくは聞いたぞ。お前さっき『うん』って言ったよな？」

「ま、待まって！　ちょっと待ってイッくん……！」

「何をためらう、ようやくそのツラが活いきる時が来たんじゃないか。だいたい娼しよう館かんとくれば潜せん入にゆう調ちよう査さと相そう場ばが決まってるんだ。なぁに、お前は耳元でちょっと甘あまい言こと葉ばを囁ささやいてやるだけでいい。それで相あい手ては訊きかれたことなら何でもぺらぺら喋しやべり出すさ。ふふふ、ああ羨うらやましいなぁ、妬ねたましいなぁ、つくづく憎にくらしいなこんちくしょう……！」

「お、落ち着けイクタ中ちゆう尉い！　笑うか泣くか怒おこるか、せめてどれか一つにしろ！」

　すさまじい形ぎよう相そうになってトルウェイの肩を揺ゆすぶるイクタを、サザルーフが慌あわてて引き剝はがそうとする。それでもしぶとく食いつく少年の後こう頭とう部ぶに、姫ひめ君ぎみの投げたくず籠かごが直ちよく撃げきした。

「ど、どこまで発想が不ふ埒らちなのだそなたは……っ！　誰だれが潜入捜査などやらせるか！」

　頭からかぶったゴミを払はらいのけながら、少年は不ふ敵てきな笑えみを浮かべる。

「ふ……やれと言われたことをやるのは二に流りゆう、言われるまでもなくやるのが一流。止めてもムダですよお姫さん。すでに僕はどんな犠ぎ牲せいを払はらってでも、この作戦を決行する覚かく悟ごでいる！」

「だ、だめだこいつ……！　馬ば鹿かなことを言ってるくせに、どこまでも目が本気だ……！」

「目的と手段がきれいにひっくり返ってますぅ……！」

　ハロとマシューが二人並ならんで呆あきれかえる。開き直ったイクタのせいですっかり混こん沌とんとしてきた場に、姫ひめ殿でん下かはしぶとく否ひ定ていの声を挟はさんだ。
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「駄だ目めだ駄目だっ、許さぬ！　断じて不ふ許きよ可かだ！　そなたが何と言おうが絶対に禁きん止しだっ！」

「それは横おう暴ぼうだ！　潜せん入にゆう捜そう査さそれ自体の有ゆう効こう性せいは疑うたがう余よ地ちがないのに、ここで僕ぼくたちの行動を縛しばる理由がお姫ひめさんにあるのか!?　いやない！　あるはずがない！」

「そ、それはその……そもそもトルウェイが嫌いやがっているであろう！　サザルーフ少しよう佐さも引け腰ごしのようであるし、この中で乗り気なのはそなただけではないか！」

「……ふん？　まぁ確かに、こいつばかりは本気で嫌がっているようですが……」

　目の前のトルウェイから視し線せんを外はずして背はい後ごを振り向き、イクタはそこに立つ上じよう官かんを横よこ目めで見つめた。

「……サザルーフ少佐。お尋たずねしますが、あなた、娼しよう館かんはお嫌きらいで？」

「……え？　あ、いや、その……」

「はい、そこで言いよどむのは否ひ定ていと同じ！　この通り、実は少佐も乗り気なんですよ！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、シャミーユ殿でん下かは目の前の男二人に等しく氷ひよう点てん下かの視線を注そそいだ。サザルーフの悲ひ痛つうな弁べん解かいも耳に入らず、イクタの意い図とをくじくためだけに、彼女は全力で頭を回す。

「……代だい案あんだ。代案があれば文もん句くはなかろう！」

「ほう？　娼館での情じよう報ほう収しゆう集しゆうに当たって、潜入捜査以上の有ゆう効こう性せいをもつ代案をお姫さんはお持ちだと？　おもしろい。うかがいましょうか」

　そう訊きかれても、具ぐ体たい的てきな発想はまだなかった。姫ひめ殿でん下かは自分の持つカードを懸けん命めいに考え直す。

「……資し金きんならばある。金きん銭せんを対たい価かに払はらえば、娼しよう婦ふたちから話を聞くのも楽らくに……」

「残念アウトです。こういう場合、現場で金をバラまく行こう為いってのは、情報収集の効こう率りつ化か以上にガセネタを呼ぶんですよ」

　鼻で笑うイクタ。その言い様ように歯は嚙がみしつつも、姫君は発想を先に進めていった。金で情報が買えないというのなら、それ以外に代だい価かを求めればいいだけのことだ。

「……金ではなく情じようで攻せめればいい。そういうことであろう？」

「そのためにもっとも効こう果か的てきなのが、ベッドの中での睦むつ言ごとというわけでして」

「ほ、他にも手はある！　人が抱いだく情とは何も、男女のそれだけに限るまい！」

　そう言って、強く相手をにらみ据すえる。どうしてここまで意い地じになっているのか自分でも分からないまま、少女は思い付いたアイディアをろくに吟ぎん味みもせず口に出した。出して、しまった。





＊






　東西南北から伸びる幹かん線せん道路の合流地点にあるマクテカは、エボドルク州しゆうの中でもっとも栄えている街まちとして知られている。

　賑にぎわいの点では帝てい都とバンハタールに大きく劣おとるが、それでもグナ米まいを運ぶ行ぎよう商しよう人にんたちを始め人の流入は盛んで、何より街の規き模ぼの割わりに治ち安あんがいい。それは人じん口こう密みつ度どの問題だけでなく、エボドルク州しゆうならではの土地の豊かさが、食うや食わずやで犯はん罪ざいに走る人間を減らしているからだ。

　とはいえ、この秩ちつ序じよも決して、人が集まる過か程ていで自然に造ぞう成せいされていったものではない。発展の過か渡と期きには治安維い持じに関わる様々な問題が生じていた。その一つが、当時まだ法ほう整せい備びがなされず、街まち中じゆうのそこかしこに点てん在ざいしていた娼しよう館かんについてである。

　民みん家かや商店に混じって娼館があるという状じよう況きようは、当時の住人達の間でしばしばトラブルを呼んだ。不ふ倫りんの発はつ覚かくによる刃にん傷じよう沙ざ汰たなどもあったが、何より問もん題だい視しされたのは、一般の酒さか場ばや宿までが娼館と結けつ託たくして商売を行っていた点だった。外回りに出た娼しよう婦ふが、馴な染じみの酒場で男を口く説どいた後、隣となりの宿やどで部へ屋やを借りる──といった具ぐ合あいに、相そう互ご利り益えきを求めた各々の業ぎよう態たいが巧たくみな連れん携けいを図はかっていたのだ。娼館で客の指名を待まてる立場の娼婦は、全体の中で少しよう数すう派はだったこともある。

　どこまでが娼婦のテリトリーで、どれが金かね目め当あての営業なのか。プロの娼婦とそうでない女性の区別をどこに求めればいいのか、男たちにはよく分からなくなっていた。分からないままに関係を結ぶものだから、食い違ちがいが生まれるのは当然だった。

　例えばこんな事じ件けんがあった。ある朝、酒場で口説いた女と一夜を過ごした男が目を覚ますと、隣に女の姿はなく、財さい布ふの中なか身みがきれいさっぱりなくなっていた。寝ね込こみに金を盗とられたと知った男は怒いかり狂くるって女を探さがしたが、なんと当とうの女は昨日会った時と同じ酒場にいて、しかも別の男を相手に愛あい想そうを振りまいているところだった。

「てめぇ、よくも俺を騙だまして金をかすめ取りやがったな！」いきり立つ男に、けれど女は冷ややかな声で言い返した。「何馬ば鹿かなこと言ってんだい。たっぷり愉たのしませてやったんだから、その分の代金をもらうのは当然じゃないのさ！」──そう、女は娼婦だったのだ。

　こうなると互たがいに引けない。男としては女を「金で買ったつもりはない」のだから代だい価かを払う謂いわれはないし、女としては「最初から娼婦として相手をした」のだから代価をいただくのが当然という理り屈くつになる。「行こう為いの前に娼婦であることを伝えたかどうか」が論ろん点てんになるが、当の二人しか事実を知りえない以上、そこは不ふ毛もうな水みず掛かけ論に終しゆう始しした。こうした紛ふん争そうがこじれた場合は結局、暴力を背はい景けいに持つ第三者、いわゆる筋すじ者ものの介かい入にゆうによって解決されることになった。

　こういうことが続くと、男たちとしては迂う闊かつに女を口説けないし、娼婦たちとしても腰こしの引けた男たちの客きやく離ばなれに悩むようになる。あげくに権力を増した筋者たちが売り上げを搾さく取しゆし始めた。これではたまらない──そう思った一部の娼館経けい営えい者しやが、お得とく意い様さまだったエボドルク州の陸りく軍ぐん常じよう設せつ部ぶ隊たいに相そう談だんを持ちかけた。対応した指し揮き官かんはやはり、当時のテトジリチ家の当とう主しゆである。

　相そう談だんを受けたテトジリチは、娼しよう館かんの数がこれだけ増えると、それを管理するシステムが必ひつ要ようになると考えた。まずは政せい府ふの認にん可かと軍ぐんの庇ひ護ごのもと、街まちの限られた区く画かくに娼館を集中するべきだと。その具ぐ体たい的てきな仕組みを考えた上で、彼は自分の構こう想そうを州しゆうの勅ちよく任にん官かんに伝えた。新たな税ぜい源げんを確保できると思った官かん吏りも、それを喜よろこんで受け入れた。

　こうして生まれたのが、帝てい国こく内ないでも屈くつ指しの規き模ぼを誇ほこる官かん許きよ遊ゆう里り──マクテカ花はな街まちなのである。




「さぁさぁ、ぼやっとすんな！　もう一時間もすれば今日のお披ひ露ろ目めを始めるぞ！　ナティキ、スリンカ、てめぇらも化け粧しように気き合あい入れとけよ！」

　指し名めい待まち娼しよう婦ふたちの待たい機き部べ屋やを、小こ柄がらな男が甲かん高だかい声を上げながら通り過すぎていく。鏡かがみ越ごしの自分と向き合うことに集中している遊ゆう女じよたちは、その激げき励れいに気の入らない生なま返へん事じをよこした。

「はいは～い。……あ、スリンカ。そこの精せい油ゆ取ってくれない？」

「バラ？　それともセージ？」

「セージのほう。……それにしてもさ、なんか無む駄だにピリピリしてない？　支配人」

「先週も二人飛んだからねー。上にお叱しかりを受けたんじゃない？　勝手なもんだよね、体張って稼かせいでるのは私たちだっつーのに」

　上じよう機き嫌げんで待機部屋を出て行った支配人を横よこ目めに、スリンカと呼ばれた面おも長ながの遊女が鼻を鳴らした。それに同意しつつ、やや年かさのナティキは目め尻じりの皺しわに白粉おしろいを塗ぬっていく。

「でもね、頑がん張ばらなきゃ食っていけないのは本当だよ。税ぜい金きんごっそりもってかれるからさ」

「だねー。昔むかしなら太い常じよう連れん客きやくが三人いれば大だい丈じよう夫ぶだったのが、今じゃ五人は要いるもんね」

「そのぶん回転数稼がなきゃやってらんないよ。もういっそ、やることやったらさ、そのまんま男だけ寝ねかせておいて次の客取りにいきたいくらい」

「あはは、いえてるー！」

　化粧を終えた二人がアクセサリー選びに取り掛かっていると、ふと廊ろう下かのほうで鳴なる子こが音を立てた。営業開始はまだ先だというのに、気の早い客が門をくぐったらしい。







「あー、すみませんねお客さん、まだ準備中でして。もう一時間ばかり後に──」

　愛あい想そ笑わらいを浮かべて応対する支配人だったが、門を開けた先に待まっていた光景に眉まゆ根ねを寄せた。こざっぱりとした服ふく装そうの若い男が二人並んでいて、ひとりは大した美び青せい年ねん──そこまではいいとして、もうひとつ場ば違ちがいなコブがくっついていたのだ。

「……あー、お客さん。ウチはその、いちおう大人の社しや交こう場ばでしてね？　子供連れってのはちょっと……」

　男二人の間で肩を縮ちぢめる、質しつ素そな乳にゆう白はく色しよくのコットに身みを包んだ少女を、支配人はじろじろと眺ながめた。年の頃ころは十二～十三歳さい、豊かな金きん髪ぱつを後ろで一本に結ゆっている。装そう飾しよく品ひんの類たぐいは身みに付けておらず、さほど裕ゆう福ふくではない一いつ般ぱん家庭の娘むすめという風ふ情ぜいだが、基本的な顔立ちは整ととのっているようだ。

「……あ、もしかしてその娘を売りに来たんで？　だったら裏うらに回ってもらって──」

「いや、そういうわけじゃないんだ」

　黒くろ髪かみの男が声を上げる。緊きん張ちようにこわばった面おも持もちの美青年と少女に比くらべて、その男だけは自然体の振る舞まいだった。

「ちょっと理由わけありでね。というのも、僕ぼくたちはこの娘の母親を探さがしているんだよ」

「は？」

「僕は付つき添そいに過すぎないんだけどね、まぁ聞いてくれよ。この娘はマクテカの出しゆつ身しんなんだが、ここ二年ほど、こっちの兄さんの家に奉ほう公こうに出ていたんだ。よく働はたらいた甲か斐いあって、初めてまとまった休みが取れた。だからマクテカに用事があった兄さんの馬車に便びん乗じようさせてもらって、久しぶりに母親に顔を見せにきた、というわけなんだけど……」

　戸と惑まどう支配人を前に、男はため息いきをついて肩をすくめる。

「なんとも悲しいことに、かつての自じ宅たくへ帰っても、この娘の母親はもうそこにいなかったんだ。家や賃ちんが払はらえなくなって長なが屋やから追い出されたらしくてね。で、その後の行方ゆくえを辿たどっている中で、生なり業わいを求めた彼女が花はな街まちに下っていったという噂うわさを聞いたんだ」

　ようやく支配人にも事情が吞のみ込めた。そこに男がぐっと顔を近付ける。

「頼たのむよ。ほんの少しの時間でいいから、ここで働く娼しよう婦ふたちの顔をこの娘に見せてやってくれないか？　あるいは母親本人がいなくても、その行方を知っている娘がいるかもしれないから、ちょっとだけ話も聞かせてもらえれば……」

「いや、悪いが、こっちも開店前で色々と忙いそがしくて……」

「も、もちろんタダとは言わない！」

　支配人が断る気け配はいを見せると、男は焦あせった様よう子すで懐ふところから巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出した。そこから銀ぎん貨かを三枚出したものの、少し悩んでから一枚を中に戻し、残る二枚を支配人の手に握にぎらせる。

「これで何とか……！　準じゆん備びの邪じや魔まはしないし、開店前には必かならずいなくなるから！」

「た、頼みます！」「どうかお願いする！」

　男と一いつ緒しよになって、美青年と少女も懇こん願がんする。たかだか奉ほう公こう人にんの娘ひとりのために頭を下げるとは、ずいぶん人の好よい主しゆ人じんもいたもんだ──そんなことを思いつつ、支配人は握らされた銀貨をポケットに収める。

「……三十分で帰ってもらうぞ」




　支配人の後に付いて娼しよう館かんの中に踏ふみ入りつつ、間に挟はさんだトルウェイを壁かべにして、シャミーユ殿でん下かは隣となりの少年と囁ささやき交かわす。

「……金をばらまくとガセネタが集まるのではなかったか？」

「あれは情じよう報ほうの対たい価かじゃなくて迷めい惑わく料りようですよ。懐ふところの中なか身みが裕ゆう福ふくに見えないよう小こ芝しば居いも挟はさみましたし、まだ僕ぼくたちから金を吸い取れるとは、あの支配人を始め誰だれも思わないでしょう。さっきの話を聞いて『母親の情報』を売り付けてくるような輩やからは、単たんに無む視しすればいいですしね」

「かもしれんが……支配人が情じようにほだされたようにも見えないぞ」

「そりゃそうです、彼にとってはどこまでも他人ひと事ごとですからね。……というかお姫ひめさん、演えん技ぎが微び妙みようですよ。あそこは『どうかお願いする！』じゃなくて『どうかお願いします！』でしょう。しっかりしてください。元もと々もとこれはお姫さんの提てい案あんなんですからね」

「す、すまぬ、つい……。次は気を付ける」

　そう言って気を引き締しめ直す姫ひめ君ぎみだが、彼女もトルウェイもどう考えても演技派はではなかった。とはいえイクタの堂どう々どうとした振る舞まいは、二人のぎこちなさを補おぎなって余あまりあるのだが。

「ここが張はり見み世せを控ひかえた女どもの待たい機き部べ屋やだ。──おい俺おれだ、入るぞ！」

　そう釘くぎを刺さした上で支配人が扉とびらを開くと、中では着き飾かざった十人以上の女たちが化け粧しようやアクセサリー選びに取り掛かかっていた。基本の衣い服ふくはここに来る前に着込んでいるのだが、香こう油ゆなどを塗ぬり込むために肌はだ着ぎをはだけている者もいて、トルウェイは最初の一いつ歩ぽを踏ふみ出すのに怯ひるむ。

「このお嬢じようさんがな、花はな街まちに下った母親を探さがしてるそうだ。この中に本人がいるなら手を上げろ。いないなら心当たりを教えてやれ」

　要よう点てんだけを伝えると、支配人はさっさと立ち去っていく。その場に残された三人に、遊ゆう女じよたちの視し線せんが一いつ斉せいに集中した。さっそく興きよう味みをもった一人が、席せきを立って近付いてくる。

「え、なになに？　どゆこと？　この子のおかーさん探してるって？」

「年は十二、三くらいかな。結構大きいよね。ってことはスリンカ、あんた辺りじゃないの？」

「あたしに産みっぱなした子供はいないよ。つーかユンミ一発殴なぐらせろコラ」

「ねぇねぇ、背の高いほうのにーさんすんごい男前じゃない？　ちょっと見ないレベルできゅんきゅんくるんですけど！」

　一人目を皮かわ切きりに、遊女たちが次々と声を上げる。その独特の空気にシャミーユ殿でん下かとトルウェイはあっという間に吞のまれたが、イクタはやはり平然と口くち火びを切った。

「ごきげんよう、皆みな様さま方がた。お仕事前の貴き重ちようなひとときを邪じや魔ましてすみませんね。でも、僕たちにもやむなき事情がありまして──」

　そう前置きした上で始まった事情説明は、支配人を相あい手て取どった時に比くらべて遥はるかに叙じよ情じよう的てきなもので、それはもうあらゆる意味において物語だった。彼が五分近くかけて語り終えると、作り話を信じ込んだ遊女たちの中には涙なみだぐんでいる者さえいる。

「うぅ、そっか、シャムちゃん苦く労ろうしたんだねぇ……」

「おいでおいで。ほら、飴あめちゃんお食べよ」

　生まれてすぐに父親が失しつ踪そう、酒さけ浸びたりの母親を支えるために八歳さいから食堂の炊すい事じ場ばで働はたらくも追い付かず、やがて遠く離はなれた屋や敷しきへ住み込みの奉ほう公こうに。そこでも意い地じ悪わるな先せん輩ぱい使用人にいじめられて、厳きびしい境きよう遇ぐうの中、それでも給きゆう金きんの半分以上を親に送り続け──とまぁ云うん々ぬん。とにかく涙なみだなしには語れない苦労話によって、遊ゆう女じよたちは姫ひめ殿でん下か……ではなく、貧まずしくも健けな気げな少女シャムに惜おしみない同情を注そそぐに至いたっていた。

「あ、ありがとう、ございます……」

　遊女から飴あめ玉だまをもらいながら、シャミーユ殿下はひそかに罪ざい悪あく感かんを覚えていた。偽いつわりの過か去こ話ばなしで同情を引いている今の自分が、ひどく卑いやしい生き物のように思えてくる。

「……こ、ここ最近の世情は、花はな街まちで働く皆さんにとって厳きびしいものだと聞きます……。もし、本当に花街に下ったのだとして、母はちゃんと食べていけているのでしょうか……」

　自じ己こ嫌けん悪おに耐たえつつ、姫ひめ君ぎみは当初の目的に沿そって、花街での暮らし向きにおける増ぞう税ぜいの影えい響きようを探さぐっていく。遊女たちは眉み間けんにシワを寄せてうなった。

「うーん……シャムちゃんがその年ってことは、お母さんは若くても三十以上だよね？　となると、あんまり言いたくないけど、今の花街でやっていくのは厳きびしいんじゃないかなぁ……」

「やっぱり若い間のほうが客は付くからね。三十過すぎの仲なか間まはざらにいるけど、そこから仕事を始めるってのはちょっと。ただでさえ今はバカ高い税金を持ってかれるし」

「そういえば、先月飛んだ仲間の中にひとり、四十手前の人が含ふくまれていたかも……。あれは隣となりの州しゆうに逃げたって話だけど」

　遊女のひとりがぽつりとつぶやく。姫君はその内容に注意を引かれた。

「飛んだ、というのは？」

「……この業界の言こと葉ばでね、借しやつ金きんで首が回らなくなって夜よ逃にげすることを言うの。嫌いやな話だけど、これが全然珍めずらしいことじゃなくってさ。税が増えてからは特にひどいよ。毎月、いや、下手へたすると毎週のように誰だれかがいなくなっていく感じでね……」

「そうやって飛んだ女性は、どこに行くのですか？」

「人それぞれだけど、やっぱり州の外に逃げるのが定てい番ばんって言うね。借金取りも追えなくなるし」

「しかし、州を越こえての移い住じゆうには役人の許きよ可かがいる。無む認にん可か移住では新しん天てん地ちで職しよくに就つくこともままならないはずだ。とはいえ、金きん銭せんトラブルの渦か中ちゆうにある人間に、そう易やす々やすと許可証しようが発行されるとも考えづらいのだが……」

　思考に集中したせいで地じの言葉使いが出ているシャミーユ殿下を、遊女たちが目を丸くして見つめる。だいぶ遅おくれて自分の失しつ態たいに気付いた姫君だが、遊女たちはむしろ感心したふうだった。

「何言ってるのか全然分からなかったよ。シャムちゃんは難むずかしい言こと葉ばを知ってるんだね～」

「よ、読み書きはうちの屋や敷しきで教えたのですが、この娘こは特に筋すじがよくて」

　誘ゆう蛾が灯とうよろしく遊ゆう女じよたちに取り囲まれているトルウェイが、全ぜん身しんに冷や汗あせをかきながらもフォローを入れる。あまり長なが丁ちよう場ばになってはボロが出るか──そう考えて、イクタも引き上げのタイミングを見定めた。

「いや、色々とお話をありがとうございました。あまり長くお邪じや魔ましても迷めい惑わくですから、そろそろ失礼します。母親について何か手がかりがあった場合は、この宿に使いを出してもらえれば」

　宿しゆく泊はく先さきの住所を記しるしたメモを遊女の一人に渡しつつ、イクタは他の二人に目め配くばせする。

「あ、もう行っちゃうの？　ごめんねシャムちゃん、何も役に立てなくって」

「いや、そんなことはない……そんなことはありません。貴き重ちようなお話を聞かせてもらいました」

　偽いつわりの振る舞まいの中にたったひとつ本ほん音ねを込めて、姫ひめ殿でん下かは深く頭を下げた。部へ屋やを出た三人が廊ろう下かを去さっていく間も、遊女たちは扉とびらの向こうで手を振り続けていた。







　それから丸三日をマクテカ花はな街まちでの調ちよう査さに費ついやして、ようやく三人はテトジリチ家に帰き還かんした。

　慣なれない演えん技ぎを続けたシャミーユ殿下はさすがに疲つかれた様よう子すだが、トルウェイはそれ以上にぐったりしている。女性に免めん疫えきのない彼だけに、辛つらい三日間だったようだ。

「ま、娼しよう婦ふたちの現げん状じようについては大だい体たいわかった感じだね」

　ベッドに腰こしかけたイクタが報ほう告こくする。前と同じ、寝しん室しつの一ひと部へ屋やに集まっての会かい合ごうだ。

「なるほどな……。こっちは常じよう設せつ部ぶ隊たいの兵士に話を聞いて回ったんだが、案あんの定じよう、けっこう大勢が悲鳴を上げてたぜ。馴な染じみの遊女が夜よ逃にげしちまったってな」

「そのツテで親父おやじに苦く情じようが届いたんだろうな。月つき一いちの花街通いを心のオアシスにしている独ひとり身みの兵へいにしたら、たぶん笑いごとじゃないんだと思う」

　サザルーフとマシューが並んで考え込む。彼らと居い残のこっていた女性陣じん二人も声を挟はさんだ。

「いちおう独り身の女性兵士にも話を聞いてみたわ。変な話だけど、男性に比くらべれば深しん刻こくじゃなかったかもしれない。常設部隊に所しよ属ぞくする限り、最低限の衣い食しよく住じゆうは保ほ証しようされているから」

「といっても、増ぞう税ぜいにいい顔をしている人はいませんでしたね。家族への仕送りも減っちゃいますし……」

　故ふる郷さとに残してきた家族のことを思ってか、ハロの表情はやや暗い。彼女たちの報告を聞き終えてから、イクタがシャミーユ殿下に話を振った。

「状じよう況きようはそれなりに見えてきました。どうしますか、お姫さん」

「うむ……。増ぞう税ぜいの影えい響きようがもっとも顕けん著ちよに現れたケースは、やはり娼しよう婦ふたちの失しつ踪そうか」

　つぶやきつつ、姫ひめ君ぎみは顎あごに手を当てて考え込む。どこかに拭ぬぐいきれない違い和わ感かんを覚えていた。

「ともあれ、花はな街まちの現状は肌はだ身みで知ることが出で来きたのだ。より深く事じ情じようを探さぐりたければ、原げん因いんを訪たずねるしかあるまい」

　イクタを除のぞいた五人が一いつ斉せいに表情を引き締しめた。姫ひめ殿でん下かは思う──外そと堀ぼりは埋うまっておらず、まだ細い橋が一本架かかった程てい度どだが、それでも本ほん丸まるをつつくことくらいは出来るだろうと。

「支し度たくを整ととのえよ、そなたら。エボドルク州しゆう勅ちよく任にん官かんテイゼニ・ハマトイエ子し爵しやくに会いに行くぞ」







　事前の通つう達たつはあえてせず、シャミーユ殿でん下かは居い残のこりのサザルーフを除のぞく騎き士し団だん五人を連れて、半なかば奇き襲しゆうめいた形で大勢の役人が詰つめる官かん公こう署しよを訪おとずれた。

「い、いま少しこちらでお待まちください……！」

　窓まど口ぐちの官かん吏りたちが、泡あわを食った様よう子すで対たい応おうを押し付け合う。混こん乱らんするのも無理はない。しかし、珍ちん客きやくが来らい訪ほうする瞬しゆん間かんまで彼らが囲んでいたテーブルには、また別の問題が表れていた。

「……呆あきれたものだ。勤きん務む中ちゆうに堂々と双すご六ろく賭と博ばくとは」

　マスの描えがかれた四角い盤ばんと、その周まわりに散らばったサイコロを眺ながめて、姫殿下はため息いきをつく。……予よ告こくなしでの来訪は勅任官に準備の暇ひまを与えないための作戦で、業ぎよう態たいの抜き打ち検けん査さを兼かねたつもりはなかったのだが。

「まぁこんなもんですよ。酒が出ていない分だけ、ここはまだマシかもしれない」

　あくび交まじりにイクタが言い、シャミーユ殿下はそれを否ひ定ていできない現実に歯は嚙がみする。勅任官と対面する前から、彼女の気分は下か降こうの一いつ途とを辿たどりつつあった。




「──第三皇おう女じよ殿でん下か！　いやはや、これは大変なご無ぶ礼れいを……！」

　応おう接せつ間まに通されてから五分ほどして、エボドルク州勅任官テイゼニ・ハマトイエ子爵が姿を現した。中太りの体型をした五十過すぎの高こう等とう文ぶん官かんは、姫君への挨あい拶さつが遅おくれた無礼を詫わびながら、しきりにハンカチで額ひたいを拭ぬぐっている。

「こちらこそ突とつ然ぜんの訪問を詫びなければなるまい。そなたも忙いそがしかろうにな」

「いえいえ！　姫殿下のお越こしと聞けば、いかなる用事があろうとも蹴けって参まいります！　私めの忠ちゆう義ぎを疑ってくださるな！」

　現れるまでにかかった五分で、社しや交こう辞じ令れいの仮か面めんは顔に馴な染じませてあるようだった。にこやかに微笑ほほえむハマトイエ子爵とテーブル越ごしに向き合って、護ご衛えいという名目のイクタたちを背はい後ごに立たせたまま、シャミーユ殿下は話を始める。

「今日はいくつか尋たずねたいことがあって参った」

「は、何なりとお訊ききください」

「うむ。エボドルク州しゆうでは今、女性に限定した人じん頭とう税ぜいの重じゆう課か措そ置ちが取られているそうだな」

　出で鼻ばなに一ひと突つき。反はん応のうをうかがっていた姫ひめ君ぎみだが、ハマトイエ子し爵しやくの笑え顔がおは微び動どうだにしない。

「はい。確かに、そうした形で税ぜい収しゆうを調整しておりますが、それが何か？」

「どうしてそうなったのか聞きたいのだ。エボドルク州の世せ情じようには疎うといのでな」

「ははぁ。行ぎよう政せい監かん察さつにいらっしゃった、ということよろしいのでしょうか」

「そう硬かたくならなくても構かまわぬ。私し的てきな興きよう味みだ」

　見え透すいた建たて前まえだな、と姫ひめ殿でん下かは自分でも思う。勅ちよく任にん官かんはふぅむと唸うなった。

「どうしたそうなったのか、ですか。さて、どこからお話したものやら……」

「増ぞう税ぜいの理由、そして手段。この順に詳しよう細さいを頼たのもう」

「これはご丁てい寧ねいに。では理由からお話しするとしますが──エボドルク州の主要作物であるグナ米まいの、ここ三年ほどの不作のためです」

「不作であれば普通、税ぜいの負ふ担たんは軽くするものではないのか？」

「いえ、グナ米に関しては事情が違ちがいまして。エボドルク州の税制度では基本的に金きん納のうを指示しておるのですが、一部の穀こく類るいに限っては物ぶつ納のうを推すい奨しようしておりましてな。グナ米はその中でも特別で、貨か幣へい換かん算さんの基き準じゆん値ち──つまりレートをかなり高く設定してあるのです」

「なるほど、農のう家かからの徴ちよう税ぜいは金きん銭せんではなく米こめがメインだったというわけか。それがグナ米の不作に当たって金銭で納おさめられるようになり、結果として税収が減ったと？」

「はい。グナ米に関しては徴収後に高たか値ねで買い上げてもらえるルートを確保しておりますので、我われ々われとしても金より米で納めてもらうほうが都つ合ごうがよいのです。従じゆう来らいの課か税ぜい額がくはそうした事情を前ぜん提ていに定めていたのですが、グナ米の不作に際して金納が中心になってくると、どうしても金額を調整し直す必ひつ要よう性せいが生まれてきまして」

　グナ米を高値で転てん売ばいすることで稼かせいでいた分を、単たん純じゆんな金納で確保しなければならなくなった。よって税額そのものを高く設定し直した、というわけだ。その話自体は納なつ得とくのいくものだった。

「続いて増税の手段ですが、これは殿でん下かも知っての通り、女性に限った増税という形を取っています。が、徴税自体が世せ帯たい単たん位いで行われることを考えれば、これは単たん純じゆんな増税とさほど変わりませんでな。公こう平へい感かんの演えん出しゆつという側面が強いのです。もともと男性の課税額は高かったので」

「独ひとり暮ぐらしの女性への負ふ担たんが重くなっている点については？」

「家族を持たない独どく身しん者しやからの徴税というのは、昔むかしから我われ々われを悩ませている問題でして……。職しよくはおろか住所も不定だったりするのがざらですから、徴税を逃れるケースが非常に多いのです。もともと税ぜい源げんとして大きな期き待たいはしておりませんが、そうした過か去このしわ寄せが回ってきている、とは言えますな」

「そうした女性たちに、他た州しゆうへの移い住じゆうを促うながす結果になっているとも聞くが」

　その瞬しゆん間かん、ハマトイエ子し爵しやくの頰ほおがわずかに引きつったのを、姫ひめ君ぎみは見逃さなかった。

「ご忠ちゆう告こく、ありがたく賜たまわります。その点に関しては確かに、対応が必ひつ要ようかもしれませんな」

　動どう揺ようが表情に出たのはごく一いつ瞬しゆんで、勅ちよく任にん官かんはすぐにそれを礼れい節せつのベールで覆おおい隠かくした。発言に間を置かず、姫君はもう少しつついてみる。

「グナ米まいの不作について、詳くわしいところを尋たずねたいのだが」

「先ほども申した通り、ここ三年ほどは収しゆう穫かく高だかが大きく落ち込んでおりまして」

「主しゆ要よう農作物の生産報ほう告こくは各州から一通り受け取っているから、それは余よも知っている。しかし、不作の原げん因いんはなんだ？」

「これひとつに限ってとは申もうせません。が、どうやら雨量の不足が祟たたっているようでして」

「確かに数字の上ではそうなっていた。が、その点についてなのだがな……」

　言いつつ、姫君は懐ふところから四つに折おりたたんだ数枚の紙を取り出し、それらを一枚ずつ広げてテーブルに並べた。紙面にはびっしりと数字が並んでいる。

「これはここ二十年間に記き録ろくされた帝てい国こく南なん域いき各かく州しゆうの降こう雨う量りようだ。エボドルク州に関してはそなたの言う通り、ここ三年の数字が大きく落ち込んでいる。しかし、いささか奇き妙みような点があるのだ」

「と、申しますと……」

「隣となりに並ならんでいるクンツーイ州の数字を見よ。ここは地理的にもエボドルク州と東で隣りん接せつしているが、こちらの降雨量には二十年来大きな変化がない。他の近きん隣りんの州でも同じであるな。雨が減っているのはエボドルク州だけと見える」

「事が天てん候こうですからな。そういうこともありますかと」

「確かに、天の為なすことは常つねに気まぐれに見える。が、記録を積み重ねると、その機き嫌げんにも一定の傾けい向こうが見えてくるものだ。というのも──この三年間を除のぞき、エボドルク州の降雨量がクンツーイ州を下回ったことは過か去こ一度もないのだ」

「は…………」

「これはここ二十年の話ではない。今と同じ形で天てん象しよう記き録ろくが残されている過去八十二年前まで遡さかのぼった上での共通点だ。こちらの紙を見てもらいたい。さすがに数字が多すぎたので、エボドルクとクンツーイの二州以外は省はぶいてあるが……」

「お、お待まちください。殿でん下か、お待ちください」

　説明を続ける姫君に、ハマトイエ子爵が戸と惑まどい顔で待ったをかける。

「まことに失礼ながら、その数字は何を出しゆつ典てんにしているのですか？　八十二年前まで遡った記録など、ここ官かん公こう署しよにさえ置いてありませんが……」

「……？　帝てい立りつ中ちゆう央おう図書館の資料室で、保管されている行ぎよう政せい書しよ類るいを参さん照しようしたまでのことだが」

「では中央を発たつ前に、これらの数字を図書館で書き写してこられたと？」

「いや、書き写したのはこちらに来てからだ」

　どこか話が食い違ちがっている。勅ちよく任にん官かんの戸と惑まどいはますます深まった。が、シャミーユ殿でん下かの続く一ひと言ことが、その全すべてを木こっ端ぱみじんに打ち砕くだいた。

「中央にいた頃に閲覧した記録の中から、必要な部分を思い出して書き写しただけだ。余よは何か不ふ可か解かいなことを言っているか？」

　後ろに控ひかえていた騎き士し団だんの面々にまで戦せん慄りつが走った。──ここ二十年間における南なん域いき各かく州しゆうの、そして過か去こ八十二年に遡さかのぼってのエボドルク・クンツーイ二州の降こう雨う量りよう。最低でも、その数字の全てが頭に収まっていると、この姫ひめ君ぎみは言ってのけた。

「は、はは……」

　引きつった笑いを浮かべるハマトイエ子し爵しやくだが、彼のまとった空気が明らかに変化したのを、姫君の背はい後ごでイクタは見ていた。勅任官は今、目の前の少女を侮あなどることを止めたのだ。

「──そういうこともありましょう。観かん測そく史し上じよう類るいを見ない天てん象しようというのは、我われ々われが観測を続ける限り、いずれ必かならず起こってくるものです。この三年間はたまたまそうした時期だったのでしょうな」

　ポーカーフェイスをより完かん全ぜんなものにした子爵が、偶ぐう発はつ性せいを盾たてに全ての追つい及きゆうをはねのける。全ては天の気まぐれ──そう言われてしまえば、今の姫君にそれを論ろん破ぱする手立てはない。どれだけ積み重ねようとも、過去の記き録ろくは過去の記録に過すぎないのだ。

　潮しお時どきを悟さとったシャミーユ殿でん下かが話題を変えたので、そこから先は無ぶ難なんな世間話に終しゆう始しした。一いつ貫かんして腰こしの低い態たい度どを取り続けながらも、子爵の瞳ひとみに宿った警けい戒かいの光は消えることがなかった。







「何より疑わしいのは、増ぞう税ぜいの原げん因いんとされているグナ米まいの不作そのものだ」

　例によって寝しん室しつに仲なか間まを集めると、姫ひめ殿でん下かは開かい口こう一いち番ばんにそう切り出す。捜そう査さを始めた当とう初しよと比べて、彼女の中の疑ぎ念ねんは大きく膨ふくれ上がっていた。

「ここ三年間に報ほう告こくされたエボドルク州の降雨量は明らかにおかしい。単なる異い常じよう気き象しようの可か能のう性せいもあるにせよ、記録の改かいざんを疑うにはじゅうぶんな材ざい料りようだ。この雨量不足は、グナ米の不作に説せつ得とく力りよくをもたせるためにねつ造ぞうされた可能性がある」

「さらに言えば、グナ米の不作は増税の根こん拠きよになっています。……つまりお姫さんは、雨量不足もグナ米の不作も事実じゃなく噓うそ──自然な形で税を重くするための下した地じ作づくりだと推すい理りしているわけですね？」

　イクタの問いに、シャミーユ殿下はこくりとうなずいてみせる。一方で、マシューが唸うなりながら首をかしげた。

「雨量不足とグナ米の不作をでっち上げる……本当に可能なんですかね、そんなこと？　書類上の数字はいじれても、地じ元もとの人間には本当のところが分かっちゃうんじゃ？」

「自然な疑問だけれど、これが意外とそうでもないんだよマシュー。個人の感かん覚かくで今年は雨が多いとか少ないとか思っていても、その実、広大なエボドルク州しゆう全体の雨量を把は握あくしている人間はほとんどいない。人間の認にん識しきは普通、もっと狭せまい範はん囲いに留まってしまうものさ」

「必かならずしもそうとは限らないだろ。特に農のう家かってのは、自分の家の何十倍何百倍の土地を耕たがやして生きてるんだ。しかも作物の育ち具ぐ合あいやら収しゆう穫かく量りようやらは雨量を反映する。大きな土地を持つ豪ごう農のうなら、その年の雨が多かったか少なかったか、きっと肌はだで感じているはずだ」

　事が地元の話とあって、マシューの反論にも勢いがある。それを内心で喜よろこびつつ、黒くろ髪かみの少年はうなずいてみせた。

「正しい意見だよ、マシュー。広大な土地を所有する豪農なら確かに、かなり広い範囲での降雨量について自信をもって語れるだろう。──ただ、そういう豪農の絶対数は多くないよね？」

「そりゃまぁ、多くはないな。州全体を見渡しても数えるほどだと思うぞ」

「ということは、ハマトイエ子し爵しやくにしても、彼らに口くち裏うらを合わせてもらうのは大たいした手間じゃない」

　一いつ瞬しゆんぽかんとしてから、マシューは「そういうことか」と舌した打うちする。同意が得られたところでイクタも続けた。

「さらに言うと、エボドルク州における豪農というのは大部分が稲いな作さく農のう家か──つまりグナ米まいの一大生産者だ。雨量について口裏を合わせてもらうついでに、少し色を付けた金きん額がくで米こめを買い取っておけば、不作の演えん出しゆつもスムーズにできる。買った米自体は、僕ぼくならまぁ、後のち々のちのために見つからない場所に隠かくしておくかな」

「不作となれば、米こめ相そう場ばがつり上がるのは自じ明めいだものね……。そうやって商品が値上がりした後、上手うまく相あい手てを選んで売れば、儲もうけをさらに大きくできるってわけ」

　ヤトリも納なつ得とくした様よう子すでうなずきを重ねる。そこでふと、ハロがためらいがちに手を上げた。

「あの……グナ米の不作に関してはそれで説明できますけど、勅ちよく任にん官かんさんが『女性に限定した増ぞう税ぜい』を行っていることの説明にはなっていないですよね……？」

　その指し摘てきに、姫ひめ殿でん下かは腕うでを組んで考え込んだ。

「うむ、確かにそうだ。……この徴ちよう税ぜいの形では、負ふ担たんを負おいきれなくなった独どく身しん女性に州外への脱だつ出しゆつを促うながすことになり、結果として総そう合ごう的てきな税ぜい収しゆうが目減りする。勅任官もその程てい度どのことが分からぬほどの愚ぐ物ぶつではあるまい。つまり、税収減を吞のんででも今の形を保ちたい理由が、ハマトイエ子爵にはあるのだ」

　おそらく、その理由こそが今回の一いつ件けんの核かく心しんなのだろうと姫君は思う。が、具ぐ体たい的てきな内容にまでは推すい測そくが及およばない。今は分かっている部分から外そと堀ぼりを埋うめていくしかなかった。

「──よし、ここからは二ふた手てに別れよう。サザルーフ少しよう佐さ、マシュー、トルウェイには、グナ米まいの不作がねつ造ぞうであることの裏うらを取って欲しい。現物を押さえることが出で来きれば一番であるから、きっとマシューの土と地ち勘かんが頼たよりになるであろう」

　まず三人に指示を出した上で、シャミーユ殿でん下かは残る三人に視し線せんを向ける。

「ヤトリ、ハロ、それにソローク。そなたら三人は、余よと共ともにマクテカへ向かってもらう。遊ゆう女じよたちがどのような形で夜よ逃にげしているのか知りたいのだ。その結果によって、『女性に限定した増ぞう税ぜい』の真しん意いが見えてくる可か能のう性せいがある」

　指示を出す声からも迷まよいが消えつつある。そんな姫ひめ君ぎみの姿には、優ゆう秀しゆうな頭ず脳のうと行動力だけに留とどまらない彼女の素そ養よう──為い政せい者しやとしてのリーダーシップの片へん鱗りんが覗のぞいていた。

「余からは以上だ。──異い議ぎがなければ、行動に移るぞ！」

　それぞれが腰こしかけていた椅い子すやベッドから立ち上がり、七人は次へ向けて一いつ斉せいに動き始めた。







　サザルーフ、マシュー、トルウェイの三人は、「グナ米の不作がねつ造であることの裏付けを取れ」という指示を受けて、まずは一番近くにある州しゆうの穀こく倉そうへ向かうことにした。

「不作が本当なら、倉そう庫この中にある米の量は少ないはずだが……もしねつ造ぞうだとすれば、口くち裏うらを合わせた農のう家かからひそかに買い上げた大量の米が、倉庫に隠かくされているかもしれん」

「いやいや。誰だれもが存そん在ざいを知っている穀倉じゃ、隠したことにならないでしょう」

　夜道を歩きながら、マシューが冷静なツッコミを入れる。サザルーフはため息いきをついた。

「もうちょっと気分を盛り上げていこうぜ、マシュー少しよう尉い……。ただでさえ女性陣じんを全員向こうに取られてるんだからよ。あんまりサガるようなこと言われると膝ひざが折おれそうになる」

「ぼくは正直、また花はな街まちに行かなくて済すんだのでホッとしてますけど……」

「くはは、トルウェイ中ちゆう尉いは今度俺おれが直じき々じきに連れてってやろう」

「ええっ!?　い、いや、ぼくは結けつ構こうですから……！」

「遠えん慮りよするな、あれはいいもんだぞ。……っと、どうやら到とう着ちやくだな」

　目的地の入り口から放たれる凝集光ハイビームが、暗くら闇やみに慣なれた目にまぶしい。サザルーフは腰こしのポーチからパートナーのキィを持ち上げて、相手に向かって友ゆう軍ぐんを意味する光ひかり信しん号ごうを送った。来らい訪ほう者しやに気付いた兵たちが、すぐさま駆かけつけてくる。

「どこの誰だ、こんな夜中に？」

「すみません、ちょっと頼たのみたいことがあって……あれ、ニガンド軍ぐん曹そうじゃありませんか？」

　場をとりなそうとしたマシューが、相あい手て側がわに見知った顔を見つけて話しかける。ニガンド軍曹と呼ばれた中年男性は一いつ瞬しゆんきょとんとした後、満まん面めんの笑えみを浮かべてマシューの手を握にぎった。

「なんだ、見覚えがあると思ったらテトジリチの坊ぼつちゃんじゃないか！　帰き省せいしているなら早く伝えてくださいよ！　噂うわさは聞いてますぜ、中ちゆう央おうや北ほく域いきでは大変な活かつ躍やくぶりだったそうで！」

「……え、テトジリチの坊ぼう主ず？　うそ、もっとぽっちゃりしてなかったっけ？」

「バッカお前、いったい何年前の話をしてんだよ！　あともう気安く坊ぼう主ずとか呼ぶんじゃねぇ！　ここにおられるのは『帝てい国こく騎き士し』にして北ほく域いき動どう乱らんの英えい雄ゆう、マシュー・テトジリチ少しよう尉い様さまだぞ！」

　面めん識しきがあったのはニガンド軍ぐん曹そう一人だけではなかったようで、マシューはすぐに旧きゆう知ちの兵たちの間でもみくちゃにされ始めた。が、さすがに坊ぼつちゃん扱あつかいは恥はずかしいのか、本人は早々に歓迎を振り切って本題に移る。

「あ、挨あい拶さつが遅おくれてすみません。でも今日は、ちょっと頼たのみたいことがあって来たんで」

「ハハ、なんだ、便べん所じよでも借りに来たんですかい？　そういや坊ちゃんはその昔、よその田んぼで小しよう便べんして大おお目め玉だまを食らったことがありましたなぁ！」

「余よ計けいな過か去こをほじくり出さなくっていい！　ああもう、そうじゃなくて──」

　身み内うち感かん覚かくのせいで逆にやり辛づらいらしい。やきもきしているマシューの肩を軽く叩たたいて、サザルーフが一歩前に出る。

「夜や分ぶん遅おそくすまない。俺おれは陸りく軍ぐん少しよう佐さセンパ・サザルーフってもんなんだが……」

　その名前と少佐の肩かた書がきを聞いた途と端たん、浮かれ騒さわいでいた兵たちが一いつ斉せいに姿し勢せいを正した。

「あ、あなた様が、北域動乱で殿しんがりを務めた総そう指し揮き官かんでしたか！　これは大変な失礼を……！」

「いや、失礼ってんなら、夜分に突とつ然ぜん押しかけたこっちが詫わびなきゃならんが……いちおうミルトーグ大たい佐さの許きよ可かは取ってきたんでな。これが命めい令れい書しよだ、読んでみてくれ」

　差し出した書類が読めるよう、キィの周照灯ランタンで照らしてやる。それで命令の内容を知ったニガンド軍曹は、途と端たんに困こん惑わく顔がおになった。

「センパ・サザルーフ少佐、マシュー・テトジリチ少尉、トルウェイ・レミオン中ちゆう尉い。以上の三名を、今こん晩ばんに限って、穀こく倉そうの守しゆ衛えい任にん務むにおける制せい止し対たい象しようから外はずす……？」

「何も言わずに通してくれってことだ。本当に悪いな、小こ一時間もすれば用事は済すむから」

「ま、待まってくだせぇ。それは穀倉に入るということですかい？」

「諸しよ君くんがその点を確かく認にんする必ひつ要ようはないが、ぶっちゃけそういうことだな」

「だとしたらまずい。我われ々われ軍人は穀倉を守っているだけで、緊きん急きゆう時じ以外、中に入る許可は役人にしか出せねぇんです。あなた方が不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやになっちまう」

「命令書がある以上、この件けんについて諸しよ君くんが責せめられることはない。それだけは約やく束そくできる。だから何も言わずに通してくれ、本当にすまん」

「……明日の昼になれば役人がやって来ますぜ。それから入るんじゃダメなんですかい？」

　サザルーフが無む言ごんで首を横に振る。やむを得えない事情があるとはその態たい度どからも察さつせられて、それでもしばらくニガンド軍曹たちはためらっていたが、やがてため息いき混まじりに道を開けた。

「……ウチの上じよう官かんに話を通してからなら、勝かつ手てにしてくだせぇ。これから一時間かっきり、我われ々われは何も見ないし何も聞かない。お望みどおりの案山子かかしになってますんで」







　貯ちよ蔵ぞう物ぶつの盗とう難なんを避さけるために、穀こく倉そうは小しよう規き模ぼな基き地ちの中心に建ててある。部ぶ隊たいの指し揮き官かんが渋しぶりながらも許きよ可かを出すと、マシューたち三人の行動は見て見ぬ振りをされるようになり、目的の建物に近付くのには何の障しよう害がいもなかった。が、

「閂かんぬきだけじゃなく錠じよう前まえが付いていますね、少しよう佐さ」

「ああ、参まいったな……。これを外はずせと頼たのむのは、命令書の内容を逸いつ脱だつしちまうし」

　ごつい南なん京きん錠じようのかかった穀倉の扉とびらを前に、サザルーフはがりがりと頭をかきむしる。が、その視し線せんが上を向いたところで、ひとつ突とつ破ぱ口こうを発見した。

「おい、換かん気き用ようの窓まどがあるぞ。あそこから入れるんじゃないか？」

「かなり位置が高いですよ、地上から三メートル以上はある。それに窓枠わくも、あの幅はばだと人ひとり入れるかどうか……」

　自分の体型を視し野やに入れて、マシューが難むずかしい顔になる。となると自然、身長の高さと比ひ較かく的てき細ほそ身みの体格を合わせ持つトルウェイに、他二人の視線が集まった。

「やってみろよ、トルウェイ。おれが足あし場ばになるから」

　ため息いき混まじりにマシューが倉庫の壁かべまで寄っていって姿し勢せいを屈かがめる。トルウェイは少しためらったが、サザルーフから倉庫内での灯あかりのために光ひかり精せい霊れいキィを預けられ、さらに「早く！」とマシュー本人に急せかされたことで、ようやく踏ふん切りを付けた。

「……わかった、いくよマーくん。よい、しょっ……！」

　友人の背中に足を乗せて、それでもまだ高い位置にある窓目がけて青年がジャンプする。かろうじて窓枠に手が届いたところで、まずは上じよう半はん身しんを滑すべり込ませて中の様よう子すをうかがった。もちろん視し界かいは真まっ暗くらだ。腰こしのポーチから片手で光精霊キィを持ち上げて、周照灯ランタンを点つける。

「やっぱり高いな……。ロープを使ったほうがいいみたいだ」

　キィをポーチに戻した上で、腰こしに結むすんであったロープを手に取る。まず一方を窓の中に垂たらした上で、もう一方を下のサザルーフに投げてやった。意い図とを汲くんだ上じよう官かんがしっかりとロープを握にぎりしめたところで、トルウェイは窓の中に残りの下か半はん身しんを潜もぐり込ませる。

「ふっ……！」

　ロープを握ったまま前のめりに一回転して、下になった足で壁に着地する。そうすれば後はもう、ロープに沿そって降りていくだけだった。先の北ほく域いき動どう乱らんのさなか、亡ぼう霊れい部ぶ隊たい相あい手てに狙そ撃げき位い置ちを確かく保ほするために行った崖がけ登りを思えば、彼にとっては大たいした仕事でもない。

　真っ暗な倉庫内に降り立つと、トルウェイは光精霊キィをポーチから床ゆかに下ろして、再ふたたび周照灯ランタンを点けさせた。穀こく類るいの入った大おお袋ぶくろが積み上げられている様さまが目に入る。配置が窓まど際ぎわを避けているのは、こうした窓からの侵しん入にゆうを楽らくにさせないための配はい慮りよだろう。

「マーくんの体格だと、ぼくと同じ降り方をするのはちょっと危ないかな……。足場を作っておこう」

　彼らしい気き遣づかいだった。友のために行う労ろうを厭いとわず、トルウェイは手近な穀こく類るいの袋をひとつひとつ窓まど際ぎわへ積み上げ始めた。




「──ぐべっ！」

　およそ十分後。友の気遣いを足あし場ばではなくクッションとして役立てて、マシューもどうにか倉庫の中へ侵しん入にゆうを果たした。

「いてて、くそ……。役やく割わり分ぶん担たんを間ま違ちがえてるだろ。こういうのはイクタの得とく意い分ぶん野やだ」

　打った腰こしをさすりながらマシューが立ち上がる。彼に手を貸しつつ、トルウェイは微笑ほほえんだ。

「いや、ここから先はマーくんの出番だよ。ぼくが見ても何が何だか分からないもの」

　言われたマシューが、キィの周照灯ランタンに照てらされた倉庫内に視し線せんを巡めぐらせる。ぱっと見たところでは穀類の袋が所ところ狭せましと積み上げられている印いん象しようだが、よくよく見て回るとそうでもなかった。何も置かれていない空間もかなり目立っている。

「これは小こ麦むぎだな。こっちはひよこ豆で、これはレンズ豆……」

　記き載さいされたシンボルを確かく認にんするだけでは満まん足ぞくせず、念ねんには念を入れて、マシューは袋ふくろ越ごしに中なか身みを手て触ざわりで確かめていく。グナ米まいの不作がねつ造ぞうだとすれば、他の穀こく物もつに偽ぎ装そうして保管してあることも考えられるからだ。米の感かん触しよくは触さわればすぐに分かる。

「……全部確かめている暇ひまはないけど、とりあえず、中身と一いつ致ちしない袋はないみたいだな」
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「グナ米まいの袋はどう？　数は多いかな、それとも少ないかな」

「貯ちよ蔵ぞう量りようとしては、たぶん少ないと思うぞ。他の穀こく物もつと比くらべても袋が目立ってないし」

　不作が本当なら、それも当然のことだ。やはり姫ひめ殿でん下かは勘かん繰ぐりすぎなんじゃないか──マシューがそう疑い始めた頃ころ、ふいに足あし元もとでジャリッと音が鳴る。足の裏うらが何かを踏ふみしめたのだ。

「……なんだ、これ。こぼれた米こめか？」

　周照灯ランタンの灯あかりに浮かび上がったのは、床ゆかに散らばる茶ちや褐かつ色しよくの粒つぶ々つぶ──籾もみ殻がらだけを取り去さったグナ米の玄げん米まいだった。袋からこぼれたものと見るのが自然だが、奇き妙みようなことに、周まわりには米こめ袋ぶくろが見当たらない。何も置かれていないガランとした空間の一いつ角かくに、少量の米だけがポツンと散らばっているのだ。

　違い和わ感かんを覚えたマシューは、米の一ひと粒つぶをつまみ上げて周照灯の灯りに透すかし、さらにそれを口に放り込んで咀そ嚼しやくしてみた。トルウェイが見守る中で、その眉み間けんにシワが寄っていく。

「……おかしいぞ。これ、新しん米まいだ」

「え？」

「ごく最近収しゆう穫かくされた米なんだよ。新米と古こ米まいじゃ歯ごたえも味も違ちがってくるからな。おれには生せい米まいの状じよう態たいでも違いが分かるし、釜かまで炊たけばもっとハッキリする」

　説明しながら、マシューは周しゆう囲いに視し線せんを巡めぐらせる。さっきまではだだっ広い空間にしか見えなかったものが、この米の存そん在ざいによって、にわかに別の意味合いを帯びてきた。

「……ごく最近まで、ここには新米が置いてあったんじゃないのか？　しかもけっこう大量に。それが何かの理由で移い動どうさせられて、一部の袋からこぼれた米だけが残された……」

　マシューがつぶやく。推すい測そくを深めるにつれて、二人の表情は険けわしさを増していった。











＊






　一方、再ふたたび訪おとずれたマクテカで宿を取った姫殿下は、連れてきた三人に向かってさっそく指示を出し始めた。

「まずソローク。そなたには今回も、遊ゆう女じよたちから情じよう報ほうを集めてもらう」

　以前と同どう様よう、すでに全員が軍ぐん服ぷくを脱ぬいで普ふ段だん着ぎに着替えている。常つね日ひ頃ごろから帝てい国こく軍ぐんの制服に辟へき易えきしているイクタは、ここぞとばかりにシャツを着き崩くずしていた。もはやどこにも軍人の面おも影かげはない。

「情報というと、何に関しての？」

「借しやつ金きんがかさんで州しゆう外がいに逃げようとする遊女が、どのようなルートでそれを実行しているのか。その具ぐ体たい的てきな方法に関してだ。今回はそれを調べにきたのだからな」

「なるほど。……ってことは、潜せん入にゆう捜そう査さもようやく解かい禁きん……でよろしいんですかね？」

　露ろ骨こつにうきうきしながら尋たずねてくる少年に、姫ひめ君ぎみは笑え顔がおで右手を差し出した。

「財さい布ふをよこすのだ」

「……へ？」

「ズボンのポケットから財布を出せと言っている。早くせよ！」

　剣けん幕まくに押されて、イクタは渋しぶ々しぶと抜き取った財布を少女に渡す。その中なか身みを入にゆう念ねんにチェックしながら、さらにシャミーユ殿でん下かは口を開く。

「ヤトリ、ハロ！　ソロークの身体からだを検けん査さしろ！　どこかに金を隠かくし持っているやもしれん！」

　炎えん髪ぱつの少女が迷まよわずその指示に応こたえる。やや遅おくれてハロも、「すみません、イクタさん……」と謝あやまりながら身しん体たい検査を始めた。体の隅すみ々ずみまでほぼ完全にチェックが済すむと、ポケットに入っていた小こ銭ぜにまで取られたイクタは、もはや完全な一いち文もん無なしになってしまう。

「よし、これが今日の分の捜そう査さ費ひ用ようだ。大切に使うのだぞ」

　ちゃりん、と頼たよりない音を立てて、少年に十数枚の銅どう貨かが手渡される。イクタは眉まゆ根ねを寄せて、それをしげしげと眺ながめた。

「……お姫ひめさん。これじゃ女を買うどころか、ビール三杯ばい飲んだら終わりなんですが」

「それでよい。花はな街まちの辺りを探さがせば、仕事上がりの遊ゆう女じよが集まる酒さか場ばくらいあるはずだ。そこで情じよう報ほうを集めてくるがよかろう。前回と違ちがい、多人数からまんべんなく話を聞く必ひつ要ようはないのでな。そなたの話わ術じゆつをもってすればたやすいことであろう？」

「勤きん務む時間外の遊女ってのは男当たりが厳きびしくなりがちなんですがね！　酒の一いつ杯ぱいも奢おごらずに話だけ聞けと!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ、そなたならできる。余よは信じているぞ。だからさぁ早く行けっ！」

　それ以上の反論を許ゆるさず、姫君は容よう赦しやなくイクタを部へ屋やから追い立てる。ぶつぶつ文もん句くを言いながら出て行こうとする少年に、シャミーユ殿下はふと思い出して声をかけた。

「そうだソローク。言い忘れていたが、ちゃんと五時間置きには帰ってきて定てい時じ報ほう告こくをするのだぞ。資し金きんもその都つ度ど渡してやるが、時間を過すぎた場合、ヤトリを見回りに行かせることになるからな」

「ちっとも信じてないじゃないかっ！」

　悪あく態たいを突つきながら去さっていくイクタの背中を見送って、姫君は盛大なため息いきをつく。

「まったく、あの男ときたら……。ああでもしないと、浮いた金で遊び始めるに決まっているからな」

「きわめて妥だ当とうな判断かと思います、殿下」

　ヤトリが即そく答とうして、ハロがくすくすと笑う。こほんと咳せきをして、シャミーユ殿下も二人に向き直った。

「……さて、のんびりしてもいられんな。ソロークが動いてくれている間に、我われ々われもやることがある」







「はあ？　うるさいなぁ、あっちいってよ」

「今は時間外。男はお断りー」

「……もう一いつ杯ぱい……もう一杯、ちょうだい……もう一杯……」

「うわぁあああああん！　なんでなんでなんでいつもあたしばっかりー！」

　不ふ機き嫌げんだったり泥でい酔すいしていたり泣き上じよう戸ごだったりする遊ゆう女じよたちを相あい手てに、イクタは大変な苦く戦せんを強しいられながらも、実に四時間強×三回に渡ってアタックを続けた。その戦たたかいを見守る者がいれば、折おれない心に賞しよう賛さんを送ったことだろう。しかし悲しいかな、彼は最後まで独ひとりだった。

「帰りました……イクタくんが帰りましたよー……」

　宿やどに帰き還かんしたイクタが、姫ひめ君ぎみらの待まつ部へ屋やのドアをノックする。アプローチに失敗するたびに増えていった青アザや引っ搔かき傷きずのせいで、その顔面は見るも無む残ざんな有あり様さまだ。

「おおソローク。すまぬが取り込み中でな、少々待て」

　ドア越ごしに入室を止められる。仕し方かたなく少年は待つことにして、背中で扉とびらにもたれかかった。

「ふぅ…………ぅわっ!?」

　数十秒経たったところで、いきなり背はい後ごのドアが開いた。完全に体重を預けていたイクタは、室内に向かって仰あお向むけに倒たおれ込んでしまった。

「何をやってるの。早く起きなさい」

　ヤトリの呆あきれ声に促うながされてふらふらと立ち上がり、イクタは室内に目を向ける。と、そこに待っていた予想外の光こう景けいに、少年の両目が見開いた。

「あ、お帰りなさい、イクタさん」

　薄うす手でのサリーに身みを包んだ、二人の艶あでやかな女性がそこにいた。大だい胆たんな露ろ出しゆつによって胸むねの膨ふくらみが強きよう調ちようされ、紅べにを引いた唇くちびるはしっとりと濡ぬれているようにすら見える。豊かな髪かみがむき出しの肩にかかり、耳や首は銀のアクセサリーで惜おしみなく飾かざられて、見み惚とれるような色いろ気けを演えん出しゆつしていた。

「あ、あの……あんまりじろじろ見られると、恥はずかしいです」

　はにかんだ笑え顔がおを見て、ようやくイクタも、その女性たちが遊女に扮ふんしたハロとヤトリなのだと認にん識しきする。どうしてこうなっているのか──そういった様さま々ざまな疑問は全すべて脇わきによけて、とりあえず彼はハロに歩み寄り、情じよう熱ねつ的てきにその手を握にぎりながら告つげた。

「……買った！」

「非ひ売ばい品ひんよ！」「売っておらんというのに！」

　ヤトリのこぶしが頭とう頂ちよう部ぶを、姫君の平ひら手てが尻しりを、それぞれ強くひっぱたいた。その痛いたみに多少なりとも頭が冷えて、イクタは一歩引いた距きよ離りから改あらためてハロの全ぜん身しんを眺ながめる。

「ううむ、これは素晴らしい……。今すぐお持ち帰りしたい……」

「予想を裏うら切ぎらぬ反はん応のうを見せてくれるな、そなたは！　目を覚ますのにもう一発必ひつ要ようか!?」

　額ひたいに青あお筋すじを浮かべた姫ひめ君ぎみが両手で椅い子すを持ち上げたところで、さすがのイクタも身の危険を感じて首を横に振った。被ひ虐ぎやく趣しゆ味みもないのに、女に殴なぐられるのはもうたくさんだった。

「分かりました、もう分かりましたから！　……で、これはどういうことですか？　ずいぶん気き合あいを入れて二人を着き飾かざらせたようですか」

「それを説明する前に、ソローク、そなたの成せい果かを訊きこう。州しゆう外がい脱だつ出しゆつのルートについて有力な情じよう報ほうは仕入れられたか？」

「さすがの僕ぼくも、これだけやって成果なしじゃ泣きますよ……。遊ゆう女じよの夜よ逃にげについては、どうやら一部の金かね貸かしが依い頼らいの窓まど口ぐちになっているようですね。いくつか名前も聞き出しました。名めい簿ぼを作れるほどじゃありませんが」

　彼の報ほう告こくに満足げなうなずきで返して、シャミーユ殿でん下かはヤトリとハロに視し線せんを移した。

「ならば、こちらからも踏ふみ込んでみるとしよう。そこで遊女に扮ふんしたそなたらの出番だ」

「き、緊きん張ちようします！」

　ハロが両こぶしをぐっと握にぎりしめる。それでイクタも姫君の目もく論ろみを理解した。

「なるほど。遊女のフリをした二人に、夜逃げのルートを辿たどってもらおうってわけですね」

「そなた流に言えば潜せん入にゆう捜そう査さだ、ソローク。これならば確かく実じつに、夜逃げを手引きしている当とう事じ者しやと接せつ触しよくできるであろうからな」

「リスクの高さはヤトリで相そう殺さい、ですか。……いいアイディアだとは思いますが、ひとつ問題が。──ぶっちゃけ二人とも、遊女のふりなんて出で来きるの？」

　歯はに衣きぬ着きせぬ質しつ問もんを投げかけられて、ヤトリは難むずかしい顔でうつむいた。

「そのくらい楽らくな仕事……と言いたいところだけど、正直言ってまったく自信がないわね」

「大だい丈じよう夫ぶ、わたしがフォローしますから！　こう見えて演えん技ぎ派はなんですよ！」

　ハロが元気よく請うけ負おう。いつも控ひかえめな彼女が、こういう場面で積せつ極きよく性せいを見せるのはイクタにとっても意外だった。やる気満々の様よう子すに、シャミーユ殿下が不安げな表情になる。

「本当に良いのか……？　最初の案あんでは、余よとヤトリで潜入するつもりだったのだが……」

「それには断だん固こ反対です！　お姫さまにそんな危険な真似まねはさせられません！」

「私も同意見です、殿下。こういう時に体を張るのは騎き士しの役割。我われ々われにお任まかせください」

　ヤトリにも迷まよいはない。苦にが手て分ぶん野やを避さけて通らないのは、数ある彼女の美点のひとつだ。

「分かった、そういうことなら二人に任せるよ。当然こっちでも後こう方ほう支し援えん要よう員いんは準備するんでしょう、お姫さん？」

「うむ、すでに近くの宿やどではミルトーグ大たい佐さに手配してもらった一個小隊が待たい機きしている。相手の人数も分からぬ状じよう況きようでは、備えがあるに越こしたことはないからな」

「安心しました。──それじゃ、僕からは最後に一点だけ」

　美しく着き飾かざった二人をじっと見つめて、イクタは苦く笑しよう交まじりに言う。

「……メイクと服ふく飾しよくを最初からやり直してください。二人とも素そ材ざいが良いもんだから、このままじゃとても食い詰つめた遊ゆう女じよには思われません。もっとくたびれた感じに見せないと」

「あ──た、確かにそうだな。余よとしたことが、つい着飾らせるのに夢む中ちゆうになってしまって……」

　大きな問題に気付いて、姫ひめ殿でん下かはコーディーネートを一から考え直す。そんな彼女を尻しり目めに部へ屋やを出て行こうとするイクタだったが、ドアノブに手をかけたところで、ふと口を開いた。

「ああ、そうだ、あとひとつだけ。──ねぇ、ヤトリ」

　名前を呼ばれて炎えん髪ぱつの少女が振り向く。彼女に背を向けたまま、視し線せんだけをちらりと寄よ越こして、少年は何なに気げなく言った。

「すごくきれいだよ。とても金で買おうなんて思えない」

　当の二人を残して時間が止まる。ヤトリは一いつ瞬しゆんきょとんとした後、ふっと微笑ほほえみを浮かべて、

「そう。ありがと」

　短く、けれど温かみのある声で応こたえた。イクタもそれ以上は何も言わず、ただ一度頰ほおを搔かくと、静かにドアを閉めて立ち去さった。

　沈ちん黙もくが降りた部屋の中、隣となりに立つ女性を見つめて、ハロがぽつりとつぶやく。

「……いいなぁ、ヤトリさん」

「頭を冷やしなさい、ハロ」

「いいえ、今のは本当に羨うらやましいです。──だって、あのイクタさんが。どんな女性だって面と向かって口く説どいてきた人が、今だけは背を向けたまま『きれいだ』と言ったんですよ。誰だれにでも分かる照てれ隠かくしを、自分でそうと知りながら、それでも挟はさまなくちゃならなかったんですよ」

　珍めずらしく強い口く調ちようでハロが言う。その一ひと言こと一言は、向けられたヤトリ自じ身しんよりもむしろ、傍そばでそれを聞いている姫ひめ君ぎみの胸むねに深く突つき刺ささった。

「……服は……服は、どれがいいものか」

　何なに気げなさを装よそおって衣い装しようダンスを開いたはいいものの、そのまま振り向けなくなってしまった。表情の制せい御ぎよに自信が持てるまで、姫君は意味もなく、服を取っては戻しを繰くり返すのだった。
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　ギロンジ三さん区くの金貸しハゾットと言えば、マクテカ花はな街まちの界かい隈わいでその名を知らぬ者は少ない。

「ああ!?　ふざけんなよコラ、これっぽっちじゃ利り子し分ぶんにもならねぇぞ！」

　もちろん悪あく名めいだ。ハゾットは誰かに金を貸した後、一ヶ月後にはその三倍の金きん額がくを回収することで知られている。いわゆる高こう利り貸がしという存そん在ざいだが、誰もが忌いみ嫌きらいつつも、その需じゆ要ようが絶たえることは決してない。だから今も昔むかしも変わることなく、彼らは人の欲よく望ぼうと不ふ運うんと愚おろかしさに寄き生せいして生きていられる。

「借かりた金を返すなんてのは当然の話だろうが！　ナメてんのか、あぁ!?」

　そのハゾットにとって、ごく最近まで、食い詰つめた遊ゆう女じよたちの夜よ逃にげは由ゆ々ゆしき問題だった。それは借しやつ金きんの踏ふみ倒たおしと同どう義ぎだからだ。貸した金が、然しかるべき利り子しを備そなえて返って来ない──それ以上の悲ひ劇げきがこの世にあるとは、ハゾットは考えていなかった。

「仕し方かたねぇ、今日はこれで勘かん弁べんしてやる。二週間後にまた来な。今度は利子分キッチリ揃そろえてな」

　恫どう喝かつに肩を縮こまらせた女が、薄うす暗ぐらい金貸しのねぐらをとぼとぼと後にする。その背中をにらみつつ、二に脚きやくの椅い子すと一脚のテーブルだけが置かれた殺さつ風ぷう景けいな部へ屋やの中、ハゾットはビールを煽あおった。

「ケッ……。あいつもそろそろ飛ぶかもな」

　手の甲こうで口くち元もとをぬぐいながらつぶやく。が、その口く調ちように切せつ迫ぱく感かんはない。州しゆう外がいに逃げられればそれで終わりだった以前と違ちがって、今は他に回収の当てがあるからだ。

「次あたり、そろそろ勧めてやるとするか……」

　その手を打つタイミングを、彼が考えているところに、入口のドアがノックされた。

「入んな！」

　ハゾットの声に応じて、二人の女が部屋の中に入ってきた。引き締しまったスタイルをもつ赤あか髪がみの女と、背の高い水色の髪の女だ。ともに見覚えのない顔だが、露ろ出しゆつ度どの高いサリーと化け粧しようの派は手でさから、遊女であることは一ひと目めで分かる。そして何より、二人とも相そう当とうな上じよう玉だまだった。

「ウチは金貸しだぜ。いくら用立てて欲しいんだ？」

　値ね踏ぶみする視し線せんを向けながらハゾットが言う。それを聞いて、背の高いほうの女が前に出た。

「あのぅ、その……わたしたち、お金を借りたいんじゃなくて……」

「あぁ？　金がいらねぇって、じゃあなんの用だ。ハッキリ言え！」

「州外に逃げる手引きをしてもらいたくて……。ここはそういうこともやってるって聞いたから」

　女の口から出た言こと葉ばに、ハゾットは内ない心しんで苦く笑しようする。最近はこういうケースも増えた。彼から話を持ちかけるまでもなく、獲え物もののほうから噂うわさを聞きつけてやって来るのだ。

「……その話、誰だれに聞いた？」

「花はな街まちの娼しよう婦ふさんから、です……。名前はちょっと、口止めされてますけど」

　同どう業ぎよう者しやを呼ぶのに、ずいぶんよそよそしいな──とハゾットが首をかしげていると、その戸と惑まどいを察して、背の高い女が説明する。

「あ、その……実はわたしたち、まだ花街に下っていなくて」

「ああ？」

「ずっと暮らし向きが厳きびしくて、もう体を売るしかないと思っていたんですけど……でも、隣となりの州しゆうに移れば、もっと楽らくに働はたらけるって噂うわさを聞いたものだから。今は税ぜい金きんも高いし」

　その説明で、ハゾットもようやく腑ふに落ちた。遊ゆう女じよにしては雰ふん囲い気きがスレていないと思ったが、まだ本格的に仕事を始めていないというなら納なつ得とくがいく。体を売ると決めたはいいものの、最後の一線で踏ふん切りが付かず、そんなタイミングで州しゆう外がい脱だつ出しゆつの話を聞いたのだろう。

　──娼しよう婦ふに身みを落とさずとも済すむかもしれない、そう思ったか。くく、おめでたいことだ。

　笑いをかみ殺しつつ、ハゾットは目の前に現れたカモをどう調理するか考えを巡めぐらせる。二人とも若く、器き量りようについても文もん句くなしだから、例のルートに回せば高たか値ねが付くことは間ま違ちがいない。……いつもなら借しやつ金きんで追いつめてから与える最後の選せん択たく肢しだが、最初から州外脱出を目当てに訪おとずれたこの二人が、自分から金を借りてくれるとは限らない。何より、下手へたに使い潰つぶしてはせっかくの売うり値ねが下がってしまう。

「……この街まちにトラブルは残してねぇだろうな。他で借金はしてねぇか？」

「してません。確かめてもらっても結けつ構こうです」

「けっこうだ。病気持ちでないことを証しよう明めいできるか？」

　女たちは顔を見合わせてうなずき合い、それぞれのバッグから一枚の木き札ふだを取り出した。

「鑑かん定てい札ふだです。検あらため方のお婆ばあさんに、花はな街まちで診みてもらいました」

「ふん、準じゆん備びのいいことだ」

　検けん分ぶんがてら服のひとつも脱がせようと思っていたハゾットなので、少し拍ひよう子し抜ぬけしながら二枚の木札を受け取った。四角い札の表面に刻きざまれた文字を、しげしげと検める。

「シャルキにレンシー、年は十九と二十二か。……検め方はザミッカのくそ婆ばあね」

　ケチと短たん気きで有ゆう名めいな腰こしの曲がった老ろう婆ばの顔を思い出して、ハゾットの眉み間けんにシワが寄る。とはいえ性せい格かくの評ひよう判ばんとは裏うら腹はらに検め方としての腕うでは確かなので、これらの鑑定には信しん頼らいが置けた。それも実際には、彼と面めん識しきのない娼婦から金で借り受けているものに過すぎなかったのだが──時間をかけてチェックを済ませると、ハゾットは二人に木札を返した。

「よし、ここまで問題はねぇようだ。こっちでも色々と手て配はいしなきゃならねぇから、三日後にまた来な」

　ハゾットが話を切り上げかけたタイミングで、ここまで黙だまっていた赤あか髪がみの女が口を挟はさんだ。

「ひとつ要求があるわ。この先、どんな形で移動させられるにしても、必かならず私たちが二人一いつ緒しよに行動できるようにして。これが破やぶられた時点で、今回の話はなかったことにさせてもらうから」

　生なま意い気きな口を利かれたハゾットは眉まゆをひそめたが、考えてみればいつもと違ちがって、この二人には借金を背せ負おわせているわけではない。逃げられては元もとも子こもない以上、多た少しようのわがままも吞のんでやらなければならないだろう。その身み柄がらが金に代わる瞬しゆん間かんまでは、大切なお客様なのだ。

「……おお、分かった分かった。望みどおりにしてやるよ」

　彼にしては奇き跡せき的てきな温おん厚こうさでうなずいてから、次までに用意してもらう「手数料」を口にする。それ自体は大した額がくではない。本当の収しゆう入にゆうは、もっと後で入ってくるのだった。
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　三日後の晩ばん、ハゾットの指示で街まち外はずれの馬ば車しや溜だまりを訪おとずれた二人は、そこに待まっていた古い馬車に乗せられてマクテカを後にした。進路は西へ。光ひかり精せい霊れいの凝集光ハイビームで夜道を照てらしながら進んでいく。

　馬車には御ぎよ者しやを含ふくめた三人の男と、他にも二人の遊ゆう女じよらしき女性が乗り合わせていた。隙すきを見せないように交代で睡すい眠みんを取りながら、四日間ほどの馬車旅を、ヤトリとハロは緊きん張ちようのうちに過すごした。

　やがて州しゆう境きようが近付いてくると、村とも呼べないような小さな集しゆう落らくがあって、馬車はそこに止まった。二人も降りるように促うながされ、男たちの先せん導どうに従したがって遠くに見える小屋へと歩いていく。馬車旅でなまった手足を、ヤトリはさりげなく伸ばし始めた。

「入れ」

　言われるまま室内に入ると、中には四人の男たちが待まち構かまえていた。うち一人が山やま刀がたなを腰こしに差し、一人は風かぜ精せい霊れいをセットした風ふう銃じゆうを握にぎっている。テーブルを囲かこんで椅い子すに座すわっている残りの二人は非ひ武ぶ装そう──戦せん力りよく確かく認にんを済ませつつ、ヤトリはタイミングを計はかる。

「その二人ですか？　今回はまた若いなぁ」

「だが大した上じよう玉だまですよ。とりあえず君たち、そこに並ならんで立ってもらおうか」

　二人が指示されたように立つと、遠えん慮りよのない視し線せんが男たちから注そそがれ始めた。何か言われる前に、ヤトリは自分から質しつ問もんする。

「州外への移い住じゆうに当たって、便べん宜ぎを図はかってくれるのはあなたたち？」

「ああ、そうだよ。エボドルク州を出るまでは僕ぼくが、クンツーイ州に入ってからは彼が世話してくれるんだ」

　言こと葉ば使づかいや物もの腰ごしから、ここまで接せつ触しよくしてきた男たちとは人じん種しゆが違ちがうことがヤトリには分かった。明らかに育ちがいい。同どう様ように感じたハロが、思い切って核かく心しんを突ついてみる。

「移住には、正式な許きよ可かが出るんですか……？　官かん公こう署しよに許可証しようを出してもらわなきゃダメだって聞いたんですけど……」

「これのことかい？」

　そう言って男が取り出したのは、大きな判はんの押された数枚の手て形がただった。表面には「州外移住許きよ諾だく者しやの証あかし」とあり、名前の欄らんだけが空くう白はくになっている。州をまたいでの移動に必ひつ要ようとなる、いわゆる関せき所しよ手形と呼ばれるものだ。

「その辺りの準備はちゃんとしてある。君たちが余よ計けいな心配をする必ひつ要ようはないよ」

「──なるほど」

　官かん公こう署しよが発行するべき手て形がたがここにあり、目の前の男たちはそれを預あずけられる立場にある。その事実は、ここでヤトリの背中を押すのにじゅうぶんだった。

「……すいません、そちらの方」

　心を決めた彼女は、風ふう銃じゆう持ちの男に向き直って声をかけた。相あい手てが怪け訝げんな顔で見返してくる。

「水すい筒とうを貸していただけませんか？　少し喉のどが乾かわいてしまって」

　その程てい度どの願いを断ことわる理由もない。肩から大きめの水筒を下げていた男は、風銃のグリップを握にぎるのとは逆の手でそれをつかむと、特に警けい戒かいした様よう子すもなく歩み寄ってきた。ヤトリの口くち元もとがかすかな弧こを描えがく。

「ほらよ」

　差し出された水筒を受け取るために、ヤトリも両手を伸ばす。その至いたって自然な動どう作さに繫つなげて、

「ありがとう」

　礼れいを言いながらヤトリがつかんだのは、水筒ではなく相手の手て首くびであり──その事実に疑問を覚える暇ひますらなく、男の天てん地ちが逆ぎやく転てんした。

「は──？」

　背中から床ゆか板いたに叩たたきつけられた男が意い識しきを失う。彼の手首をつかんで懐ふところに潜もぐり込むと同時に、ヤトリが一本背ぜ負おいの要よう領りようで体を投げ飛ばしたのだ。残る三人が状じよう況きようを認にん識しきする前に、さらに彼女は山やま刀がたなを腰こしに差した男に向かっていく。

「て、てめぇ、何を……！」

　男が山刀を鞘さやから半なかばまで抜いたところで、その手首をヤトリの右手が押さえた。間かん髪はつ入れず腕うでを絡からめ取り、関かん節せつ技わざでねじり倒たおす。男がうつぶせになると同時に、容よう赦しやなく肩を外はずした。

「げああああああっ！」

　骨ほねの外れる嫌いやな音と悲ひ鳴めいを上うわ塗ぬりして、甲かん高だかい笛ふえの音が響ひびき渡った。合あい図ずのためにハロが吹ふき鳴らしたものだ。残りの二人の男も慌あわてて椅子から立ち上がるが、すぐさまヤトリが退たい路ろを断たって立ちはだかる。

「諦あきらめなさい。この小屋はすでに包ほう囲いされているわ」

　だが結けつ局きよく、彼らには諦めている暇ひまもなかった。彼女の忠ちゆう告こくから五秒びようと間を置かず、武ぶ装そうした兵へい士したちが部へ屋やの中になだれ込んできたからだ。
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「ふふふ……この輝かがやき、この色……ふふふふふ……」

　官かん公こう署舎の建物の奥に、勅ちよく任にん官かんのための執しつ務む室しつがある。高こう価かな調ちよう度ど品ひんで満たされた広い部へ屋やの中、にやけ顔のテイゼニ・ハマトイエ子し爵しやくは、その手の中で小さな陶とう器きの壺つぼを一いつ心しんに磨みがいていた。

「──失礼します。本日の業ぎよう務む、つつがなく終しゆう了りよういたしました。子爵殿どの」

　扉とびら越ごしの部下の声にも、ハマトイエ子爵は壺を磨く手を休めず「入れ」とだけ指示した。執務室に足を踏み入れた一いつ等とう書しよ記き官かんは、業ぎよう務むそっちのけで道どう楽らくに精せいを出す上じよう司しに内ない心しんで呆あきれつつ、淡たん々たんとした声で報ほう告こくを始める。

「決けつ済さい待まちの書類はこれで全すべてです。精せい読どくの上、署しよ名めいと押おう印いんをお願いします」

「そこに置いておけ」

　そう言って、ハマトイエ子爵は部屋の隅すみに置いてある籠かごを指差す。その中には昼に渡した書類がそっくり残っていたが、一等書記官は見なかったふりをして新あらたな書類を積み上げた。

「それでは、これにて失礼させていただき……」「ヒダシュ書記官」

　用事を済すませて身みをひるがえそうとした書記官だが、その背中に子爵の声がかかる。

「あれはどうなった」

　壺を磨く手は止めないまま、何の前置きもなく、子爵は代だい名めい詞しを主しゆ語ごにして質しつ問もんする。が、その意い図とを察さつするのに困こまらないくらいには、ヒダシュ書記官もこの上司のもとで働はたらき慣なれていた。

「……ご指し示じの通りです。今までの保ほ管かん場所から、さらに北へ離はなれた地下倉庫に移しておきました」

「よかろう。──まったく、あの忌いま々いましい第三皇おう女じよめ。突とつ然ぜん現れたと思えば、余よ計けいな手間をかけさせてくれる」

　子爵の舌した打うちが響ひびく。書記官もまた、招まねかざる客のことを思い出して不安に駆かられた。

「……子爵殿の指示通り、取引のほうは止めておりません。本当に大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「今が搔かき入れ時とあっては仕し方かたがない。……それに、あの小こ娘むすめが何を嗅かぎ回っているか知らんが、昨日きのうの今日で我われ々われのやっていることを見抜くのは無理な話だ。米こめに関してだけなら、万まん一いち見つかったところで言い訳わけも利きくのだしな」

「しかし万一、現場で働はたらいている官かん吏りたちが捕つかまってしまえば……」

「くどい、そんなことはあり得ないと言っている！　もういいから下がれ！」

　上司が声を荒げると、もうひとつ納なつ得とくのいかない面おも持もちのまま、ヒダシュ書記官は一いち礼れいして執務室を出て行った。椅い子すにどっかりと腰こしを掛かけ直しつつ、子爵は不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らす。

「まったく、ろくな部下がおらんな……」

　舌打ち混じりのつぶやき。それから気を取り直して、彼は再ふたたび壺を磨き始める。が、作業を始めて二分と経たたないうちに、廊ろう下かのほうから慌あわただしい足音が響いてきた。

「なんだ、騒そう々ぞうしい！」

　苛いら立だちながら顔を上げたところで、せわしないノックが扉とびらを打ち鳴らした。

「し、子し爵しやく殿どの、来らい賓ひんです！　第三皇おう女じよが護ご衛えいを伴ともなってお越こしになりました！」

　壺つぼを磨みがく手をぴたりと止めて、ハマトイエ子爵は椅い子すから腰こしを浮かせた。







　子爵が駆かけ足で向かった応おう接せつ室しつには、騎き士したちを引き連れた金きん髪ぱつの少女が待まち構かまえていた。その状じよう況きようは前回の焼き直しだったが、前と違ちがう点が二つある。ひとつめが騎士団メンバーの一人、トルウェイ・レミオンの不在。もうひとつは、シャミーユ殿でん下かのまとう張りつめた空気だ。

　会え釈しやくし、対面の椅子に腰こし掛かけてから、ハマトイエ子爵はおそるおそる口を開く。

「これはこれは、第三皇女殿下……。ここまでお越しにならずとも、私の方から出向きましたものを。すぐにお茶を用意させますゆえ──」

「無む用ようだ。茶飲み話をしにきたわけではない」

　姫ひめ君ぎみが揺ゆるぎない声で断った。前回とは明らかに雰ふん囲い気きが違う。嫌いやな予感が膨ふくれ上がっていくのを感じつつ、それでもハマトイエ子爵は笑え顔がおを取り繕つくろって応おう対たいを続けた。

「これは失礼を申もうしました。──それで、今日は何か急ぎの御ご用ようでも？」

「そなたの企たくらみを暴あばきに来たのだ。結論から言おう──グナ米まいの不ふ作さくなど、やはりなかった」

　社しや交こう辞じ令れいの大半をすっ飛ばして、シャミーユ殿下は相あい手ての懐ふところ深ふかく斬り込む。子爵の笑顔が一いつ瞬しゆんにしてこわばった。

「第四穀こく倉そうより北西に二十キロほど進んだ先にある廃はい屋おくの地下室で、穀倉から持ち出されたと見える米の一部が見つかった。出で元もとの農家を示しめす伝でん票ぴようは剝はがされていたが、中なか身みがぴかぴかの新しん米まいだ。間ま違ちがいないだろう」

　馬ば鹿かな、こんなに早く見つかるなんて──そう口に出したいのを、子爵は辛かろうじてこらえた。が、彼が言うまでもなく、姫君自じ身しんがその役目を代わった。

「なぜこんなに早く見つかったのか、不ふ思し議ぎでならないか？　……確かに、米を隠かくせそうな場所は州しゆう内ないにいくらでもある。対して、こちらには全すべての場所を虱しらみ潰つぶしに探さがしているほどの時間はなかった。いくらミルトーグ大たい佐さの兵を当てに出来るとはいえ、借りられる人ひと手でにも限度がある。怪あやしい建物を一いつ軒けん一軒巡めぐり、その床ゆか板いたを一枚一枚剝はがして回る──そんなやり方では、どれだけ時間があっても足たりはしない」

「…………」

「ゆえに、ここではあえて受け身に回った。隠し場所を直接探たん索さくするのではなく、隠し場所に向かう者の姿を求めて、めぼしい街かい道どうを絞しぼって見み張はらせたのだ。先だって余よの詮せん索さくを受けたそなたらが、危き機き感かんから何らかの動きを見せることを期き待たいしてな」

　失しつ態たいを悟さとって、勅ちよく任にん官かんの口くち元もとがゆがんだ。念ねんには念を入れて、米の隠し場所を別に移させた──その処しよ置ちこそが裏うら目めに出たのだと、ここにきて彼もようやく悟さとる。

「馬車での運うん搬ぱんを前ぜん提ていとして、主おもだった道路を選び、強ごう盗とう事じ件けんの捜そう査さという名めい目もくで検けん問もんを敷しいた。その結果、見事に当たりを引いたというわけだ。──むろん検問で捕とらえたわけではない。そこは一度素す通どおりさせた上で、後をつけて隠かくし倉庫を突つき止めた。当然、あの一いつ箇か所しよだけではあるまいがな」

「……何か、誤ご解かいをされているようで──」

「釈しやく明めいにはまだ早いぞ、子し爵しやく。なぜなら、余はグナ米の隠匿を責めに来たわけではない」

　用意しておいた弁べん解かいの全すべてが、姫ひめ君ぎみの一ひと言ことによって無むに帰きした。口を半開きにしたまま硬こう直ちよくする勅ちよく任にん官かんを、姫ひめ殿でん下かの冷たい視し線せんが刺さす。

「グナ米まいの不作は演えん出しゆつされたものだった。となれば、それを根こん拠きよとした増ぞう税ぜいにも別の目的があると考えるのが自然だろう。余よはそこまで含ふくめて、そなたの企たくらみを暴あばきに来たのだ」

「…………ッ……！」

「いささか込み入ってきたようであるから、順番に話そう。──そもそも、余が最初に違い和わ感かんを覚えたのは、『女性に限定した増税』というやり方そのものだった。男に比くらべて実み入いりの少ない女に重い税ぜいを課かしたところで、税ぜい収しゆうを効こう率りつ的てきに増やせるわけもない。単なる増税のほうがよほど理りに適かなう。そなたも承しよう知ちの上だろう。ゆえに、どうしたらこの状じよう況きようがそなたの利り益えきに繫つながるのか……余も少し頭をひねって考えざるを得えなかった」

　姫君がすらすらと言こと葉ばを紡つむぐ。その瞳ひとみに宿る理り性せいの光が、目の前の男を圧あつ迫ぱくする。

「むろん、考えるだけでは足たりなかった。増税の影えい響きようが顕けん著ちよに表れているとされる花はな街まちを訪おとずれ、その様よう子すを実際に見て回って──借しやつ金きんを苦くにした女たちが他た州しゆうに逃げているという噂うわさを聞いたところで、ようやく正しい発想に至いたることができた。……エボドルク州だけを見ていては真しん相そうに至れない。この企ては、ここエボドルク州と東ひがし隣どなりのクンツーイ州、ふたつの州をまたいで構こう成せいされているのだ」

　一いつ拍ぱく置いて言葉を整せい理りし、シャミーユ殿でん下かはさらに続ける。

「その時点で思い出した。行ぎよう政せい資し料りようによれば、およそ五年前から、クンツーイ州ではルシニ風邪かぜが流りゆう行こうを続けている。不ふ治じの病やまいというわけではないが感かん染せん力りよくが強く、罹り患かん者しやに発熱と頭ず痛つう・腹ふく痛つうをもたらし、栄えい養よう状じよう態たいのよくない者には命に関わる病気だ。また、男より女のほうがずっと罹かかりやすいというのも特とく徴ちようのひとつ」

　表情を陰くもらせて、姫君は両手をきつく握にぎりしめた。

「この病やまいのために、いまクンツーイ州では女の人口が激げき減げんしている。必ひつ然ぜん、女がいなければ世代を繫ぐことができない──そうした危機感がひしひしと高まっている頃ころ合あいのはずだ。……ハマトイエ子爵、そなたはそこに目を付けた」

　悲しみから怒いかりへと、言葉に込めた感情が移り変わる。弾だん劾がいの瞳が勅任官を強く見み据すえた。

「いま、クンツーイ州の民たみは高い金を払はらってでも女を欲ほしがっている。それは視し点てんを変えれば、女が高く売れるということだ。そこに商しよう機きを見て取ったそなたは、なるべく事を表おもて立だてない形で、商しよう品ひんを隣となりの州しゆうに売り付ける方法を考えた。それが女に限った増ぞう税ぜいの真しん意いだ！」

　ついに追つい及きゆうが核かく心しんへ踏ふみ込んだ。子し爵しやくの膝ひざがかすかに震ふるえだす。

「そなたは今回、借金を苦くにした女たちがクンツーイ州に夜よ逃にげするよう誘ゆう導どうしたのだ。……遊ゆう女じよたちとて、もともと上じよう納のう金きんの形で税を納おさめていたはず。が、クンツーイ州の現状を知っていたそなたは、より効こう率りつよく彼女らを換かん金きんする手立てを思い付いたのであろう」

「……う、あ……」

「具ぐ体たい的てきな流れはこうだ。──増税で金に困った娼しよう婦ふに、金貸しが高こう利りの借金をさせる。やがて返へん済さいが不ふ可か能のうなところまで負ふ債さいが膨ふくらんでいき、これ以上は回収の見込みがないと判断した時点で、金貸しは彼女にクンツーイ州への移い住じゆうを促うながす。……ここで金貸しは債さい権けんを手放すことになるが、その点は問題がない。仲ちゆう介かいの形で人じん身しん売ばい買ばいビジネスに関わっている金貸しには、仕し掛かけ人から手数料が渡されるからだ。大した額がくではなかろうが、それでも金貸しにとっては都つ合ごうがいい。受け取る額がはした金にしろ、すでに金にならない客を買ってもらえるだけでも僥ぎよう倖こうなのだ」

　話すだけで吐はき気けのするような話だった。不ふ快かい感かんに耐たえつつ、姫ひめ君ぎみはその先を口にする。

「金貸しの仲介を経へて州しゆう境きようまで運ばれてきた娼婦は、自分の立場への認にん識しきすら曖あい昧まいなまま、クンツーイ州側の買い手に売ばい却きやくされる。……おそらくこの買い手も、手に入れた女を運んで売りさばく商人なのだろう。ともあれ、ここで受け取った金きん銭せんが仕掛け人の収しゆう益えきとなる仕組みだ。一部は金貸しへの手数料に回されるにせよ、大たい半はんは手の中に残るだろう。はした金ではないはずだ。ルシニ風邪かぜに苦しむクンツーイ州側の顧こ客きやくは、相そう当とうな高たか値ねでも女を欲ほしがっているだろうからな。──違ちがうか、ハマトイエ子爵？」

　一方的にまくしたてていた姫君が、ここで初めて相手の反はん応のうを待まつ。しばらくぶりに発言を許された子爵は、萎なえかけていた戦せん意いを奮ふるい立たせ、ここぞとばかりに無む実じつを主張し始めた。

「あ──呆あきれて言こと葉ばも出ませんな！　何もかも事じ実じつ無む根こんのデタラメでしかない！　私が人身売買で金を稼かせいでいたですって？　いったいどこにそんな証しよう拠こがあります！　失礼ながら、全すべて殿でん下かの憶おく測そくに過すぎないのではありませんか!?」

　その反論に、シャミーユ殿下は懐ふところから平べったい何かを取り出し、床ゆかに叩たたきつけた。

「憶測に留とどめておけるくらいなら、余よもこのように責せめたりはしない……。この木き札ふだが何か分かるであろう？」

　近きん視し気ぎ味みの両目を細めて、ハマトイエ子爵は足あし元もとに落ちたそれを見つめる。

「官かん公こう署しよで発行している、州しゆう外がい渡と航こうの許きよ可か証しよう……のようですな。これがどうしたと」

「州境で人身売買を行っていた連中のひとりから取り上げたものだ。二に等とう書しよ記き官かんマキンロ・タンゴナと言えば、そなたにもぴんと来るか」

「…………っ！」

「この木き札ふだだけなら証しよう拠ことしては薄うすい。そなたは盗ぬすまれたものだと言うかもしれんし、偽ぎ造ぞう品ひんの可か能のう性せいもある。だが、これを用いて違い法ほうな取引を行っていたのは、他ならぬこの官かん公こう署しよの職しよく員いんだったのだ。本人の身み柄がらもこちらで確かく保ほしてある。この事実、どう言い逃れる？」

　ハマトイエ子し爵しやくには信じがたい事実だった。この短期間に、州しゆう境きようの取引現場まで捜そう査さの手が伸びているなどとは……。

「……か、仮かりにその通りだったとしても、それは不ふ届とどき者の部下が勝かつ手てに行ったこと！　主神アルデラミンの名にかけて、私自じ身しんは何も関かん与よしておりません！」

「部下に責せき任にんを押し付けようというのか？　二に等とう書しよ記き官かんからはすでに、そなたの指示によって人じん身しん売ばい買ばいに及およんだ旨むねの証しよう言げんを取ってあるというのに」

「私にやらされたと言えば罪つみが軽くなるのだから、そんなものは方ほう便べんに過すぎないでしょう！　心しん外がいですぞ殿でん下か！　四百年の昔むかしより続く帝てい国こく貴き族ぞくの家いえ柄がらハマトイエ──その正せい統とうな末まつ裔えいたる私、テイゼニ・ハマトイエの言こと葉ばよりも、平へい民みん出での二等書記官の証言を信用されるのですか！」

「誰だれかに責任を押し付ければ罪が軽くなるという点では、そなたの立場も部下と何ら変わらない。そういう意味では、どちらの証言も信用に値あたいせぬ。……だが、今回の事じ件けんは州しゆうをまたいだ規き模ぼで、それも大勢の人間を巻き込んで行われていた。一いつ介かいの書記官のやり口にしては不自然に過ぎる。相そう応おうの立場にある人間が発案し、実行の指し揮きを執とったと考えるのが妥だ当とうだろう」

　子爵の歯は軋ぎしりが響ひびく。何と言われようが、彼に「その通りです」と認みとめる選せん択たく肢しはなかった。

「あくまでも私に罪を着せようと言うのですな……。ならばよろしい、これ以上話すことは何もありません。人身売買の件けんについては私の方でも調べを進めておきます。御ご用ようがお済すみなら、どうか殿下は今すぐお引き取り下さい！」

　口こう角かく泡あわを飛ばして突つっぱねる子爵だが、シャミーユ殿下にもその意い図とは読めている。部外者を追い払はらって証拠の隠いん滅めつに取り掛かるつもりなのだ。ここで攻せめきれなければ厄やつ介かいなことになる──そう思いながらも次の一いつ手てを打ちかねているところに、黒くろ髪かみの少年が声を挟はさんだ。

「いいじゃないですか、お姫さん。ああ言ってるんだし、ここは帰りましょう」

「ソローク……？　いや、しかし」

「人身売買について子爵が何も知らないというなら、きっとその通りなんでしょう。でも、それならそれで、噓うそをついた実じつ行こう犯はんに事情を聴きき直さなきゃなりません。まだ噓を言うようなら、手っ取り早く拷ごう問もんにかけるでもしないと。マシュー、君もそう思うだろ？」

「あ──ああ、そうだな。そうしよう。せっかく実行犯はウチに捕とらえてあるんだから」

　二人が交かわす物ぶつ騒そうな会話に、姫君はぎょっとする。子爵も慌あわてて声を上げた。

「ま、待まて。そこの君はミルトーグ大たい佐さの息子むすこだったな？　もし本当に軍ぐんのほうでウチの職しよく員いんを捕えているのなら、その身み柄がらを引き渡してもらいたい。軍人に罪ざい人にんを裁さばく権けん限げんはないはずだ」

「い、いや、そうはいきませんよ。今回の事件では、ウチの部隊の管理下にあったグナ米まいに手を付けられているんですから」

　マシューが首を横に振る。その意い図とが読めず困こん惑わくする姫ひめ君ぎみをよそに、イクタが続けた。

「第四穀こく倉そうに保管してある食料は、緊きん急きゆう時じには軍の糧りよう食しよくとしても使われることになっています。子し爵しやく殿どのもご存知ですよね？　それを許きよ可かなく移い動どうさせたのだから、こいつはつまり軍ぐん需じゆ物資の横流しじゃないですか。だったら軍事の問題として取り扱あつかわせてもらうのが筋すじでしょう」

「人じん身しん売ばい買ばいとグナ米まいの隠いん匿とくの関連性は立りつ証しようされていないだろう！　その点も含ふくめてこちらで捜そう査さすると言っているのが分からないのか！」

「そうは言っても、捕とらえた書しよ記き官かんの口からは、すでにグナ米の件けんについての情じよう報ほうだって聞き出しています。隠かくし倉庫の存そん在ざいも知っていましたし……ここまで来ればもう、二つの事じ件けんに関連がないと考えるのは不自然じゃないですかね？」

　子爵が言こと葉ばを詰つまらせる。ここで姫君も気が付いた。一度は引いたように見せかけて、イクタとマシューは別の角度から攻めているのだと。

「それに、身み柄がらの引き渡しなら、むしろこっちから要よう求きゆうすることになるんじゃないかな。『全すべてハマトイエ子爵に命じられてやった』という証しよう言げんを除のぞいて、タンゴナ書記官はまだ共きよう犯はん者しやの名前を吐はいていません。でも、ここの職しよく員いんの中に仲なか間まがいる可か能のう性せいは無む視しできない。これからの取り調べで新あらたな名前が出れば、その人物を一人ずつ取り調べに呼び出すことになります」

「なっ……！」

「そうやって呼び出した容よう疑ぎ者しやも、ひょっとしたら口を揃そろえて『全てハマトイエ子爵に命じられてやった』と言うかもしれない。でも、それは噓うそなんでしょう？　だったら本当のことを吐くまで厳きびしい取り調べにかけるしかないですね。ううん、気が重いなぁ……」

　腕うでを組んで白しら々じらしく唸うなって見せるイクタ。少し間を置いて、少年は次の一いつ手てを繰くり出した。

「……あ、でも、こういうのはどうですか？　そっちでも取り調べをしてもらって、容疑の固まった人間をまとめて引き渡してもらうんです。これだったら、新しい容疑者が浮かぶたびに呼び出す手間も省はぶけますよね？」

　緊きん張ちようのピークに達したタイミングで彼が提てい示じしたのは、意外にも相あい手てにとって都つ合ごうのいい妥だ協きよう案あんだった。子爵はとっさに返答を迷まよう。

「それは……もちろん、こちらでも捜そう査さは行おこなうつもりだが……」

「ええ、お願いします。こっちとしても、事件がここまで大きくなるとね……ええと、マシュー、君の親父おやじさんは何と言ってたんだっけ？」

「まとまった数の犯はん人にんを揃そろえてみせなきゃ示しめしが付かない。そういうことです、子爵殿」

　意を汲くんだマシューが即そく座ざに答える。イクタは満足げに微笑ほほえんで続けた。

「──さて。子爵殿が人身売買に関わっていないとなると、仕し掛かけ人は別にいるってことになります。だとすれば考えられるのは、子爵殿に準ずる立場の高こう等とう官かん吏りが複数で共きよう謀ぼうして行った……そういうシナリオなら、まぁ筋すじが通るでしょうか。お姫ひめさんもそれなら納なつ得とくいくでしょうし」

「……ほう、なるほど」

　その方ほう針しんにうまみを感じて、ハマトイエ子し爵しやくが腕うでを組んで考え込んだ。それなりの生いけ贄にえを選んで差し出せば、話を丸く収めてもらえる──今の話をそう解かい釈しやくした彼は、この場に部下が同どう席せきしていないことを好こう都つ合ごうだとさえ思った。

　一方、そんな相あい手ての様よう子すを眺ながめるシャミーユ殿でん下かの胸むねの中には、強い不ふ快かい感かんが渦うず巻まいていた。子爵の身代わりに、部下の官かん吏りをまとめて差し出される──そんな茶ちや番ばんじみた結末を、彼女は絶対に受け入れられない。……が、姫ひめ君ぎみにも分かっている。そんな決着はイクタたちだって望むはずがない。この会話の裏うら側がわで、彼らは何かを仕し掛かけているのだ。

「お姫さん。大だい丈じよう夫ぶです」

　肩に置かれたイクタの手が、彼女の確かく信しんを後押しする。瞬しゆん間かんで決意して、姫君はうなずいた。

「……分かった。その形でよかろう」

　彼女の答えに、ハマトイエ子爵はほっと胸をなで下ろす。事じ件けんの真しん相そうを追つい及きゆうするのは止めてやるから、こっちの面子めんつが立つだけの代だい価かを用意しろ──つまり示じ談だんでの決着というわけだ。

　腹はらの中なか身みを探さぐられたくない彼からすれば、それは最さい上じようの落としどころだった。──部下を何人か切り捨てたところで痛いた手でにはならない。だが、引き渡した後に余よ計けいなことを喋しやべられるのは厄やつ介かいだ。それなら筋すじ者ものに処しよ理りを頼たのむのがいいだろう。

「……そちらに差し出す容よう疑ぎ者しやは、その……死体でも構わないのでしょうか？」

　考えをまとめながら子爵が口に出したそれは、彼にとってごく当然の確かく認にんに過すぎなかった。マシューとイクタの口くち元もとがつり上がる。自じ覚かくのないままエサに喰くいついてしまった勅ちよく任にん官かんの背はい後ごで、次の瞬しゆん間かん、応おう接せつ室しつの扉とびらが荒あら々あらしく蹴けり開けられた。

「私たちを売って生き延びるつもりかッ！」

　金かな切きり声が響ひびき渡った。血けつ相そうを変えて部へ屋やに乱らん入にゆうしたヒダシュ一いつ等とう書しよ記き官かんが、開かい口こう一いち番ばんに叫さけんだのだ。子爵もハッとして身みをひるがえす。人じん身しん売ばい買ばいの仕掛け人に仕立て上げる予定の、勅任官に準ずる立場の高こう等とう官吏──その筆ひつ頭とうが彼だった。

「待まて、ヒダシュ──」

「ふざけるな、売られるくらいなら何もかもぶちまけてやる！　グナ米まいの隠いん匿とくも人身売買も、何もかもあんたの指示だったんだからな！」

　金かな切きり声ごえで言いながら、ヒダシュ書記官は懐ふところから書類を抜き出して見せつける。何かの契けい約やく書しよらしき紙面には、ハマトイエ子爵の直じき筆ひつと見えるサインが覗のぞいていた。

「見ろ、証しよう拠こならいくらでもあるぞ！　指示したのはあんたでも、実際に動いていたのは私たちなんだ！　ひとりだけ逃げられるなんて思うなよ！」

　裏うら切ぎりのショックに冷れい静せいさを失った書記官が、上じよう司しの悪あく行ぎようを声こわ高だかに暴あばき立てる。なんとかフォローしようとする子し爵しやくだったが、よく見ると、いきり立つ部下の後ろにもうひとつ人ひと影かげがある。所しよ在ざいなさげに立ち尽つくす背の高い美青年──ただひとり同どう席せきしていなかった騎き士し団だんのメンバー、トルウェイ・レミオンだ。

「……き、貴き様さまらっ！　まさか最初からこのつもりで……!?」

　ここに至いたってようやく、子爵も自分がはめられたことを悟さとった。が、すでに手て遅おくれだ。もっとも身近な部下の証しよう言げん、これに勝まさる証しよう拠こはない。そもそも姫ひめ君ぎみには最初から今まで、この一いつ件けんを示じ談だんで済すませる気など微み塵じんもなかった。そこを見み誤あやまった時点で彼の負けだったのだ。

「……なるほど、な。余よには知らされていなかったが、こういう手て筈はずであったか」

　シャミーユ殿でん下かの瞳ひとみが、いっそうの鋭するどさを宿して勅ちよく任にん官かんを見み据すえる。部下を黙だまらせようと四し苦く八はつ苦くしていたハマトイエ子爵も、その視し線せんに気が付いて、引きつった顔で振り向いた。

「で、殿下……これは……」

「もうよい。せっかく節せつ約やくした時間を無む駄だにしたくはない」

　吐はき捨すてるように言って立ち上がり、姫君は冷ややかに告つげた。

「テイゼニ・ハマトイエ子爵。そなたは職しよつ権けんを濫らん用ようして法を改かい変へんし、違い法ほうな人じん身しん売ばい買ばいに及およんだ。相そう応おうの処しよ罰ばつを覚かく悟ごしてもらわねばなるまい。が──その前に、これだけは一いち応おう聞いておこう。何を思ってこのような愚ぐ挙きよに及およんだ？」

　罪つみを犯おかした者と、その犯はん行こうを暴あばき終えて、局きよく面めんはすでに動機の追つい及きゆうまで進んでいた。もはや言い逃のがれる手はないと悟さとった子爵の目は血ち走ばしり、ろくに視線さえ定まらない。

　そんな危あやうい状じよう態たいのまま、荒い呼こ吸きゆうを何度も繰くり返した後──何を思ったか。彼は机つくえの上に置いてあった壺つぼを手に取って、つかつかと姫ひめ殿でん下かに歩み寄った。

「お、お納おさめください！　シエナ白はく磁じの最さい上じよう品ひんです。これひとつで金きん貨か千枚にはなりますぞ！」

「……なに……？」

「それで足たりなければ、絵かい画がに興きよう味みはおありでしょうか？　あるいは彫ちよう刻こく、金きん細ざい工くならば？　何なりと仰おつしやってください。お望みのものを用意いたしますゆえ……！」

　媚こびた笑えみを浮かべる子爵の声を聞き続けるにつれて、姫君の顔がどんどんこわばっていく。

「それは……私を買ばい収しゆうしようとする試こころみと思ってよいのか……」

「買収など畏おそれ多い！　ただ私は、誠せい意いを形にして示そうと──」

　こみ上げる不ふ快かい感かんが腕うでを突つき動かし、ほとんど衝しよう動どう的てきに、姫君は差し出された壺をはたき落としていた。名めい工こうの手になる陶とう器きは床ゆかに叩たたきつけられ、子爵の足あし元もとで無む残ざんに砕くだけ散る。

「誠意を示すに賄わい賂ろをもって成なす……その発想が誤あやまりなのだと、どうして気付けないッ！」

　それは絶ぜつ叫きように近かった。同時に、白磁の残ざん骸がいを見下ろす子爵の中でもタガが外はずれた。

「な──何が悪いッ！　世せ間けん知らずの箱はこ入いり娘むすめが知ったような口を利ききおってェ！　娼しよう婦ふなぞ独ひとり身みを盾たてにとって税ぜいはろくに払はらわぬし、存そん在ざいするだけで風ふう紀きを乱みだす上に、誰だれの種たねとも分からず孕はらんだ子供を産み散ちらかす！　州しゆう全ぜん体たいにとって迷めい惑わく極きわまりない存そん在ざいだぞ！」

　冷れい静せいさと一いつ緒しよに礼れい節せつまで吹き飛んだ。ハマトイエ子し爵しやくがまくしたてる一ひと言こと一言は、皮ひ肉にくにもここにきてようやく、噓うそ偽いつわりのない彼の言こと葉ばになっていた。

「そんな汚けがらわしい連中を、女が求められている隣となり州しゆうにわざわざ導みちびいてやったのだ！　采さい配はいを褒ほめられこそすれ、責せめられる謂いわれなどないッ！　需じゆ要ように対して供きよう給きゆうを満たしてやる、これこそ為い政せいの基本だろうが！」

　その開き直りは、子爵の人生における最大の悪あく手しゆだった。姫ひめ君ぎみの中で何かがぶちんと切れる。

「……を……だな……」

　うつむいた少女の口を、低い声が突ついて出た。握にぎりしめたこぶしから、骨ほねの軋きしむ音が響ひびく。

「……守り導みちびくべき民たみを売って、金に換えるような真似まねを……貴き様さまは為政と呼んだなァッ！」

　弾はじかれたように姫君の手が伸び、黒くろ髪かみの少年が肩にかけていたボウガン一式をもぎとった。すぐさま滑かつ車しやを使って弦げんを巻き上げ、そこに矢を番つがえる。基地での暮くらしの中で、彼女も多少は武器の扱あつかいを学んでいた。

「ひィ……ッ!?」

　向けられた殺さつ意いに怯おびえた子爵が後ずさった。その胸むな板いためがけて、姫君が照しよう準じゆんを合わせていく。

「や、やめろ！　いくら皇こう族ぞくでも、独どく断だんで勅ちよく任にん官かんを手にかけるなど……！」

「否いな！　貴様は立りつ法ぽうを私わたくししたのみならず、帝てい室しつへの忠ちゆう義ぎを金でねじ曲げようとした！　無ぶ礼れい討うちに足たるだけの不ふ敬けいだ！」
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　引き金に指がかかる。彼女の剣けん幕まくに気け圧おされた子し爵しやくは、後退した先で机つくえに腰こしをぶつけた挙あげ句く、不ぶ様ざまに尻しり餅もちをついた。的のその動きに合わせて、姫ひめ君ぎみの狙ねらいも下か方ほうに修しゆう正せいされる。

「は……はぁっ……！　や、やめ……！」

「恐ろしいか!?　ああ、そうであろうな！　そなたが堕おちる先を思えば、死後の安らぎなど期待できようはずもない！」

　語る声がどうしようもなく震ふるえた。……目の前の男だけを責せめれば済すむ話なら、どれだけ楽らくだったろう。だが、彼女は知ってしまっている。腐ふ敗はいの大おお元もとがどこにあるのか。永えい霊れい樹じゆの枝えだ葉はの腐敗は、結局のところ、幹みきのそれを反映したものに過すぎないのだと。

「だが安心せよ、そこは遠からず余よも向かう場所だ。──一足先に灼やかれて待まっているがいい！」

　指が引き金をしぼる。解き放たれた矢が一直線に宙ちゆうを走り、その先に深々と突つき立った。

「………は、ぁ、はぁあッ……！」

　脂あぶら汗あせが顔中から噴ふき出し、股またぐらから漏もれ出した尿にようがじゅうたんに染しみを作った。……尻餅をついて机に背中を預けた子爵の、こめかみの真横に、放たれた矢は突き刺ささっていた。狙いがあと二センチ左にずれていれば、彼はすでにこの世の人ではなかっただろう。

「……心情的には、止めたくないところなんですがね」

　その二センチを生んだ少年の手が、今なおボウガンを横からつかんでいた。視し線せんで射い殺ころさんばかりに子爵をにらみつける姫君に、イクタはゆっくりと、嚙かんで含ふくめるように言い聞かせる。

「ここで子爵を無ぶ礼れい討ちにすると、経けい緯いがどうあれ、彼と同じ貴き族ぞくで構こう成せいされる内ない閣かくの態たい度どを硬こう化かさせる恐れがあります。新しい連隊の設せつ立りつと運うん営えいを控ひかえたこの時期に、そこまでやらかすのは得とく策さくじゃない」

「………………」

「人じん身しん売ばい買ばいの件けんについては決着が着きました。真しん相そうを暴あばいた以上、この件はあなたの勝ちです、お姫さん。……せっかくの勝利を血で汚すことはない。このまま矛ほこを収めてください」

　騎き士しの口にする諌いさめの言こと葉ばに、昂たかぶっていた精神も少しずつ落ち着きを取り戻す。グリップを握にぎる手に少年の手のひらが覆おおいかぶさり、その肌はだを通して伝わる温かみが、こわばった指を解きほぐしていった。

「ヤトリ、ハロ、お姫さんを連れていってくれ。──ここから先は僕たちだけでやる」

　少女の手からボウガンをそっと取り上げたところで、イクタがそう言った。ヤトリとハロもうなずき、左右から姫君の肩を支えて部へ屋やを出て行く。彼女たちの背中を見送ってから、残る騎士団の三人は顔を見合わせて、その視線を二人の官かん吏りたちに移した。

「さて、ハマトイエ子爵。それにヒダシュ一いつ等とう書しよ記き官かんも。お疲つかれのところ申もうし訳わけありませんが、もう少し付き合ってください。ここからは僕ぼくが、第三皇おう女じよ殿でん下かの役割を代だい行こうしますので」

　イクタが淡たん々たんと言う。シャミーユ殿でん下かの奮ふん戦せんによって、この場の主しゆ導どう権けんは完全に彼らのものになっていた。半なかば放ほう心しん状じよう態たいにあるハマトイエ子し爵しやくに歩み寄り、少年はかがみ込んで視し線せんの高さを合わせる。

「まず、問題の悪あく法ほう──女性に限定した増ぞう税ぜい措そ置ちを撤てつ回かいしてください。人じん身しん売ばい買ばいについては全すべての取引を即そつ刻こく中ちゆう止し。隠いん匿とくしたグナ米まいも市し場じように戻してもらって、クンツーイ州しゆうに売り飛ばした女性の債さい務むをあなたに全ぜん額がく肩かた代がわりしてもらいます。まさか断ことわれるとは思いませんよね？」

　完全な脅きよう迫はくだ。子爵には首を縦たてに振る以外の選せん択たく肢しがなかった。

「よろしい。では次に、官かん公こう署しよの業ぎよう務む体たい制せいの健けん全ぜん化かを約やく束そくしてもらいましょう。少なくとも真っ昼間から双すご六ろく賭と博ばくの会場にならない程てい度どには。ここまで完かん璧ぺきにやって、ようやく子爵殿どのは無ぶ礼れい討うちの運命を避さけられると思います」

　力なくうなずくばかりの勅ちよく任にん官かんに、イクタはさらに続けた。

「さて、ここから先は強制ではなくお願いになりますが──もし子爵殿が今後も貴き族ぞくとしての立場を保ちたいというのなら、よく聞いておいたほうがいいでしょうね」

　抜ぬけ殻がらも同然の状じよう態たいから、それを聞いた子爵が、わずかに顔を上げる。

「エボドルク州だけに限れば、米こめで儲もうけるのもいいですがね。──知ってますか。同じ穀こく物もつなら、これから先はトウモロコシが熱いんですよ？」

　彼が見上げた先には、悪あく党とうの笑えみを浮かべて商談を始めた、したたかな少年の顔があった。
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　よく晴れた日の夕方、テトジリチ邸ていではちょっとしたイベントが催もよおされていた。広大な敷しき地ちには軍人・民間人・老ろう若にやく男なん女によの区別なく、招しよう待たいを受けた大勢の人々が集まっている。親しん睦ぼくのための屋おく外がい食事会といったところだった。

　立りつ派ぱな焚たき火があちこちで燃えている。それぞれの火の周まわりでは、串くしに刺ささった肉が焼かれていたり、熱せられた鉄てつ板ぱんで焼き飯めしが作られていたりする。それらを飲み食いしながら談だん笑しようする人々の笑い声が、鮮あざやかな橙だいだい色いろをした夕空の下を、にぎやかに絶たえ間まなく行き交かっていた。

「──なるほど。そういうことでしたか」

　そんな光こう景けいを窓まどから見下ろしつつ、ミルトーグ大たい佐さは二階の自室で、シャミーユ殿下と騎き士し団だんからの報ほう告こくを受けているところだった。不作を演えん出しゆつするためのグナ米の隠匿を始め、女性に限定した増税の狙ねらいが隣となり州しゆうを相手にした人身売買にあったこと……今回の事じ件けんの詳しよう細さいを、姫君は時間をかけて事こと細こまかに説明し終えた。

「企くわだての全てを見抜かれたことで、ハマトイエ子爵の計画は完全に断たれた。隣州に売られた遊ゆう女じよたちの負ふ債さいは子爵が肩かた代がわりし、隠匿していたグナ米は申しん告こく漏もれということで市場に戻り、徴ちよう税ぜいの方法も従じゆう来らいの形に戻されるであろう。──この結末をもって、大たい佐さ殿どのを縛いましめる枷かせは取り払はらわれたものと考える。いかがであろうか」

「望むべくもない結末です。しかしまさか、勅ちよく任にん官かんの主しゆ導どうでこのような不正が行われていたとは……。殿でん下かがこの件けんを調べて下さって、本当に幸さいわいでした。心より感かん謝しやいたします」

　肉付きのよい顔をほころばせて、ミルトーグ大たい佐さは深く頭を下げた。が、軽くうなずいて礼れいを受け取りつつも、姫ひめ君ぎみの表情はどこか晴れない。

「役に立てたのならば余よも嬉うれしい。……が、大佐殿どの。ひとつだけ尋たずねてもよいか」

「は、何でしょうか」

「ハマトイエ子し爵しやくの企くわだてについて──余がいま説明した内容のおおよそを、そなたは最初から知っていたな？」

　いっぺんに空気が凍こおりついた。問といというよりも確かく認にんじみた口く調ちようでそう言われて、数すう秒びようの逡しゆん巡じゆんの末、ミルトーグ大佐は正直にうなずいて見せた。

「……ご賢けん察さつの通りです。参まいりましたな、申もうし開きのしようもありません」

「やはりそうだったか。……運うんに助けられた部分はあるにせよ、部外者の余がこの短期間の捜そう査さで真しん相そうに辿たどり着けたのだ。エボドルク州しゆうに長く住み、地じ元もとを知り尽つくしているはずのそなたが、同じことに気付けないはずはないと思ったが……」

　寂さびしげに言う姫君の背はい後ごから、マシューが一歩進み出てきて、父親と向き合った。

「……分かっていたなら、なんで最初に事情を説明してくれなかったんだよ。そうすりゃ捜査の手間もずいぶん省はぶけたのに」

「マシュー、お前にも黙だまっていてすまなかったな。……確かに、何もかも打ち明けるという手もあったのだろう。だが、私にはどうしても踏ふみ切れなかった。なぜならそれは同時に、ハマトイエ子爵の悪あく行ぎようを知っていて見み過すごしたと、自みずから告こく白はくすることにもなるからだ」

　息子むすこの視し線せんを受け止めつつ、ミルトーグ大佐は苦く渋じゆうの面おも持もちで明かした。

「知っていながら告こく発はつ出来なかった、それは紛まぎれもない事実だ。だとすれば癒ゆ着ちやくがあったとさえ疑われかねない。だからまずは、姫ひめ殿でん下かが聡さとく思し慮りよ深い方であることを……そういった短たん絡らく的てきな物の見方をするお人でないことを確かめる必ひつ要ようがあった。もしそれが叶かなわないのなら、お前たちに事件を終わらせてもらわねばならなかった。テトジリチとは関係のない場所で」

「だから黙ってたってのか？　……理り屈くつは分かるけど、納なつ得とくはできない。問題解決のために殿下の権けん威いを利用しておきながら……卑ひ怯きようだろ、それは」

「まさにその通りだ、マシュー。損そんをする誠せい実じつと得とくをする卑怯を秤はかりにかけて、私は後者を選んでしまったのだ。その卑いやしさを、私は恥はじる。……父親として、一人の軍人として、心から恥じる」

　ミルトーグ大佐は姫君に向き直り、その場にひざまずいて深々と頭こうべを垂たれた。息子の断だん罪ざいをかわさず受け止めた彼の謝しや罪ざいを目にして、シャミーユ殿下は静かにかぶりを振った。

「良いのだ、責せめる気はない。……そなたの立場からでは、ハマトイエ子爵の不正を諌いさめるのが難むずかしいことは分かっている。地ち域いき住じゆう民みんとの良りよう好こうな関係に加くわえて、官かん吏りとの上じよう手ずな付き合いの上にしか、この地域における軍ぐん隊たいの経けい営えいは成立しないであろうからな」

「…………」

「官かんと民みんの間で板いた挟ばさみになる軍人の苦く悩のうは想そう像ぞうに難かたくない。だが、そうした困こん難なんの中にあって、そなたは余よの来らい訪ほうを奇き貨かとして利用してのけた。……騙だまされたとは思わぬ。むしろ、そのしたたかさを評ひよう価かしたいと思う」

　ひざまずいた姿し勢せいをかたくなに崩くずさない大たい佐さに歩み寄り、シャミーユ殿でん下かは彼の手を取った。そのまま腕うでを引いて立ち上がらせると、相手の目を間近に見つめながら、彼女は言う。

「これ以上詫わびてくれるな。もはや心苦しいばかりだ」

「殿下……」

「この一いつ件けんを通して、余もまたミルトーグ・テトジリチの器き量りようを測ることになった。そなたならば大たい任にんを預けるのに不足はない。我われ々われを含ふくむ大勢の兵士たち、そしてシナーク族四千人余よの運うん命めいを乗せた連れん隊たい運うん営えいの件……どうか、よろしく頼たのむ」

　強い意志の光を宿やどした瞳ひとみが、ミルトーグ大佐をじっと見つめる。その輝かがやきに促うながされるようにして背せ筋すじを伸ばし、テトジリチ家当とう主しゆは、単たんなる礼れい節せつ以上の意味を込めて敬けい礼れいした。

「拝はい命めいしました、第三皇おう女じよ殿でん下か。──帝てい国こく陸りく軍ぐん大佐ミルトーグ・テトジリチ。この命ある限り、全ぜん霊れいをもって連隊運営の任にんを果はたすことを約やく束そくします」







　報ほう告こくが済すむと、ミルトーグ大佐の勧すすめもあって、姫ひめ君ぎみと騎き士し団だんは庭で行われている屋外パーティーに加くわわることになった。全員揃そろって屋や敷しきの外へ出たところ、大佐の姿を見つけた民間人が、酒しゆ杯はいを片手に次々と寄ってくる。

「これはこれは大佐殿。おかげさまで楽しくやっておりますよ」

「坊ぼつちゃんも大きくなられましたな！　父親譲ゆずりの立りつ派ぱなお腹なかで、ほっほっほ……！」

　誰だれもが気さくに声をかけてくる。彼らにつかまったテトジリチ親子は、すぐに受け答えするだけで精いっぱいの有あり様さまになってしまった。親しん睦ぼくに水を差すのも気が引けたので、マシューを除のぞく騎士団と共に、姫君もそっとその場を離はなれていく。

「大佐もマーくんも忙いそがしそうだね。ぼくらはぼくらで勝手にやろうか」

「そうですね！　もうわたし、お腹なかぺこぺこです～」

「同感ね。じゃ、私は飲み物を取ってこようかしら」

　自然とそういう流れになって、ヤトリとトルウェイとハロが動き始めた。が、やはり余所よそ者ものは目立つのか、少し人ごみに近付いたところで地元民から質しつ問もん攻ぜめに遭あっている。目当てのものに辿たどり着くまでには、三人ともまだまだかかりそうだった。

「……子し爵しやくには相そう当とうな条じよう件けんをふっかけたようだな」

　周しゆう囲いの喧けん騒そうに紛まぎれて、シャミーユ殿でん下かが小声で隣となりの少年に話しかける。イクタはしれっとした顔で応じた。

「ま、それなりに絞しぼらせてもらいましたよ。シナーク族の今後が掛かかっていますからね。お姫ひめさんと違ちがって、僕ぼくは悪あく党とうのやり口を真似まねることにそれほど抵てい抗こうがないんで」

「そう悪あく役やくを買って出ずともよい。今回の件けんに関して言えば、どこまでいっても余よが主しゆ犯はんなのだ」

　揺ゆるぎない口く調ちようで姫ひめ君ぎみは言い切る。そのかたくなな態たい度どに、イクタは軽くため息いきをついた。

「……確かに、ミルトーグ大佐に連隊運営を頼むという大元のアイディアからして、本当は僕でなくお姫さんの発案です。僕にとっても都つ合ごうがいいので協きよう力りよくしましたが……これもやっぱり、例の企たくらみに向けた布ふ石せきの一いつ環かんなんですか？」

　尋たずねながら、イクタは思い出す──かつて二人きりの馬車の中で打ち明けられた彼女の望み。斜しや陽ようの帝てい国こくを価か値ちある敗北へと誘いざなうという、この姫君のとてつもない願いを。

「まだ教えぬ。そなたが気持ちを固めるまではな」

　少女はにべもなく返答を拒こばんだ。どうせそんなことだろうと思っていたので、イクタも食い下がりはしない。話を一度そこで終わらせて、すんなり話題を別に移す。

「それにしても、部ぶ隊たい指し揮き官かんの邸てい宅たくで民間人を交まじえた食事会とはね。さすがはテトジリチと言うべきかな」

　感心するイクタの視し線せんの先で、テトジリチ親子は招しよう待たいした近きん隣りん住じゆう民みんに愛あい想そよく応おう対たいしている。それほど距きよ離りが離はなれているわけではないので、その内容も断だん片ぺん的てきに聞こえてきた。

「どうも最近、町のほうで浮ふ浪ろう者しやが増えていて……」「野や犬けんの群むれが家か畜ちくを襲おそうのですが、何とかなりませんかな」「隣となり州しゆうからの輸入のために綿めん花かの売うり値ねが急落し……」「日ひ雇やとい労ろう働どうの賃ちん金ぎんが低すぎて困こまっています──」

　日常生活の悩なやみ事を中心に、人々の話題は多た岐きに渡っていた。同じ光こう景けいを少年の隣で見守っていた姫君が、ぽつりと口を開く。

「おかしな光景だとは思わぬか。本来ならば官かん吏りが頭を悩ませるべきああいった相そう談だんが、当たり前のように軍人に寄せられるというのは」

「それをおかしいと思える感かん覚かくを、帝国人の多くは失って久しいんですがね」

　辛しん辣らつな言こと葉ばを吐はくイクタに、シャミーユ殿下も真ま顔がおでうなずいてみせる。

「……そう、これは何もエボドルク州に限った話ではないな。程てい度どの差こそあれ、帝国内のどこでも見られる光景だ。貴き族ぞくの息いきがかかった鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんが事実上の大だい官かん吏りを兼かねる北ほく域いきは、やや特とく殊しゆな例だったが……ほぼ全すべての地方、全ての州では、ここと同じ構こう造ぞうが見られる。民たみは何事につけ軍人を頼たより、軍人は民の要求の受け皿ざらとなり、貴族はその両方に寄き生せいする。これこそが帝国における普ふ遍へん的てきな社会の在あり方になってしまった」

　話に耳を傾けながら、イクタは姫君の横顔をそっとうかがった。目の前に広がるにぎやかな光こう景けいを、少女はどこか、遠い異い国こくの景け色しきのように眺ながめている。

「余よは三歳から十二歳までの大半をキオカの地で過すごした。そのことは前に話したな。だが、政治上の手て駒ごまとして扱あつかわれる立場というのも、これで何かと忙いそがしい。政せい局きよくが危うくなるたびに担かつぎ出されたものだから、キオカと帝てい国こくを往おう復ふくしたのも一度や二度ではない。……そうすると必ひつ然ぜん、帝国に向かうまでの通り道には東とう域いき──今は旧きゆう東域となってしまった地域を通過することになった。そなたなら想そう像ぞうできるだろう。国こく策さくとしての開かい拓たくに失敗して、移い民みんを住まわせたまま半なかば放置されていた頃ころの東域だ」

　閉じたまぶたの裏うら側がわに過か去この情じよう景けいが蘇よみがえる。語る声は、少しずつ震ふるえを帯びてきた。

「馬車の窓まど越ごしに眺めるだけでも、そこに暮らす人々の悲ひ惨さんな状じよう況きようはよく分かった。目は血ち走ばしり、肉が削そげて鎖さ骨こつが浮かび上がり、腫はれあがった歯は茎ぐきから歯はほとんど抜け落ち……飢うえと病やまいに蝕むしばまれた人間の有あり様さまは、その時の余の目には、いっそ別の生き物のようにさえ映った。

　ほとんどは距きよ離りを保って行き過ぎるだけだったが……一度だけ、補ほ給きゆうの中ちゆう継けい点てんとなる集落で、飢うえた民みん衆しゆうに隊たい列れつごと囲まれたことがある」

　寒さむ気けに耐たえかねたように肩を抱いて、それでもなお執しつ拗ように、少女は記き憶おくを辿たどっていく。

「彼らの要求が何だったのかは分からない。おそらく食料や医い薬やく品ひんの融ゆう通ずうを求めていたのだろう。だが、今後の道中で皇こう族ぞくに不自由させるわけにはいかないと考えてか、護ご衛えいの軍人たちは彼らの要求を固く突つっぱねていた。『控ひかえよ！　畏おそれ多くも第三皇おう女じよ殿でん下かの送迎中であるぞ！』というように声を荒あらげてな……」

　ふいに横合いから風が吹きつけた。乱みだれた金きん髪ぱつが、張りつめた表情を覆おおい隠かくす。

「それを聞きながら、馬車の中で、余はいたたまれなくなった。……囲まれている状況などよりも、我わが身みの無む力りよくがひたすら苦く痛つうだったのだ。飢えた民たみに何の施ほどこしも出で来きない自分に、その絶望的なちっぽけさに耐えかねた」

　ぎり、とイクタの奥おく歯ばが軋きしんだ。……帝国に暮らす皇族が止めようもなく腐ふ敗はいしていく一方で、キオカの地に育った第三皇女だけが、統とう治ち者しやとしての倫りん理り観かんを正しく育んでいる。それは吐はき気けをもよおすような皮ひ肉にくだった。

「──だから、余は……余は、思い切って外に出たのだ。馬車を下りて、外に……」

　手足が震えだし、言こと葉ばがつっかえ始める。そこから先を語ることを体が拒きよ否ひするかのように。

「……衆しゆう目もくに姿を晒さらした瞬しゆん間かん、人々の視し線せんが一いつ斉せいに余に集まった。当然の成り行きとはいえ、余は怯おびえた──非ひ難なんを受けると思ったからだ。悪あく政せいの結果として貧ひん困こんが蔓延はびこる地に、当の皇族が何食わぬ顔で顔を出したのならば、そうなることはむしろ必ひつ然ぜんだ。……キオカと帝国を何度も行き来していれば、カトヴァーナ内ない閣かくの為なしている政治が悪あく政せいであることは嫌いやでも分かる。余は皇族の一員として、その責任を追つい及きゆうされる立場にあるはずだった。どんな非難でも、歯を食いしばって受け止めなければならないと思っていた……！　彼らの不満と怨えん嗟さを受け止め、我わが身みの不覚を骨の髄ずいまで思い知って──それから今度こそ、彼らに対して出来ることを探さがそうと──」

　まくしたてる言こと葉ばの勢いきおいに比ひ例れいして、全ぜん身しんの震ふるえがピークに達し──次の瞬しゆん間かん、その全すべてが噓うそのように収まった。

「──だが。非ひ難なんの声は、なかった」

　そして、イクタは見た。姫ひめ君ぎみの口くち元もとに、底知れない深しん淵えんを湛たたえた自じ嘲ちようが浮かぶのを。

「なかった。そう、何もなかったのだ。覚かく悟ごを決めて身みを固くしていた余よを、彼らの視し線せんはことごとく素通りしていき──再ふたたび軍人たちへの陳ちん情じようが始まった。ああ、そうだ──あの時、余は責めてすらもらえなかった。我わが身みを置き去ざりに激しさを増していく喧けん噪そうの中で、誰だれにも存そん在ざいを認められず、ただただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすしかなかった……」

　その記き憶おくこそが、少女の心に刻きざまれた不ふ治じの傷きず。光の失せた目が遠い空をさまよった。

「初めは、余が子供だから相手をしてもらえないのかと思った。……だが、別の機き会かいに年ねん輩ぱいの貴き族ぞくを仲なか立だちさせてみても、やはり成り行きは同じだった。人々の目はあくまでも軍人を向き、我われ々われは見向きもされない。じきに余は悟さとった──もはや彼らは、余に何も望んでいない。いや、永霊樹カトヴアンマニニクの名を冠かんする皇こう族ぞくに、その権けん威いを受けて君くん臨りんする貴族に、何の期待もしていないのだと」

「…………」

「責せき任にんを取ろうなどとおこがましい。とうの昔むかしに、余は弾だん劾がいを受ける資格すら失っていた。終わりのない悪あく政せいに、それを為なす貴族と皇族に、けれど人々は裏うら切ぎられたという感覚すら抱いだいていなかった……。最初から信しん頼らいなど無かったからだ。この国の支配者はそういうものでしかないと、彼らが早々に諦あきらめていたからだ。自じ覚かくしている者は少ないようだが──この国では、その絶対的な諦めを指して貴き種しゆへの畏い敬けいと呼んでいる。分かるかソローク。信しん仰こうはあっても信頼はなく、尊そん厳げんはあっても顕けん現げんはなく。我々は神のごとく畏れられ、神のごとく諦められているのだ。

『忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け』が帝てい室しつを奉ほうじて国をまとめ直した頃ころから、窮きゆう地ちを何とかするのはいつも軍人だった。貴族と皇族はそれに寄りかかって来たに過ぎず、それどころか、その安あん楽らくさに味を占しめたのちは確かく信しん的てきに寄き生せいしてきた。ただし威い厳げんの演えん出しゆつを忘れず、実じつ態たいを伴ともなわない畏おそれだけを民みん衆しゆうの心に植え付けながらな……。その腐くさった血けつ脈みやくの末まつ裔えいこそが、他ならぬ余なのだ。貴種の誇ほこりも責任も、この身にあろうはずはない──」

　少年にはかける言葉がなかった。それでも姫君は彼の手を握にぎる。すがりつくように固く、固く。

「だから、ソローク……。初めて出会った頃ころ、そなたが皇族としての余に向けていた負ふの感情。あのまっすぐな憎にくしみですら、民たみに憎んでさえもらえぬ余には、分ぶん不ふ相そう応おうの救いだったのだ」

　憎ぞう悪おですら愛いとしかったと、姫君は言う。イクタもようやく知った──そんな救いのない倒とう錯さくを抱えたまま、彼女は今この瞬間も地じ獄ごくを生きているのだと。

「ああ、だというのに……出会ってからこの方、そなたを喜よろこばせるようなことを、そなたに好すかれるような振る舞まいを、余よは何一つしてやれずにいるな。その点ばかりは詫わびようもない。……それでもせめて、まだ憎にくんでくれているだろうか。余を憎み、余の罪つみを裁さばく意思を、心の奥底に秘ひめていてくれるだろうか──」

　少年には応じる言こと葉ばがなかった。死者を前にした時と同じように。……彼に出で来きたのはただ、震ふるえる少女の手を握にぎり返すことだけだった。相あい手ての望むままに強く、離はなれぬように固く。
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　家か畜ちく小屋から響ひびき渡った鶏とりの鳴き声が、メライゼの意い識しきを眠りの淵ふちから浮き上がらせた。

「む、朝か…………うぅしっ！」

　簾ひさしの隙すき間まから差し込む朝日に目をしょぼしょぼさせつつ、彼は両手で頰ほおを張って気き合あいを入れる。敷いたゴザに並んで寝ねていた子供たちも、それで次々と身みを起こし始めた。

「ふぁあ……お父、おはよぅ……」「むにゃー……あて、水汲くんでくるがー」

　寝ねぼけ眼まなこで立ち上がった長女が、中なか身みの減った水みず桶おけを片手に玄げん関かんへ向かっていく。うっかりそのまま見送りかけたメライゼだが、扉とびらが開いたところで間ま違ちがいに気が付いた。

「待まつが、チャキリ。今はそっちでね。井い戸どなら裏うら手てにあんぞ」

「ふへ……？　……あ、そだ、そうだったが。今は川まで歩かんでもええんだったが」

　父の言こと葉ばを理り解かいした長ちよう男なんが慌あわてて踵きびすを返す。そのやりとりの間に、まだ幼おさない三さん男なんを抱いて眠っていたメライゼの妻つまも身を起こした。

「おはよ、あんた……。いま朝あさ飯めしさ用意すっからな」

「ああ、ええがええが、もうちっと寝てろ。うてはパンでも適てき当とうに詰つめ込んでくけ」

「いんや、ダメだ。ちゃんと野や菜さい取らねと体が疲つかれやすくなるって、ハンナさんも言っとった。すぐに作ってやるけ、子供らといっしょに座すわって待っとれ。──ジボ、竈かまどに火点つけてくれねが！」

　パートナーの火ひ精せい霊れいに手伝いを頼たのみつつ、妻がいそいそと台所に立つ。その背中を見守りつつ、メライゼは苦く笑しようを浮かべた。




　質しつ素そながらも彩いろどりのある朝食を済ませると、メライゼは長男といっしょに家を出て畑仕事に向かった。畑までの道中、背中からパートナーの水みず精せい霊れいエクが声をかけてくる。

「メライゼは最近、少し肉付きがよくなったようだ」

「ん？　ああ、肉やら野菜やら、飯めしのおかずに色々と付くようになったかんな。昼は女によう房ぼう組ぐみの連中がどっさり飯を持ってきてくれっし」

　会話に応じながら、メライゼはふと空を見上げる。雲に包まれた大アラファトラの山さん頂ちようはそこにはなく、深い青空が我わが物顔に広がっているばかりだ。視し線せんを低くしても同じこと。西に東に南に北に、大した隆りゆう起きもない平らな地面が、果はてを知らず続いている。

「……皮ひ肉にくなもんだな。お山は追われちまったけど、暮らしはここのほうがずっと楽らくだが」

　複ふく雑ざつな感かん慨がいを込めて、彼はつぶやいた。ここユナクラ州しゆうは帝てい国こく領りよう土どの東寄りに広がる土地だが、キオカの東とう域いき侵しん攻こうにともない住民の多くが西へと逃れていったという経けい緯いがあり、州の全ぜん域いきで急激な過か疎そ化かが進んでいた。

　人の手を離はなれた農地も荒れるまま放置されていたが、軍の采さい配はいで新たに移い住じゆうしてきたシナーク族難なん民みんたちが、それを再ふたたび耕たがやし直した。廃はい屋おくと化していた家々にも新たな家族が住み着き、その住人を一いつ新しんしたユナクラ州しゆうは、シナーク族のための新しん天てん地ちとして生まれ変わりつつある。

「ノクク、今日は畝うねさ作るぞ。今の畑は広いかんな、覚かく悟ごせぇよ」

「お父こそ。前みたいに気張りすぎて腰こし痛いためんなや」

　憎にくまれ口を叩たたく長男の頭を、メライゼは「こいつめ」と笑って小こ突づいた。




　親子で畑の手入れに汗あせを流していると、ちょうど日が頭上に上った頃ころ合あいで、風ふ呂ろ敷しき包づつみを抱えた女たちが二人のもとにやって来た。

「やーあ、メライゼにノクク！　精せいが出るねぇ！」

　集団の先頭を歩くのは、馬でも根を上げるような大荷物を苦くもなく背せ負おった女じよ傑けつ──ハンナ・テトジリチその人だった。その後ろに続くのは、彼女の主しゆ導どうによって営いとなまれる互ご助じよ団だん体たい「女によう房ぼう組ぐみ」の女性たちだ。中にはメライゼの妻つまも混じっている。

「今日も飯めし作って持ってきたよ！　腹はら減へっただろう、二人ともたくさん食べな！」

　そう言って彼女が地面に下ろした風呂敷包みの中には、焼き飯やら煮に込こみ料理やらが入った大おお鍋なべが三つも重なっていた。他の女たちも、それぞれ抱えた風呂敷から野や菜さいや果くだ物ものを出して並べる。重じゆう労ろう働どうで腹はらぺこになっていたノククが歓かん声せいを上げた。

「ありがとよ、ハンナさん。いつも妻が世話になってるが」

　土いじりをやめて立ち上がり、メライゼが頭を下げた。──ハンナの営む女房組は、病気だったり体が弱かったりして畑仕事に出られない女性を中心に構こう成せいされる互助団体だ。こうして炊たき出しを行う他にも、縫ぬい物や繕つくろい物を引き受けたり、農のう繁はん期きには乳ち飲のみ子を預あずかって世話を焼いたりする。メライゼの妻は胸むねの持じ病びようがあったので、移い住じゆうした当初から女房組に入っていた。

「なーに言ってんだい、ご近所で助け合うのは当たり前じゃないか！　さ、あんたも食べな！　遠えん慮りよなんかしたら引っぱたくよ！」

　そう言いながら、ハンナは焼き飯を皿さらに山盛りにしていく。十日に一度くらいの頻ひん度どで女房組から出される米料理を、シナークの人々はひそかな楽しみにしていた。もちろんメライゼも例外ではない。皿を受け取り、油を吸ってつやつや輝かがやく米こめを匙さじに取ると、嬉き々きとして口に運ぶ。

「ああ、うめぇ……。働いて食う飯はうめぇなぁ、ノクク」

「お母かあ、おかわり！」

　一いつ杯ぱい目めを片付けた少年が、空からになった皿を勢いきおいよく差し出した。母親がお代わりを盛りつけている間に、ハンナは彼の顔に手を伸ばして、ほっぺたに付いたご飯はん粒つぶを取ってやる。そのまま自分の口にひょいと放り込んだ。

「そう、それでいいんだ。よく食べて大きくなりな！」

　女傑の大きな手のひらがノククの頭を撫なでる。一連の流れを見守っていたメライゼは、胸に温かいものが広がるのを感じて微笑ほほえみを浮かべた。これでいい、と彼は思う。まだまだ部ぶ族ぞく内ないには帝てい国こく人じんに対する反感が残っているが、それが次の戦争に繫つながることを、もはや彼は望まない。

「誰だれとも争あらそわず、いがみ合わずに生きられんなら……きっと、それが一番だが」

　ぼそりとつぶやく。高き山と低き地を共ともに得えて、かつての在あり方を取り戻す──部族の命めい運うんをかけたその悲ひ願がんは、戦せん火かの中に敗れて散ちった。亡なくした同どう胞ほうの命は数え切れず、だからこそ、これ以上何も失いたくはない。

　そう願っているのが自分だけでなければいい。妻つまと息子むすこの笑え顔がおを見つめながら、メライゼは切せつに思った。
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　中なか身みのぎっしり詰つまった布ぬの袋ぶくろが、ずしゃりと重い音を立てて地面に置かれた。引いてきた馬車から荷下ろしを続けながら、その指し揮きを執とる炎えん髪ぱつの少女が、農のう夫ふたちに大声で伝える。

「ここに腐ふ葉よう土どと堆たい肥ひをまとめて置いておくわ！　指示した通りに使ってちょうだい！」

「お、おう！」「わーった！」「あ、あいよ！」

　畑仕事を続けながら、シナークの人々も応じる。まだ声には硬かたさがあるが、それでも移い住じゆう当初から比くらべるとずいぶんましになった。もろもろの過か去こはさておき、今の暮らしを助けてくれる存そん在ざいであることは間ま違ちがいない──そういう形で帝国軍ぐん人じんを認めたのだろう。

「あと一週間もすれば、ここも立りつ派ぱな畑に戻るな。シナークの連中はよくやってるよ」

　隣となりに並ならんで立ったマシューが、そんな感想を漏もらす。ヤトリも微笑んでうなずいた。

「大アラファトラの荒れ地を耕たがやしてきた部族だもの。数年放置された程てい度どの元もと農のう地ちなら苦くにはしないでしょう。植える作物が馴な染じみの深いトウモロコシとなればなおさらね」

「ああ、そうだな。……最初の収しゆう穫かくまでが山だと思ったけど、準じゆん備び資し金きんが潤じゆん沢たくにあるおかげで、衣い食しよく住じゆうに関してはシナーク族を困こまらせずに済すんだ。軍から出してもらった資金は当然として、スポンサーになってくれたハマトイエ子し爵しやくにも感かん謝しやしないと」

　自分で言った内容にマシューが含ふくみ笑う。ヤトリは何も言わずに肩をすくめた。

「私たちにしても、農作業の手伝いというのは新しん鮮せんね。最初の収穫はいつになるのかしら？」

「ここはまだ三か月以上後だろうけど、早い時期に耕しておいた畑からは、早ければ来月には初物が取れる……らしい。おれもトウモロコシを育てるのは初めてだから、確かく信しんはないけど」

「楽しみね。もぎたての新しん鮮せんなものほど美味おいしいと聞くじゃない？」

「らしいよな。時期を合わせて、親父のほうでも収しゆう穫かく祭さいを企き画かくしてるみたいだし」

　話しながら、二人の口くち元もとが自然と緩ゆるむ。新しん天てん地ちでの生活という意味では彼らも同じことだったが、ミルトーグ大たい佐さの率ひきいる新たな連隊は、これまでで一番居い心地ごこちのいい暮らしを彼らに提てい供きようしていた。

　日々の農作業の手伝いや、ハンナが営いとなむ女によう房ぼう組ぐみの活動を通して、シナーク族との感情的な軋あつ轢れきも少しずつ緩かん和わされている。連れん隊たい指し揮き官かんの人じん選せんに間ま違ちがいがなかったことは、すでに証しよう明めいされたと言ってもいいだろう。

「……ヤトリさーん！　マーくーん！　こっちは終わったよー！」

「女房組の皆さんも一いつ緒しよですよー！　わたしたちもお昼ご飯はんにしましょー！」

　西側の畦あぜ道みちから、空からになった馬車を引いてトルウェイとハロがやって来た。その声を聞いたヤトリとマシューもすぐさま部下たちを振り向き、彼らが待まちかねている言こと葉ばを告つげてやる。

「これが済すんだら昼ひる飯めしだ！　今日は米こめの日だぞ！」

　そう付け加くわえると、傍そばで聞いていた農のう夫ふたちまで歓声を上げた。







「中ちゆう尉い殿どのー！　どこにいらっしゃるんですか、イクタ中尉殿ー！」

　上じよう官かんを呼ぶスーヤ曹そう長ちようの声が空むなしく響ひびき渡る。……彼女の率ひきいる小隊は早朝から腐ふ葉よう土どと堆たい肥ひを農夫たちに届けに出向いて、正午前には基地へ帰ってきていた。が、その結果を報ほう告こくしようにも、肝かん心じんのイクタの姿がどこにもないのだ。

「ああもう、観かん念ねんして出てきてくださーい！　午後も同じ仕事があるんですよ、今日はサボらせませんからね！　どこにいるんですか、イクタ中尉殿ー！」




「……イクタ。下であなたを呼んでいますよ、イクタ」

「なんにも聞こえなーい」

　胸むねに抱だいたパートナーの口を、少年が片手で軽くふさいだ。

　軍ぐん属ぞくの身みのわずらわしさは遥はるか下げ界かいの話。強い日差しは枝えだ葉はがさえぎり、ハンモックに寝ね転ころがった体を、そよ風が心地ここちよく撫なでていく。少年は今、束つかの間まの天国を味わっているところだった。

「ごめんよスーヤ。でも誰だれが何と言おうと、今日は夕方までここで寝ねると決めたんだ……」

　つぶやきの間にもまぶたが落ちていく。……新あらたな連れん隊たいが設せつ立りつしてからというもの、北ほく域いきでの活かつ躍やくぶりに帳ちよう尻じりを合わせるように、イクタは任にん務むをエスケープして怠なまけることを繰くり返していた。ひとたび彼が本気で逃げに回れば、その尻尾しつぽを捕つかまえられる者はそう多くない。

「──ふーん、奇き遇ぐうでねか。あても今日はここで寝るつもりだったが」

　が、いつの間にか、数少ない例外が彼の聖せい域いきまで登って来ていた。まぶたを開けたイクタが視し線せんを横に向けると、幹みきから伸びる太い枝えだの上に、シナーク族の少女が危なげなく立っている。

「……ナナか。よく見つけたね」

「平地で生きるうぬらと違ちがって、あてたちは視線をいつも高く置いとるからな。つっても……」

　そこで一いつ旦たんイクタから視し線せんをそらして、ナナクは眼がん下かの風ふう景けいを見下ろす。遥はるか二十メートルも下に軍人たちの行き交かう基き地ちの様よう子すを眺ながめながら、彼女はため息いきを漏もらした。

「……まともな頭の持ち主なら、ここで寝ねようとは思わんが」

「ま、初しよ心しん者しやにはおすすめできないスタイルだからね」

「だろな。──んだけども、今ばっかりは、あての頭もまともでね」

　そう前置くと、なんとナナクは足あし場ばにしていた枝えだを蹴けって跳ちよう躍やくし、空中に寝ね転ころがるイクタの上に体ごと乗っかってきた。これにはさすがの少年も慌あわてて、広げた両りよう腕うでで必ひつ死しに相あい手てを受け止める。ロープを固定した枝の間で、二人を乗せたハンモックがぐらぐらと揺ゆれた。

「あ、危なぁ……っ！　今のは本気で死ぬとこだったよ、ナナ！」

「いんや、信じとった。うぬならちゃんと受け止めてくれるとな」

　クスを足あし元もとのほうによけて、ナナクはそのままイクタの体にぴったりと抱きついた。吸い付くような肌はだの感かん触しよくと甘あまい香かおりを、しばらくご無ぶ沙さ汰ただった少年は、ついつい楽しんでしまいそうになる。

「ふふ、好こう都つ合ごうだが。あてを落とす気にならん限り、うぬには何の抵てい抗こうもできね。煮にるも焼くも、あてのやりたい放ほう題だいだが」

「待まった待った、保安上の問題を無む視しできない。さすがの僕もこの高さでの行こう為いは未み経けい験けんだ」

「そんなもん、あても同じことだが。んだから、ほら……もっとくっつかんと危ねぞ？」

　首くび筋すじと脇わき腹ばらにナナクの両りよう腕うでが絡からみ、密みつ着ちやくの度ど合あいがさらに増す。細い指先が肌を撫なでていく官かん能のうに、むぅ、とイクタは困り顔でうなった。

「うぬは懐なつかしくねか、イクタ。こうしてると、あては謝しや霊れい祭さいの晩ばんを思い出すが」

「昔むかし話ばなしがお望みなら、あの時よりも大おお幅はばにストックを増やしてあるけど」

「それもええが、また今度だな。ヨバイで本当は何をすっか、今はあても知っとるで」

　シャツのボタンを外して露ろ出しゆつさせた相あい手ての胸むな板いたに、ナナクがそっと舌したを這はわせる。ちろちろと肌を舐なめながら、上うわ目め遣づかいの瞳ひとみがイクタの顔をじっと見つめた。

「ひたすら耐たえっか、素直に応こたえっか──うぬに選べんのは二つだけだ」

　そりゃまた贅ぜい沢たくな二に択たくだなぁ──とイクタがのん気な思考をしている間にも、ナナクの両手はどんどん服の下へ侵しん入にゆうしていく。が、それがシャレにならない領りよう域いきに至いたる寸すん前ぜん、絡み合う二人のもとに、ふいに鋭するどい音と震しん動どうが伝わってきた。

「……？　なんだが、今の──」

　ナナクが困こん惑わくしている間にも、こぉーんという高い音と共に、二度目の震動が伝わってくる。その時点でイクタは状じよう況きようを察した。彼は瞬しゆん時じに血けつ相そうを変えて、ナナクの肩を両手でつかむ。

「……まずい、降りてくれナナク。これは木に斧を入れる音だ！」




「もう一発だ！」

　指示を受けた兵士が、やや戸と惑まどいながらも木の幹みきに斧おのを叩たたき込む。隣となりにスーヤ曹そう長ちようを置いて、その様よう子すを険けわしい表情で見守る金きん髪ぱつの少女──シャミーユ殿でん下かがいた。二人の視し線せんの先で、三度目の斬ざん撃げきがざっくり木き肌はだに食い込む。

「もう一発！　気き合あいが足たりておらんぞ、いっそ本気で切り倒たおす気でやれ！」

「は、はぁ……」

「いやいや待まった！　その命令待ったっ！」

　さらに続けて斧を振るわせようとしたところで、木の上から悲ひ鳴めいじみた声が響ひびく。兵に一いつ旦たん手を止めさせて、姫ひめ君ぎみがしばらく頭上を見守っていると、まもなく見知った少年が降りてきた。

「なんだ、そなた上にいたのか？　ならば最初からそうと言え。危ないところであったぞ」

「知った上でやったんでしょうが……。でなきゃどうして、基き地ちのど真ん中にある木をいきなり切り倒す必ひつ要ようがあるんですか」

「ミットカリフ曹長から、不ふ届とどき者のサボり場を撤てつ去きよして欲ほしいという要よう請せいがあったのでな」

「そういうことです！　さぁ午後の任にん務むに行きますよ、イクタ中ちゆう尉い殿どのっ！」

　副ふく官かんが手を取って引っ張る。至し福ふくの時を打ち切られたイクタがげんなりした顔で連行され始めたが、そのまま連れて行かれる寸すん前ぜん、木の上からもう一人の人物が降りてくる。

「こら、うぬら……。なして、あてらの逢おう瀬せを邪じや魔ますっか？」

「……ナナク・ダル？　どうしてそなたが……」

　きょとんする姫君。が、状じよう況きようから経けい緯いを想そう像ぞうすると、再ふたたび表情を険けわしくして少年を見る。

「……ソロークっ！　そなた、ナナク・ダルと木の上で何をしていた!?」

「いや、古い知り合いですから、そりゃ積もる話だって」「うぬが知るにはまだ早いが」

　なんとか誤ご魔ま化かそうとするイクタだったが、当のナナクの発言が全すべてを台無しにする。羞しゆう恥ちと怒いかりに赤せき面めんする姫君の隣となりで、むっとした表情のスーヤが前に出た。

「ちょっと、ナナク……うちの上じよう官かんにちょっかいを出さないでください」

「スーヤ、うぬの頼たのみでもそりゃ聞けん。あては何度でも繰くり返すが。今でなけりゃ夜に、夜でなけりゃ明日に、明日でなけりゃ明後日あさつてに」

「だめです、そんなの！　軍ぐん隊たいには規き律りつというものがあるんですよ！」

「そ、その通りだ！　郷ごうに入いっては郷に従したがえと言うであろう！　そなたが色いろ惚ぼけする分には個人の勝かつ手てだが、そこに他人を巻き込んでくれるな！」

　援えん軍ぐんを得たシャミーユ殿下が声こわ高だかに叫さけぶ。が、そんな二人の主しゆ張ちようを、ナナクは鼻で笑った。

「ごちゃごちゃとうるさいが。だいいち、あてに男を取られたくないなら、うぬらも好すきにやりゃええでねか」

「な……っ！」「だ、誰だれがそんな話をした!?」

　ナナクの開き直りを合あい図ずに、三者の間で喧けん々けん囂ごう々ごうの言い争いが始まった。周しゆう囲いにいた兵士たちも声を聞きつけて何事かと集まってくるが、当とう人にんたちはそんなことお構かまいなしだ。

「……っ、ええい馬ば鹿か馬鹿しい！　そもそもがソローク、そなたの浮うわついた態たい度のせいで──」

　キリのない口こう論ろんに耐たえかねて、姫ひめ君ぎみが矛ほこ先さきを変えようとするが、その声が途と中ちゆうで止まった。全すべての原げん因いんの姿を求めて振り向いた先に誰だれもいなかったからだ。一いつ拍ぱく遅おくれて、スーヤとナナクもその事実に気付く。

「に、逃げおったあやつ！」「いつの間に消えて……!?」「イクタ、どこへ逃げたがー！」

　初しよ秋しゆうの澄すんだ空気も手て伝つだって、彼女らの叫さけびは、清すが々すがしいほど遠くまで響ひびき渡った。





＊






「──以上が、ユナクラ州しゆうにシナーク族難なん民みんを移い住じゆうさせた措そ置ちの結果です。トウモロコシの収しゆう穫かく量りように関しては結けつ果か待まちですが、ここまではひとまず上々の首しゆ尾びと言ってよいかと」

　帝てい都とバンハタールの中ちゆう央おうにそびえる宮きゆう殿でん。その敷しき地ち内ないの一いつ角かくに位置する、砕くだいた翡ひ翠すいを壁かべ一面にちりばめた緑の聖せい域いき──深しん緑りよく堂どうの大だい伽か藍らんに、同じ色の瞳ひとみをもつ大だい将しよう帥すいの声が、朗ろう々ろうと響き渡っている。

「ミルトーグ大たい佐さが営いとなむ連隊の監かん視し下かで、シナーク族は引き続き小こ作さく農のう労ろう働どう者しやとして働はたらいていくことになるでしょう。長期的な目標を帝てい国こく民みんとの融ゆう和わに置き、今後は行政の面からも支し援えんをいただきたく存じます」

「…………、…………」

　イグセム元げん帥すいと並ならんでひざまずき、移住計画の途と中ちゆう経けい過かを奏そう上じようするレミオン大たい将しようの正面で、皇こう帝ていは玉ぎよく座ざに体を預けていた。

　が、肝かん心じんの話が聞こえているのかどうか。その目はどことも知れない中空を見み据すえたままで、枯かれ木に朽くち残った小こ枝えだのような指も、玉座の肘ひじ掛かけを意味もなく搔かきむしるばかりだ。

「陛へい下か……」

　無む反はん応のうに耐たえかねた大将が面を上げようとしたところで、甲かん高だかい声が割って入った。

「とてもよい報しらせですね！　ええ、もちろん私は最初から信じておりましたとも！」

　玉座の脇わきに控ひかえた宰さい相しようトリスナイ・イザンマが、皇帝に伺うかがいを立てるでもなく、我が物顔に声を挟はさんできた。その顔を憎にく々にくしげに見やって、レミオン大将が歯は軋ぎしりする。

「宰相、いま私は目の前の陛下に向かって奏上している。貴き公こうの出る幕まくはない」

「ええ、ええ！　本当なら私も立場をわきまえて控ひかえていたいところなのですが、どうやら今日の陛下はひときわ体調が悪くあられるご様よう子す。となれば、私が代わって御ご意い志しを伝えなければ」

　いつにも増して強引なやり方で皇帝に成り代わると、代だい弁べん者しや気取りの宰相は口く調ちようを一変させた。

「──先だっての北ほく域いき方面戦争を経へて、アルデラ本部国を味方に付けたキオカの脅きよう威いはいや増すばかり！　亀かめのように守りを固め、内治に励はげんでいるばかりで今の局きよく面めんを乗り切れようか？　否いな、それほど甘あまくはない！　東とう夷いを侮あなどるなかれ！　こうしている間にも、敵てき国こくでは次の侵しん攻こうに向けた策さく略りやくが話し合われているに違ちがいないのだから！」

　レミオン大たい将しようの表情がみるみる引きつった。この流れに覚えがあったからだ。皇こう帝ていの名の下もとに帝てい国こく軍ぐんのトップ二人を呼び出し、その上でトリスナイが戦せん局きよくを語り始める時──そこに続く言こと葉ばは、常つねにろくでもない未来だけを軍人たちに示してきた。

「ならば我われ々われも後ご手てに回ってはならない！　先々の困こん難なんに向けて今から手を打ち続けることこそ必ひつ勝しようへの道なれば！　では、近い未来にもっとも懸け念ねんされる脅威とは何か？　それこそ貴き官かんらには分かりきっていよう！」

　大将のこめかみに血けつ管かんが浮く。──そう、分かりきっている。にもかかわらず意見に耳を貸さなかったのは、教きよう義ぎにこだわるアルデラ教の神しん官かんたちと、目の前の佞ねい臣しん自じ身しんだった。

「そう、それは爆ばく砲ほうだ！　あの恐るべき兵器の製せい造ぞうを、これ以上キオカに許してはならぬ！　ゆえに皇帝陛へい下かは命じられた──イグセム元げん帥すい並ならびにレミオン大将！　しかるべき戦せん略りやくをもって、爆砲の製造の元を断て！」

　神しん経けいに障さわる声を我が慢まんして聞き終えると、レミオン大将はその内容を斟しん酌しやくし、低い声で確かく認にんした。

「……爆砲の製造に必ひつ要ようとなるのは、何をおいても質しつのいい鉄です。その供きよう給きゆうを断とうというのならば、キオカが保有する鉱こう山ざんを破は壊かい、ないし奪うばわなければなりませんが……」

「いかにも！」

「現げん実じつ的てきな制せい約やくとして、この時点での全面戦争を吞のむのでない限り、キオカの領りよう土ど奥深くの鉱山には手の出しようがない。ならば、現時点で戦略的に奪だつ取しゆ……奪だつ還かんしうる鉱山は、たった一つに絞しぼられます」

　言葉の代わりに火を吹ふいてしまわないか恐れつつ、レミオン大将は先を続ける。

「旧東域のヒオレド鉱山を奪還せよ──今の勅ちよくを、我々はそう受け止めて宜よろしいのですか」

「い・か・に・も！」

　うなずいたトリスナイの顔に浮かぶのは、輝かがやく八や重え歯ばを口くち元もとに覗のぞかせた最高の笑え顔がおだった。レミオン大将の背せ筋すじにぞっと寒さむ気けが走る。──この異い質しつこそ、トリスナイ・イザンマを単たんなる佞臣を越こえた理解不能の怪かい物ぶつたらしめるものに他ならない。

　トリスナイは愉たのしんでいる。理り不ふ尽じんな命令を下された軍人の苦しみを、その悲ひ痛つうを、憤ふん怒ぬを、葛かつ藤とうを慟どう哭こくを──どんな美び酒しゆにも勝まさる悦えつ楽らくとしているのだ。それこそ自じ己こ保ほ身しんにも勝るほどに。

「……なぜ、今なのか……！」

　だが、相手がどんな化け物であろうと、レミオン大将も怯ひるんでなどいられなかった。勅に抗あらがうことがどれだけの不ふ敬けいであるかは承しよう知ちで、彼は声を荒あらげた。

「ヒオレド鉱こう山ざんが必ひつ要ようだと言うのなら、なぜ二年前に命じてくれなかったのでしょうか！　まだ東とう域いきが帝てい国こく領りよう土どであった間に、ハザーフ・リカンが必ひつ死しの思いで国こつ境きようを守っていた時に！　どうして彼に援えん軍ぐんを送ってやれなかったのでしょうか！　それならば奪だつ還かんの必要もなかった！　我われ々われはただ一ひと言こと、かの名めい将しように『鉱山を守れ』と命じるだけで済すんだ！　たったそれだけで、我々は国土も彼も失わずに済んだでしょうに……！」

　皇こう帝ていの肩がびくりと震ふるえた。ここまで激しい言こと葉ばをぶつけられることが、久しくなかったのかもしれない。生せい気きのない瞳ひとみが、怯おびえの感情を宿して臣しん下かの顔を見つめた。

「やややっ、いけませんよレミオン大たい将しよう！　言ったでしょう、今は私が陛へい下かに代わって──」

「黙だまれ狐きつねがッ！　それ以上玉ぎよく座ざに寄るな！　そこは貴き様さまの触ふれていい場所じゃない！」

　渾こん身しんの一いつ喝かつが詭き弁べんをはねのけた。我わが身みを顧かえりみないその迫はく力りよくが狐をたじろがせる。

「陛下、私は陛下に話しているのです！　どうか耳を貸してください！　間に何者も挟はさまず、ご自じ身しんの目で我われらを見てください！　この国の誰だれもが久ひさしく耳にしていない、噓うそ偽いつわりのない陛下の声を聞かせてください……！」

　懇こん願がんするレミオン大将の翠すい眼がんには涙なみだすらにじんでいた。傀儡くぐつと化した君くん主しゆの心の復ふつ活かつを願う、これは彼の捨すて身みの賭かけだったのだ。まだ声は届いている──そう信じたかったからこそ。

「……ァ、ア……」

「……陛下……！」

　皇帝の両手が持ち上がり、自分の頭をわしづかみにした。黄おう土ど色いろに退色した毛もう髪はつがぶちぶちと音を立てて引き抜かれる。静かな狂きよう乱らんの内に、その口から漏もれ出したのは、

「……アアアァァ…………そ、それを、黙らせろ……トリスナァァァイ……！」

　宰さい相しようの名を呼ぶ、赤あか子ごのような声だった。レミオン大将の膝ひざががっくりと崩くずれ落ちる。対たい照しよう的てきに勝ち誇ほこった笑えみを浮かべたトリスナイが、皇帝のもとに堂々と歩み寄った。

「ああ陛下、おいたわしや……。ご安心を、すぐに人を呼んで寝しん室しつに運ばせますゆえ」

　恐きよう慌こう状じよう態たいにある皇帝をたしなめながら、宰相は二人の大だい将しよう帥すいに厳きびしい顔で向き直った。

「いけませんね、レミオン大将。陛下のお心を傷きず付つける言げん動どうをそれ以上続けるのならば、不ふ敬けいを通り越こした反はん逆ぎやくと見なさなければなりませんよ？」

「……陛下の心を傷付けた私と、それを腐くさらせた貴様の……どちらの罪つみが、より重い……」

　床ゆかに突いた大将の片手が、失望と憤いきどおりにぶるぶると震えた。彼が二度目の爆ばく発はつを起こす前に、ここまで沈ちん黙もくを貫つらぬいていたもう一人の大将帥が、重い口を開く。

「ヒオレド鉱山奪還の勅ちよく。確かに、承うけたまわり申もうした」

　そう告つげた炎えん髪ぱつの将しようの顔を、レミオン大将が絶望的な面おも持もちで見つめる。その一方で、トリスナイの表情がころりと緩ゆるんだ。

「イグセム元帥、あなたならばそう言ってくれると信じていましたよ！　──ああ、そうでした、ひとつだけ注ちゆう文もんを。今はなにしろ北ほく域いきで一ひと騒そう動どう起きたばかりで、国内にも少々厭えん戦せんムードが漂ただよっている時期でしてね。その空気を吹き飛ばせるよう、今回の出しゆつ征せいに当たっては相そう応おうの箔はくを付けていただきたいのです。具ぐ体たい的てきには、例えば──先の戦争で英えい雄ゆうになった若者たちと、その姫ひめ君ぎみ。彼らなどが、神み輿こしとして相応ふさわしいのではありませんかね？」

　そう言い置いたところで、宰さい相しようがぴたりと言こと葉ばを切る。するべき話は全すべて終わったようだった。イグセム元げん帥すいが一いち礼れいして立ち上がり、隣となりで未いまだひざまずいたままの大たい将しように声をかける。

「立て、レミオン大将。軍人なれば、ひとたび下った勅ちよくは受け入れるのみ」

「………………ソル……」

　ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめたのを最後に、レミオン大将もどうにか失意から復ふつ帰きして立ち上がる。

　元帥の背中を追って深しん緑りよく堂どうを後にしながら、彼はちらりと背はい後ごに視し線せんをやった。足あし元もとのおぼつかない皇こう帝ていを、侍じ従じゆうたちが両りよう脇わきから支えて歩かせている。それを見守るトリスナイの表情はどこまでも涼すずしげで、翠すい眼がんの将しようは、その首を締しめ上げられない自分の立場を呪のろうしかない。

「……そうさ、何もかも受け入れるしかない。……ソル、君のように、常に正しい軍人であろうとする限りは……」

　去さり際ぎわ、彼が口の中でつぶやいた言葉は、本人以外の誰だれに聞かれることもなかった。







　それより二週間の後、皇帝の勅に後押しを受けたヒオレド鉱こう山ざん奪だつ還かん案あんは軍ぐん議ぎを経へて正式に決定され、実行部隊に抜ばつ擢てきされた面々には続々と召しよう集しゆうがかけられた。東とう域いきの陥かん落らくから初となる同地域への再さい侵しん攻こうは、陸・海軍の連れん携けいによる一大作戦となり、総そう勢ぜい三万を越こえる動員兵力には、故こリカン中ちゆう将じようの指し揮き下かにあった旧きゆう東域鎮ちん台だいの兵士たちも多数含まれた。

　北ほく域いき方面戦争の終しゆう結けつから五か月と少し。たったそれだけで、束つかの間の平和はあっけなく幕まくを下ろす。死し線せんから命からがら生せい還かんした兵士たちに、戦せん火かの記き憶おくを薄うすれさせる暇ひまもなく。

　ユナクラ州しゆうの畑では、シナーク族の育てたトウモロコシが、最初の収しゆう穫かくを目もく前ぜんに控ひかえていた。
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　もうもうと砂すなぼこりの舞まう中を、大おお勢ぜいの子供たちがボールを追って駆かけ抜ける。

　肌はだを焼く日差しも気温も何のその。とっくに彼らには足あし元もとの球たましか目に入っていない。二つの陣じん営えいに分かれて一つのボールを互たがいのゴールに入れ合う、ごくごく単たん純じゆんなゲームだが──遊び盛ざかりの子供たちを夢む中ちゆうにさせるには、それでもじゅうぶん過すぎる。

「これこれ、帽ぼう子しが落ちてるわよ！　ちゃんと被かぶりなおしなさいね！」

　広場に面した建たて物ものの庇ひさしの下、安あん楽らく椅い子すに座すわってその様よう子すを見守る老ろう女じよが、愛あい情じようを込めて注意を飛ばした。放っておけば熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれるまで走り続けるに違ちがいないのだ。底なしの元気が仇あだにならないよう、保ほ護ご者しやがしっかりと監かん督とくしてやらねばならない。

「「「「「「はーい、院長先生！」」」」」」

　いい返事を寄よ越こすと、ゲームを一いち時じ中ちゆう断だんして、子供たちは走り回っている間に落とした帽子をそれぞれ拾ひろい始めた。繰くり返し踏ふみつけられているものも多いが、軽く砂を払はらっただけで、彼らは迷まよわずそれを被り直す。一秒びようでも早くゲームを再さい開かいすること以外、何も頭にないようだった。

「……あれー？　おれの帽子、どこだよー」

　多くの仲なか間またちがゲーム再開の準備を済ませつつある中、ひとりだけ自分の帽子が見つからずに右う往おう左さ往おうしている少年がいた。遊んでいる間に風に飛ばされでもしたものか、近くの地面を探さがしても見つからない。

「うー、どこだよー……」「これだろ」

　ほとほと困こまり果はてた少年の頭に、どこからかつば付きの帽子が飛んできて乗っかった。彼がきょとんとして辺りを見回すと、広場の入り口に、見覚えのない軍ぐん服ぷく姿すがたの男が立っている。目ま深ぶかに被った軍帽のせいで、その表情はうかがえなかった。

「どなたでしょうか？」

　怪け訝げんに思った老女が、安楽椅子から立ち上がって誰すい何かする。警けい戒かいする子供たちの前で、男は帽子を脱ぬいで一いち礼れいした。黒い髪かみと瞳ひとみ、そして意外に若い顔つきが明らかになる。

「お久ひさしぶりです、院長先生」

　親しげな声で話しかけてくる。老女のほうでも、その顔を見た時点で顔を輝かがやかせていた。

「……イクタ……イクタなのね!?　ああ、なんてこと……！」

　少し踵かかとを引きずるようにして、それでも小走りに老女が相手へ近付いていく。途と中ちゆうでつんのめって転びかけたが、あらかじめ待たい機きしていたイクタが、その肩を支えた。

「とと、危ない……。足が悪いんですから、あまり無理しないでくださいよ」

　受け止められた老女が腕うでの中で身みを起こした瞬しゆん間かん、あるべき五ご指しのうちの一本が欠けた相手の左手が視し界かいに入る。同時に両目が大きく見開かれた。

「あなた、小こ指ゆびが……！　なんてこと、戦せん争そうで失ったの……!?」

「ん、ああ……。それについてはまぁ、話すと長くなるんですが」

　見せてしまったことを悔くいるように、イクタは左手を老ろう女じよから遠ざける。多くを語りたくない心しん境きようをその反はん応のうから汲くみ取ると、事情の追つい及きゆうをやめて、彼女は視し線せんをそっと別に移した。

「ごめんなさい、無む神しん経けいだったわ。……ああ、ちゃんとクスも一いつ緒しよなのね。あなたもお久しぶり」

「ご無ぶ沙さ汰たしています、フルシラ。少し瘦やせられましたね」

　腰こしのポーチの中から、クスも親しげに応こたえる。フルシラと呼ばれた老女は口くち元もとをほころばせた。

「お帰りなさい、二人とも。──ソローク孤こ児じ院いんは今日も平和よ」




　孤児院の裏うら手てに広がる林の中を、老女と少年が連れ立って歩いていく。子供たちの喧けん噪そうはすでに遠く、緑の木こ立だちには、鳥の鳴き声ばかりが重なり合って響ひびいていた。

「卒そつ院いんの時は思いもしなかったわ。イクタ、あなたが軍ぐん服ぷくを着て帰ってくるなんてね」

　目を細めてフルシラが言った。イクタは忌いま々いましげに衣い服ふくの袖そでを引っぱってみせる。

「僕ぼくにしても同じことですよ、院長。ヘコむからあまり言わないでください」

「ふふ、そうね。正直、あまり似に合あってはいないと思うわ」

　じろじろと遠えん慮りよなく全ぜん身しんを眺ながめてフルシラが言う。少年はむしろ安あん堵どした顔になった。

「でも、大変な活かつ躍やくだと聞いているわよ。帝てい国こく騎き士しの称しよう号ごうをもらったのなんて、ここの卒業生ではあなたが初めてだし……聞くところでは、北でも大変な戦たたかいだったらしいわね？」

「ひどいもんでした。いくら評ひよう価かされても、どぶさらいの手て際ぎわを褒ほめられた気にしかなれない」

「そんな言い方をするものじゃないわ。結果として大おお勢ぜいの命を救ったのでしょう？」

「かもしれません。敵てきも味み方かたも、そのために大勢殺してね」

　吐はき捨すてるようにイクタが言う。話を続けながら歩いているうちに、いつしか二人は円えん柱ちゆう形けいの墓ぼ石せきが立ち並ならぶ一いつ帯たいに踏ふみ入っていた。雑ぞう木き林ばやしの奥で、小さな墓地は清せい浄じような静けさを湛たたえている。

「……おや、でっかい墓はかがひとつ増えましたね。これは？」

「前院長のことは覚えていて？　肺はいの病やまいを長く患わずらっていてね、三か月前に亡なくなられたのよ。本人の希望でここに埋まい葬そうされたわ」

「前院長……ああ、ヌマイソのくそじじいか」

　みるみる渋じゆう面めんになっていく少年の様よう子すがおかしくて、フルシラはころころと笑った。

「あなたとは折り合いが悪かったわね。あの人は敬けい虔けんなアルデラ教きよう徒とだったから……」

「敬虔な、ね。……ま、そういうことにしておきましょうか。墓ぼ前ぜんで死者に悪あく態たいを突ついても仕し方かたがない」

　ため息いき混まじりにそう言って、イクタは無む駄だに自じ己こ主しゆ張ちょうの強い墓ぼ石せきの前を横切っていく。フルシラも前院長の墓はかに一いち礼れいしてからその後を追い、やがて墓ぼ地ちの敷しき地ちの東端辺りまで来たところで、二人は同時に足を止めた。

　こぢんまりとした墓だった。円えん柱ちゆう形しきの様よう式しきは他と同じだが、寸すん法ぽうは慎つつましく、慣かん例れい的てきに墓石へ刻きざまれることが多い教きよう典てんの一いつ節せつも、その墓にだけは付されていない。前院長の墓石が生せい前ぜんの功こう績せきを誇ほこってそびえているとすれば、それは多くを語らず、ひっそりと佇たたずんでいるような印いん象しようだった。

　白い墓石に記しるされているのは、ごく短い一いち文ぶんだけ。──ユーカ・サンクレイ、ここに眠る。

「久ひさしぶりだね、母さん」

　地面に膝ひざを突つき、口くち元もとに柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべて、イクタはその墓と向き合った。最さい愛あいの母が静かに眠る、小さな墓と。

「しばらく来れなくてごめん、色々とごたついちゃってさ。そのお詫わびと言っちゃなんだけど……今日はおみやげがあるんだ」

　普ふ段だんの彼からは考えられないほど優やさしい声で語りかけながら、イクタは片かた手てに持っていた布ぬの袋ぶくろから何かを取り出す。こぶし大に丸く握にぎった白はく米まいを、ホオノキの葉でくるんだものだった。水すい筒とうから茶を注そそいだ小こ椀わんを隣となりに添そえて、それらを墓の前に供える。フルシラが興きよう味み深げに覗のぞき込んだ。

「……それは何ですか？」

「握にぎり飯めし、というそうです。ヤポニクの伝でん統とう食しよくだそうで。いいグナ米まいを友人にもらったものだから、この機き会かいにと思って、母に聞いた話を参考に作ってみました」

　そう言ったきり黙だまり込んで、イクタは母の墓とじっと向き合う。その背中を見守っていたフルシラが、しばらく経たって、ぽつりと口を開いた。

「やはり祈いのらないのですね、あなたは」

「…………」

「いえ、いいのです。自分は科学の徒とだと、あなたはずっとそれを誇ほこりにしていましたものね。そのために、前院長には疎うとまれてしまったようですが……」

「……よく勘かん違ちがいされますが、僕ぼくは科学の徒であっても無む神しん論ろん者しやではありません。神の不ふ在ざいを証しよう明めいする手立てを現げん在ざいの科学が持ち合わせない以上、それは当然なんです。『俺おれ、本当はいないよ』と自じ己こ申しん告こくされるのでもない限り」

「その声を聞いてしまったのではありませんか？　お母様が亡なくなった時に……」

　イクタは無む意い識しきに唇くちびるを嚙かんだ。フルシラの問といには答えず、彼は言こと葉ばを続ける。

「……信しん仰こうの絶対化が時にもたらす人々の思し考こう停てい止しを、僕は嫌きらいます。けれど、宗しゆう教きようそれ自体の意い義ぎを否ひ定ていするものじゃない。科学では救えないものを拾い上げている、とさえ思っています。この孤こ児じ院いんの運うん営えいにしても、アルデラ教団の寄き付ふに頼たよるところは大きいんですから」

「ええ、分かってるわ。あなたは昔から物分かりの良い子だったから。……でも、時に痛いたましく見えてならないの。もう帰らない大切な人を前にした時、祈いのりを拒きよ絶ぜつするあなたの心を、科学の言こと葉ばは慰なぐさめてくれないようだから……」

　老ろう女じよの手が、少年の肩にそっと置かれる。その慰めを拒絶するように、あるいは恐れるように、イクタは地面を蹴けって身みを起こした。

「……すみません、院長先生。実はあまりゆっくりもしていられないんです」

「ええ、分かっているわ。──次の戦たたかいに行かなくちゃならないのでしょう？」

　肌はだに馴な染じまない軍ぐん服ぷく姿すがたを、母の墓ぼ前ぜんに望んで晒さらしたかったはずはない。それでもその装よそおいで来ざるを得なかった理由を、フルシラは最初から薄うす々うす察していた。……戦地へ向かう途と中ちゆうに古ふる巣すへ寄った彼の目的が、母親の墓はか参まいりだけではないことも。

「はい。だから、その前に……預あずけてあったものを、受け取りに来ました」

　向き直ったイクタが硬かたい声で告つげる。フルシラはこくりとうなずいて、ローブの懐ふところに手を入れた。

「あなたが軍ぐん人じんになったと聞いた時から、予感めいたものはあったわ。これを返さなきゃならない日が、いつかきっと来るだろうって。……そう思ってからは、いつも持ち歩いていたの」

　彼女が取り出したそれは、辛かろうじて手に収おさまる程てい度どの大きさの銀ぎん細ざい工くだった。縁ふち取どりを飾かざる鏃やじりの装そう飾しよくと、裏うら面めんに覗のぞくホックからして、軍に関する何らかの徽き章しようのように思われる。イクタは感かん謝しやを込めてフルシラに一いち礼れいし、それからどこか疎うとましげに、伸ばした右手で銀細工を受け取った。

「……こんなものに頼たよる日が来なければいいと。その思いは今でも変わりません」

「ええ、分かるわ。あなたがこれを放り投げた日のことを覚えているから。──でもね、イクタ。今のあなたには、あの頃ころの意い地じを捨ててでも守りたいものがあるのでしょう？」

　長い時間を置いて、少年はかすかにうなずいた。フルシラの口くち元もとがかすかにほころぶ。

「それを聞けたことが、私はいちばん嬉うれしかったわ。これまで人づてに聞いた、どんな華はな々ばなしい武ぶ勲くんよりもね」

「…………」

「どうか気を付けてね、イクタ。武ぶ運うんなんて祈らない。あなたが自分自じ身しんと、あなたの大切なものを守りきれることを……私はずっと、それだけを祈っているから」

　しわくちゃの両手が少年の右手を包み込む。小さな墓の前で口にされたフルシラの祈りは、どこまでも優やさしい響ひびきとなってイクタの耳に染しみていく。……その尊とうとさを、彼は無む言ごんで嚙かみしめた。たとえ神には届かないのだとしても。
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　一方その頃ころ、イクタを除のぞく騎き士し団だんの四人とシャミーユ殿でん下かは、軍の召しよう集しゆうに応じて帝てい国こく南なん域いきの港みなとを訪おとずれていた。かつて高こう等とう士し官かん試し験けんのために訪れた港よりも東寄りにある、大だい規き模ぼな軍ぐん港こうだ。

「うぉお、壮そう観かんだな……。これだけの数の軍ぐん艦かんが並んでいるのを見るのは初めてだ」

　波は止と場ばの上に立ったマシューが唸うなり声を上げる。その視し界かいに映るのは、実に二十隻せきを越こえる中・大型の軍用帆はん船せんと、その倍以上の輸ゆ送そう船せんが青い水面に浮かんでいる様さまだった。曇どん天てんを衝ついてそびえる無数のマストは、停てい泊はく中ちゆうのために帆ほこそ畳たたんであるものの、見る者を圧あつ倒とうする迫はく力りよくがある。

「カトヴァーナ海かい軍ぐん第だい一いち艦かん隊たいの船が、すでに全体の七割がた集しゆう結けつしているね。残る三割とは別の港で合流するはずだから、もう出しゆつ航こうの準じゆん備びは整っていると見るべきなんじゃないかな」

「我われ々われは待またれている立場かもしれんな。少し足を早めるとしよう」

　シャミーユ殿下の言こと葉ばに、他の四人もうなずいて足を早める。が、ボートの整備をする海軍兵へい士したちと行き違ちがいながら海うみ沿ぞいを進んでいくと、ふいに頭上からゴロゴロと不ふ吉きつな音が響き──次の瞬しゆん間かんには猛もう烈れつなスコールに見み舞まわれた。

「っ、本格的に降り出したわね……！　集合場所の旗き艦かんはもう見えているわ、濡ぬれ鼠ねずみになりたくなければ走るわよ！」

　ヤトリの声に応じて全員が走り出した。滝たきのような豪ごう雨うの中を数分も駆かけると、港に停てい泊はくしている船の中でもひときわ大きな軍ぐん艦かんのもとに辿たどり着く。船と港の間にかけられたタラップの前に、ふたりの水すい兵へいが立ちはだかっていた。

「止まれ、そこの五人！　所しよ属ぞくと姓せい名めいを名乗れ！」

「帝てい国こく陸りく軍ぐん第32連れん隊たい所属、ヤトリシノ・イグセム中ちゆう尉い以下五人です。次の港で合流予定のイクタ・ソローク中尉を除のぞき、召集に応じて参さん上じようしました」

　名乗りつつ、ヤトリは背はい囊のうから革かわのバインダーに入れた委い任にん状じようを取り出して相手に手渡す。豪雨の中での読み取りに手間取っていた水兵たちだが、一方の上着を傘かさ代がわりにもう一人が確かく認にんを進めていく。やがて、相あい手てに皇こう族ぞくが含ふくまれると知った途と端たんに血けつ相そうを変えた。

「……し、失礼いたしました、第三皇おう女じよ殿でん下か！　この度たびは援えん軍ぐんにお越こし頂いただき光こう栄えいであります！」

　しゃちほこばって敬けい礼れいしてから、水兵たちはぎこちない動きでタラップを指差した。

「このままデッキまで登って乗員に案内を受けてください。作戦室で大たい将しようがお待まちであります」




　船上で待っていた水兵の案内に従したがい、デッキから船内への階段を下ったところで、ようやく五人は叩たたきつける雨から逃れることが出で来きた。とはいえ濡ぬれ鼠ねずみにならずに済すんだとは言いがたく、辛かろうじて下着までは濡らさずに済んだ程てい度どだ。

「うー、派は手でにやられちゃいましたね。大たい将しようさんに会う前に、少し体を拭ふきませんと……」

　濡れた髪かみを撫なでてぼやくハロだが、案内役の水すい兵へいがさっさと先に行ってしまうので、荷物からタオルを取り出している余よ裕ゆうもない。他の四人にしても同じことで、とりあえず体を拭くことは諦あきらめざるを得えなかった。

　なるべく水すい滴てきを落とさないように注意しつつ、彼女らは艦かん内ないを見回す。

「……外がい観かんをのんびり見ている暇ひまはなかったけれど、これはとんでもなく大きな船ね。まだ下の階かい層そうがあるようだし、たぶんメインの居きよ住じゆう区くはそっちのほうでしょう。乗員は水兵だけでも百人を下らないんじゃないかしら？」

「海かい軍ぐん第一艦かん隊たい旗き艦かん『黄こう竜りゆう号ごう』。最大乗じよう員いんは千四十人だったかな、確か」

　ヤトリの疑問に答える形でマシューがつぶやく。トルウェイが目を丸くして彼を見た。

「よく知ってるね。マーくん、船には詳くわしいんだったっけ？」

「こ、これくらいは常じよう識しきだろ。おまえらが不ふ勉べん強きようなだけだ」

「む、それは耳が痛いたいわね。陸軍と海軍では命めい令れい系けい統とうも大きく異ことなるから、つい別の組そ織しきと思ってしまいがちだけど……現げんにこうして合同で作戦を組むこともあるわけだし、不勉強の言い訳わけにはならないわ。私たちもマシューを見習わないと」

　ヤトリが腕うでを組んでうなった。せっかく褒ほめられたのに、小こ太ぶとりの少年は微び妙みような面おも持もちで目を逸そらしてしまう。その様よう子すを奇き妙みように思ったシャミーユ殿でん下かが口を開きかけたところで、やや前を歩いていた案内役の水兵が、廊ろう下かの最さい奥おうのドアを前に足を止めた。

「ここが作戦室です。どうぞ皆さん、お入りください」

　濡れた軍ぐん服ぷくを気にしつつ、促うながされた五人が部へ屋やに入っていき──そこに待まっていた光こう景けいに、ヤトリを除のぞく全員が露ろ骨こつにたじろいだ。

「ウェルカァム！　アタシの船へようこそ、若き英えい雄ゆうたち！　歓迎するわぁ！」

　よく通る、それでいて妙みように艶つやめかしい声が五人を突つき抜けた。その主ぬしは部屋の奥で二人の部下と共ともに待ち受けていて、見るからに強きよう烈れつな印いん象しようを放っていた。

　鼻はな筋すじの通った美しい顔立ち。赤みがかった黄色のロングヘアーには波なみ打うつ海面のようにウェーブがかかり、唇くちびるには鮮あざやかな紅べにが引かれて、まぶたには紫むらさきのパウダーが陰いん影えいを落としている。……そこまでなら化け粧しようの派手な美人として腑ふに落ちるだろう。が、問題はそれより下──発達した筋きん肉にくで内側から膨ふくれ上がった海かい軍ぐん服ふくと、六ろく尺しやくをゆうに超こえる長ちよう身しんにあった。

「……あらぁ？　何よアンタたち、雨に打たれたの？　かンわいそうに、すっかりびしょ濡れじゃないの！　ダンミエ、ポルミ、さっさと拭いてやりなさい！」

　その人物──今の時点では男とも女とも判じかねる──に命じられて、両りよう脇わきに控ひかえていた男女二人の部下がヤトリたちのもとに歩み寄った。懐ふところから抜き出したハンカチで、遠えん慮りよがちに身みを引く五人の顔や髪かみを拭ふいていく。
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「あー、ハンカチじゃおっつかないな。すみませんね、すぐタオルを持って来させますんで」

　ダンミエと呼ばれた男性軍ぐん人じんがハロの髪を拭きながら言う。物もの腰ごしの柔やわらかな短たん髪ぱつの青年で、自然な笑え顔がおが好こう印いん象しようを形作っていた。

「少し顔を上げていただけますか？　首くび元もともお拭きしますので……」

「あ、ああ」

　ポルミと呼ばれた女性軍人がマシューの首から水すい滴てきを拭ぬぐう。右の頰ほおに大きな古ふる傷きずが走っていたが、その痛いたましさとは裏うら腹はらに、彼女の笑顔はどこまでも優やさしげだった。初対面の女性と極きよく端たんに接近したせいで、小太りの少年はすっかり赤せき面めんしてしまう。

「お気き遣づかい痛いたみ入ります、エリーネフィン・ユルグス海かい軍ぐん大たい将しよう殿どの」

　受けた親切に応こたえて、ヤトリが率そつ先せんして敬けい礼れいする。それを聞いた瞬しゆん間かん、他の四人はやっぱりこれがそうなのかと頰を引きつらせた。

「いーのよいーのよぉ！　これから先の船ふな旅たび、カタくならずに何でも言いなさい。大切なお客さんだもの、可か能のうな限り応えさせてもらうわぁ！」

　お客さん、という表現には思うところのあったヤトリだが、ここでは口に出さず目もく礼れいに留めた。カトヴァーナ海軍総そう司し令れい官かんにして旗き艦かん『黄こう竜りゆう号ごう』の艦かん長ちようを兼けんねるユルグス大将は、若者たちの前で歯を見せて上じよう機き嫌げんに笑う。

「アタシは若者が好すきよ！　若さとは美しさ、若さとは強さ、若さとは顧かえりみなさ！　それは時に愚おろかしさも伴ともなうものだけれど、アンタたちは他でもない北ほく域いき方ほう面めん戦せん争そうの英えい雄ゆう！　ならば誰だれよりも美しく、誰よりも強く、誰よりも顧みずあるべき！　帝てい国こく騎き士しの称しよう号ごうにかけて、濁にごりなき理想の具ぐ現げん者しやでありなさい！」

　迷まよわずうなずくにはちょっと抵てい抗こうのある激げき励れいだったが、五人もとりあえず素す直なおに返事をしておいた。と、そこで、ユルグス大たい将しようの視し線せんがシャミーユ殿でん下かに向けられる。

「──お初はつにお目にかかりますわ、第三皇おう女じよ殿でん下か。この度たびはアタシなんかの船までご足そく労ろういただき光こう栄えいの至いたり。潮しお臭くさくて狭せまっ苦しい場所ですけど、どうかご容よう赦しやくださいな」

「いや、大きく立りつ派ぱな船だ。こちらこそよろしくお願いする、海かい軍ぐん大たい将しよう殿どの」

　姫ひめ君ぎみが敬けい礼れいで返す。様さま々ざまな試し行こう錯さく誤ごを経へて、上じよう官かんに対する彼女の言こと葉ば使いは今のような形に落ち着いていた。一いつ介かいの尉い官かんとして振る舞まおうとすると逆に困こん惑わくされるので、意い図と的てきに少し皇こう族ぞく風かぜを吹ふかしておくくらいが互たがいにやりやすいのだ。

　賓ひん客きやくへの挨あい拶さつを済すませると、ユルグス大将は他の四人に視線を戻した。

「ところで、一人足たりないようね？」

「すみません、報ほう告こくが遅おくれました。イクタ・ソローク中ちゆう尉いとは次の港で合流する予定です」

「そ、ならいいわ。こっちの部下の紹しよう介かいに移りましょ」

　イクタの不ふ在ざいについてはそれ以上追つい及きゆうせず、ユルグス大将はさっさと話を次に進めた。

「この見るからに偽ぎ善ぜん者しやっぽい優やさ男おとこは、ダンミエ・カンロン海かい佐さ。いちおうアタシの副ふく官かんで、この黄こう竜りゆう号ごうの航こう海かい長ちようよ。先に言っておくと寵ちよう童どうでも小こ姓しようでもないから断じて。隙すきあらば互たがいを海に叩たたき落とす機き会かいをうかがっている間あいだ柄がらよ」

「ダンミエ・カンロンです、皆さんよろしく。ウチの大将は一いつ見けんして変なオカマですけど、どれだけ長く付き合ってもやっぱり変なオカマのままなんですよ。嵐あらしに遭あったと思って早めに諦あきらめてくださいね」

「ぶっ殺すわよダンミエ！」

　皮ひ肉にくと怒ど声せいが飛び交かう。聞いていたマシューは、やはりオカマなのか……と頭ず痛つうを覚えた。

「はぁ……で、こっちの娘むすめがポルミニュエ・ユルグス一いつ等とう海かい尉い。名前で分かると思うけど、アタシの姪めいっ子よ。この艦かんのクルーじゃなくて、別の中ちゆう型がた艦かんで副ふく長ちようをやってるわ。階級も近いし、年もアンタたちより少し上なくらいだから、仲なか良よくしてやって」

「皆さんの武ぶ勇ゆう伝でんはかねがねうかがっています。よろしくお願いしますね！」

　そう言うと、ポルミニュエ一等海尉はマシューたち一人ひとりと握あく手しゆして回る。ユルグス大将の姪っ子という予よ備び知ち識しきを与えられた上で、その姿を眺ながめると、赤みがかった黄き色いろの髪かみには血の繫つながりが見て取れないこともない。とはいえ、それ以外の部分は似にても似つかないのだが。

「アンタたちには、この艦とポルミの艦に半々ずつ乗ってもらおうと思っているわ。さすがに姫ひめ殿でん下かはここで決定だけれど、残りがどう分かれるかは自分たちで決めなさい。悪いけど、ここにいない仲なか間まの分も今決めちゃって」

　予想外の選せん択たく肢しを与えられて、五人は互たがいに顔を見合わせる。若者たちが悩なやんでいるところに、ユルグス大たい将しようがにっこり笑って付け加くわえた。

「個人的には、カワイイ男の子のほうが嬉うれしいわねぇ……ウフフ」

「おれは中ちゆう型がた艦かんのほうを希望するっ！」「ぼ、ぼくもそっちでお願いします！」

　背せ筋すじに寒さむ気けを覚えたマシューとトルウェイが、次々に手を上げる。ユルグス大将は露ろ骨こつにがっかりした面おも持もちになった。

「あら、二人とも行っちゃうの？　惜おしいわねぇ、目を付けてたのに……」

「私は殿でん下かといっしょに旗き艦かんに残ろうと思います。ハロ、あなたは？」

「んー、わたしはどっちでも構かまいませんけど……」

　ハロとしても判断に迷うところだったが──ヤトリが旗艦に残る前ぜん提ていで考えれば、もう一方にはイクタがリーダー役として入るべきだろう。そう心を決めて、口を開く。

「……じゃあ、わたしも旗艦に残ります。なんだか男性陣じんと女性陣に分かれちゃいましたけど」

「た、たまにはこういうのもいいんじゃないかな。ところで大将殿どの、部下たちはどうすれば？」

「そうね……この旗艦を含めた複数の艦に分ぶん乗じようさせるつもりだけど、あいにくとポルミの艦にはそこまで乗員数に余よ裕ゆうがないわ。ま、適てき当とうに八人くらい連れていけばいいんじゃない？」

　アバウトな指示が下った。マシューとトルウェイは互いの顔を突つき合わせる。

「……たった八人しか乗せられないらしいぞ。どうするよ、トルウェイ？」

「マーくんの小隊と、いちばん練れん度どの高いぼくの狙そ撃げき兵へい小しよう隊たいから、それぞれ四人ずつでどうかな。光こう照しよう兵へいは海戦だと戦力になり辛づらいし、イッくんも納なつ得とくしてくれると思うんだけど」

　今回トルウェイは風ふう銃じゆう兵へいの一個中隊二百人を連れてきていて、マシューの指し揮きする小隊もその中に含まれている。中ちゆう尉いと少しよう尉いなので、軍の組そ織しき上じようは上じよう官かんと部下の関係にあった。

「おれは構わないけど……おまえの狙撃兵を八人乗せたほうがいいんじゃないか？」

「考え方次し第だいだよね。たとえば敵てき艦かんに乗り込んでの、もしくは敵に乗り込まれての戦たたかいになった時は、近きん距きよ離りでの戦せん闘とうに慣なれているマーくんたちのほうが心強いと思うんだ。……それに、いちおう今回はアウェイだからね。イッくんは別にしても、ぼくたちは自分の指し揮き下かにある部下がいたほうが心強いんじゃないかな」

　部下がいなくては肩かた書がきばかりの指揮官になってしまう。ただでさえ馴な染じみのない軍ぐん艦かんの上で、そういう微び妙みような立場になることは避さけたほうがいい──そんな言げん外がいのメッセージを汲くみ取って、マシューも納なつ得とくしてうなずく。

「話は決まったようね？　それじゃ、それぞれの持ち場に案内するわ。アンタたちが濡ぬれ鼠ねずみから一いつ丁ちよう前まえの人間に戻ったらすぐにね」

　ユルグス大たい将しようがそう言うと、ほどなく大おお判ばんのタオルを重ねて持った水すい兵へいが部へ屋やに入ってきた。







　女性陣じんと別れたマシューとトルウェイが揃そろって旗き艦かんを下りた。待またせていた部下から八人を選出すると、ポルミニュエ一いつ等とう海かい尉いの背中を追って港を歩き始める。ユルグス大将と話している間に豪ごう雨うはすっかり止んでいて、薄うすれつつある雲くもの隙すき間まには綺き麗れいな青空が覗のぞいていた。

「あー、えっと、ユルグス海尉……でいいのかな？　それとも殿どのを付けた方がいいのか？　なぁトルウェイ、この場合の指し揮き系けい統とうってどうなってるんだっけ」

「ユルグスさんは一等海尉だから、ぼくたちと同じ尉い官かんの立場だね。同じ艦かん長ちようの下で別の部下を指揮するわけだから、どっちの階級が高いとは一いち概がいに言えないけど……」

　知ち識しきを照てらし合わせてうなっている二人に、ポルミニュエ海尉は振り向いて微笑ほほえみかけた。

「殿なんて付けないでください。短い間とはいえ、同じ船に乗る仲なか間まなんですから」

　野のに咲さく花のように可か憐れんな笑え顔がおでそう言われたので、マシューはすっかり機き嫌げんを良くした。警けい戒かい心しんが緩ゆるみ、知らず知らずにうちに舌したの滑すべりも良くなっていく。

「そう言ってもらえてよかったよ。いや、実は不安だったんだよな、おれ。高こう等とう士し官かん試し験けんの時には一度乗った船が沈しずんでるし、それ以外にも、カトヴァーナ海かい軍ぐんについては色々と怖い噂うわさを聞いてたからさ。『軍にあって軍にあらず』とか、『治ち外がい法ほう権けんの荒あらくれ集団』とか……でも、しょせん噂は噂だもんな。自分の目で見ないうちに判断しちゃだめだ、うん」

　マシューが腕うでを組んで独ひとり言ごちている間に、いつの間にか目的の艦までの移動は終わっていた。足を止めたポルミニュエ海尉の後ろで、二人は揃そろって目の前のそれを仰あおぎ見る。

　波の穏おだやかな海面に浮かぶのは、先ほどの『黄こう竜りゆう号ごう』に比くらべれば遥はるかに小さくはあるが、それでもじゅうぶんに立りつ派ぱな三本マストの木もく造ぞう巡じゆん洋よう艦かんだった。停てい泊はく中ちゆうなので帆ほは張っていないが、先頭の一本が横おう帆はん、残り二本が縦じゆう帆はんの形を取っていることは、帆桁ヤードの向きで分かる。

「さ、乗りましょう。クルーが待まちかねています」

　足取りも軽くタラップを上がっていくポルミニュエ海尉の背中を追って、マシューとトルウェイも艦に乗り込んでいく。が、浮うき足あし立だった気持ちのまま、彼らが無む警けい戒かいにデッキを踏ふんだ瞬しゆん間かん──。

「「「「「「「「お帰りなせぇ、ボス・ユルグス！」」」」」」」」

　男たちの野の太ぶとい声に出で迎むかえられて、二人は思わずひっくり返りそうになった。背はい後ごに付いてきていた部下たちまで一いつ斉せいにのけぞる。

　デッキの上にずらりと並んだ水兵たちは、誰だれもが上着をはだけて日焼けした肌はだを露ろ出しゆつし、屈くつ強きような両りよう腕うでと胸むな板いたの筋きん肉にくを赤せき裸ら々らに見せつけている。中には刺青いれずみを入れている者までいた。そんな彼らの様よう子すときたら、ぶっきらぼうな言こと葉ば使いと合わせて、ただただ柄がらが悪いとしか言いようがない。

「あー、帰ったよ。出迎えご苦労さん」

　その声が誰だれの口から発せられたのか、マシューとトルウェイはとっさに分からなかった。が、冷静に考えて答えは一つしかない。ついさっき花のような笑え顔がおを見せてくれた女性は、水すい兵へいたちの出迎えを受けるや否いなや上着を脱ぬぎ捨すてて、彼らと同じように日焼けした肌はだを晒さらしていた。

「見ての通り、海ってもんをこれっぽっちも知らない陸おか者ものの新入りだよ。馴な染じむまでせいぜい可愛かわいがってやんな、お前ら」

「「「「「「「「へい、ボス・ユルグス！」」」」」」」」

　声は粗そ暴ぼうなくせに、返答そのものは一いつ糸し乱みだれない。とてつもなく嫌いやな予感を覚えながら、マシューがおそるおそる口を開く。

「あ、あのー……ユルグス海かい尉い……？　い、いや、海尉殿どの？　──うぉわッ！」

　風を切る音に続いて、声をかけようとしたマシューの目前に鋭するどい刃はが迫せまった。幅はば広ひろの湾曲刀カトラスを握にぎったポルミニュエ海尉が、振り向きざまにその切っ先を向けてきたのだ。

「殿は付けんなっていったろ。人の話聞いてんのか、このデブ」

　ドスの効きいた声が突つき刺ささる。マシューは真しん剣けんに泣きたくなった。さっきまで目の前にいたはずの心優やさしい女性は一体どこに消えたのかと。そこに容よう赦しやなく追い打ちがかかる。

「付けるなら様だ。もしくはボス・ユルグスと呼ぶんだね。レミオンのノッポも覚えときな！」

「は、はいぃっ!?」

　強つよ気きでゴリゴリ押してくる相あい手てに弱い、トルウェイの弱じやく点てんが久ひさしぶりに露ろ呈ていしていた。すっかり気け圧おされている二人に不ふ敵てきな笑えみを向けて、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの部下たちを背はい後ごに、ポルミニュエ海尉は仁に王おう立だちで腕うでを組む。

「先に言っておくと、天国と地じ獄ごくの二に択たくを間ま違ちがえたのはてめぇら自じ身しんだからな？　叔父おじ貴きの艦かんと違ちがって、ウチじゃクルーにお行ぎよう儀ぎのいい振ふる舞まいを求めちゃいない。……ま、驚おどろくこたねぇわな。そこのデブが聞いていた前まえ評ひよう判ばん通どおりの世界ってだけさ」

　カトラスの刀とう身しんを肩に乗せて、彼女はくつくつと含ふくみ笑う。マシューとトルウェイは一いつ瞬しゆんで納なつ得とくさせられた。その振る舞いは確かに、軍ぐん人じんというよりも海かい賊ぞくのそれに近い。最初に見た時には痛いたましいと思った頰ほお傷きずさえ、今は彼女本来の印いん象しようを構こう成せいする一部分でしかなかった。

「何はともあれ、カトヴァーナ海賊軍第一艦かん隊たい十三号巡じゆん洋よう艦かん『暴ぼう竜りゆう号ごう』へようこそ。歓かん迎げいするよ、陸おかの英えい雄ゆうさんたち。──ま、そう分かりやすく青ざめんなって。いくら逃げたくなっても、もう船には乗っちまったんだからな」

　兵が全員乗り込んだのを見み計はからって、マシューとトルウェイの背はい後ごで水兵たちがタラップを取り払はらう。陸との接続が断たれたと知った瞬しゆん間かん、彼らはいよいよ野や獣じゆうの檻おりの中に閉じ込められた気分になった。

「た、隊たい長ちよう殿どのぉ……」

　背はい後ごの部下が弱々しい声で呼びかけてきても、二人はとっさに何の返事も出で来きなかった。
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　一方その頃ころ。出しゆつ向こうを間近に控ひかえた第一艦かん隊たい旗き艦かん『黄こう竜りゆう号ごう』では、赴ふ任にんの手続きを済すませたヤトリとシャミーユ殿でん下かが、二人連れ立って艦内を見て回っているところだった。

「あ──こ、これは第三皇おう女じよ殿でん下か！　お隣となりを失礼します！」

「むさ苦しいところですが、どうかのんびりとくつろがれてください」

　慌あわただしく艦内を行き交かう水すい兵へいたちが、二人の姿を見つけると即そく座ざに足を止めて挨あい拶さつしてくる。忙いそがしい中に手間を増やして申もうし訳わけないと思いつつも、艦内構こう造ぞうの把は握あくは早めに済すませておきたい。その心情は二人とも譲ゆずれなかった。

「……乗った瞬しゆん間かんから沈しずむ時の心配をしているとは、ユルグス大たい将しようにはとても言えんな」

「だとしても、備えがあるに越こしたことはありません。軍ぐん艦かんも沈む時は沈むものだと、我われ々われは身みをもって知っていますから」

　高こう等とう士し官かん試し験けんの会場に向かう最さい中ちゆう、嵐あらしに遭あって沈ちん没ぼつした送そう迎げい船せんのことが思い出された。なるべく通路の端はしに身みを寄せて、二人は艦内を歩いていく。全四層からなる船内空間はちょっとしたホテル並みに広大で、居きよ室しつをあてがわれた第二層の探たん索さくだけでもそれなりの時間を要ようした。

「三層以下の探索は後回しでもいいでしょう。兵たちの居きよ住じゆうスペースがメインで、どのみち我々が踏ふみ入ることは余あまりなさそうです。部下たちの世話はハロに任まかせてありますし」

「そのようであるな。では、なるべく邪じや魔まにならぬよう船の上に上がるとするか」

　二人うなずき合って階段を上っていく。そうやって船上へ抜けると、途と端たんに磯いその匂においを含ふくんだ潮しお風かぜが長い髪かみをなぶって吹ふき抜けた。滝たきのようだった豪ごう雨うはからりと上がって、西に流れていった雲の代わりに太陽がさんさんと輝かがやいている。

「じきに出発だぞ！　ミズンマストの横おう帆はん展てん開かい急げーっ！」

　その容よう赦しやない日差しの下で、大勢の水兵たちが操そう船せん作業に従じゆう事じしていた。ある者は畳たたんであった帆ほを開くために目も眩くらむ高さまで縄梯子シユラウドを上り、ある者は艦かんを港に繫つなぎ止めている係けい留りゆう索さくを解こうと盛んに手を動かしている。素人しろうと目めにも分かるほどの手て際ぎわの良さは、さすが旗艦のクルーといったところだ。

　雨上がりの晴せい天てんの下で見る『黄竜号』は、港の中でその威い容ようをひときわ誇ほこっていた。まず圧あつ倒とう的てきなのが百メートル強の全長だが、それもひょろ長いのではなく、船の背せ骨ぼねとも言うべき極ごく太ぶとの竜骨キールによって芯しんが通った堅けん牢ろうな作りだ。三本マストの構こう成せいは他の艦と一いつ緒しよだが、そこに張られる帆の数がまるで違ちがう。メインマストだけで帆桁ヤードは六段を数えていた。

「見み応ごたえのある船でしょう？　いちおう世界一の大艦を自じ称しようしています」

　作業の邪じや魔まにならないよう後部デッキの少し高い位置によけて、そこから船全体を見渡していたヤトリと姫ひめ殿でん下かに、ふいに一人の青年が歩み寄ってきた。先ほど作戦室でも顔を合わせたユルグス大たい将しようの副ふく官かん、ダンミエ・カンロン海かい佐さだ。

「ええ、見事な艦かんだと思います。これに勝まさるサイズの船が他国にあるとは考えづらいかと」

「まさしく。……しかしまぁ、船というのは単たん純じゆんに大きければ良いというものでもなくて。これだけの図ずう体たいだと、どうしたって航こう海かい中ちゆうの取り回しは低下しますからね。メインの役割は積せき載さい量りようを活いかした物資や人員の輸ゆ送そうということになってしまいます。軍ぐん艦かんとして作られたのに、それってどうなんだ……とは思いませんか？」

　社しや交こう辞じ令れいで流せばいいところを、カンロン海佐は返答に困こまる質しつ問もんを投げてよこす。戸と惑まどう姫ひめ君ぎみの隣となりで、ヤトリは苦く笑しようした。──ユルグス大将とのやり取りからも見受けられたが、この青年、見た目に似に合あわず相そう当とうにシニカルな性格らしい。

「……艦かん隊たいにおける旗き艦かんは、それ自体が指し揮きの中ちゆう枢すうであり、移動する司し令れい部ぶです。となれば、その役割が直接戦せん闘とうから離はなれるのはむしろ自然なことでしょう。ここが陥かん落らくすればそれで終わりなのですから、第一に求められるのは攻せめの力よりも守りの力。その点において、大きさに見合う大勢の白はく兵へい要よう員いんを擁ようしたこの船は、じゅうぶんに優すぐれた旗艦たりうるものと思われます」

　物もの怖おじせずにヤトリが意見を述べると、カンロン海佐は自分の額ひたいをぴしゃりと叩たたいた。

「それが正せい論ろんです。さすがはミス・イグセム、噂うわさ通どおり隙すきがない」

「いえ、そんなことは。船についての不勉強はさきほど自じ覚かくしたばかりですので」

　ヤトリが謙けん虚きよに頭を下げるようとするのを、カンロン海佐が慌あわてて両手で制した。

「ちょ、調ちよう子し狂くるうなぁ……。そうかしこまらず、もっと偉えらそうに振る舞まってくださいよ。ユルグス大将からも手厚くもてなすよう言われていますので」

「そうですか。では図ずう々ずうしくて恐きよう縮しゆくですが、さっそくご教きよう示じいただきたいことが」

「あくまで言こと葉ば遣づかいは崩くずさないんですね……。で、何が知りたいんですか？」

「この艦に乗っている間、我われ々われは何をすればよろしいですか？」

　これ以上ないくらいストレートな質問だった。それを聞いた青年は苦く笑しようを浮かべて、しばらく言葉に迷まよっていたものの、やがて何かを諦あきらめた様よう子すでデッキの手すりに寄りかかる。

「……はっきり言えば、何も。好すきなだけのんびりしていただいて結構ですよ」

「船旅は二十日以上に及およぶとか。その間何も仕事がないとなると、これは非常に退たい屈くつですね」

「別に窓まど際ぎわへ追いやりたいわけではないんですよ。ただ、今回の皆さんの扱あつかいは、我々の目から見ると何とも微び妙みようでして……」

　言いにくそうな顔で頰ほおをかく青年に、ここまで黙だまっていたシャミーユ殿でん下かが口を開く。

「出しゆつ征せいに箔はくを付けたい内ない閣かくの都つ合ごうで、頼たのんでもいない付ふ録ろくを押しつけられた……そんなところか」

「よ、よしてください！　誓ちかって言いますが、援えん軍ぐんには感かん謝しやしております。カトヴァーナ海かい賊ぞく軍ぐんなどと呼ばれる我われ々われも、やはり根っこでは軍人の端はしくれですから。姫ひめ殿でん下かが旗き艦かんに乗られているというだけで、クルーたちの士し気きは普ふ段だんと段だん違ちがいです」

「そうであってくれれば、余よも救われる思いだ。……が、それでもやはり現実として、我々に託たくすことのできる役割というものがないのであろう」

　姫ひめ君ぎみの追つい及きゆうに、カンロン海かい佐さはしかめっ面つらで腕うでを組んでうなった。

「……今回の作戦の要よう綱こうはご存じですよね？　旧きゆう東とう域いきのヒオレド鉱こう山ざんを奪だつ還かんするべく東進する陸りく軍ぐん部ぶ隊たいに、我々が海路で補ほ給きゆう物ぶつ資しを届とどけることになっています」

　二人はうなずいた。その陸軍部隊には、彼女らの上じよう官かんであるセンパ・サザルーフ少しよう佐さも一個大隊を率ひきいて参加している。奪還する鉱山は内陸部にあるので、メインの戦力はそちらのほうだ。

「順当に目的地に向かって航こう海かいしていけば、途と中ちゆうからキオカが制せい海かい権けんをもつ海域に入りますから、そこからは低くない確かく率りつで海かい戦せんが起こることが予想されます。海かい兵へいの枠わくで援えん軍ぐんに来てもらった皆さんには本来、そういった際の戦力になることが求められるのですが……」

　戦せん闘とう時以外には操そう船せん作業に従じゆう事じする「水すい兵へい」に対して、純じゆん粋すいな戦力として船に乗せられる者を「海兵」と呼ぶ。騎き士し団だんとその指し揮き下かにある部隊も、今回はそういった扱あつかいを受けるはずだったのだが──。

「……そもそも皆さんは陸の軍人なのですから、その能力を十じゆう全ぜんに活いかすつもりなら、素直に陸軍部隊のほうに編へん入にゆうされているはずなのです。それをあえて畑違ちがいの海かい軍ぐんに回してきたという事実を、我々は上からの暗あん黙もくのメッセージとして解かい釈しやくしました。すなわち──『安全第一。第三皇おう女じよと英えい雄ゆうたちの部隊を傷きず物ものにするな』と」

　ヤトリがため息いきをつく。後方で大切に匿かくまわれる援軍というのは、滑こつ稽けいだがよくある皮ひ肉にくだった。

「出しゆつ港こう準じゆん備び完かん了りよう！　係けい留りゆう索さく解とけぇ！」

　船旅の始まるを告つげる声が、広いデッキの上に朗ろう々ろうと響ひびき渡る。ふわりと足あし元もとが不確かになるような感かん触しよくが一いつ瞬しゆんあって、それでヤトリと姫殿下も、船が港を離はなれたのだと実感した。

「……出しゆつ航こうしてしまいましたか。すみません、話の途と中ちゆうですが、僕ぼくもそろそろ行かなければ」

　一ひと言こと詫わびてから、カンロン海佐は背せ筋すじを伸ばして敬けい礼れいする。二人がそれに同じ動どう作さで応こたえると、彼はにっこり微笑ほほえんで身みをひるがえした。デッキを小走りに駆かけ抜けていき、その背中が船内に続く階段へと消えていく。

「……予想はしていましたが、対等の仲なか間まとは見なされていませんね。言こと葉ばを飾かざって誤ご魔ま化かすのでなく、ああしてはっきり言ってもらえたのは逆に幸さいわいでしたが」

「我々が門もん外がい漢かんなのは事実だ。専せん門もん家かの彼らに全すべてを委ゆだねるのも一つの道であろう。……が、そのつもりはないのだな？」

「はい。……悪あつ化かしていく状じよう況きようの中で、事じ態たいの改かい善ぜんに必ひつ要ような権けん限げんを持たない歯がゆさは、私たちの誰だれもが北ほく域いきで痛つう感かんしてきました。海かい軍ぐんの実力には一定の信しん頼らいを置いていますし、ユルグス大たい将しようをサフィーダ中ちゆう将じように重ねるつもりは毛もう頭とうありませんが──それでもなお、何が起こるか分からないのが戦場です」

　生せい存ぞんの可か能のう性せいを一パーセントでも上げるためには、行ぎよう儀ぎのいい客の立場を踏ふみ越こえることも辞じさない。その強い意志を宿して、真しん紅くの瞳ひとみがそびえ立つマストを見上げている。

　そんな彼女を頼たのもしく思いつつも、隣となりに立つ姫ひめ君ぎみの表情はどこか晴れなかった。

「……しかし……暗あん黙もくのメッセージ、か」

「？　カンロン海かい佐さの話ですか？」

「うむ……。『安全第一。第三皇おう女じよと英えい雄ゆうたちの部ぶ隊たいを傷きず物ものにするな』──我われ々われを海軍部隊に送り込んだ上の意い図とを、彼らはそう解かい釈しやくしたようだな。海の戦せん士しとしての自じ負ふを持つ者ならば、それは当然の考え方だろう。が……余よの視し点てんからは、必かならずしも真しん実じつではないように見える」

「……この配はい属ぞくが、我々の身の安全を企き図としてのことではないと？」

「腑ふに落ちぬ点はある。国こつ境きようを越こえた先での武ぶ力りよく衝しよう突とつが約やく束そくされている陸路に比くらべれば、確かに海路は安全と呼べるかもしれぬ。……だが、それはあくまで最さい前ぜん線せんで戦たたかう部隊の話。戦線の後方で輸ゆ送そう任にん務むでも従じゆう事じさせておけば、陸上でもじゅうぶん我々の安全は確保できたはずだ。いざという時の避ひ難なんのしやすさを思えば、そちらのほうがむしろ理りに適かなうだろう」

「安全確保の他に意図があるとすれば……殿でん下か、それは」

「今の時点では何とも言えない。単たん純じゆんに海軍の士し気きを上げたかったのかもしれぬ。……だが、ここでいう上とは、必かならずしも軍ぐん上じよう層そう部ぶを指してはいない。我々を援えん軍ぐんに回して出しゆつ征せいに箔はくを付ける──その発想からして、国内で厭えん戦せんの気き運うんが高まることを危き惧ぐした内ない閣かくの考えであろうしな」

　あれは魔ま窟くつなのだ、と姫ひめ君ぎみは忌いま々いましげにつぶやく。宮中に巣す食くう腐ふ敗はい貴き族ぞくたちの目もく論ろ見みがどこにあるか──この時点でそれを見定めるのは、いくら聡そう明めいな彼女でも荷にが勝ちすぎた。

　彼女が思考の迷めい路ろに陥おちいりかけているのを見て取って、ヤトリが声を上げる。

「ともあれ、今は足あし元もとを固めるのが先決です。我々が海の素人しろうとであることは否ひ定ていできませんが、先の戦争でキオカの部隊と戦った経験の中には、今の海軍が持ち合わせない情じよう報ほうが少なからず含ふくまれているでしょう。それを取っ掛かかりに、早いうちに発言権を確保しておければと思います」

　言いつつ、ヤトリはデッキから海の側に視し線せんを移す。「黄こう竜りゆう号ごう」の右う舷げんに見渡す海うな原ばらでは、すでに艦かん隊たいそのものが動き始めていた。旗き艦かんに先さき駆がけて出港した中ちゆう型がた艦かんの中には、マシューとトルウェイが乗り込んでいるはずの「暴ぼう竜りゆう号ごう」の姿もある。

「……ユルグス大将の姪めいというのも、何らかの突とつ破ぱ口こうになり得るかもしれないわね。その辺りをマシューとトルウェイに期待するのは、さすがに無む茶ちやかしら？」
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「おらおら遅おそいぞデブ！　もっとテキパキ動きやがれ、このノロマ！　うすらトンカチ！」

　遥はるか下からポルミニュエ海かい尉いの罵ば声せいが飛んでくる。それに怒いかりを覚える余よ裕ゆうもなく、マシューは必ひつ死しの思いで帆桁ヤードにしがみついていた。

「む、無む茶ちや言うなっ！　船上作業の経けい験けんもないのに、こんなところで早く動けるかっ！」

　弱よわ音ねをこぼすと、下でどっと笑いがはじける。マシューが今いる場所はフォアマストを縄梯子シユラウドで上った先──海面から十二メートルほどの地点で垂すい直ちよくに張り出した帆桁ヤードの前だ。満足な足あし場ばはなく、代わりにあるのは細く頼たよりないフットロープ一本きり。彼が怯おびえるのも当然だった。

「ノッポ、てめぇも遅おせぇぞ！　仲なか間まの心配は自分の面めん倒どうを見終わってからにしやがれ！」

　同じようにメインマストを登らされているトルウェイは、手足が長い分だけマシューよりも有利と言えたが、それでもフットロープの上を移い動どうする時には冷ひや汗あせをかきっぱなしだった。なにしろ高さだけでも参まいっているところに、前まえ触ぶれもなく強い横風が吹ふき付けるのだ。

　しかし、どうして二人がそんな危険な真似まねをさせられているかと言えば、特に実じつ務む的てきな意味はない。あらかじめ帆桁ヤードの端はしに結むすび付けておいた紐ひもを取りに行かせて、その必死の様よう子すをクルーたちが笑いものにしているだけだ。要ようは船上作業の訓くん練れんにかこつけたシゴキである。

「──いやいや、おっせぇなぁ、てめぇら！　カタツムリだってもう少しマシに動くぜ。情けないと思わねぇのかよ！」

　三十分近くかけてヒモを取り、命からがらデッキへ帰き還かんした二人に、ポルミニュエ海尉は頭ごなしの罵声を浴びせる。それでいよいよマシューの忍にん耐たいにも限界が訪おとずれた。荒あれた息いきを強ごう引いんに整えると、彼はデッキの床ゆかを強く蹴けって立ち上がる。

「い、いい加か減げんにしろよ！　どうして援えん軍ぐんに来たおれたちが水すい夫ふの真似まね事ごとをしなきゃならないんだ！　人ひと手で不ぶ足そくでもないのに畑はたけ違ちがいの仕事をさせるな！」

「……はぁ？　おいおい、まーだ自分の立場が分かってないのかね、このデブは」

　呆あきれたようにそう言って、ポルミニュエ海尉が肩にかついだカトラスを一ひと振ふりする。その先せん端たんをマシューの鼻先にピタリと突つきつけて、彼女は言こと葉ばを続けた。

「まず、アタシらが陸おか者ものの援軍をありがたがっているなんて思わないことだよ。余よ計けいなお荷物が増えてうざったいだけだ。加くわえて、この艦かんに海かい兵へいの枠わくなんてもんは存そん在ざいしない。いざって時は全員で戦たたかうし、そうでない時は全員で働はたらく。それが当たり前なんだ。無む駄だ飯めし食らいを置いておく余よ裕ゆうはないんでね」

「……その方ほう針しんに一いち理りあることは認みとめてやるよ。おれたちだって無駄飯食らいでいるのは心苦しい。手伝えることがあれば助じよ力りよくは惜おしまないつもりでいる。──でもな！」

　言葉を切って、マシューは背はい後ごを指さす。船ふな酔よいの状じよう態たいで過か酷こくなシゴキを強しいられた彼の部下たちが、そこに四人揃そろって青い顔で横たわっていた。

「初日からあんなになるまで追い込んでどうすんだよ！　新しん兵ぺいの訓くん練れん期き間かんなら多少のシゴキも許きよ容ようされるもんだけど、今はそうじゃない。数週間後には実戦が起きるかもしれないんだぞ！　それを踏ふまえれば、今はおれたちをにわか水すい夫ふに仕立て上げる訓練なんかより、互たがいの連れん携けいを密みつにすることを考えるべきじゃないのかよ！」

「はっ。のろまなデブのくせに、口だけはベラベラとよく回るな」

「……そう、その顔だよ。おれが何より気に食わないのはその態たい度どだ。おまえにはおれたちを鍛きたえようなんて気はハナっからない。単たんに訓練にかこつけていじめたいだけだろ」

　カチンときたマシューが低い声で指し摘てきする。ポルミニュエ海かい尉いは鼻で笑った。

「ま、半分は正せい解かいさ。てめぇらには最初っから何の期待もしてない。陸おか者ものが海の上でマトモに戦えるはずがないからな。だから連携なんてものも不ふ要ようさ。いざ戦いが始まれば、てめぇらは船せん倉そうの中でガタガタ震ふるえてるだけなんだから」

「言ったな、この野や郎ろう……！」

　怒いかりに肩かたを震わせるマシューだったが、そこでトルウェイが代わって前に出た。

「ユルグス海尉、そのくらいにしてもらえないかな。……きみがぼくたちを侮あなどっているのはよく分かったよ。でも理り屈くつ抜ぬきに、目の前で戦せん友ゆうを侮ぶ辱じよくされるのは愉ゆ快かいじゃない。分かるかな、そういうのは本当に愉快じゃないんだ」

　翠みどりの瞳ひとみが強い光を宿して相あい手てをにらむ。それに少しは気け圧おされたのか、ポルミニュエ海尉は口をへの字にゆがめて身みをひるがえした。

「ふん、威い勢せいのいいことだな。その鼻はな息いきがいつまで続くか、これから先の楽しみにしといてやるよ。──おいお前ら、遊びはここまでだ。作業に戻りな！」

「「「「「「「へい、ボス・ユルグス！」」」」」」」」

　命令を受けたクルーたちが即そく座ざに散ちっていく。デッキの片かた隅すみに取り残されたまま、マシューは怒いかりに任まかせて床ゆか板いたを踏ふみ鳴らした。




　それからも訓練の名を借りたシゴキは続いた。事あるごとにマシューたちを船上に呼び出しては、意味もなく危険な作業をやらせたり、疲ひ労ろうで倒たおれる寸すん前ぜんまでデッキを磨みがかせたりする。艦かん長ちようから実質的な権けん限げんを預けられているのをいいことに、ポルミニュエ海尉は横おう暴ぼうの限りを尽つくしていた。

　当然のように、被ひ害がいを受ける側はフラストレーションが溜たまる一方だった。……が、出しゆつ港こうから四日目の晩ばんのこと。例によって海尉の命令でボロボロの古い帆ほを二時間かけて繕つくろい、腹はらを空すかした二人が船内の士し官かん用よう食堂へ降りていったところで、その我が慢まんを爆ばく発はつさせる出で来き事ごとが起きた。

「遅おそかったな。それがてめぇらの飯めしだよ」

「……は？」

　きょとんとした目で、マシューとトルウェイはテーブルに置かれたそれを見た。二枚の平ひら皿ざらの上に、薄うす赤く変色した魚の切り身らしきものが載のっている。それだけで、後は何もない。スープも干ほし肉も、パンさえもなかった。皿さらに顔を近づけたトルウェイが眉まゆ根ねを寄せる。

「これ、火が通ってないようだけど……ひょっとして生なま魚ざかな？」

「ああ、そうとも。海の上じゃ新しん鮮せんな野や菜さいは貴き重ちようでな。壊かい血けつ病びようを防ぐために生魚を食べるんだ。ひょっとして知らなかったか？」

　テーブルに頰ほお杖づえを突ついた海かい尉いがにやにやと笑う。その態たい度どに神しん経けいを逆さか撫なでされて、マシューは歯は軋ぎしりした。

「……話には聞いてたよ。港みなとを出て四日しか経たってない現げん状じようで、そこまで物ぶつ資しが不足しているとは思えないけど、それはまぁいい。おれが訊ききたいのは、他には何もないのかってことだ」

「あるように見えんのか？　見ての通り、それで全すべてさ」

「足たりるわけないだろ！　だいたい、お前らはパンも野菜もちゃんと食べてるじゃないか。ふざけるのはやめて、おれたちにも同じ食事をよこせ！」

　怒いかりを募つのらせたマシューが両手でテーブルを叩たたく。ポルミニュエ海尉もそれに負けじと、カトラスの柄つか頭がしらをテーブルに叩き付けた。

「図ずに乗るんじゃないよ、役立たずのお荷物が！　食わせてもらえるだけでもありがたく思え！」

「腐くさりかけた魚の切り身でか!?　腹はらを壊こわさないだけ食えないほうがまだマシだ！」

「黙だまれ！　文もん句くがあるなら食うんじゃない！」

「……ああ、そうかよ。言われなくてもそうさせてもらう！」

　言い捨てたマシューは身みをひるがえし、ドアを蹴けり開けて食堂から出て行く。トルウェイも迷まよわずその後を追って、二人が着くはずだったテーブルには、手つかずの皿だけが残された。




「──くそッ！」

　勢いきおいに任まかせてデッキに飛び出したマシューは、怒りの冷めやらぬままに地じ団だん太だを踏ふみ、さらにはメインマストの根本を蹴りつけた。追いついたトルウェイが、穏おだやかな声でそれを宥なだめる。

「船に罪つみはないよ、マーくん」

「ああ、そうだろうな！　おれたちだって、腐りかけの生魚を食わなきゃならないような罪は犯おかしちゃいないんだから！」

　そう叫さけんだところで、腹はらの虫が盛大に鳴った。それですっかり気力が萎なえて、マシューはやけくそ気ぎ味みにその場で寝ね転ころがる。青い闇やみに沈しずみつつある大おお海うな原ばらの只ただ中なか、トルウェイは何も言わず、友人の隣となりに腰こしを下ろした。

「……あの女さ。どうしてああも、おれたちを目の敵かたきにするのかな」

「うーん、陸の人間が同じ船に乗り合わせていること自体、彼女の気に食わないみたいだけど……」

「それだけの理由で、こうも執しつ拗ようにおれたちをいびり続けるもんか？　船上作業の様よう子すを見る限り、あいつらだってそこまでヒマじゃないだろ。それとも、こんなイジメを娯ご楽らくにしなきゃいけないほど船員の鬱うつ憤ぷんが溜たまってるっていうなら……はなっから本気でヤバいぞ、この船」

　言いながら、その危き惧ぐが外はずれていることはマシューにも分かっていた。認めるのも腹はら立だたしいが、ポルミニュエ海かい尉いのもとに、「暴ぼう竜りゆう号ごう」のクルーたちはしっかりと団結している。よそ者を犠ぎ牲せいにしてガス抜きを試こころみなければならないような不安定さとは、まったく無む縁えんの集団だ。

「じゃあ本当に、あの女の嗜し虐ぎやく趣しゆ味みってだけなのか……？　それこそお手上げだぞ、ちくしょう」

　マシューのこぶしが力なく床ゆか板いたを叩たたく。すっかり意い気き消しよう沈ちんしている友人にかける言葉が見つからず、トルウェイは考えあぐねた末、少しでも気分を上向けられないかと話題を変えた。

「ねぇ、マーくん。ひとつ聞いてもいいかな」

「？　何だよ」

「恥はずかしいんだけど、ぼく、帆はん船せんってものの仕組みを何も知らないんだ。だから、これもすごく間ま抜ぬけな質しつ問もんかもしれないんだけど……この船って今、進行方向に対して真ま横よこからの風を受けている形だよね？　なのにどうして、船はちゃんと前に進んでるのかなって」

　手すりの向こうに黒い海面を見ながら、トルウェイが首をかしげる。少し間を置いて、マシューは寝ね転ころがったまま口を開いた。

「……ん、それは帆船の性せい能のうを語る上で重じゆう要ようなとこだな。原げん理りだけざっと答えれば、船底に張り出した竜骨キールが水の抵てい抗こうを生むことで左右への移動を阻はばんで、帆ほが受けた横風の力から前方への推すい進しん力りよくだけを抽ちゆう出しゆつしている……そんなところだけど」

「うーん、ちょっと難むずかしいね。追い風を受けて進むのは感かん覚かく的てきに分かるんだけど……」

「ああ、確かに理解しづらいよな。だからってわけでもないだろうけど、昔むかしの船は本当に追い風でしか進めなかったんだよ。都つ合ごうのいい風が吹くまで航こう海かいを始められない、そんな不ふ便べんが当たり前の時代もあったんだ。だからこそ、帆の向きの調ちよう節せつによって風かざ上かみに切り上がっていくセイリング技ぎ術じゆつの発明は、当時の船乗りたちに革かく命めいをもたらしたわけだけど──」

「ほう、陸おか者ものにしてはよく勉べん強きようしておるな。感心感心」

　唐とう突とつに、しわがれた声が話に割り込んできた。マシューがびっくりして体を起こすと、彼らの前にはいつの間まにか、真っ白なヒゲを長く伸ばした老人が杖つえを片手に立っていた。

「じゃがまぁ、結局のところは、自分で関わってみなければ何も分からんのが船ってもんじゃよ。……と偉えらそうに言ってみたはいいものの、これは別にどの分野でも同じかもしれんのう」

「……爺じいさん、あんた誰だれだ？」

「ああ、わし？　この船の艦かん長ちよう。いちおう」

　そう聞いても、マシューとトルウェイはなかなか相あい手ての言こと葉ばを額がく面めん通りに受け取れなかった。……膝ひざまで裾すそをまくりあげたよれよれのズボン。これはよく見れば海かい軍ぐん服ふくと分かるが、やせこけた上じよう半はん身しんには薄うす汚よごれたノースリーブのシャツを着ているだけ。階かい級きゆう章しようの類たぐいはどこにも見当たらない。

　この規き模ぼの軍ぐん艦かんの艦かん長ちようといえば、陸りく軍ぐんにおける佐さ官かんに相そう当とうするほどの高級軍人のはずだが、目の前の貧ひん相そうな老人にそれだけの威い厳げんを見出すのは難むずかしい。とはいえ、この状じよう況きようで噓うそを言われるとも考えづらいので、マシューとトルウェイは半はん信しん半はん疑ぎながらも立ち上がって敬けい礼れいした。

「し、失礼しました艦かん長ちよう殿どの。陸軍少しよう尉いのマシュー・テトジリチです」

「同じく中ちゆう尉いのトルウェイ・レミオンです。あの、すみません、艦長殿のお名前は……」

「ラギエシー・クッチ海かい佐さじゃ。が、普ふ段だんはまぁ艦長でよい。ポルミの奴やつも自分をボス・ユルグスだのと呼ばせていたじゃろ？　その辺り、この艦ではあまりうるさく言わんのでな」

「今日まで挨あい拶さつが遅おくれてすみません。ユルグス海かい尉いは何も言わないし、今まで姿を見なかったから、次の港で乗じよう船せんされるのかと……」

　恐きよう縮しゆくして頭を下げる二人に、クッチ海佐は笑いながらかぶりを振ってみせた。

「気にせんでよい。見れば分かると思うが、半なかば隠いん居きよの身みでの。いちおう艦長の立場にはあるが、すでにクルーどもの実じつ質しつ的てきな指し揮き権けんはポルミに譲ゆずってある。今のわしは置物のようなもんじゃよ」

「それはぼくたちも、この数日で理解しましたが……。艦長殿と比くらべて、ユルグス海尉は非常に若いように見受けられます。役割の引き継つぎには、いくらなんでも時期が早いのでは？」

「年は問題ではない。海軍は実じつ力りよく主しゆ義ぎ、求められるのは立場に応じた力のみじゃよ」

「……あいつがそんなに優ゆう秀しゆうなんですか？　とても信じられない。陸おか者ものが気に食わないってだけの理由で、おれたちとはロクに連れん携けいを取ろうともしないのに」

　マシューが我が慢まんできずに本ほん音ねをぶつける。老人はからからと笑った。

「そうじゃの……。少なくとも操そう船せんに関していえば、図ず抜ぬけて高い水すい準じゆんにあるのは間ま違ちがいない。中ちゆう型がた艦かんを操あやつらせてあやつの右に出る者は、おそらく海軍を見渡しても五人とおらん」

　気に入らない相あい手ての高こう評ひよう価かが示されて、小こ太ぶとりの少年はむすっとした顔になる。その反はん応のうをどこか楽しんでいる様よう子すで、クッチ海佐は話を続けた。

「が、それ以外の部分で及きゆう第だい点てんに達しているかといえば、正直なところ疑ぎ問もんは残るの。お前さんたちとの付き合い方にも、その面での不安が表れておる」

「……その点はぜひ訊ききたいのですが。なぜ彼女はぼくたちを目の敵かたきにするのですか？　自分の船に部外者が乗り込んでいることへの不ふ快かい感かんはあるにせよ、それだけとは思えません」

「……ふむ。レミオンの末すえっ子、お前さんはどうやら根っからの優ゆう等とう生せいのようじゃな。言葉や振る舞まいの節ふし々ぶしに善ぜん良りようさがにじみ出ておる。善よき哉かな善き哉」

「は、はぁ……？」

「じゃが、そういう健けん全ぜんな思考では、かえってポルミの心しん境きようを慮おもんぱかることは難むずかしいじゃろうて。──そこでお前さんの出番じゃ、テトジリチの坊ぼう主ず」

「おれの出番？　……どういうことですか？」

「想そう像ぞうの中で立場を入れ替えてみればよい。さぁ、今からお前さんはポルミじゃ。カトヴァーナ海かい軍ぐんで腕うでを磨みがいた新しん進しん気き鋭えいの海軍士し官かんにして、『忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け』ユルグスの係けい累るいでもある血けつ統とう書しよ付きの娘むすめじゃ。立場と家いえ柄がらへの自じ覚かくを強く持ち、若さもあいまってプライドの高さは天てん井じよう知らず。──が、そんなお前さんにも泣き所がひとつある。まだ実じつ戦せんを知らないということじゃ」

　老人が流りゆう暢ちように語りだす。自然とマシューも聞き入っていた。

「戦場に出たことがないのじゃから、当然まだ戦せん功こうも立てておらん。それではいくら実力があっても英えい雄ゆうとは呼ばれん、当たり前の話じゃな。が──そんな状じよう況きようを歯がゆく思っているところに、ちょっとした事じ件けんが起きよった。思いがけなく目の前に、自分より年下でありながら帝てい国こく騎き士しの称しよう号ごうを持ち、本物の英雄と呼ばれる連中が現れよったのじゃ。さぁ、そんな時、お前さんはどう感じるかの？」

　そこまで聞いた瞬しゆん間かん、少年はハッとしてクッチ海かい佐さを見つめた。

「……嫉しつ妬と、焦あせり、対たい抗こう心しん……。それですか。あいつの敵てき意いはそこから来てるんですか」

「自然に想像できたようじゃな。ま、そういうことじゃ。ポルミの奴やつはお前さんたちが妬ねたましく、それゆえに疎うとましい。協きよう力りよくなんぞ考えたくもないくらいにの」

　ため息いき混まじりに海佐が言う。マシューは右手の指で頭をかきむしった。

「妬んでいる……？　あのユルグスの係累が、おれを……？　そんなことって……」

「自分が羨せん望ぼうを受ける側に回っていたことに気付いたかの？　が、恥はじることでもない。今の今までそれを自じ覚かく出で来きなかったのは、お前さんの視し線せんが未いまだ上を向いている証しよう拠こでもあるからの。──どうもお前さん、現げん状じようにまるきり満まん足ぞくしていないばかりか、おそろしく高いところに目標があるようじゃな？」

　図ず星ぼしを突つかれたマシューが言こと葉ばを失う。老人は心から愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らした。

「まぁ、そういうわけじゃよ。ところでどうするね。今の話でポルミに失しつ望ぼうしきったというなら、わしの権けん限げんでお前さんたちを旗き艦かんに移してやってもよい。あそこならお客さまとして快かい適てきな待たい遇ぐうを受けられるじゃろうしな」

　願ってもない逃げ道を示されて、トルウェイはとっさに友人の顔を見る。が、小こ太ぶとりの少年は眉み間けんにシワを寄せて考え込み、そう時間を置かず首を横に振った。

「……ありがたい話ですけど、遠えん慮りよします。それじゃ尻尾しつぽを巻いて逃げ出すのと変わらない」

「マーくん……」

「おまえは旗艦に戻れよ、トルウェイ。おれの意い地じに付き合う必ひつ要ようはないからさ」

　その気き遣づかいを、トルウェイは即そく座ざにかぶりを振って拒こばんだ。予想通りの返事にマシューも苦く笑しようする。立場が逆だとすれば、彼も同じように付き合っただろうから。

「そうか、逃げんか。なかなかタフじゃのお前さんたち」

「やられっぱなしは気分が悪いってだけです。おれは人間が出で来きてないから」

　マシューが開き直った笑えみを浮かべる。友人が元気を取り戻したことにほっとしつつ、トルウェイは顎あごに手を当てて考え込んだ。

「……でも、具ぐ体たい的てきにどうしようか？　あのユルグス海かい尉いにぼくたちを見直させるのは、そう簡かん単たんな仕事じゃなさそうだけど……」

「そのための手て立だては、正直おれにもまだ思いつかないな。──でも、そう悪い見込みばかりじゃないぞ。少なくとも明日から、この船の空気は大きく変わるはずだから」

　確かく信しんをもってマシューが言う。その根こん拠きよが分からず困こん惑わくする青年に、彼はにっと口くち元もとを釣つり上げてみせた。

「出しゆつ航こうしてからの日数は数えてなかったか？　航こう海かいは予定通りに進んでいるようだからな。この船は明日、最後の補ほ給きゆう地ち点てんになる港に着くはずなんだ」

「……あ！」

「そういうこと。持じ久きゆう戦せんは今日で終わりだ。援軍と合流して反はん撃げきに移ろうぜ、トルウェイ」







　一夜明けた朝、「暴ぼう竜りゆう号ごう」を含ふくむカトヴァーナ海かい軍ぐん第一艦かん隊たいは、マシューの予想通りに帝てい国こく領りよう土ど南東のタツク港こうに寄って補給を受け始めた。港内に待たい機きしていた十二隻せきの軍ぐん艦かんも、ここで艦隊に合流する。この港を出発すれば、もはやキオカの領りよう海かいは目の前なのだ。

「さぁ、ボサボサすんじゃないよ！　船が腹はら一いつ杯ぱいになるまで詰つめ込みな！」

　デッキに立ったポルミニュエ海尉が物資を運ぶ水すい兵へいたちの指し揮きを執とる。当然マシューたちもその中に混じって、重い木き箱ばこやら樽たるやらを延えん々えんと運ばされていた。午前十時に始まった作業だというのに、正しよう午ごを過すぎてもまったく終わる気け配はいがない。

「……お、遅おそい！　何やってんだよあいつは……！」

　全ぜん身しん汗あせみずくになって樽を運びながら、マシューは呪じゆ詛そじみた愚ぐ痴ちを繰くり返す。無理もない。船が港に着いたのはいいが、肝かん心じんの待まち人がいつまで経たっても現れないのだ。しかも物資の運うん搬ぱんという名めい目もくがある分だけ、海尉の横おう暴ぼうはエスカレートする一方だった。

「おらぁ、デブにノッポ！　てめぇらは動きがいちいちすっトロいんだよ！　そんなことじゃ夜まで掛かかっても終わらねぇぞ！」

「……ッ、だったらおまえも手て伝つだえよ！　そこで偉えらそうにふんぞり返って怒ど鳴なり散ちらしてりゃいいんなら、海軍士し官かんってのはずいぶん楽らくな仕事だな！」

「んー、ブタが何やらブヒブヒ言ってんのか？　さっぱり聞こえないねぇ！」

「くそぉっ……！」

　そんな罵ば倒とうに耐たえながら荷物を運び続けること、さらに三時間と半なかば。時じ刻こくは夕暮れに差し掛かった。物資の積み込みはほぼ済すんだものの、彼らが待まちわびた援えん軍ぐんは未いまだに到とう着ちやくしていない。

「よい、しょっ……！」

　やけに重く感じられる最後の樽たるを、マシューとトルウェイが力を合わせてデッキに運び込む。過か酷こくな労ろう働どうを終えた二人が、手すりに寄りかかって荒れた息いきを整ととのえているところに、海かい尉いの口から無む情じような命令が下った。

「よーし、積み込みは済んだね！　じゃあお前たち、タラップを上げな！」

「……っ!?　なっ、ちょっと待ま──」「「「「「「「へい、ボス・ユルグス！」」」」」」」」

　港と船を繫つなぐ唯ゆい一いつの架かけ橋を、指示を受けた水すい兵へいたちが淡たん々たんと取り去さっていく。作業が速すぎて止める暇ひまもなかった。マシューとトルウェイが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「待ち人来たらず、ってとこかよ？　残念だったなぁ」

　彼らの希望が断たれたことを見て取って、ポルミニュエ海尉がくつくつと含ふくみ笑う。二人はショックに言こと葉ばもない。

「そんな、噓うそだろ……来ないなんて……」

　立っている気力さえ抜け落ちて、小こ太ぶとりの少年は床ゆかに片かた膝ひざを突つく。が、彼らの心が完全に挫くじけてしまう間ま際ぎわ。その背はい後ごで、今さっき運び込んだばかりの樽がガタガタと震ふるえだし、

「──いーや、もう来てるよ」

「……!?」

「真しん打うちは常つねに遅おくれて現れるもの。そーれ、誰だれが呼んだかジャジャジャジャーン！」

　聞き覚えのある声と共ともに、樽の上うわ板いたがはじけ飛んだ。マシューとトルウェイがぎょっとして背後を振り向く。樽に下か半はん身しんをすっぽりと収めて、懐なつかしい黒くろ髪かみの少年がそこに立っていた。

「い、イッくん！」「イクタぁっ！」

　暗く沈んでいたマシューとトルウェイの表情に、みるみる輝かがやきが戻っていく。サプライズに成せい功こうしてご満まん悦えつのイクタも樽から足を抜いてデッキに降り立ち、そこで得とく意いげに胸むねをそらした。

「我わが友ともマシュー、そしてイケメン、二人とも久ひさしぶり。そんなに喜よろこんでもらえると嬉うれしいなぁ。カビ臭くさい樽の中で我が慢まんした甲か斐いがあるってもんだよ」

「や、やけに重いと思ったらこの野や郎ろう……！　最初から普ふ通つうに出てきやがれ！」

「待ってたよイッくん……！　ああよかった、さっきは本気で合ごう流りゆう出で来きないかと思った……！」

　声にまで安あん堵どがにじみ出る。そんな彼らの様よう子すを見て、イクタもすぐ、自分の到着までに何かあったのだと察した。

「しばらく会わないうちに、二人ともずいぶんげっそりしたなぁ。なに、海かい軍ぐんってごはんが少ないの？」

「いやいや、もうそれどころじゃ──うぁッ!?」

　三人が話しているところに、横合いからいきなりカトラスの切っ先が割って入った。しかめっ面つらのポルミニュエ海かい尉いが、新たに船へ乗り込んできた陸おか者ものの全ぜん身しんを、じろじろと眺ながめまわす。

「テメェが三人目か。遅ち刻こくしてきた分ぶん際ざいでずいぶん態たい度どがデカいじゃねぇか、おい？」

　ドスの利きいた声が放たれる。みるみる曇くもっていくマシューとトルウェイの表情から、この船で何が起こっているのかを、イクタもおおよそ理解した。

「──これは失礼、僕ぼくは陸りく軍ぐん中ちゆう尉いのイクタ・ソロークです。どうぞ気さくにイッくんとお呼びください」

「呼ぶか馬ば鹿か。テメェなんか樽たる男おでじゅうぶんだ」

「では親しみを込めて樽男と。フフフ、さっそくあだ名を付けてもらっちゃった。これは脈みやくアリと見るべきだよねマシュー！」

　高こう圧あつ的てきに接してもおちゃらけた態たい度どを崩くずさない。こういう手合いを相手取るのは海尉にとっても初めてのことだった。対応を決めかねて押し黙だまる彼女に、イクタのほうから問といを投げる。

「ではお姉さん。あなたの名前も教えていただけますか？」

「……一いつ等とう海尉のポルミニュエ・ユルグス。この船を仕切ってるもんだ。最初に言っとくが、アタシを呼ぶ時はユルグス様、もしくはボス・ユルグスと呼びな」

「はい、分かりました！　──ねぇねぇ、ところでさ。ぽるみんって何なん歳さいなの？」

　その瞬しゆん間かん、イクタを除のぞく全員が凍こおりついた。ポルミニュエ海尉の顔が一いつ気きに引きつる。

「……おい、待まちな。いまテメェなんて言った？　アタシのことをなんて呼んだ!?」

「うーん、たぶん二十歳はたちちょうどだと思うんだけどな……。どう、当たりじゃない？」

「人の話を聞きやがれ！　さっきアタシをどう呼んだんだよ、あぁ!?」

　激げつ高こうした海尉が、カトラスの刃はを相あい手ての胸むねに突つきつける。午後の日差しをまぶしく反はん射しやする幅はば広ひろの刀とう身しんを軽く眺めて、イクタはきょとんと首をかしげた。

「刃は物ものをおもちゃにすると危ないよ、ぽるみん。指とかうっかり切っちゃうよ?　ほらほら、こんな風ふうに」

　そう言って、少年は小こ指ゆびのない左手をひらひらと振ってみせる。その光こう景けいにぎょっとしつつも、部下が見ている手前、ポルミニュエ海尉は何でもない風を装よそおって懸けん命めいに声を荒あらげる。

「て、テメェにはこれがオモチャに見えんのか!?　ってかぽるみんって何だコラ！　舐なめてると本気でぶった切るぞ！」

「フフフ、そんなふうに凄すごんでもダメダメ。そーれそれ」

「な……ッ!?」

　胸むな板いたに突き付けられた切っ先を意いに介かいさず、イクタは彼女に歩み寄っていく。刃の先せん端たんが肉に埋うずまりかけたところで、ポルミニュエ海尉は慌あわててカトラスを引いた。

「わ、わわっ！」

「あはは、切っ先に殺さつ気きがないよぽるみん。だいたい君、人を刺さしたことないでしょ？　場ば馴なれした奴やつなら、ここは死なない程てい度どに軽く刺しておくところ。でも君には出で来きない。どの程度刺せば人が死ぬのか、まずそこから分かってないからね」

　手のひらで無む造ぞう作さに刀とう身しんを押しのけて、イクタは相手に接近していく。海かい尉いも危き機き感かんを覚えて後ずさるが、すでに遅おそい。次の瞬しゆん間かんには、懐ふところに潜もぐり込んだイクタの両手が背中まで回っていた。

「何はともあれ、出会いの記き念ねんにハグします。ぎゅ─────っ」

「ひっ!?　わぁあああああああああっ!?」

　生まれて初めて男に抱きつかれた衝しよう撃げきに、ユルグスの末まつ裔えいが悲鳴を上げた。大勢のクルーたちが見守る中、彼女は半なかば錯さく乱らんして、握にぎったカトラスの柄つか頭がしらで不ふ届とどき者の背中をがんがん叩たたく。

「あいたたたた、初心うぶだなぁ。でもありがとう、久ひさしぶりに堪たん能のうしました」

　タンクトップ越ごしの柔やわらかさを存ぞん分ぶんに楽しんだイクタが、すっかり満まん足ぞくした様よう子すで海尉を解放する。荒あらい息いきをついて自分をにらみつける彼女に、一いつ拍ぱく置おいて、少年は右手の指につまんだ何かを掲かかげて見せる。

「ところでぽるみん。偶ぐう然ぜんにも今、こんなものを拾ひろっちゃったんだけど……」

　それは一いつ見けんしたところ、ドーム状じようの覆おおいが二つ並んだ帯おびのような布ぬのだった。一いつ瞬しゆん遅おくれてその正体に気付いたポルミニュエ海かい尉いは、まさかと思いつつ自分の胸むねに手をやり──そこにあるべき手て応ごたえを感じられず、一いつ気きに顔色を青ざめさせる。
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「い、いつの間に……っ!?」

「うーん、誰だれのものかなぁ？　手がかりは七十八センチのバストの持ち主ということだけでさ」

「数字を言うなぁっ！　か、返せよっ！」

　必ひつ至しの形ぎよう相そうで下着を取り返そうとする彼女だが、その手を鼻はな歌うた交まじりに避よけると、イクタも身みをひるがえして走り出す。本気で逃げに回った時の彼の恐ろしさを、哀あわれにもポルミニュエ海尉は初しよ対たい面めんにして思い知ることになった。

「おーにさーんこーちら、手ーの鳴─るほーうへ♪」

「待まてぇぇええええ！」

　船せん首しゆから船せん尾びまでデッキを一ひと息いきに駆かけ抜けたかと思えば、次にイクタはミズンマストの縄梯子シユラウドに手をかけて、人間というよりゴキブリめいたスピードでそれを登り始める。日にち常じよう的てきに行っている木登りで鍛きたえ抜ぬかれた彼の登とう攀はん能のう力りよくには、さしものポルミニュエ海尉も遅おくれを取った。五メートル以上も先行したイクタがマストの先せん端たんにたどり着き、そこから大声で叫さけぶ。

「もしもーし！　港の中に、このブラを落とした方はいらっしゃいませんかー！」

「わーっ！　やめろよっ、やめろよぉぉおおおおお！」

　マストの頂ちよう点てんで高々と掲かかげられた下着が、風を受けてひらひらとたなびく。とても正せい視しに耐たえないその光こう景けいを、デッキ上で啞あ然ぜんと立ち尽つくすクルーたちともども、マシューとトルウェイは両手で腹はらを抱かかえて見上げていた。

「くははははは……っ！　み、見ろよトルウェイ、何もかも一発でひっくり返ったぞ！」

「あはははははっ……！　さ、さすがはイッくん、予想を覆くつがえしても期き待たいを裏うら切ぎらない！」

　海かい抜ばつ十五メートルの高みで始まった、下着を巡めぐる格かく闘とう。そんな近きん年ねん稀まれにみる低レベルな争あらそいに、ここ数日の間に舐なめさせられた辛しん酸ざんも忘れて、二人は息いきをするのも辛つらいほど笑い転げる。

　これが転てん機きだった。援えん軍ぐんの到とう着ちやく、持じ久きゆう戦せんの終しゆう了りよう──そして反はん撃げきの始まりだった。
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　マシューが予想していた以上に、イクタという新たなファクターの参さん入にゆうは「暴ぼう竜りゆう号ごう」の環かん境きように激げき変へんをもたらした。今や彼は、ポルミニュエ海尉をターゲットとして完全にロックオンしたのだ。

「──はっ、もやい結むすびも満まん足ぞくに出で来きないのかよ！　これだから陸おか者ものは！」

　港を出て翌よく日じつの昼、例によってマシューたちをデッキに呼び出すと、海尉はその日も訓くん練れんの名を借りたシゴキを始めた。今回彼女が課かしたのはロープワークの練習で、陸でのそれとは勝手が違ちがう結むすび方の数々には、手先の器用なトルウェイですら苦く戦せんを強しいられる。

「習ったことがないんだから出で来きるわけないだろ！　いきなり風ふう銃じゆうの手入れしろって言われたらお前はやれんのか!?」

「黙だまりなデブ、アタシに逆さからうんじゃない！　黙って言われた通りに手を動かしてりゃいいんだよ！」

　暴ぼう言げんに耐たえかねたマシューが奥おく歯ばをぎりぎりと軋きしませる。と、そんな彼の視し界かいの片かた隅すみ。偉えらぶって胸むねをそらす海かい尉いの背はい後ごに、ゆらりと立ち上がる影が映った。

「……そう、ロープの扱あつかいは底なしに奥が深いもの。教わってばかりじゃ悪いからね、僕ぼくからも一いつ手てご指し南なんするとしよう。──そぉれっ！」

「──うぁっ!?」

　複ふく雑ざつに絡からんだロープが、獲え物ものの体に背後から巻きつく。続けて残ざん像ぞうを生むほどの手さばきで各所の結び目を整えると、少年は仕上げに、手て元もとのロープを強く引っ張った。

「「「「「「「「おおっ!?」」」」」」」」

　そこに生まれた奇き跡せきに、見守る人々が目を剝むいた。信じがたいことに、彼女の体に絡んだロープは、二つの胸の膨ふくらみを囲い込む形で左右対称の六角形を構こう成せいしていたのだ。

「亀きつ甲こう縛しばり……これぞロープワークの芸術。束そく縛ばくと食い込みが醸かもし出す女性美の極きよく致ち！」

「ひゃああああああああああっ!?」

　縄なわの食い込みに胸のふくらみを強きよう調ちようされる形になって、ポルミニュエ海尉は羞しゆう恥ちのあまりしゃがみ込む。が、せめて胸を覆おおい隠かくそうにも両りよう腕うでが動かない。そこまで含ふくめてロープが拘こう束そくしているのだ。結果、見ようによっては立っている時よりも扇せん情じよう的てきな体勢になってしまった。

「ほ、ほどけよ！　これ早くほどけよぉっ！」

「まぁそう言わずに、ぽるみん。よく似に合あってるよ？」

「ふざけんなっ！　……お、お前ら何ボサっとしてんだ！　早くこれをどうにかしろっ！」

　身動きの取れない海尉が部下に助けを求める。水すい兵へいたちも慌あわてて駆かけ寄るが、そこで二の足を踏ふむことになった。どうほどけばいいのか誰だれにも分からないのだ。

「ボス、こんな結び方は見たことも……」

「だったら切りゃいいだろうが！　お前らが腰に下げてる刃は物ものは飾かざりかよ!?」

　そう言われては仕し方かたがない。部下たちはためらいながらも腰こしのカトラスを抜き放ち、上じよう官かんを縛いましめめるロープを一本一本切断していった。それでようやく両腕の自由を取り戻すと、海尉は怒いかりに燃える瞳ひとみで犯はん人にんの少年をにらみつける。

「てめぇ、また舐なめた真似まねしてくれやがって……！　今度は無ぶ事じで済すむと思うんじゃねぇぞ！」

　袋ふくろ叩だたきの意い図とを込めた目め配くばせが部下たちに届く。が、その気け配はいを察したマシューとトルウェイが迷まよわず先せん手てを打った。八人の部下ともども、イクタの前に並んで立ちふさがる。

「……おいおい。まさかと思うけど、その人数で袋ふくろ叩だたきにしようってのか？」

「どきやがれ！　てめぇらもいっしょにボコられてぇか!?」

「やるっていうなら相あい手てになるさ。でもな、冷れい静せいになって今の自分を見てみろよ。うちのイクタがちょっかいをかけたのはおまえ一人で、恥はじを晒さらしたのもおまえ一人だ。それはつまり、おまえとイクタの二に者しや間かんの問題ってことだろ？　他のクルーには何の関係もない」

「…………っ！」

「個人として受けた恥は自分の力で雪そそぐ、それが海の戦せん士しの心こころ意い気きだって聞いてたけどな。この船のリーダーは、部下の手を借りなきゃ自分の尻しりも拭ぬぐえないような情なさけないやつなのかよ？」

　美び意い識しきを盾たてに取られて、海かい尉いは歯は嚙がみした。このままイクタを袋叩きにすれば、マシューが言った通りの愚ぐ物ぶつに自分を貶おとしめることになる。それこそ部下の信しん頼らいにも響ひびきかねない愚ぐ行こうだ。

「やるんならおまえ一人でやれよ。その手でイクタをとっ捕つかまえてから、殴なぐるなり蹴けるなり好すきにすればいい。そのルールを守る分には、おれたちも別に止めたりしないぜ」

　不ふ敵てきな笑えみを浮かべてマシューが言う。これまで侮あなどっていた相手に反はん抗こうされた屈くつ辱じよくで、ポルミニュエ海尉の顔が真まっ赤かに染そまった。そんな彼女に向かって、イクタはのほほんとした笑え顔がおで手を振ってみせる。

「話は終わったかな？　さ、おいでよ、ぽるみん。僕ぼくをつかまえてごらん」

　その挑ちよう発はつを最後の一ひと押おしに、ポルミニュエ海尉の頭の中で何かがぶちんと切れた。彼女は震ふるえる手で腰こし元もとのカトラスを抜き放つと、黒くろ髪かみの少年目がけて全力で走り出した。

「上じよう等とうだ！　ぶっ殺してやらぁぁぁあああ！」

　それから後の展てん開かいは先日の焼き直しだった。船という閉へい鎖さ空くう間かんの中でさえ、全力で逃げに回ったイクタを捕つかまえることは至し難なんを極きわめたのだ。デッキを時計回りに十三周しゆう、反時計回りに八周、フォア・メイン・ミズンの各マストを四回ずつ昇のぼり降り。それだけ船上を駆かけずり回ったところで、ついに体力の尽つきたポルミニュエ海尉が膝ひざを屈くつした。

「…………ば、化ばけ物かてめぇ……」

　彼女が息いきを荒あらげながら見上げたマストの先では、少年が余よ裕ゆう綽しやく々しやくの顔で手を振っている。……挑発に乗って怒ど鳴なり散ちらした分、先行する背中を追って無む駄だな動きを強しいられた分、イクタがあくまで冷れい静せいに船の構こう造ぞうに合わせた効こう率りつ的てきな移い動どうを心掛けた分──それらの合計が、体力の消しよう耗もうの違ちがいとなって表れた結果だった。

「今日は僕の勝ちだね。また明日遊ぼうよ、ぽるみん！」

　適てき当とうな高さまで縄梯子シユラウドを降りてから、イクタはひと思いにデッキへ飛び降りる。ぽっかり口を開けたクルーたちが見守る中、彼はその真ん中を突つっ切って、悠ゆう々ゆうと船内に降りていった。




　疲つかれが残っているうちに同じ展てん開かいになることを恐れてか、翌よく日じつはポルミニュエ海かい尉いもいつものシゴキを控ひかえて、部下たちと共ともに船上作業に集中していた。……が、彼女がフォアマストの一番下のヤードで縮しゆく帆はんを行っていると、避さけたかった相あい手てが帆ほの向こう側からぬっと顔を出す。

「ふふふ、ぽーるみん」「うわぁあああっ!?」

　驚おどろきのあまりヤードを握にぎる手が緩ゆるみ、両足がフットロープを滑すべり落ちる。まずい、落ちた──そう思った彼女が両目をぎゅっと閉じた瞬しゆん間かん、宙ちゆうに投げ出されたその全ぜん身しんを、複ふく雑ざつに編あみ上げられたロープのクッションがしっかりと受け止めていた。

「……へ……？」

「ぃよし！　ぽるみん一いつ匹ぴきとったどー！」

　罠わなにかかった動物よろしくヤードの下に宙ぶらりんになった彼女を前に、イクタが両手を突つき上げて喝かつ采さいを上げる。一いつ拍ぱく遅おくれて本人も状じよう況きようを理解するが、全身を縛いましめるロープのせいで身動きの取りようがなかった。

「は、はなせ！　はなせよーっ！」

「まぁまぁ、そう慌あわてずに。えーと、ここをこうして、ここはこうやって……」

　悲ひ鳴めいを笑え顔がおで受け流しつつ、イクタは彼女に絡からんだロープの位置の調ちよう整せいを始める。騒さわぎを聞きつけたクルーたちが何事かと集まってきたところで、彼の作品はちょうど完成を見た。

「よし、出で来きた……宙ちゆう吊づり緊きん縛ぱく・菱ひし縄なわ縛しばり！　股また縄なわを省はぶいたソフトバージョンだけど、うん、我われながらいい出来だ！」

　ほっこりした顔でイクタが腕うでを組む。手足を背中で縛られた上で、空中にうつぶせの姿し勢せいで拘こう束そくされた海尉には、悪あく態たいを突く以外の抵てい抗こうが許ゆるされない。

「くそっ、くそっ！　懲こりずに昨日きのうと同じマネを……！」

「……え、同じ？　同じだって？　違ちがう、断じて違ーう！　よく見てくれ、今日のは全ぜん身しん網もう羅らの菱縄縛り！　昨日のは乳ち房ぶさ限げん定ていの亀きつ甲こう縛りだった！　スケールも芸術性もぜんぜん違うじゃないか！」

「てめぇのマニアックなこだわりなんて知るかっ！　おいお前ら、見てないで何とかしろ！　さっさとこの縄をほどけっ！」

　命令を受けたクルーたちが慌あわてて駆かけ寄ろうとするのを、イクタが頑がんとして止めた。

「待まつんだ、まだ早い！　なぜなら君たちはこの緊縛のクライマックスを見み届とどけていない！」

　異い様ような熱を秘ひめた眼がん光こうでクルーたちをのけぞらせると、イクタは再ふたたび宙づりの獲え物ものを振り向き、自分の腰こしのベルトに差してあった細長い木の棒ぼうを引き抜いた。

「とくとご覧らんあれ！　──えいっ、つんつん」

「……ひゃっ!?　ひっ、あっ、うひゃひゃっ!?」

　脇わき腹ばらを突っつかれたポルミニュエ海尉が甲かん高だかい悲鳴を上げる。その声が普ふ段だんの彼女の印いん象しようとあまりにかけ離はなれていたので、クルーたちも思わず聞き入ってしまった。

「そう、これだ！　この状じよう態たいの女性をつんつんする喜よろこびは何物にも代えがたい！　えいえいっ」

「ひっ、やぁっ！　やめろ、やめろよぉ！　お願いだからやめてぇっ！」

　それから三分間ほどたっぷり獲え物ものを突つき回して、少年はふぅと満足げなため息いきをついた。

「……うん、堪たん能のうした。僕ぼくはもうこの辺にしておこう。──さて、そこの君」

　身みをひるがえしたイクタが、そこに立ち尽つくしていたクルーのひとりに、自分が今まで使っていた木の棒ぼうを手渡す。預あずけられたそれを眺ながめてぽかんとしている相あい手てに、少年は最高の笑え顔がおで言った。

「勇気を出してやってみよう。大だい丈じよう夫ぶ、きっと新しい世界が開けるから」

「……え、えぇっ!?」

　相手に考える時間を与えず、イクタはクルーの背はい後ごに回ってその背中をぐいぐいと押す。ポルミニュエ海かい尉いが何か言う前にクルーの右手首を持って、そのまま前に突き出させた。

「ぁひゃんっ!?」

「…………っ！」

　ポルミニュエ海尉の口から洩もれた悲ひ鳴めいが、甘あまい痺しびれとなってクルーの脳のう髄ずいを突き抜ける。頃ころ合あいを見てイクタが補ほ助じよの手を放すと、今度は背中を押されるまでもなく、クルー自みずから震ふるえる手で木の棒を突き出した。

「ひ、あひゃふっ！　──は、ハンジてめぇ！　どういうつもりでぅひゃふっ！」

「……はっ!?　お、俺おれは一体何をっ!?」

　我われに返ったハンジが木の棒を取り落とす。それでようやく他のクルーたちも目を覚まし、宙ちゆうづり状じよう態たいの上じよう官かんを救きゆう出しゆつに回った。

　ロープを切られて自由の身みになったポルミニュエ海尉は、とりあえず近くにいたハンジの鼻っ面つらを殴なぐりつけてから、涙なみだぐんだ目で船上に視し線せんをさまよわせる。だが、すでに船上のどこにも、イクタの姿は見当たらなかった。




　同じような騒さわぎが、その後の追いかけっことセットで四回続いた。しかし五回目では追いかけっこが起こらず、その次の六回目にして、ついにポルミニュエ海尉の心が折おれた。

「ボス、部へ屋やから出てきてください！　お願いです、ボス・ユルグスぅー！」

　引きこもった上官の部屋のドアを叩たたく、クルーたちの悲ひ痛つうな叫さけびが船内に響ひびき渡る。

　別の部屋の中、仲なか間まと一いつ緒しよにそれを聞きながら、トルウェイは引きつった顔で犯はん人にんの顔を見た。

「……イッくんの恐おそろしさを、今回は改あらためて思い知らされたね……」

「……へ？　おいおい何言ってんだイケメン、まだまだこれからじゃないか。身に修おさめた縛しばり技わざの十分の一も、まだ僕ぼくは繰くり出しちゃいないんだぞ！」

　そんなイクタはといえば、部へ屋やに並べて張ったハンモックのひとつに悠ゆう々ゆうと寝ね転ころがって、ロープを両手に創そう作さく意い欲よくを燃やしているところだった。一方、窓まど側がわの壁かべを背せに座すわり込んだマシューは、ため息いき混まじりにかぶりを振ってみせる。

「いや、もうやめとけ……。確かに溜りゆう飲いんは下がったけど、これはなんか違ちがう……。ていうか、おまえのやり方は、手段と目的を根こん本ぽん的てきにはき違えてる……」

　小こ太ぶとりの少年は目をつむって思い悩なやむ。──自分たちの目的は決して、連日の変へん態たい攻こう撃げきでポルミニュエ海かい尉いを精せい神しん崩ほう壊かいに追い込むことではない。むしろ最終的には和わ解かいの方向に持っていかなければならないのだ。同じ船で戦たたかう仲なか間まとして、互たがいを認みとめ合えるように。

「ふぅ……。そのためには、いったいどうすりゃいいのかなぁ……」

　思し考こうの迷めい路ろに迷まよい込んだマシューを、向かい側から気き遣づかわしげに眺ながめるトルウェイだったが──ふとその時、友人の頭上の窓まどに、妙みような影が掠かすめるのを見て取った。

「……今の……」

「？　どうした、トルウェイ」

　立ち上がって窓に駆かけ寄った青年を、小太りの少年はきょとんとして見やる。が、トルウェイが何かを口にする前に、ドアの向こうの廊ろう下かから異い変へんを告つげる声が響いてきた。

「右う舷げん前方に所しよ属ぞく不ふ明めいの艦かん影えい確かく認にん！　クルー総そう員いん、第二種警けい戒かい態たい勢せいに入れ！」

　部屋の中のけだるい空気が一変する。まずイクタがハンモックから滑すべり降り、壁かべ際ぎわに置いてあるボウガンに駆け寄った。マシューとトルウェイもそれにならって風ふう銃じゆうを肩に担かつぐ。

「──ボス、聞きましたか!?　第二種ですよぐへぇっ！」

　クルーの悲ひ鳴めいと、それに続いて転てん倒とう音おんが聞こえてくる。急に開いたドアに弾はじき飛ばされたのだろう。そのまま廊下を走り抜けていく誰だれかの足音を耳にして、マシューは軽く鼻を鳴らした。




「不ふ明めい艦かんはどうなってる!?」

　引きこもっていた士し官かん部屋から飛び出すと、ポルミニュエ海尉はそのまま一直線にデッキまで駆け上って、マスト上の見張り台に立っている部下に問といを投げた。望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞき込みながらクルーが答える。

「方角は西北西、こちらとの距きよ離りは約三海かい里り！　海上の霧きりが濃こいせいで、それ以上はまだ不明です！」

「まず軍ぐん艦かんかどうか、次に単たん艦かんかどうかを見み極きわめろ！　──伝でん令れい、旗き艦かんへの連絡は!?」

「ついさっき光ひかり信しん号ごうを打ちました！　今は返信待まちです！」

　指示と返答が矢や継つぎ早ばやに飛び交かう。これまでとは打って変わって張りつめた空気の船上に、マシューたち三人も船内から部下を連れて上ってきた。

「おい、どういう状じよう況きようなんだ!?　おれたちはデッキ中ちゆう央おうで武ぶ装そう待たい機きしてればいいのか！」

「うるさい、てめぇらなんか呼んでねぇ！　船内で大人しくしてやがれ！」

　返ってくる声はにべもない。マシューは舌した打うちする。船が緊きん迫ぱくした状じよう況きように置かれれば、そのまま流れで協きよう力りよくし合えるかと期き待たいしていたのだが、そう簡かん単たんにはいかないらしい。

「マシュー、トルウェイ、部下に弾たまを装そう塡てんさせてくれ。もちろん君たち自じ身しんの風ふう銃じゆうにも。それから今のうちにデッキ上の遮しや蔽へい物ぶつを確かく認にんしておこうか。いつでも射しや撃げき戦せんに移れるように」

　イクタが低い声で指示を出すと、仲なか間またちも即そく応おうして手足を動かし始める。他のクルーたちより一歩先に、彼らの心は戦せん場じようの中にあるのだった。





＊






「さて、どうしたものかしらねぇ」

　一方、同じ頃ころ。艦かん隊たいの中央に陣じん取どる旗き艦かん「黄こう竜りゆう号ごう」のデッキ上で、所しよ属ぞく不ふ明めい艦かん発見の報ほうを受けた総そう司し令れい官かんエリーネフィン・ユルグス大たい将しようは悩ましげに腕うでを組んでいた。

「遭そう遇ぐうが予想より早いですね。ここはまだ帝てい国こくの領りよう海かいです。不明艦がキオカの軍ぐん艦かんだとすれば、かなり大だい胆たんに出で張ばってきているようで」

　副ふく官かんのダンミエ・カンロン海かい佐さが冷静に分ぶん析せきする。厚あつ化げ粧しようの司令官はふんと鼻を鳴らした。

「……ま、なんであれ相あい手ての数かず次し第だいよ。単たん艦かん、もしくは二～三隻せきなら偵てい察さつ目的だろうから、その場合は速そつ攻こうで追つい撃げきあーんど拿だ捕ほね。イイ男だけ選えり抜ぬいて捕ほ虜りよにして、残りは海にポイッ」

「大たい将しよう殿どの、僕ぼくはいま真しん剣けんに悩んでいます。目の前の自じ重ちようしないオカマを海に投げ捨てるだけで、重大な戦せん時じ条じよう約やく違い反はんを防止でき、さらに多くの捕虜たちの命を救えるのかと思うと……」

「そのワキワキさせてる両手を下ろしなさいダンミエ！　冗じよう談だんに決まってんでしょうが！」

　いつもの調ちよう子しでブラックなやり取りをしている二人のもとに、忙せわしなく行き交かうクルーたちの合間を縫ぬって、ヤトリとハロとシャミーユ殿でん下かが小走りでやって来た。両者の手前で足を止めて、炎えん髪ぱつの少女が敬けい礼れいする。

「お話中に失礼します、ユルグス大将殿。──『暴ぼう竜りゆう号ごう』が不明艦を発見したそうですが？」

「あら、聞きつけるのが早いこと。まぁアンタたちの仲間も乗りこんでいるものね」

「どう対たい応おうされるつもりなのか、お考えをうかがってもよろしいですか？」

「それは不明艦がキオカの軍艦だという前ぜん提ていでの話よね？　ま、大きく二通りよ。敵てきが少数ならこっちに気付いて逃げるはずだから、編へん隊たい外がい周しゆうの艦に追つい撃げきを命じて拿捕させるわ。もし相手も数がいるようなら、この場で全ぜん艦かんに命じてバビューンと海かい戦せんに突とつ入にゆうね。なんにせよ今はポルミの船からの続ぞく報ほう待まち」

「それらのケースにおける『暴竜号』の扱あつかいは？」

「いちばん敵に近い位置にいるわけだから、追撃にせよ海戦にせよ名めい誉よある斬きり込み役になってもらわないとね。──あ、でも坊ぼうやたちの心配はしなくていいわよ。戦たたかいが始まる前にボートで旗艦こつちに避ひ難なんさせるよう、次の信号でちゃんと指示してあげるから」

　安心しなさい、と優やさしい笑え顔がおを浮かべてみせる総そう司し令れい官かん。お客様への行き届とどいた配はい慮りよだったが、ヤトリは首を横に振ってそれを拒こばんだ。

「その信号を出さないでいただくことが、我われ々われからの最初のお願いになります」

「はいはい、気軽に何でも頼たのんでくれていいわよ──って、え？　なんですって？」

「言こと葉ば通りの意味です。『暴ぼう竜りゆう号ぼう』に乗り込んでいる三名を呼び戻さず、そのまま戦せん闘とうに参加させてください。相あい手てがキオカの軍ぐん艦かんであれば、必かならず役に立つはずです」

　強い口く調ちようで言いながら、彼女は炎えん髪ぱつを揺ゆらしてさらに一歩歩み寄る。その剣けん幕まくに、ユルグス大たい将しようは戸と惑まどいを見せた。

「……や、役に立たないなんて思ってないわよ。でも分かるでしょ、お客さんのアンタたちを矢や面おもてに立たせるのは──」

「援えん軍ぐんの我々が戦死すれば、確かに海かい軍ぐんのメンツは潰つぶれるでしょう。しかし、それは姪めい御ごさんの、ひいては『暴竜号』クルー全員の命と比くらべても重じゆう要ようなことですか？」

「は──？」

　そんな秤はかりのかけ方は、ユルグス大将には思いもよらなかった。そういうレベルの脅きよう威いとしてキオカ艦かんを見なしていなかったからだ。彼が相手の真しん意いを測はかりかねている間に、傍かたわらで話の展開を見守っていたカンロン海かい佐さが口を開く。

「……大将殿どの。どうやら彼女らは、キオカ艦の脅威を我々よりもずっと高く見積もっているようです。それは北ほく域いきでの実じつ戦せん経けい験けん──最新のキオカ軍と戦たたかった体験に裏うら打うちされた認にん識しきですから、一いつ考こうの余よ地ちがあるのではないかと」

　意外なところから援えん護ごを受けて、ヤトリは驚おどろきの視し線せんを彼に向けた。一方、副ふく官かんの口からそう言われてはユルグス大将も蔑ないがしろに出で来きない。腕うでを組んで考え込まざるを得えなかった。

「──大将殿、『暴竜号』から続ぞく報ほうです！　不ふ明めい艦かんをキオカの軍艦と確かく認にん、ただし一いつ隻せききりで僚りよう艦かんを伴ともなわない模も様よう！　船型はバークの中ちゆう型がた艦かんです！」

　新たな情じよう報ほうが思考に割って入ってくる。しばらく考えた末、総司令官は妥だ協きよう案あんを口に出した。

「……やっぱり帰き艦かん許きよ可かは出すわ。ただし、坊ぼうやたち自じ身しんが希望すればという条じよう件けん付つきよ。ヤトリシノ中ちゆう尉い、これでよくって？」

「は、願ってもありません。意見を容いれていただき感かん謝しやします」

　背せ筋すじを伸ばして敬けい礼れいしつつ、ヤトリはデッキの右う舷げんに広がる、白い靄もやのかかった海面を見つめた。自分が参さん戦せんできない歯がゆさを嚙かみしめながらも、正しい形で仲なか間まの背中を押してやれた、その確かく信しんに揺ゆらぎはなかった。





＊






「──旗き艦かんから返信がありました！　僚りよう艦かん『槍そう魚ぎよ号ごう』、『石せつ輝き号ごう』と連れん携けいして敵てき艦かんを追つい尾び・拿だ捕ほせよとの命令です！　それとイクタ・ソローク中ちゆう尉い、トルウェイ・レミオン中尉、マシュー・テトジリチ少しよう尉いに旗艦への移い乗じよう許きよ可かが出ました！　本人たちが望むならボートで送れ、とのことです！」

　伝でん令れいの水すい兵へいが張り上げた声がデッキ上に響ひびき渡る。ポルミニュエ海かい尉いはここで初めて、背はい後ごで武ぶ装そう待たい機きしている陸おか者ものたちのほうを振り向いた。

「……聞いた通りだ。いまボートを下ろしてやっから、てめぇらは退たい艦かんの準じゆん備びを始めてろ」

「断ことわる。本人たちが望むなら、だろ。おれたちは退艦を希望しない」

　仲なか間またちを代表してマシューが即そく答とうする。その直後、カトラスを抜いた海尉が三人に迫せまった。

「いい加か減げんにしろよ、てめぇら……。ここから先は本物の戦いくさなんだよ。てめぇらがいても足あし手でまといだって分からねぇのか？　海をナメてんじゃねぇ！」

　刃やいばの切っ先を突つき付けて海尉が凄すごむ。が、脅おどしに怯ひるまず、マシューは逆ぎやくに相あい手ての襟えり首くびをつかみ上げた。

「……戦争を舐なめてるのはおまえのほうだ、ユルグス海尉」

「っ、てめぇ……！」

「ここから先は本物の戦だって？　聞いて呆あきれるぞ。だったら何でおまえは戦たたかいの前に戦力を減らすような真似まねをしてんだよ！　おれたちを旗艦に移すってことは、その分だけこの艦かんの戦せん闘とう人じん員いんが少なくなるってことなんだぞ！　そんなことも分からないのかよ！」

「て、てめぇらの力なんざ借りなくても……！」

「それが戦争を舐めてるって言うんだよッ！　いいかよく聞けよ、いつだって何が起こるか分からないのが戦場なんだ！　数字の上では楽らく勝しように見える時だって、不ふ測そくの事じ態たいに備えて戦力は可か能のうな限り確かく保ほしておかなきゃならないんだ！　指し揮き官かんがその原げん則そくを忘れたらどうなるか分かるか？　いや分かんないだろうな、だから教えてやる！　人死にの桁が一つ上がるんだよ！」

　間近で叩たたき付けられた一いつ喝かつに、ポルミニュエ海尉は圧あつ倒とうされて言こと葉ばを失う。それは声の大きさばかりではなく、その発言に根差す、マシューの経けい験けんの重みがもたらした結果だったろう。

　数すう秒びよう経たって我われに返ると、襟首をつかむ手を振りほどいて、海尉は逃げるように後ずさった。

「……も、もう知らねぇ！　警けい告こくを無む視しして残るってんなら勝手にしやがれ！　こっちだってこれ以上てめぇらの相手をしてる暇ひまはねぇんだ！」

　そんな捨すて台詞ぜりふを吐はいて、ポルミニュエ海尉は艦かん尾びのほうに走っていく。そこで何度か深しん呼こ吸きゆうして気持ちを整えると、指示を待つクルーたちに向かって、腹はらの底から大声を張り上げた。

「警けい戒かい態たい勢せいを第一種に移行！　風かざ上かみの敵艦を追うぞ、上うわ手て回し準じゆん備びィーッ！」

「「「「「「「サー、ボス・ユルグス！」」」」」」」」

「いくぞお前ら！　切り上がり勝しよう負ぶなら『暴ぼう竜りゆう号ごう』は史し上じよう最さい速そくだ、キオカのドン亀がめなんざ目じゃねぇ！　目にもの見せてやれぇ！」

　勇ましい激げき励れいに心をひとつにしたクルーたちは、続く指示に備えて、それぞれの役目に応じた位置に待たい機きする。海かい尉いの口から最初の命令が下った。

「面おも舵かじ一いつ杯ぱい！」「サー！」

　操そう舵だ手しゆが手にした舵だ輪りんを時計回りに思いきり回転させる。やや遅おくれて船体が回頭を始めた。

「メイン・ミズンマスト、各ヤード回せ！」「「「「「サー！」」」」」

　中ちゆう央おうと後部の二本のマスト下に待たい機きしたクルーたちが、一いつ斉せいにロープを引いて帆桁ヤードを回す。右う舷げんから受ける風に合わせてあった帆ほの開きが、逆向きの風を迎えるべく変化していく。

「今だ、舵かじ反転！」「サー！」

　行き足の衰おとろえに回頭の限界を見て取ったポルミニュエ海尉が、操舵手に命じて舵を逆に切らせる。そうすると、まだ開きを変えていないフォアマストの帆が正面からの風を受ける形となり、その力によって船が次し第だいに後方へ流され始める。この間も舵は左に切っているので、船体はバックしながら、左さ舷げんに風を受ける角度へ移行していく。

「……よし！　フォアマスト、ヤード回せ！」

　艦かん首しゆが風上に対して四十五度の角度を確保したことを見て取ると、海尉は残るフォアマストのヤードも他二本と同じように反転させ始める。左舷から吹き付ける風を受けた船が行き足を取り戻していき、そうして暴竜号は見事、進路を変えて風かざ上かみへ切りあがってのけた。

「わっ、とと……！」

　右舷から左舷に風を受ける側が変わったので、自然と船の傾かたむきも反対になる。そのせいで足あし元もとをふらつかせたトルウェイを、こちらは動じなかったマシューが背はい後ごから支えてやった。

「気を付けろ、上うわ手て回しの時は船が一番派は手でに動くんだ。……っても、こんなにキレがいいもんだとはおれも知らなかったけど」

「あ、ありがとうマーくん……。ところで上手回しって？」

「帆はん船せんが風上に向かって切り上がる方法の一つだ。船体の回頭と同時に帆の開きを変えて、くの字を描えがくように方向転てん換かんする。どんな船も完全な向かい風を受けては走れないけど、この技ぎ術じゆつを使えば、一定の角度までは切り上がれるんだ。だから帆船はこれを繰くり返すことで、風上に向かってジグザグに進んでいくことが出来る」

　マシューは淀よどみなく説明する。その表情にははっきりと感かん嘆たんが覗のぞいていた。

「決して簡かん単たんなことじゃないんだ。熟じゆく練れんしたクルーたちの連れん携けいが不ふ可か欠けつだし、舵を切るタイミングとヤードを回すタイミングをちょっとしくじれば、船は半はん端ぱな角度のままで止まってしまう。そして、その責せき任にんの大部分は、操そう船せんの指し揮きを執とる人間ひとりに圧おしかかってくる」

　艦かん尾びに立つ海尉の、今までより大きく見えるその背中を、小こ太ぶとりの少年はじっと見つめた。

「……同じく風かざ上かみに切りあがるための技術に下した手て回しというのがあって、こっちは比ひ較かく的てき簡かん単たんにやれる。でも、その分だけ方ほう向こう転てん換かんに長い距きよ離りと時間を要ようするから、今みたいに追つい撃げきが目的だとロスが大きすぎる。風上に敵てき艦かんがいる以上、ここは上うわ手て回しを繰くり返して追いかけるしかない」

「相あい手てとの距離は三さん海かい里りだったよね。追いつけるのかな……？」

「おれには分からない。ただ、相手の艦かんが横おう帆はん二つ＋縦じゆう帆はん一つのバークなのに対して、この『暴ぼう竜りゆう号ごう』は横帆一つ＋縦帆二つのバーケンチンだ。縦帆は切り上がりに適てきしていると一いつ般ぱんに言われている。船の適てき性せいの面で有ゆう利りを得ているのなら、後はクルーの腕うで次し第だいだろうな」

　濃こい霧きりの向こうに敵の艦かん影えいがぼんやりとちらつく。それを横目にしつつ、イクタはボウガンの弦げんを巻き上げた。

「船の勝しよう負ぶについては、専せん門もんの彼女たちに任まかせておけばいいさ。……でも問題は、これが船の駆かけっこじゃなくて戦争だってこと。その認にん識しきが、今のぽるみんに欠けているってことなんだ」







「──よし、尻尾しつぽを捉とらえたぞ！」

　追つい撃げきの開始からおよそ四時間後。クルーたちの一いつ糸し乱みだれぬ連れん携けいのもとに上手回しを繰り返して、短時間のうちに距離を稼かせいだ『暴竜号』は、いよいよ敵艦を射しや程ていに収めつつあった。

　操そう船せん技ぎ術じゆつの差が出ているのか、同時に艦隊を離れて追撃を始めた二に隻せきの僚りよう艦かんは、半海里ほど遅おくれて後に続いている。その状じよう況きようもマシューたちには気がかりのひとつだった。行き足が速いのは結けつ構こうだが、こうも距離が離はなれていては戦せん闘とう時じに数の利りを活いかしづらい。

「そろそろエアライフルの射しや程ていに入るね……。イッくん、この状況をどう思う？」

「……帝てい国こく内ないで量りよう産さん体たい制せいに入ったことで、海かい軍ぐんの風ふう銃じゆう兵へいにもエアライフルは配備されている。こっちにはお前とマシューがいる分、純じゆん粋すいな撃うち合いになれば不ふ利りってことはない。少し時間を稼かせげば僚艦の援えん護ごも加くわわるしな。……ただ」

　イクタが目を細めて敵艦を凝ぎよう視しする。その懸け念ねんを推おし量はかったマシューが声を上げた。

「──爆砲、だろ。おまえが気にしてるのは」

「その通りだよ、マシュー。まだ海かい戦せんで使われたケースは報ほう告こくされてないようだけど、あの兵器が手に入ったとすれば、僕ぼくなら真まっ先に船に積むことを考える」

「でも、それなら向こうはとっくに砲ほう撃げきの間合いに入ってるはずだよね？　なのに撃うってこないということは……」

「もちろん積んでいない可か能のう性せいもある。でもギリギリまで予よ断だんは避さけろ。被ひ害がいを直接見ないうちはピンとこないかもしれないけど、それが目に見えた時はもう遅おそい。敵にあれがあるのとないのとでは天と地の差なんだ」

　一度それによって苦く汁じゆうを舐なめさせられているだけに、イクタの警けい戒かいは誰だれよりも強い。その緊きん張ちようが伝でん染せんして固かた唾ずを吞のむマシューとトルウェイの視し線せんの先には、いよいよ距きよ離りを詰つめつつある敵てき艦かんの姿があった。

「敵艦を左さ舷げんに見て並へい走そうするぞ！　銃じゆう兵へい弓きゆう兵へい並ならべーっ！」

　ポルミニュエ海かい尉いの指示に応こたえて、風ふう銃じゆうとボウガンを手にした水すい兵へいたちがデッキの左舷に並んだ。密みつ集しゆう陣じん形けいの戦せん列れつ横おう隊たいを組んで得え物ものを構える彼らの様よう子すに、トルウェイの表情が苦にが々にがしく歪ゆがむ。

「あれは良くないよ……。せっかくエアライフルを導どう入にゆうしたのに、使い方が滑腔風銃エアシユーターの時と変わっていない。あの密集陣形は敵のいい的まとになってしまう」

「仕し方かたない、前の戦争が終わってから時間がなさ過すぎた。射しや程ていの長ちよう距きよ離り化かに応じた訓くん練れんを全ぜん軍ぐんに徹てつ底ていしている暇ひまはとてもなかったはずだ。陸りく軍ぐんでさえそうなんだから、導どう入にゆうが遅おそかった海かい軍ぐんはなおさらだろうさ」

　でも、とイクタは逆ぎやく接せつする。その条じよう件けんはキオカにしても同じのはずだった。それこそ亡ぼう霊れい部ぶ隊たいのような連中が乗っているのでもない限り、敵てき味み方かたの銃兵の練れん度どに大きな差があるとは考えにくい。

「ボス、敵艦が寄せてきます！」

　並走寸すん前ぜんにある両艦の距離がさらに縮まったのを見て取って、水兵のひとりが声を上げる。ポルミニュエ海尉は少し意い表ひようを突つかれた。最初は距離を保った状じよう態たいでの銃じゆう撃げき戦せんになるものと思っていたからだ。

「……みみっちい削けずり合いをする気はないってか？　上じよう等とうじゃねぇか！　操そう舵だ手しゆ、取り舵かじだ！」

「サー！」

　触しよく発はつされた彼女の命令で舵が左に切られ、敵艦との距離がますます縮ちぢまった。互たがいのクルーが視し認にん出で来きるほどの間かん隔かくで銃撃戦が始まる。敵艦から飛ひ来らいした銃じゆう弾だんが帆ほを突つき破やぶり、クルーの頭上をかすめてマストの木もく目めに食い込んだ。

「このまま接せつ舷げんするぞ！　総そう員いん着ちやつ剣けん、白はく兵へい準備ぃーッ！」

　ポルミニュエ海尉の声は、早くも戦たたかいの大詰づめを予告するものだった。敵艦への乗り込みに備えて銃じゆう剣けんと短たん槍そうを装着し始める水兵たちの中、マシューとトルウェイも同どう様ようの準備を部下たちに命じかけるが、イクタが手を伸ばしてそれを制する。

「待まて、まだだ！　トルウェイ、敵艦の側面をよく見ろ！　船上じゃなくて横よこっ腹ぱらだ！　お前の目で見て何か違い和わ感かんはないか!?」

　そう問とわれて、トルウェイも船上に狙ねらいを定めていた視線をぐっと下にずらす。海面からデッキに至いたるまでの船体側面には分ぶ厚あつい木材が張ってあるばかりで、イクタの言うような違和感は見て取れない。

「ううん、特に変わりはないように──、あッ!?」

　翠みどりの目が驚おどろきに見開いた。トルウェイが見守る中、何の不ふ審しん点てんもないと思われた船体側面で次々と四角い口が開いたのだ。それらは内側から押し開ける形の窓まどになっており、次の瞬しゆん間かん、鈍にぶい輝かがやきを宿やどす鉄くろがねの砲ほう身しんがそこから顔を出した。

「──砲ほうだ、イッくん！　七なな門もん、いや八はち門ある！　船体の側面にずらっと並んで……！」

「全員伏ふせろッ！　衝しよう撃げきが来るぞ──ッ！」

　悪い予感が確かく信しんに変わった瞬間、イクタは考えるより先に叫さけんでいた。が、その警けい告こくを聞き入れて即そく座ざに対たい応おうしたのは陸おかから連れてきた仲なか間まのみ。クルーの大部分を占しめる水すい兵へいたちは陸おか者ものの言こと葉ばなど意いに介かいさず、よって何の備えもないままにその瞬間を迎えた。

　雷らい鳴めいにも似にた轟ごう音おんが耳をつんざき、同時に『暴ぼう竜りゆう号ごう』の船体が激げき震しんした。左さ舷げんで戦せん列れつを組んでいた水兵たちの一部が、五体バラバラに吹き飛んで反対側の海に撒まかれた。直ちよく撃げきを免まぬがれた者も揺ゆれにあおられて転てん倒とう、落水、またはマストに激げき突とつし、その一いち撃げきによる死し傷しよう者しやは軽く十人を超こえた。

「ぐぅっ……！」

　イクタの口から苦く痛つうの呻うめきがこぼれる。衝撃を予期していた彼も無む傷きずとはいかず、索さく具ぐに腰こしをぶつけて打だ撲ぼく傷しようを負おっていた。なんとか無ぶ事じに済すんだマシューとトルウェイが立ち上がり、負ふ傷しようした仲なか間まを助けに向かおうとするが、本人がそれを固く拒こばむ。

「僕ぼくはいいから艦かん尾びに走れ！　彼女が落ちるぞッ！」

　その声を受けた二人がハッとして視し線せんを艦尾側に移すと、そこでは今の衝撃でふっ飛ばされたらしいポルミニュエ海かい尉いが、手すりから上じよう半はん身しんを乗り出す形でぐったりしていた。気を失っているようで、その体は海に向かって徐じよ々じよにずり落ちつつある。

「くそっ、間に合え……！」

　位置の近かったマシューが床ゆかを蹴けって飛び出す。彼が艦尾に辿たどり着くのと、ポルミニュエ海尉の体が手すりから完全にずり落ちるのは同時だった。伸ばした右手が、すんでのところで相あい手ての足首をつかみ止める。

「くぅっ……！　お、起きろ馬ば鹿か！　気き絶ぜつしてる場合かよ！」

「……ふぇ……？」

　完全な逆さかさ吊づりになった状じよう態たいで、ポルミニュエ海尉が意い識しきを取り戻す。見上げた先に海面を、見下ろした先に足首をつかむマシューの姿すがたを認みとめて、彼女はようやく、自分が死の瀬せ戸と際ぎわにいることを理解した。

「なっ、ぅあっ!?　ひぁっ、あわわわわわわ……！」

「パニクるなっ！　おれもこれ以上はもたない……！　一いちか八ばちか、一気に引き上げるぞ！」

　そう伝つたえると、マシューは左手でしっかりと手すりを握にぎりしめ、足首を摑つかんでいる右みぎ腕うでを思い切り引き上げた。上半身が船上に出たところでポルミニュエ海尉も必ひつ死しに手を伸ばし、どうにか手すりの下部分にしがみ付く。それで一ひと息いきついたマシューがもう一度腕うでを引き上げると、ようやく彼女はデッキに無ぶ事じ帰き還かんすることが出で来きた。

「はぁ、はぁっ──」「そんなとこで休むな馬ば鹿かっ！」

　九きゆう死しに一いつ生しようを得えた衝しよう撃げきで、海かい尉いは気が抜けたように座すわり込んでしまう。息いきを整ととのえる間も惜おしんで立ち上がったマシューは、彼女を半なかば引きずるようにしてミズンマストの陰まで連れて行った。それで銃じゆう撃げきから逃れると、放ほう心しん状じよう態たいのポルミニュエ海尉の肩を両手でつかんで揺ゆすぶる。

「おい、しっかりしろ！　戦たたかいはまだ続いてるんだよ！」

「あ……ぅあ、ぅ……な、何が、起こって……？」

「キオカ艦かんの砲ほう撃げきだよ！　下手へたすりゃ船を沈しずめかねないくらい強きよう烈れつなヤツだ！　爆ばく砲ほうの話は今までに何度かしてあったろ!?」

「わ、分かんない……あたし、あんなの知らないよぅ……！」

　半べそをかいて泣き言を漏もらす姿は、これまでの女おんな海かい賊ぞくじみた振る舞まいからは想像も付かないほど弱々しかった。マシューは舌した打うちして肩から手を放す。──この分だと、今すぐ彼女を指し揮き官かんとして復ふつ活かつさせるのは無理だろう。

「……分かった、まずはここで呼こ吸きゆうを整えろ。気が落ち着いてから指揮に戻れ。いいな？」

　期き待たいせずにそう言い残すと、マストの陰から身みをかがめて飛び出し、マシューは仲なか間まのもとに駆かけ戻る。そこでは彼が残してきた部下をも束たばねて、トルウェイが迎げい撃げきの指揮を執とっていた。

「射しや撃げき続行！　船体側面の砲ほう手しゆを狙ねらうんだ、次じ弾だんを撃うたせるな！」

「檣楼トツプ上の二人、君たちは敵てき艦かんの上級クルーを狙い撃て！　足回りから削そぐんだ！」

　イクタも腰こしの痛いたみに耐たえて指示を飛ばしていたが、さすがに形勢は良くなかった。肝かん心じんの「暴ぼう竜りゆう号ごう」の正せい規きクルーたちが混こん乱らんから立ち直っていないため、状じよう況きようはどこまでも多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ。しかも砲撃の寸すん前ぜんに敵艦へ寄せたまま舵かじが動いていないから、このままだと両りよう艦かんの進路が交差する。次の砲撃を至し近きん距きよ離りで浴びることになる上、場合によっては敵が直接乗り込んでくるかもしれない。

「まずい、このままじゃ……！」

　焦あせる心のままにトルウェイがつぶやいた、その瞬しゆん間かん──絶ぜつ望ぼうの淵ふちにある「暴竜号」の船上に、けたたましい鉦かねの音が響ひびき渡った。クルーたちの弱よわ気きを叱しかり飛ばすようなその大だい音おん量りように続いて、しわがれた老人の声が力強く響き渡る。

「喝かあつッ！　目を覚まさんかきさまらッ！」

　声の主あるじは、後部デッキ──さっきの砲撃で操そう舵だ手しゆを失った舵だ輪りんのもとにいた。ここまで表に出てこなかった「暴竜号」の艦かん長ちよう、ラギエシー・クッチ海かい佐さだ。艦かんの窮きゆう地ちを受けて立ち上がった古ふる兵つわものは、枯かれた老人の皮かわを脱ぬぎ捨てて、その全ぜん身しんに往おう年ねんの活かつ力りよくをみなぎらせていた。

「フォアマスト、ヤードを左に回せ！　逆ぎやく帆ほを打たせるんじゃ！」

　迷まよいのない声で指示が飛ぶ。叩たたきならした鉦かねを足あし元もとに放り投げて、海かい佐さは自みずからの手で舵かじを取っていた。未いまだに混こん乱らんから立ち直れないクルーたちに向かって、老人はなおも大声で檄げきを飛ばす。

「何をオタオタしておる、きさまらそれでもカトヴァーナ海かい軍ぐんの船乗りか！　無事な者はとっとと持ち場に戻れ！　陸おか者ものの友ゆう軍ぐんを見習わんかっ！」

　その声を聞き届けた瞬しゆん間かん、まるで頭から冷水をぶっかけられたように、クルーたちの動きに秩ちつ序じよが戻った。役割を思い出した彼らは慌あわただしく船上を行き交かい、それぞれの配置に付き直す。さしあたり舵を右に取ることで衝しよう突とつを遅おくらせたクッチ海佐は、同じ命令をもう一度繰くり返した。

「フォアマスト、早くヤードを左に回せというのに！　急がんとまた砲ほう撃げきが来るぞっ！」

　切せつ迫ぱくした声で下された指示に、さっきの衝しよう撃げきを思い出したクルーたちが大おお慌あわてで応こたえる。舵だ輪りんとヤードの回転によって、斜ななめ前から受けていた風が正面に回り、進行方向とは逆ベクトルの風を受けた帆ほが反対側に大きく膨ふくらむ。それで急ブレーキを受けた形になった船体が、急激に行き足を落とし──その直後、先行したキオカ艦かんから二度目の爆ばく音おんが轟とどろいた。

「あ、危ねぇっ……！」

　艦かん首しゆスレスレを掠かすめていった砲撃を、マシューは背せ筋すじが凍こおるような思いで見み届とどけた。クッチ海佐の介かい入にゆうがもう少しでも遅おくれていれば、至し近きん距きよ離りからの砲撃で「暴ぼう竜りゆう号ごう」は今度こそ致ち命めい傷しようを負おっていただろう。

「このまま舵を風下に取るぞ！　全速力で艦隊まで逃げ帰るが、それでよいな陸おかの坊主ども！」

「諸もろ手てを上げて支持します！　……が、最初の砲撃で船体がダメージを受けている上、帆の面積は向こうが上！　逃げ切れますか!?」

「単たん艦かんだと厳きびしいがの、こっちには僚りよう艦かんがおる！　『槍そう魚ぎよ号ごう』の艦長とは古い馴な染じみじゃ、状じよう況きようを汲くみ取って陽よう動どうに回ってくれるじゃろうて！」

　クッチ海佐が力強い返事をよこしてくる。現げん役えきに帰った老人の不ふ敵てきな笑えみを信しん頼らいすることに決めて、イクタとマシューとトルウェイは再ふたたび「暴竜号」の船上を動き始めた。





＊






　同日の夕方、敵てき艦かんの追つい跡せきを命からがら振り切って帰ってきた僚艦の見るも無む残ざんな有あり様さまに、それを目にしたカトヴァーナ海軍の面々はアゴが外はずれるほどの衝撃を受けた。

「な、なんだこれは……!?」

　船体の横よこっ腹ぱらには二つも大おお穴あなが開き、メインマストの帆はずたずたに裂さけて破やぶれ、船上の設備は巨きよ人じんが暴あばれまわったのかと思うほど派は手でに壊こわれている。まだ海に浮いているのが不ふ思し議ぎに思えるほどの惨さん状じようだった。

「敵てきは単たん艦かんだったのだろう!?　こちらは僚りよう艦かんを伴ともなって追ったのに、いったい何があったらここまで……!?　と、とにかく負ふ傷しよう者しやを医い務む室しつに！」

　旗き艦かんに接せつ舷げんした「暴ぼう竜りゆう号ごう」から、タラップを渡って半はん死し半はん生しようの怪け我が人にんたちが運び込まれる。「黄こう竜りゆう号ごう」のクルーたちが固かた唾ずを吞のんで見守る中でそれが済すむと、今度は自分の足で歩ける者の番になった。まずマシューが、それからイクタに肩を貸したトルウェイが下りてくる。

「ソローク、負傷したのか……!?」「か、患かん部ぶを見せてください！」

　群ぐん衆しゆうから飛び出したシャミーユ殿でん下かとハロ、そしてヤトリが、その足で三人のもとに駆かけ付けた。彼女らに顔を向けつつ、イクタは半泣きになって痛いたみを訴うつたえる。

「……いたいよー、せなかいたいよー……。ハロー、死んじゃうー。助けてー」

「しっかりしてください、わたしが必かならず助けますから！　外がい傷しようは矢や傷きずですか、それとも銃じゆう創そう!?」

「いや、そいつのはただの打だ撲ぼくだ……。おれはそろそろ分かってきた。イクタの場合に限って、これ見よがしな痛い痛いアピールは、むしろ軽けい傷しようのサインとして受け止めるべきなんだ」

　その分ぶん析せきを証しよう明めいするように、イクタのシャツをめくり上げたハロがほっと安あん堵どの息いきをつく。それでシャミーユ殿下も胸むねを撫なで下ろし、彼女の脇わきを抜けたヤトリが少年の前に出た。

「……船体の損そん傷しようを見る限り、かなり激しい戦たたかいだったみたいね。あんたたちを行かせたのは正解だったかしら？」

「この艦かんが、まがりなりにも沈しずまずに帰ってきたことが答えだよ。よくユルグス大たい将しようを説せつ得とくしてくれたね。さすがヤトリ、ナイスアシストだ」

　ぐっと指を立ててみせるイクタに、炎えん髪ぱつの少女は軽い微笑ほほえみで返す。と、そんな彼らの脇を、厳きびしい表情をしたカンロン海かい佐さが早足に通り過すぎて立ち止まった。

「クッチ海佐、ポルミニュエ海かい尉い、ただちに艦かん長ちよう室しつまで来てください。ユルグス大将が報ほう告こくを待まっています」

　力なくうつむいた海尉の肩がびくりと震ふるえる。クッチ海佐はその隣となりで軽くうなずくと、凍こおりついたように一いつ歩ぽを踏ふみ出せないでいる彼女の背中を押して、そのまま一いつ緒しよに歩き始めた。

　二人を先に行かせてから、カンロン海佐はヤトリたちのほうを振り向く。

「全員でなくても構かまいませんが、皆さんもいらしてください。特に『暴竜号』に乗っていた方からは最低でも一人」

「承しよう知ちしました。──ハロ、イクタを任まかせてもいい？　いちおう負傷者には違ちがいないから」

　言われたハロが「お任せください！」と張り切って応こたじる。それを聞き届けて、次にヤトリは姫ひめ君ぎみへ視し線せんを移した。

「殿下も、よろしければハロと一緒に」

「うむ、承しよう知ちした。確かく実じつにソロークを拘こう束そく……いや、安あん静せいにさせておこう」

　快かい諾だくした姫ひめ殿でん下かに一いち礼れいし、マシューとトルウェイがうなずいたのを確かく認にんすると、ヤトリはカンロン海かい佐さに向き直って静かに告つげた。

「この三名で参まいります。恐きよう縮しゆくですが、艦かん長ちよう室しつまでご案内を」







　軍ぐん艦かんの最さい後こう尾びに艦長室が作られるのは、カトヴァーナ海かい軍ぐんの古くからの慣ならわしだ。

　全艦の中でも最大のサイズを誇ほこる「黄こう竜りゆう号ごう」。その最さい奥おうに設しつらえられた広く奥行きのある部へ屋やの中、重じゆう厚こうな作りの大おお机づくえに両りよう肘ひじを突ついて、エリーネフィン・ユルグス海かい軍ぐん大たい将しようは待まち構かまえていた。

「艦かんの様よう子すは見たわ。惨ざん敗ぱいだったようね」

　特に責せめ立てるような口く調ちようではなく、声はむしろ淡たん々たんとしていた。後ろに並んだヤトリたち三人の前、深くうつむいたままのポルミニュエ海かい尉いの隣となりで、クッチ海佐が粛しゆく々しゆくとうなずいた。

「わしの責任ですじゃ。艦長の任にありながら、今日までキオカ艦の脅きよう威いを見み誤あやまっておった」

「ふん、いやぁねクッチの爺じいや。謙けん虚きよな反省のように見えるけど、そのフリをした非ひ難なんでしょう。だってそれを見誤っていたのは、第一にアタシだもの」

　ため息いき混じりに言いつつ、ユルグス大将は背もたれに沿そって背中を伸ばす。マシューとトルウェイはちょっとした感動を覚えた。この人物は少なくとも、前の上じよう官かんと違ちがって、不ふ慮りよの事じ態たいに出くわしても感情に任まかせて喚わめき散ちらしたりはしないらしい。

「叱しつ責せきにせよ反省にせよ、まずは報ほう告こくを聞いてからよ。キオカの艦を追っていった先で何が起こったのか、最初から順を追って説明しなさい」

　そう促うながされて、クッチ海佐はゆっくりと話し始めた。──敵てき艦かんを追つい跡せきして風かざ上かみに切り上がり、首しゆ尾びよく追いついたところで並へい走そうして銃じゆう撃げき戦せんを試こころみるも、そこに規き格かく外がいの砲ほう撃げきによって痛つう烈れつな打だ撃げきを受けたこと。そこから先の戦せん闘とうについては、「暴ぼう竜りゆう号ごう」のクルーが壊かい乱らん状じよう態たいにあったことを言い添そえて、その間に戦たたかっていたマシューとトルウェイに報告を代わらせた。

「……ふぅん、なるほどね。要ようするに爆ばく砲ほうとやらの一いち撃げきを食らった後は、クルーたちがパニくってまともな戦争にならなかったわけ」

「その通りですじゃ。砲撃の直後から冷静な対応が取れたのは、そこの坊ぼう主ずたちとその部下のみでの。恥はずかしながらわし自じ身しん、何が起こっとるのか理解するのに時間が必要じゃった」

　クッチ海佐が包つつみ隠かくさず事実を述べる。それを受けたユルグス海将は、ここにきて初めて、老人の隣で黙だまり込んだままの姪めいっ子に視し線せんを向けた。

「ポルミ。アンタはどう思ってるのよ」

「…………！」

「石ころみたいに黙ってないで、ボッコボコにやられた立場からの意見を聞かせなさい。砲撃の直後は気き絶ぜつしていたといっても、その後に色々と見てるでしょ？　どうだったのよ」

　この時も、ユルグス大たい将しようは特に責せめるような口く調ちようではなかったし、本人にそのつもりもなかっただろう。だが、そんな判はん断だんもろくに付かないほど、問とわれた側の心は追い詰つめられていた。

「……なの……なかった……」

「んん？」

「……あんなの知らなかった！　あんなすごい砲ほうなんて、今まで見たことなかった……！　だ、だからあたし、訓くん練れん通どおりに並へい走そうして……風ふう銃じゆうと矢で戦力を削けずって、それから接せつ舷げんして乗り込めばいいって……そうやれば勝てるって思ったの！　それで勝てるって教わったのに、なのに……！」

　口からあふれ出す言こと葉ばは、すでに報ほう告こくの体たいを成なしていなかった。その内容を聞くに従したがって、ユルグス大将の眉み間けんに少しずつシワが寄っていく。

「お、追いつくまでは上手うまくいってたの！　上うわ手て回しは一度も失敗しなかったんだよ！　操そう船せんでは完全に勝ってたはずなの！　なのに、あ、あんなのずるい……！　あんな砲がなければ絶対にこっちが勝ってたのに！　ねぇ、そうでしょ!?　クッチのお爺じいもそう思うでしょ!?」

　すがるように同意を求められたクッチ海かい佐さが、沈ちん痛つうな面おも持もちで押し黙だまる。ポルミニュエ海かい尉いがなおも言い募つのろうとしたところで、その醜しゆう態たいを見かねたユルグス大将が声を荒あらげた。

「……もういいわ！　ポルミ、アンタは下がりなさい。今すぐこの部へ屋やを出てってちょうだい」

「ま、待まって叔父おじさん！　あたしは……！」

「よして、聞くに堪たえないわ。自分がどれだけ見苦しいか分からないの？　アタシはアンタに負け戦いくさの顚てん末まつを報告しろと求めたのであって、負けた言い訳わけをしろとは言ってないのよ」

「……っ！」

「途と中ちゆうまでは上手くいってただの、あれがなければ勝ってただの……何を言おうと結果は覆くつがえらないのに、ぐちぐちと見苦しいことこの上ない。恥はじの上うわ塗ぬりよ。アンタ、そのザマでユルグスの末まつ裔えいを名乗るつもりなわけ？」

　胸むねに突つき刺ささった最後の一言が、彼女から全すべての言い訳を奪うばい去さった。見開いた両目から大おお粒つぶの涙なみだがぼろぼろとこぼれ出す。まるで目の奥で堰せきが決けつ壊かいしたかのように。

「アタシの見込み違ちがいだったわ。ポルミ、現げん時じ刻こくをもって『暴ぼう竜りゆう号ごう』クルーとしてのアンタの任にんを解とく。もうあの船には戻らせない。追って命令を出すまで、この艦の隅すみっこで小さくなってなさい！」

　叔父の口から下された処しよ断だんが、彼女の中にあった最後の拠より所を打ち壊こわした。

「あ──おいっ！」

　ぐちゃぐちゃになった顔を片手で覆おおって、ついにポルミニュエ海尉は部屋を飛び出していった。廊ろう下かを遠ざかっていく足音を聞きながら、反はん射しや的てきに伸ばした右手も下ろせないままに、マシューは立ち尽つくす。

「放っておきなさい。それより今は報ほう告こくの続きを求めるわ。……早めに言っておくけど、今回の一いつ件けんがあったことで、アンタたちはもう『お客きやく様さま』じゃなくなったの。その事実を喜よろこぶのも悲しむのも勝手だけど、まずは受け入れてちょうだい」

　重々しい声でユルグス大たい将しようが告つげて、その隣となりに立つ副ふく官かんがため息いきをついた。名めい実じつ共ともに援えん軍ぐんとして認みとめられたと知って、ヤトリとトルウェイは気持ちを新あらたに目の前の上じよう官かんと向き合う。

　ただ一人マシューだけが、ポルミニュエ海かい尉いを吞のみ込んだ背はい後ごの扉とびらに未み練れんを残していた。







「えーと……つまり、雨降って地じ固かたまる。そんな感じの結果ですか？」

　聞いた内容をハロが端たん的てきにまとめた。──艦かん長ちよう室しつでの報告の後、ヤトリたち三人にあてがわれていた部へ屋やに、騎き士し団だんメンバー五人と姫ひめ君ぎみが久しぶりに揃そろい踏ぶみしたのだった。

「ま、だいたいその通りね。キオカの戦力に対する警けい戒かいも喚かん起きできたし、その脅きよう威いへの対たい処しよに私たちの経けい験けんが活いきることも証しよう明めいできた。犠ぎ牲せいが出たのは痛いたましいけれど……保ほ護ごされるだけのお客さんの立場からは大きな進しん歩ぽよ」

　ヤトリがうなずいてみせる。と、その隣となりで、裸はだかの上じよう半はん身しんに包ほう帯たいを巻いた少年がずるずると寝しん台だいを這はい出してきた。ハロが慌あわてて肩を抑おさえる。

「ダメですよイクさん、今は安あん静せいにしてないと！　骨こそ折おれてませんけど、けっこう重い打だ撲ぼく傷しようなんですから……！」

「い、行かせてくれぇ……！　ぽるみんが、ぽるみんが僕ぼくを待まってるんだ……」

　うわごとのように繰くり返すイクタを、ハロとシャミーユ殿でん下かが二人がかりで寝台の中に押し戻す。向かいの寝台に腰こし掛かけた小こ太ぶとりの少年も、しかめっ面つらでその様よう子すを眺ながめていた。

「……ほっとけばいいだろ、あんな女。完全に自じ業ごう自じ得とくじゃないか。最初からおれたちと連れん携けいを図はかっていれば、被ひ害がいはずっと少なくて済すんだってのに……」

　マシューの口から低い声がこぼれる。イクタは仰あお向むけで呻うめきながらそれに応じた。

「っ、その通りかもしれない。でもねマシュー、彼女はまだ若いんだよ……」

「おれたちよりは年上だ。だいたい年が言い訳わけになる話じゃないだろ？」

「本当にそうかな……。なら、北ほく域いきで泥どろ沼ぬまの戦争を戦っていた時、僕たちは自分の若さに一度も違い和わ感かんを覚えなかっただろうか……？　二十歳はたちも迎えないうちから負け戦いくさの最前線で大勢の命を背せ負おわされる重じゆう圧あつに、『こんな若わか造ぞうに無む茶ちやさせるな』と文もん句くを言いたくはならなかっただろうか……？」

「……思ったとしても、誰だれも聞いちゃくれなかった」

「うん、そうだね……。それはあの戦場にあった大きな間ま違ちがいのひとつで、だから僕たちは自分で何とかしなきゃならなかった。サザルーフ少しよう佐さと合流するまでの間は、誰にも頼たよらず自じ力りきで生き延のびる以外になかった……」

「…………」

「でもね、マシュー……あれと同じ苦く難なんを、誰だれもが独どく力りよくで乗り越こえられると思うのかい……？」

　マシューは返答に詰つまった。迷まよわずうなずいて返すことはとても出で来きない。なぜなら彼かれ自じ身しん、北ほく域いきの泥どろ沼ぬまの戦場を独力で生き延びたとは口が裂さけても言えないからだ。シナーク族との内戦に限っても、いつも優ゆう秀しゆうな仲なか間まに──イクタやヤトリやトルウェイの存そん在ざいに生かされてきた。上じよう官かんを頼たよれなかった分、仲間を頼むことで生き延びてきたのだ。

「ぽるみんの年ねん齢れいで事実上の艦かん長ちよう役やくを務めるというのは、海かい軍ぐんの歴史をひも解といても滅めつ多たにあることじゃない……。彼女自身の船乗りとしての優秀さは前ぜん提ていとして、他の様々な理由が出しゆつ世せを後押ししたはずだ。その最さいたるものがユルグスの末まつ裔えいという生まれなら、きっと彼女は生まれながらに英えい雄ゆうであることを強しいられてきた。同時に彼女自身も、その期き待たいに応こたえようと必ひつ死しに頑がん張ばってきたんだと思う……」

　その境きよう遇ぐうを自分と重ねて、「忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け」を生せい家かに持つ二人が視し線せんを落とす。そんな彼らの様よう子すを横よこ目めに、イクタはため息いきをついた。

「誰もがヤトリやトルウェイのように生きられるわけじゃない……。周しゆう囲いからの期待に応え続ける人生は、多くの人間にとって重すぎるものだよ。だから今日、ぽるみんは重じゆう圧あつに負けてつまずいた……。それは彼女だけの責せき任にんじゃない。人格的な未み熟じゆくさに目をつむって彼女を持ち上げた、周囲の人間の浅せん慮りよさによるところが一番大きい……。だから僕たちは彼女を責せめる前に、彼女に正しい成長の機会を与えなかった、海軍という環かん境きようを非ひ難なんするべきだと思う……」

「……育った環境が言い訳わけになるっていうなら。失敗を犯おかした人間は誰でも……それこそあのサフィーダ中ちゆう将じようにだって、同じことが言えちまうかもしれないだろ！」

「ああ、そうだね……。その意味で言えば、サフィーダ中将は手て遅おくれだった。極きよつ刑けいをもって全軍に範はんを示す、それ以外の責任の取り方が彼には残されていなかった。でもマシュー……それを踏ふまえた上で、僕はもう一度言うよ。ぽるみんはまだ若い。それに彼女は僕たちの上官じゃない。実じつ戦せん経けい験けんで言えば、むしろ後こう輩はいに当たるんだ。ここで放っておきたくはない」

　マシューは唇くちびるを嚙かんで押し黙だまる。痛いたみとは別の理由で、イクタの表情が苦しげに歪ゆがんだ。

「間ま違ちがいを犯した後輩を、責め立ててなじるのは間違っている……。叱しつ咤たも激げき励れいもただの手段で、その結果として諭さとし導みちびくことだけが唯ゆい一いつの正解なんだ。相手が子供ならなおさらのことで、間違った行動や考え方をそのまま非難しても始まらない……。それらは間違った育ち方、誤あやまった育てられ方の表れなんだから。その根本を掘ほり下げて向き合わないことには、どれだけ叱しかりつけても何も変えられない……」

　すでに話の筋すじはポルミニュエ海かい尉いの件けんからも離はなれていた。その内容が胸むねに突つき刺ささったのは、ここではマシュー以上にシャミーユ殿でん下かだった。この少年がどういう思いで自分と向き合っているのか──その一いつ端たんを知った気がして、少女はこぶしをきつく握にぎりしめた。

「……くそっ……！」

　小さく毒どくづいたマシューが寝しん台だいから立ち上がり、その足で部へ屋やのドアへ歩み寄る。彼の背中に向けて、トルウェイがとっさに問といを投げた。

「──待まって、マーくん。海かい尉いに会いに行くの？」

「…………」

「それでいいと思う。あの船の上で、誰だれよりも真しん剣けんに彼女と向き合っていたのはマーくんだった。だから、きっと……今の彼女にも、言ってあげられることがあると思うんだ」

　そう口にする青年の表情は、どこか誇ほこらしげですらあった。友人の声に背中を押されて、マシューはひとつ深しん呼こ吸きゆうすると、思い切って部屋を出た。







　世界一とも称しようされる「黄こう竜りゆう号ごう」の巨きよ大だいさは、その中で人ひとりを見つけ出すことの困こん難なんをも同時に示している。闇やみ雲くもに探さがしても手間がかかり過すぎるので、ここではマシューもイクタにならって「科学的な」思考を心がけた。

「まず……今のあいつは、一人になりたいはずだよな」

　それを前ぜん提てい条じよう件けんにするだけで、当たるべき場所は大きく絞しぼれる。本来この艦かんのクルーではないポルミニュエ海尉には当然のように個室など用意されておらず、一人で閉じこもれる空間など船内にはほとんど存そん在ざいしない。例外は便べん所じよくらいだが、他にも選せん択たく肢しがあるうちに選ぶ場所とは考えづらかったので、そのチェックは後に回す。

「となると、本ほん命めいはやっぱり……」

　見込みを付けたマシューは早足に廊ろう下かを行き過ぎ、そのまま階段を上って船上に出ていく。星々の瞬またたく夜空の下、先の敗北を受けて戦せん略りやくの見直しを迫せまられた海かい軍ぐん第一艦かん隊たいは、大おお海うな原ばらの真っただ中に全艦で錨びよう泊はく中ちゆうだ。

　すでに縮しゆく帆はんも済すんでいるので、船上作業を行うクルーたちの姿もまばらにしか見えなかった。右う舷げんには修しゆう理り中ちゆうの「暴ぼう竜りゆう号ごう」が接せつ舷げんしているのが見えるが──今のポルミニュエ海尉には、あの船に戻ることが許されていないはず。なので意い識しきから外して、マシューは旗き艦かんのデッキ上に視し線せんを巡めぐらせた。人ひと目めを避さけて過ごせそうな場所をひとつひとつチェックしていき、そして、

「……げ。あそこかよ、あいつ……」

　月明かりが幸さいわいした。そびえ立つメインマストの半なかば──海かい抜ばつ二十メートル強の高みに設置された見張り台。そこにうずくまる誰だれかの姿を、マシューの両目はかろうじて捉とらえていた。







　縄梯子シユラウドを軋きしませながら登ってくる誰かの気け配はいに、ポルミニュエ海尉は身をすくませた。

　膝ひざを抱かかえた姿し勢せいのまま首だけをおそるおそる背はい後ごに向けると、そこではちょうど、登ってきた誰だれかが見張り台の床ゆかに手をかけたところだった。彼女が固かた唾ずを吞のんで見守る中、見覚えのある小こ太ぶとりの少年がひょっこりと顔を出す。

「……よう」

「…………」

「おれが乗るスペースくらいはありそうだな。まぁ、なんだ……お邪じや魔まするぞ」

　努つとめて下を見ないようにしながら檣しよう楼ろうに乗り込むと、マシューはマストを背にしてポルミニュエ海かい尉いの隣となりに座すわりこんだ。途と端たんに真っ黒な夜の海が視し野や一いつ杯ぱいに広がって、言い知れない恐きよう怖ふを感じた少年は、その光景にごくりと唾つばを飲む。

「おまえ、よくこんなところで落ち込んでいられるな……。おれはおっかなくてそれどころじゃないぞ」

「……な、何しにきたんだよぅ……」

「いや、何しにって……何だろ。おれ、何しに来たんだろうな？」

　自分でも腑ふに落ちないという顔で、マシューは軽く首をひねる。彼から逃れるように、ポルミニュエ海尉は膝に顔をうずめた。

「か、帰ってよ……！　あたしをひとりにしてよぉ……！」

「いや、そう言われても、もう少し待またないとここを降りる覚かく悟ごが……ってか、おい。なんか前と喋しやべり方変わってないかおまえ？　むしろ性せい格かく違ちがう？」
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　怪け訝げんに思ったマシューがじろじろと相あい手てを眺ながめ回す。雨に濡ぬれたウサギのように縮ちぢこまっている彼女の姿を見ていると、少年はふと真しん相そうに思い至いたった。

「……おまえさぁ……ひょっとして内うち弁べん慶けいか？　それもかなり極きよく端たんな」

「…………っ！」

「最初にユルグス大たい将しようの前で会った時は猫ねこかぶってて、おれたちと一いつ緒しよに暴ぼう竜りゆう号ごうに乗ったところで本ほん性しよう見せたって、これまではそう思ってたけど……今のおまえを見てると、どうも違ったみたいだな。どっちかといえば、今のが地じのおまえだ。自分の船の上でしか、カトラスぶん回す女おんな海かい賊ぞくにはなれないってわけか？」

「か、勝かつ手てなこと言うなっ！　あたしはいつでも同じあたしだもんっ！」

「語かたるに落ちてるからやめとけって……。むしろそのままでいろよ頼たのむから。デブだのブタだの罵ののしられるよりずっと楽らくだぞ」

　マシューがため息いき混じりにそう言ったところで、羞しゆう恥ちに耐たえかねた海かい尉いは再ふたたび膝ひざに顔をうずめてしまった。海かい抜ばつ二十メートルの見張り台に沈ちん黙もくが下りる。何を話したものかと困こまり果てたマシューは、少し考えた末、最初からずっと気になっていたことを口にした。

「なぁ……勘かん違ちがいだったら悪いんだけど。おまえの、その右みぎ頰ほおの傷きずさぁ……」

　少しためらってから、マシューは続く言こと葉ばを口にする。

「……自分で付けただろ？」

　縮ちぢこまった肩がびくんと跳はねる。ポルミニュエ海尉は震ふるえながら膝から顔を上げた。

「……ど、どうして……っ！」

「いや、そう焦あせんなって。馬ば鹿かにしてるわけじゃない。おれにもあるんだよ、同じの」

　そう言って、マシューは指先で自分の右頰の下部分をなぞってみせる。月明かりの下では見えづらいが、そこには彼かれ自じ身しんが昔むかしこさえた細長い古ふる傷きずが一本走っているのだ。海尉のものに比くらべれば小さく目立たないが、それでも二人の傷は、その出しゆつ典てんを同じくするものだった。

「キャプテン・ガルシエフに憧あこがれるのは、船好きなら誰だれもが通る道だよな。ましてやおまえの場合は直接のご先せん祖ぞ様さまなわけだし。……でも、よくそこまででっかい傷こさえたなぁ。おれは三センチも切らないうちに泣きが入って、しかもその後母ちゃんに見つかってさんざん怒おこられたんだぞ」

　自分で話しているうちに、マシューの頰は恥はずかしさで熱を持ち始めた。と、そんな中、ふと彼は気付く。隣となりのポルミニュエ海尉がじっと自分を見つめて、話に耳を傾かたむけていることに。

「……ガルシエフ・ユルグス。乱らん世せの時代に海洋を拠きよ点てんとする一いち大だい軍ぐん閥ばつを作り上げた豪ごう傑けつで、帆はん船せんによる風上への切り上がり技術を最初に発明した偉い大だいな船乗りでもある。そして何よりも、いつも未み知ちなる土地を求めて大海に漕こぎ出す冒ぼう険けん家かだった」

　幼よう少しようの自分に海への憧れをかき立てた冒険譚たんを、マシューは閉じたまぶたの裏うら側がわに思い描えがく。最初のきっかけは、母ハンナ・テトジリチが話してくれた寝ね物もの語がたちだった。キャプテン・ガルシエフの逸いつ話わはおそろしくバリエーションに富んでいて、史し実じつと脚きやく色しよくが入り乱れた荒こう唐とう無む稽けいな冒ぼう険けん譚たんは、幼おさなき日のマシューにいつも眠ねむ気けを忘れさせた。

「冒険譚のヒーローとして名を馳はせた彼だけど、それとは別に軍人としての功こう績せきも大きい。後のカトヴァーナ海かい軍ぐんに繫つながる集団を作り上げたこともそうだし、軍ぐん艦かんの人員を組そ織しき的てきに再さい構こう成せいしたのも革かく新しん的てきだった。掌しゆう帆はん長ちよう、航こう海かい長ちよう、海かい兵へい隊たい長ちよう……現在では当たり前のように採さい用ようされているこれらの役やく職しよくも、キャプテン・ガルシエフが現れる以前は存そん在ざいしなかった。本人は豪ごう快かいで大おお雑ざつ把ぱな性格だったから、カトヴァーナ海かい賊ぞく軍ぐんという悪あく名めいの大おお元もとみたいに呼ばれる人物でもあるけど……そんな風ふう評ひようとは裏うら腹はらに、無む秩ちつ序じよな海賊集団を秩序だった海軍に移行させるための下した地じを作り上げたのは、間ま違ちがいなく彼だった」

　熱のこもった語り口は、本当に好すきな分ぶん野やを語っている人間のそれだった。ポルミニュエ海かい尉いが聞き入っていると、小太りの少年がため息いきをつく。

「そんなキャプテン・ガルシエフの技術と精神をダイレクトに受け継つぐのが、おまえの生まれたユルグス家なんだよな。『忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け』の一いつ角かくに数えられるくらいだから、歴史上の位置付けはそれこそイグセムやレミオンにも比ひ肩けんする。……そんな家いえ柄がらを背せ負おって立つプレッシャーっていうのは、たぶん本人にしか分からないものなんだと思う」

「…………」

「でもさ、ポルミニュエ海尉。『暴ぼう竜りゆう号ごう』に乗っている間、おれたちは最初から、おまえをユルグスの娘むすめとしては見てなかったんだよ。純じゆん粋すいな友ゆう軍ぐんとして、対等な仲なか間まとして見ていた。それを分かって欲ほしかった」

　頭をかきながらマシューが言う。ポルミニュエ海尉は泣きはらした目を手の甲こうでこすった。

「おまえもさ、あんまり目線を高いところに置くのはやめて、ちょっと等とう身しん大だいの自分を振り返ってみたらどうだ？　あんなイジメで優ゆう位いに立とうとするのはよしてさ。……部下に自分を大きく見せたいのは指し揮き官かんの常つねだけど、その虚きよ像ぞうで自分自じ身しんまで騙だましちゃ本ほん末まつ転てん倒とうだぞ」

「……っ……！」

「作りの甘あまいハリボテは、戦せん況きようが悪くなってくると真っ先に吹き飛ぶ。おれも北ほく域いきではずいぶんやられたよ。……虚きよ勢せいを張るなとは言わない、それはむしろ絶対に必ひつ要ようなもんだからな。ただ、煮に詰つまった戦場では、そのハリボテさえ一流の作りじゃないと話にならないんだ」

　自分で言った内容にマシューが苦く笑しようしていると、ふいに隣となりから涙なみだ声ごえが上がった。

「……デンシシ、マクーニ、ヤウザ、ヨンドルケ……」

「？」

「『暴竜号』のクルー。でも、もういない。あたしがハリボテだったから、みんな死んじゃった。あ、あたしの知らないうちに、四人とも砲ほう撃げきでばらばらに吹っ飛んだって……！　海にばら撒まかれて、し、した、死体も残らなかったって……！」

「……ああ……」

　しゃくり上げる彼女を横よこ目めに、マシューは深く息いきを吐はいた。……それは彼にも覚えのある痛いたみ。多くの顔がよぎっては消える。北ほく域いき方面戦争の終しゆう盤ばん、アルデラ神しん軍ぐんを相あい手て取どった撤てつ退たい戦せんの中で失われた多くの命。彼が手ずから育て上げた、初めての部下たち。

「…………辛つらいよなぁ、それは…………」

「……簡かん単たんに、言うなっ……！　分かったように言うなっ……！」

「いや、分かる。……分かるよ」

　同じ痛みを嚙かみしめて、マシューは繰くり返しうなずく。……満まん天てんの星空の下に、ポルミニュエ海かい尉いの嗚お咽えつは止む当てもなく続いている。だが、いつまでかかろうとも彼は構わなかった。彼女の泣き声が止むまでここにいようと、小こ太ぶとりの少年は当たり前のようにそう決めていた。





＊






　カトヴァーナ海かい軍ぐん第一艦かん隊たいの艦かん船せんが浮かぶ、帝てい国こく東とう端たんの領りよう海かいからさらに東。キオカの支配下にある海かい域いきでは、夜明けを迎えつつある大おお海うな原ばらを、数すう隻せきの帆はん船せんが巡めぐっていた。

「休むんじゃねぇぞ！　そら、あと百本！」

「「「「「「「サー・イエス・サー！」」」」」」」

　うち一いつ隻せきの前部デッキでは、海かい兵へいたちが朝も早くからカトラス片手に素す振ぶりを繰くり返していた。彼らの兵へい装そうもカトヴァーナ海軍と大差ない。不安定な船上では、着ちやつ剣けんしたボウガンや風ふう銃じゆうよりも、短くて取り回しのいい片かた手て剣けんが重ちょう用ようされるのだ。

「なんだそのへっぴり腰ごしは！　台所で野菜でも切ってるつもりか!?　もう百本追つい加かだぁ！」

「「「「「「サー・イエス・サー！」」」」」」」

　海兵隊長と見える大おお柄がらな男が、汗あせだくの部下たちに向かってさらなる運動を命じる。戦せん闘とうが起こるまで出番の少ない海兵たちは、長い待たい機きの間に体をなまらせてしまうため、「暴ぼう竜りゆう号ごう」でのそれと違ちがって無意味にシゴいているわけではない。が──それとは別に、命令を飛ばす男には異い様ような点が二つあった。

　ひとつめが、その手に握にぎった長ちよう大だいな得え物ものだ。フックの付いた長なが柄えの戦せん斧ぷとも言うべき代物で、男以外の誰だれもそんな仰ぎよう々ぎようしい武器は持っていない。そしてふたつめが──男の顔面の右側。紫むらさき色いろに変色した肉の隙すき間まに乱らん杭ぐい歯ばを覗のぞかせる、耳下まで裂けた口である。

　どん、と戦斧の柄つか頭がしらがデッキの床ゆかを打った。その音に身をすくませた兵たちに、男はため息をついて、つかつかと歩み寄っていく。

「いけねぇな……。どうもてめぇら、腑ふ抜ぬけてやがる」

　真っ青になって押し黙だまる部下たちの間を、男はひとりひとりの顔をにらみながら練ねり歩く。そうやって一通り全員を震ふるえ上がらせてから、やがてひとりの兵士の前で立ち止まった。

「クランガ、特にてめぇだよ。さっきの素す振ぶり、ありゃなんだ。お遊ゆう戯ぎのつもりか？」

「い、いえ、そんな……」

「言ったはずだな、殺さつ意いを絶たやすなと。いつだって目の前の敵を殺す気で振れと。……あれだけ教え込んだはずのことを、どうもてめぇは、ここしばらくの吞のん気きな船旅の間にすっかり忘れちまったらしい」

　わずらわしげに後こう頭とう部ぶをかきむしって、男は裂さけた口をにたりと歪ゆがめた。

「ま、安心しろ。すぐに思い出させてやるよ」

「……は──ッ!?」

　その瞬しゆん間かん、男の右手が無む造ぞう作さに戦せん斧ぷを振るった。首を刎はねられると思った海かい兵へいはカトラスを盾たてに身みを縮ちぢめるが、その予想に反して、彼に向かって振るわれた凶きよう器きは寸すん前ぜんで止められる。

「ふッ──」

　しかし、まだ終わらない。刃はとは反対側に備わったフックが兵士の軍ぐん服ぷくの襟えり元もとに引っかかったと思うと、そのまま担にない手の剛ごう腕わんが、戦斧に引っかけた人間ひとりを宙ちゆうにぶらさげた。

「はっ、ああっ……!?」「ジタバタすんなよ」

　部下を吊つり下げた得え物ものを片かた手てに、男はデッキの端はしへ歩いていく。大勢の海兵たちが固かた唾ずを吞のんで見守る中を舷げん門もんまでたどり着くと、彼は兵士をぶら下げた長柄の戦斧を釣つり竿ざおに見立てて、そのまま海のほうに突つき出した。

「ひ……ッ!?　た、隊たい長ちよう、お許しくださいッ！　グレーキ隊長ぉ……ッ！」

　波立つ海面を真下に見て、怯おびえきった兵士が声を上げた。……雨こそ降っていないが、今日は風が強く、そのために波も荒あらい。海兵だからこそ、そんな海に落ちることがどれだけ危険かもよく知っていた。

「餌えさが喋しやべるな、魚が逃げるだろうが。大物の一いつ匹ぴきも釣つり上げたら放してやらぁ」

　グレーキと呼ばれた男が平然と言う。悪い冗じよう談だんだった。人間を餌に釣れるのは鮫さめくらいだろうし、万一そんなものが食いついた日には、それこそ兵士の命が危ない。……とはいえ、実際にはそんな悪あく運うんを待まつまでもなさそうだった。フックに引っかけられた軍ぐん服ぷくの上着が、繊せん維いの千ち切ぎれていく音で、落水への秒びよう読よみを奏かなでていたからだ。

　絶ぜつ望ぼう的てきな心しん境きようでいる兵士と、鼻をほじりながら戦斧を上下させるグレーキの眼がん前ぜんで──その時、一いち羽わの鳥が舞まった。空高くから急きゆう降こう下かしてきたそれは、着水と同時に水面下に捉とらえていた魚ぎよ影えいに鉤かぎ爪づめを突つき立て、再ふたたび飛び上がった時には、五十センチはあろうかという魚を鷲わし摑づかみにしている。

　獲え物ものを仕留めたその鳥は、どこか得意げに旋せん回かいした後、海兵たちの頭上を通り過ぎてデッキ前方に降り立った。だが船上の床ゆかではなく、いつの間にかそこに立っていた、誰だれかの肩の上に。

「よくやったね、ミザイ」

　空中から投げ渡された魚を器き用ようにキャッチして、肩に留まった愛あい鳥ちようを褒ほめるその人物は、一いつ見けんして実に奇き妙みような出で立ちをしていた。丸みのある体を包むキオカ海かい軍ぐんの軍ぐん服ぷくはいいとしても、頭に被かぶった広く丸いつばのある三さん角かく帽ぼう、それに羽う毛もうを編あんでこしらえたと思われる白い羽は織おり物は、船上にあって一いつ種しゆ異い様ようなまでのエキゾチックさを放っている。さらには深い琥こ珀はく色いろをした瞳ひとみが、年経へたフクロウのように知ち的てきな印いん象しようをそこに添そえていた。

　肩に留まった鳥がピイィ、と甲かん高だかい声で鳴く。主しゆ人じんにミザイと呼ばれたその鳥は、白い胴どう体たいに黒い翼つばさをもつ猛もう禽きん──ミサゴだった。魚を獲とる手並みの上手うまさから海うみ鷹たかとも異い称しようされる。全長にして七十センチ近いこの個体は、同種の中でもかなりの大型と言えるだろう。

「これでどうだろう、グレーキ」

　愛鳥から受け取った魚を片手に、彼女は海兵隊長のもとに歩いていく。女性としては上うわ背ぜいのあるほうだが、体格のいいグレーキと並ぶと、その身しん長ちよう差さは親子の一歩手前だった。

「ありがたく頂ちよう戴だいします、少将殿」

　声をかけられたグレーキは即そく座ざに戦せん斧ぷを引き戻して、宙ちゆう吊づりにしていた部下を船上に下ろしてやる。それから背せ筋すじを伸ばして敬けい礼れいすると、武ぶ骨こつな両手を伸ばして恭うやうやしく魚を受け取った。

「──シイラですか。このサイズを一ひと摑つかみとは、いつもながら優ゆう秀しゆうな相あい棒ぼうですなミザイは」

「うん、そうだろう？　後でこの子にも一切れ分けてやってくれると嬉うれしいよ」

「いちばん大きい切り身を持っていかせまさぁ。──なぁ、クランガ？」

　デッキ上に尻しりもちを突ついたまま息いきも絶たえ絶だえでいる部下に、グレーキは裂さけた口で笑えみを浮かべてみせる。クランガは慌あわてて立ち上がって魚を受け取り、それを厨ちゆう房ぼうに運ぶべくデッキ前部の昇しよう降こう口ぐちへ駆けていった。その背中を見送りながら、女性がぽつりと言う。

「──すまない。きみたちには長いこと退たい屈くつを強しいてしまっているようだ」

「仕し方かたありませんや。待まてと言われりゃ百年だって待つのが我われ々われの任にん務むでさぁ」

「ここまで待つとは私も思っていなかった。……というより、この期ごに及およんで敵てきを待つことになるとは思わなかったんだ。次に私たちに下される命令は、帝てい国こくに最後の引いん導どうを渡わたす総そう攻こう撃げきのそれと信じて疑わなかったから」

「こっちの読み通りに北ほく域いきが陥おちてりゃ、早そう晩ばんそうなっていたんでしょうけれどねぇ。──ちっとばかし、あの若わか造ぞうに期き待たいし過すぎましたか」

　昔むかし会った白はく髪はつの将しようを思い出しながらグレーキが愚ぐ痴ちる。女性はゆっくりと首を横に振った。

「ジャンは頑がん張ばっているよ。シナーク族を扇せん動どうして内戦に誘ゆう導どうしつつ、それと並へい行こうしてアルデラ本部国を口く説どき落とし、北域鎮ちん台だいが疲つかれ切ったところで大たい軍ぐんを差し向ける──これだけの計画を一人で立てて、しかも実現してみせた。同じ真似まねが出で来きる将しようが、はたしてキオカに何人いることか」

「確かに。しかし、詰つめの一いつ手てを仕し損そんじたのも事実ですな。それだから我々もこうして無ぶ聊りようを囲っているわけで」

「言うことは分かるけど、きみはジャンに厳きびしすぎるよグレーキ。その傷きずの件けん、まだ根ねに持っているの？」

　女性に尋たずねられて、グレーキは大きく裂さけた右みぎ頰ほおを指でなぞった。

「そりゃ、まぁ。……あの若わか造ぞうはともかく、このツラを男おとこ前まえにしてくれた野や郎ろうにだけは、いつか必かならず礼れいをするつもりでいますな」

「直接ケンカしたのはハッラー大たい尉いだったよね。でも、あそこでジャンたちが介かい入にゆうしていなければ、きみは確かく実じつに戦せん死しもしくは銃じゆう殺さつされていたと思うんだけど……」

「そりゃもちろん恩おん義ぎに感じてまさぁ。でも、名めい誉よの問題はまた別でしょうや」

「うーん、私が女だからかなぁ。きみの言ってることは時々よく分からないなぁ……」

　ため息いき混まじりにかぶりを振る女性だったが、そこでふと、肩に留まった愛あい鳥ちようが一声鳴いた。その意いを汲くんで、彼女の瞳ひとみが風かざ上かみを向く。

「──風が強まるようだ。クルーには縮しゆく帆はんの準じゆん備びをさせたほうがよさそうだね」

「ミザイの予よ報ほうに間ま違ちがいはありませんからな。さて、強まった風が戦たたかいを運んできてくれりゃいいんですが」

「帝てい国こく領りよう海かいに侵しん入にゆうさせた僚りよう艦かんが、じきに答えを持って帰ってくるよ。……でもグレーキ。今の任務はこの海かい域いきの守しゆ護ごだから、このまま戦せん闘とうが起こらないに越こしたことはないんだけど？」

「ええ、知ってまさぁ。といって退たい屈くつをそのまんま受け入れられるほど、少しよう将しよう殿どのも俺おれも年食っちゃいねぇでしょう」

「私はそうでもないよ。いずれ来たる平へい和わな時代が永えい遠えんの退屈を意味するのなら、その結果は粛しゆく々しゆくと受け入れるつもりでいるんだ」

「だったらなおのこと、その時が来るまでにしっかり暴れとかなきゃ損そんってもんでさぁ」

　冗じよう談だんめかしてそう言うと、グレーキは一いち礼れいして身みをひるがえす。それを視し線せんで見送った女性は、どこか不ふ敵てきな微笑ほほえみを浮かべて水平線の彼方かなたを見やった。

「……うん、彼の意見にも一いち理りある。いくさは常つねにむなしいもので、わたしとジャンは誰だれよりも身に染しみてそれを知っているけど──だからこそ、その終わりを早めるための戦いなら、望んで呼び込むべきなのだろうね」

　肩の上でミザイが応こたえるように一ひと鳴なきする。高まる戦せん意いに、彼女の口くち元もとが吊つり上った。

「いつでも来るといい、帝てい国こく軍ぐん。この退屈が破やぶられた時、この身は鷹たかとなり大おお鷲わしとなり、きみたちの命を仕留めるために飛ぶだろう」

　必ひつ勝しようの宣せん言げんが海うな原ばらを駆かけた。……キオカ海かい軍ぐん少しよう将しよう、第四艦かん隊たい司し令れい官かんエルルファイ・テネキシェラ。かつてジャン・アルキネクスの故こ国こくバユシエと共とも倒だおれの形で滅ほろんだ、東とう方ほうの小国ラオ──その地に生きた「鷹たか匠じようの民たみ」にルーツを持つ、キオカ海軍唯ゆい一いつの女性司令官である。





〈了〉












あとがき




　海は広いな大きいな、でもそういえばしばらく見てないな……こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。

　シリーズ第四巻！　フフフ、いよいよ未み知ちの領りよう域いきに踏ふみ込みましたよ。アクションゲームに喩たとえれば、出てくる敵てきもフィールドの雰ふん囲い気きもガラリと変わったステージ４。慎しん重ちような立ち回りが要よう求きゆうされているところです。いやまったく油ゆ断だんならないことでアッ（ティウンティウン）。

　……イタタタ……。でもそうなると、このあとがきにもアップデート感が欲ほしいところ。お役立ち情じよう報ほうのひとつも載のせて読者の皆みな様さまに少しは還かん元げんしたらどうなんだ、と心の声が囁ささやくのですが、その手の情報はネットで探さがしたほうが遥はるかに早いのが現代というものでして。

　ならば、宇野朴人はあえて時代に逆ぎやつ行こうする！　２Ｄアクションゲームの話をしましょう！

　えー、今さら２Ｄアクション？　やだーおっくれてるぅー！　とか思った方、えーと、特に反論が思いつきませんので寛かん大だいな気持ちでお付き合いください。

　ともあれ、このジャンルが私の中で再さい燃ねんしているのです。きっかけはネット上でフリー公開されている「洞どう窟くつ物もの語がたり」なるゲームでした。最近これにどハマりしまして、久しぶりに寝ねるのを忘れて攻こう略りやくした次し第だいです。公こう開かいは２００４年、それから各所で度たび々たび話題になっていたので、すでに知っている方も多いかと。当然「今いま更さらかよ！」という声には聞こえないフリをします。

　今、私の手て元もとにはゲーム機のハードがそれなりに揃そろっています。ＰＳ３もＸｂ[image: о]ｘ３６０もＷｉｉもありますから、現代ならではの美び麗れいグラフィックはいくらでも堪たん能のうできます。そんな状じよう況きようで久しぶりにどハマりしたのが、ファミコン時代を濃のう厚こうに匂におわせる「洞窟物語」であったことは自分でも驚おどろきでした。

　理由は何か？　作品自体の素晴らしさは今さら語るまでもありません。が、それに加くわえて、私自身の経けい験けんも影えい響きようしているように思います。というのも子供時代、私はスーパーマリオやロックマンや魔ま界かい村むらを「ほとんど自じ力りきでクリアしていない」のです。他人が攻略する様よう子すを後ろで正せい座ざして見ているのが定位置でした。そうこうしている内に３Ｄの時代が来てしまった。

　そのことを思い出しているうちに気付かされました。結局のところ自分は、２Ｄアクションゲームというジャンル自体に「やり残し」の思いがあったんだな、と。子供時代に味わい損そこねたエアーマンが倒たおせないあの感じを、今でも無む意い識しきに追い求めていたということなんでしょう。




　……あ、まずい、もう文字数がない！　いつもの締しめに入ります！

　さんば挿そうさん、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。カバーイラストの二人、最高に可愛かわいいです！　担たん当とう編へん集しゆうの黒くろ崎さきさん、今後もよろしくご指し導どうください！

　そしてもちろん、この本を手に取ってくださったあなたに、この場で最大最高の感かん謝しやを！





宇野朴人





















次ページには、初版刊行時のカバーを収録しています。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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